
論

説

ア
メ

リ
カ
に
み
る
参

加

と
法

(
三
)

1

「福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
手
続
過
程
」
研
究
の
素
材
と
し
て
ー
1

橋

本

宏

子

目

次

一

は

じ

め

に

H

「
生
存
権
」
の
保
障
と
参
加
の
必
要
性

O

計
画
過
程

へ
の
住
民
参
加
に
対
す
る
法
的
視
角
と
社
会
福
祉
サ
ー
ビ

ス

日

ア
メ
リ
ヵ
の
住
民
参
加
手
続
を
検
討
す
る
理
由

四

本
論
の
構
成

一
一

ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
プ

ラ
ソ

ニ
ソ
グ
と
住
民
参
加

H

検
討

へ
の
視
角
ー

プ
ラ
ソ

ニ
ン
グ
と
住
民
参
加
の
意
味
に
つ
い
て
i

C⇒

ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
プ

ラ

ン

ニ
ソ
グ

の
歴
史

日

一
九
六
〇
年
代

の
住

民
参
加

(
以
上
二
三
巻

一
号
)

三

ラ
イ

ヒ

(O
訂

皆

。。
噂
》
・
菊
魯

ゲ
)

の

「
プ

ラ

ソ
ド

ソ
サ
イ

ア
テ

ィ
」
と
参
加

の
法
理

9

本
章

の
課
題
i
ー

も
う

ひ
と

つ
の
プ

ラ

ン
に
つ
い
て
ー

ー

⇔

「
計
画

経
済
」

と
行
政
機
関

の
役

割

日

プ
ラ

ン

ニ
ン
グ
と
そ
の

「神
話
」ー

民
主
主
義
と
参
加
の
現
状
1
ー
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四

「神
話
し
が
も
た
ら
す
損
害

国

新
し

い
解
決
の
た
め
の
試
み

㈹

プ
ラ
ソ

ニ
ソ
グ

の
法

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ

四

ラ
イ
ヒ
の

「新
し
い
財
産
権
」
論

五

一
九
六
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
福
祉
裁
判
の
展
開
と
そ
の
背
景

e

本
章

の
は
じ
め
に

口

O
E
O

ロ
イ
ヤ
ー
の

「生
存
権
理
論
」
と
判
例

の
展
開

凶

福
祉
権
と
判
例
の
展
開

六

行
政
手
続

へ
の
参
加

の

訴
訟
に
参
加
す
る
権
利

O

行
政
行
為
に
つ
い
て
の
司
法
審
査
を
求
め
る
原
告
適
格

日

行
政
機
関
に
お
け
る
決
定
過
程

へ
の
参
加
の
進
展

四

司
法
に
お
け
る
原
告
適
格
の
基
準
の
柔
軟
化

七

合
衆
国
行
政
会
議
勧
告
と
参
加

9

合
衆
国
行
政
会
議
と
本
論
の
課
題

口

合
衆
国
行
政
会
議
の
成
立
と
そ

の
背
景

凶

合
衆
国
行
政
会
議
勧
告

5
に
つ
い
て

四

規
則
制
定
手
続
と
貧
困
者

面

ボ

ソ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
合
衆
国
行
政
会
議

㈹

勧
告

一
六
1
ー
連
邦
行
政
手
続
法
か
ら
例
外
規
定
を
除
去
す
る
こ
と
i
i
に
つ
い
て

八

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
法

の
検
討
i

ー
訴
訟
の
背
景

e

モ
デ
ル
シ
テ
ィ
法
と
経
済
機
会
法

O

モ
デ
ル
シ
テ

ィ
法
の
内
容

(以
上
二
三
巻
二
号
)

32C310)



ア メ リカにみる参加 と法(3,

日

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

と
住
民
参
加

四

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
と

ガ
イ
ド

ラ
イ

ン

国

ニ
ク
ソ

ソ
政
権
下

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ

九

住
民
参
加
と
法
的
課
題
ー

》
≦
0

<
,
勾
。日
器
団
事
件
の
検
討
を
通
じ
て

8

事
件

の
発
端

⇔

地
方
裁
判
所

の
判
決

㊧

控
訴
審
判
決

四

差
し
戻

し
地
裁
判
決

国

控
訴
審
判
決

(
ホ
α
男
』

店
)

歯

控
訴
審
判
決

(禽

ゆ
句
・
毘

)

一
〇

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
と
参
加
を

め
ぐ

る
そ

の
他

の
判

例

の
展

開

9

T
V

A
事
件
と
参
加

口

uロ
①
霧
§

タ

峯

§

雷
岩

房

(b。
。。
ゆ
即

ω
ξ
"
.
①
ぱ

(O
・
ζ
ぎ
旨
」

お
㊦
。。
)
)

働

9

・。
豪

。
譜
ぐ

d
匿

&

9

臼
臼
§

ξ

〉
鼠

8

タ

図
。
崖

2

(。。
ま

剛
a
①
邑

肋6
9

)

四

判
例
に
み
る
参
加
の
充
足
度

薗

住
民
参
加
代
表
の
選
択

㈹

判
例
の
そ
の
後
の
展
開

一
一

住
民
参
加
手
続
と
法
的
課
題

H

住
民
参
加
手
続
と
法
的
課
題

〇

一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
連
邦
補
助
事
業
の
展
開
と
住
民
参
加
手
続

(出む

i311)33



八

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
法

の
検

討

1
ー

訴
訟
の
背
景

34

臼

モ
デ
ル
シ
テ
ィ
法
と
経
済
機
羨

働

 1

本
節

の
は
じ

め

に

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

(O
霞

8
。。件【薮

8

Ω
帯
吻
髄巳

竃
魯

8
。年
自

O
Φ<
Φ喜

墓

算

>
3

は
、

一
九

六
六
年

一

一
月

に
成

立

し

て

い
る
。

一
九

六
六
年

と

い
え
ば
、

本
論

6

(神
奈
川
法
学
二
三
巻

一
号
、
以
下
同
様
)

で
述

べ
た

経
済
機

会

法

に
お

い
て
は
、

「
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活

動

の
管

理
委

員

会

へ
の
貧

困
者

代

表

の
比
率

を
、

一
応

三

分

の

一
と

す

る

こ
と

」
が

、

公
的

に
も

追
認

さ

れ
、

い
く

つ
か

の
地
域

で
、

コ

ミ

ュ
ニ
テ

ィ
自
治

(O
。
旨
翼

三
蔓

O
。葺

。
ご

が

主
張

さ

れ

た
時
期

と

一
致

す

る
。

そ

れ

だ

け

コ
ミ

ュ
一=
ア
イ
活
動

機
関

を
、

地
方

政
府

の

統
制

下

に
お

こ
う

と
す

る
政

府

や
地
方

政

治
家

と
貧

困

者
層

と

の
軋
礫

が

具
体

化

し

つ

つ
あ

っ
た

時

期
と

い
え

る
。

本
論

は
・

経
済

機
会

法

か
ら

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

へ
と

政
策

の
比
重
が

変

化
す

る

な

か
で
、

住
民

参

加
手
続
が

政
策

に
よ

っ
て
ど

の
よ

う

に
変
化

さ

せ
ら
れ

た

か
、

そ

れ

に
対

し
、

住

民

の
側

か
ら

は
ど

の
よ
う
な

リ

ア
ク

シ

ョ
ソ
が
あ

ら

わ
れ
た

か
を
検

討

し
、
政

策
と

住
民
意

識
と

の
対

抗

関
係

を

分
析

し
た

い
。

特

に
本
論

で
は
、

そ

の
こ
と
を

象
徴

的

に
示

す
も

の
と

し

て
、
Z
。
答
ゲ

Ω
蔓

》
器
㌣
芝

己
Φ
○
。
信
昌
。
岸

H鼻

タ

閃
o
ヨ
昌
醸

の
訴

訟
を

と

り
あ

げ

、
事

実

関

係
を

ふ

ま
え

分
析

し

た

い
。

そ

れ

に
よ

っ
て
、

住
民

参

加
を
制

度
化

す

る
過
程

で
予

想

さ

れ

る
問

題
点

を
検

討

し
、

特

に
法

手

続
上

の
権

利
と

し

て
、

住

民
参

加

を
位
置

づ

け

る
う
え

で

の
課
題

を
明

ら

か

に
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、

我
が

国

に
お
け

る
参

加

手
続
を

考
え

る
何

ら

か

の
手
が

か
り
を

得

た

い
と
考

・兄
る
。

2

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
制

定

の
背

景

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に
お
け

る
住
民
参

加

は
、
経

済

機
会

法

に
お
け

る
住
民

参

加
が
、
「
偶

然

に
」
導

入
さ

れ

た

の
と

は
、

事
情

は
大
き

く
異

な

っ
て

い
た
。



ア メ リカにみる参加 と法 〔3}

「
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
法

に
お

い
て
は
、
O
E
O

(望

。
o
穿

:

臼

§

§

搾
o
碧

「齢§
ξ
)

の
欠
点
を
さ
け
る
ぺ
き
意
識
寡

か
い2
響

…引

用
者
)
が
必
要
と
さ
れ
た

の
で
あ

り
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に
お
け
る

「
註

書

罠

尋

Φ§

噌喜

§

ε

と

い
う
用
語

の
選
択
は
充
分

に
考
慮
さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
。
そ

の
選
択

の
方
向

は
、
「
C
A
P
お

§

馨

尋

〉
§

鵠
勺
税奪

〒

の
管
選

お
い
て
は
・
貧
困
者

や

7

ノ
リ
テ
ィ
の
役
割
量

き
を
お
き
す
ぎ
た
」
と
す
る
ジ

・
ソ
ソ
ソ
大
統
領
と
、
彼

の
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ

ス

・
ア
ド
バ
イ
サ
ゐ

反
省

に
呼
応
す
る
も

の
で
あ

り
、
参
加
を
む
し
ろ
制
限
す
る
こ
と

に
む
け
ら
れ
て
い
た
。

本
憩

で
述

べ
た
よ
う

に
、
経
済
機
会
法

の
実
施

に
お

い
て
は
、
住
民
参
加
が
継
続
的

に
強
調
さ
れ
た
・

そ
の
結
果

C
A
A

(翻

崖

コ
潔
矯
〉
。鉱
。一、
》
α,..
。団
)

の
役

割

は
制
限

さ
れ

た
。

し

か

し
、
連

邦
機

関

は
、
地
方

の
事

業
を

住

民

の
手

に
ゆ
だ

ね

る

こ
と

を
望

ん

で
は

い

な

か

っ
た
。

ま

た
、

ホ

ワ
イ
ト

ハ
ウ

ス
と

・
E
O

は
、

婦
人

下
院

議

皇

デ

ィ
ス

・
グ

リ

↓

等

に
よ

っ
て

「
地
方

政
府

・
特

に
市
長

の

も
と

に
あ

っ
て

(選
挙
さ
れ
た
役
人
が
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
で
ぎ
る
と
こ
ろ
の
)
貧
困
者
を
援
助
す
る
都
市
対
策
事
業
を
供
給

す

る

こ
と
」
を
強
く

求

め
ら
れ

て
い
た
。

.」
れ
ら

の
.」
と
か
ら
、
C
A
A
に
彼
ら

の
希
望
を
託
し

て
き

た
予
算
局

の
調
整
官
は
・
連
邦
事
業

に
関
す

る
地
方
当

局

の
調
整
機
能
を
と
り
も
ど
す
伽

か
1
寿
を
は
じ
め
た

の
で
臥
罷
。

す
な
わ
ち
、

.」
の
よ
う
蒲

警

つ
い
て
の
連
邦

の
役
人

の
者

秀

に
た

っ
て
、

ヨ

ニ

テ

ィ
活
動
事
業

に
と

っ
て
か
わ

っ
た
の
が
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

で
あ

っ
た
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に
お
い
て
は
、

か

つ
て
の
青
少
年
非
行
妻

や
灰
色
地
域
計
画
・

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活

動
事
業

に
お

い
て
規
定
さ
れ

て
い
た

の
と
同
じ
多
く

の
機
襲

記
述
す
る
の
に
、
異
な

っ
た
文
言
が
用

い
ら
れ
た
・

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
は

後
述

の
よ
う

に
様

々
な
プ

・
ジ

ェ
ク
ト
や
活
動

の
た
め

の
連
邦
基
金
を
市
に
供
給
す
る
と
と
も

に
、
市

に
対
し

て
・
「
連
帯

の
う
ち

量

業

を

実
施

す

る

行
政

機
構

と
、

住

民
参

加

(甕

・・器

婁

　

星

8

坦量

を

も

つ
こ
と

」
を

要
求

し
た
。

し

か
し
・

地
方

の
事
業

は
・

地
方

当

局

の
承
認

を

、淫

げ
れ

ば

な
ら

な

い
と

さ
れ

た
。

こ
れ
ら

の
こ
と

は
、

コ
ミ

ュ
享

イ
活

黎

業

に
お

い
て
は
・

市

の

コ
ン
ト

。

ー

ル
が
任

意

で
あ

っ
た

の
と

異

な

り
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
妻

で
は
、
市

政

府

は
事
業

に
対

し
絶

対
的

な

コ
ン
占

ー

ル
を
も

つ
こ
と

を
意

(313)35



味

し

て

い
た
。

政
治
的

に
責
任
を
負
わ
な

い
活
動
的
な
住
民
グ

牛

プ

に
注
ぎ

y」
ま
れ
た
基
金

の
政
治
的
な
影
響

に
つ
い
て
、
国

の
政
治
家
の
間
で
の

恐
れ
が
大
き
く
な
る
の
と
同
時

に
、
州
や
地
方

の
役
人

の
不
満
は
、
蘂

の
鑛

な
ら
び

に
財
整

つ
い
て
の
究
極
的
な
責
任
を
、
馨

さ

れ
た

役
人

の
手

中

に
ゆ

だ
ね

る
立

法

を
起

草

さ

せ
る

こ
と

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

加

え

て
そ

.」
で

は
、

参

加

は
、

地
域

の
特
定

の
グ

ル

ー
プ

よ
り
・

む

し

ろ
地
域

の
す

べ

て

の

セ
ク
タ

ー
か
ら

求

め
ら
れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

強

力
な

政
治
的

、
社

会
的

な
リ

ア

ク
シ

ョ
ソ
な

し

に
・
貧
困
者

の
参
袈

肇

さ
芸

こ
と
は
で
き

な
い
と
予
想
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

参
加
は
、
貧
困
者
や
黒
人
圭・
年
、
老
人
だ
け
で
な

く
・
実
業
家
や
役
人

に
も
箸

く
求
め
ら
れ
た
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業
で
は
、
実
効
あ

る
参
袈

確
保
す

る
た
め
に
、
財
政
的
技
術
的
援

助
を
与
え
な
が
ら
・
特
定

の
手
続
を
通
じ

て
参
加
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
O
E
O
で
は
参
加
の
た
め
の
基
準
と
な
る
手
続
が
強
制
さ

　
　

　

れ
ず

に
、
住
民
参
加

の
割
合
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
と
対
照
的

で
あ

っ
た
。

経
済
機
会
法

の
実
施
過
程
で
顕
在
化

し
て
き
た

「
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
自
治
」

に
対
す

る
政
策
担
当
者

の
恐
れ
は
、
本
論

e
で
述
べ
た
よ
う

に
経
済
機
会
法
自
体
を
変
質
さ

せ
た
。

し
か
し
、

い

っ
た
ん
、
確
立
さ
れ
た

コ
ー

、
ニ
テ

ィ
活
動
事
業
を
修
正
し
、
O
E
。
の
流
れ
を
か

え
る
こ
と

は
・
基
本
的

に
は
困
難

で
あ

っ
た
。
政
策
担
当
者

の
意

図
は
、

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
法

に
お
い
て
よ
り
明
確

賃

体
化
さ
れ
る
必
要

が

あ

っ
た

の
で
あ

る
。

　フ

　

そ

の
意

味

で
、

「
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
は
、

O

E

O

に
敵

対
す

る
も

の
で
あ

っ
た
」

し

か
し
、

よ
り

巨
視
的

に
み
れ
ぽ

、
経

済

機
会

法
も

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
も
、

一
一〇
世

紀

を
通

じ

て
ま
す

ま
す
使

わ
れ

る

こ
と

に
な

っ
た

戦
略
ー

連
邦
補
助
事
業

に
よ

っ
て
、
中
央

・
州

地

方
政
府
と
私
的
組
織
を

つ
な

い
で

い
く
戦
略
-

に
従
う
た
め
の
意
識
的
な
選
択

で
あ

匙

。

こ
の
戦
略

の
も
と

で
は
、
国
内
肇

魑

を
処
理
す

る
う
え
で
の
曝

る

レ
ヴ

、
ル
の
政
府

の
智

の
責
任
と
、
絶
対
的

な
州

の
権
限
・
絶
対
的
な
募

の
権
限
を
め
ぐ
る
実
質
要

賭

が
顕
在
化
し
て
く
る
。
特

に

一
九
五
〇
年
代
後
期
か
ら

一
九
六
〇
年
代
初
期
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ア メ リカにみる参加 と法 ㈲

に
か
け

て
は
、
交
差
し
た
三

つ
の
問
題
が

具
体
的
な
課
題
と
な

っ
て
き

て
遍

・

㈲

都
市
再
開
発
事
業

と
都
市

ス
ラ

ム
に
関
す
る
政
策

へ
の
不
満

㈲

既
存

の
官
僚
性
と
役
人
に
利
益
を
も
た
ら
せ
な
が
ら
、
政
府
事
業
を
地
方
分
散
化
し
か

っ
、
住
民
参
加
を
調
整
す

る
こ
と

の
困
難
。

㈲

連
邦
補
助
事
業

の
統
合
が
分
断
さ
れ

た
り
欠
如
し
て
い
る
こ
と
。

が
そ
れ
で
あ

る
。

経
済
機
会
法
と

の
か
か
わ
り
で
問
題

に
さ
れ
て
く
る

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に
お
け
る
住
民
参
加
の
問
題
も
・
広

い
意
味

で
は
・

こ
の
よ
う

な

ア

メ
リ

カ
政

府

内

の
矛

盾

と

相

剋

に

深

く

関

連

し

て

い

た

(。。
仲①
〈
9

》
尋

目

芝

纈
一齢

。
H昌
し

民

穿

一憲

畠

譲

豊

ぎ
§

§

魯
、
o
ミ
轟

b
尊
ミ
ミ

冬

ミ
物
爲
鳶
職
壽

§
、
魯
、
ミ

駄笥
、
鵯
恥
試
騎
も
ミ
覧恥触
‡

濃
鳶
ミ
3

ご
菊
しσ
>
2

ピ
〉
♂
〈

〉
冥
Z
d
>
炉

台

(
昌
り
鳶
)

お
↓
b。
で
は
、

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
の
戦
略

は
、
ω
政

府
間

資
金
の
調
整
、
②
住
民
参
加
、
㈹
制
度
間
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
う
め
る
こ
と
、
の
三
つ
に
要
約
さ
れ
て
い
る
)

以
上

の
こ
と

か

ら
明

ら

か
な

よ
う

に
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に

お

け

る
住
民
参

加

の
問
題

は
、

へ経
済
機
会
法
、

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
法
と
い
う
二

つ
の
連
邦
補
助
事
業
を
、
州
政
府
を
迂
回
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
連
邦
政
府
と
地
方
政
府

の
直
結
を
図
ろ
う
と
す
る
)

ジ

ョ
ン
ソ
ソ
大

統
領

の

「
創
造

的
連

邦
主

義

」

(O
層。獅
銘
く
.
閃
。胤
。.山寓
。。日
)
と
も

大

い
に
か

か
わ

っ
て

い
る
。

そ

し

て
さ

ら

に
、

そ
れ

は

政

権
担

当
が
、

ジ

ョ
ン
ソ
ン

政
権

か
ら

ニ
ク

ソ

ソ
政
権

に
か
わ

り
、
あ

ら

た

に
州
政

府

の
位

置

づ
け

を
重
視

す

る
新

連

邦
主

義

(2
碧

鴨
a
§

密
臼
)
が

採

用
さ
れ

る
こ

と

に
よ

っ
て
、
大
き

く
影

響
を

受
け

る

こ
と

に
な

る

の
で
あ

る
。

3

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

の
制
定

過

程

、」
の
よ
う
な
背
景

の
も
と

三

九
六
五
年

の
筆

M

i

・
T

の

・
夫

ー

C

・
ウ

ッ
ド
整

(後
の
H
U
D
萱

を
長
と
す

醐

る
九
人
の
研
究
班
が
任
命
さ
れ
た
。
研
究
班
の
メ
ソ
バ
ほ

、
錬

繋

惣

獄

わ
ぞ

い
ゑ

念

激

露

齢
か

都
市
ス
ラ
ム

37

の
相
互
に
関
連
し
あ

っ
た
聞
題

に
対
処
す

る
た
め
の
新
し

い
革
新
的
な
プ

ロ
グ
ラ

ム
を
作
る
と

い
う
大
き
な
責
務
を
与
え
ら
れ
た
。



ま
ず
始
め
に
・
研
究
班

の
基
讐

料
と
す

る
た
め
の
文
書
が
用
藝

麺

。

;

は
、

ス
ギ

ゲ

ル

(=
　

ω
℃憂

当
瞳

。
・ぎ

げ
冨

¢
巴
く
霧

ξ

。。・
U
①黒

鼠

Ω
曙

コ
⇔§
剛冒αq
に
所
属
)
が

草
案

し

た
も

の
で
、

「
O
o
目
ヨ
琶

ξ

芝

幣

O
竃
N①昌

頴

註
6
甘
ゆ
ユ
8

」
と

名

づ
け

ら
れ

て

い
る
。

こ

の
論

文

で

は
、

「
な

ぜ
、

住

民
参

加

か
?
」

と

い
う

問
題

提

起

の
も

と

に
、

政

策

作
り

の
広

い
支
持

を

得

る

と

い

う
視
点

か

ら
、

論

旨
が
展

開

さ
れ

て

い
る
。

ス
ピ

ー

ゲ

ル
は
、

「
O

E
O

の
住
民

参

加
事

業

の
初

期

の
目
的
を

、
あ

ら
た

め

て
確
立

し

よ
う
と

す

る

な
ら
、

計
画

へ
の
あ

ら
ゆ

る
種

類

の
参

加
が

必

要

で
あ

る
。

行

政
機

関

か
ら

貧

困
者

ま
で
す

べ

て

の
市

民

の
利
益
を

代
表

し

な
け

れ
ば

な

ら

な

い
。

し

か
し
、
物

的
諸

条

件

に

か
か

わ
る

(穿

琶

。巴
)
プ

ラ

ソ

ニ
ソ
グ
あ

る

い
は
社
会
的

な
プ

ラ

ソ

ニ
ソ
グ

へ
の
有

効

な
住

民
参
加

は
、

地
区

レ
ベ

ル
に
お

い
て
も
、

市

レ
ベ

ル
に

お

い
て
も

、
あ

る
程
度
、

専

門
家

の
援

助
が

必

要

で
あ

る

こ
と

は
、

経

験

の
示
す
と

こ
ろ

で
あ

る
」

と

述

べ
て

い
る
。

そ
し

て
、

O

E
O
事

業

に

お
け

る

「
C

A

A
と

対

象

地
域

の
組
織

」

に
似

た
、

「参

加

の
二

つ

の

レ
ベ

ル
で

の
組

織
」

が

提
案

さ

れ
た
。

ウ

ッ
ド

に
よ

っ
て
書

か

れ
た
最

終

的

な
研
究

班

報
告

は
、

住
民
参

加

の

い
く

つ
か

の
細

か

い
点

に

つ
い
て
議

論

し

て

い
る
。

ウ

ッ
ド
が

後

に
述

べ
た

よ
う

に
、

そ

れ

は
、

モ

ソ
テ

ィ
ス
キ

ュ
ー
と

ル

ソ
ー

の
う

ち
で
前
者

を

選

択

し

た

も

の

で

あ

っ
た
。

報
告

書

は
貧
困
者

の

"
直

接
民

主
主

義
"

を
拒

否

し
た
。

そ

の

か

わ

り

に

「
市

民

の
意

思
が
、

地
方

自

治
体

を
通

じ

て
、

自

治
体

と
市

民
が
同

等

に
組
織

さ
れ

た

グ

ル
ー
プ

に
よ

っ
て
表
明

さ
れ

る
」
"
一
般
意

思

"
を
、

選

択

し
た

の
で
あ

る
。

こ

の
組
織

は
、
「
O

E
O

.
C
A

P

の
場
合
」
と

は
対

照
的

に
、

地
方

自

治
体

の
既

存
構
造

の
中

で
機

能

し
よ

う
と

す

る
も

の

で
あ

り
、

政

治

の
仲

介

ス
タ
イ

ル
に
お

い
て
具
体

化

さ
れ

る

"
分

け

ら
れ

た
権

力
"

の
そ
れ

で
あ

っ
た
。

ま

た

こ

こ
で

い
わ
れ

る

"
分
け

ら
れ

た
権

力

"

に
は
、
二

つ
の
意

味
が

あ

っ
た
。

ひ
と

つ
は
、
「
社

会
と

い
う
も

の
は
、

階
層
と

地

区

の
間

で
力

を
分

け

る
べ
き

も

の
で
あ

る
」

と

い
う
意
味

で
あ

り
、

今

ひ
と

つ
は
、
「
職
業

的

な

プ

ラ

ソ

ナ
ー
と
・

都
市

問
題

の
専

門

家

(自
訂
昌
①巷
Φヰ
)
は
、

専

門
家

で
な

い
市

民
と

力

を

分
け

る

べ
き

だ

」
と

い
う
意

味

で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う

に
、
彼

ら

は
貧
困

者

や
黒

人

の
参

加

を
制

限

し

よ
う
と
試

み
た
け

れ
ど

も
、
参

加
自
体

を

制
限

し

ょ
う
と

は
し

な

か

っ
た
。
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事

業

の
形

成
過

程

に
お

い
て
、

住

民
参

加
を

も

つ
必
要
性

が

論
じ

ら
れ
、

何

人

か

の
プ

ラ

ソ

ナ
ー
は
、

貧
民
街

に

「
組

織

力
」

を
作

ろ
う

と

し

た
。

こ
れ

は
、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事

業

の
思
想

を

形
成

し

た
研

究
班

の
主

要
な

前
提

で
あ

っ
た
。

し

か
し
、

そ
れ
が

一
度

ス
タ

ー
ト
す

る
と

、
そ

の
よ
う

な

「
組

織

力
」

を

作

る
過
程

は
、

地
域

自

治

の
た

め

の
要
求

へ
と
変
化

し

て
し

ま

っ
た

こ
と

は
後

述

の
と

お
り

で
あ

る
。

特

に
、

。
E
。
が
蠣

に
な
り
か
け

て
い
た
と

.」
ろ
で
は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
機
関
は
、

よ
り
舞

な
、
住
民

の
袋

的
な
参
加
機
関
と
な

っ
た
と

い
わ
れ

て

い
る
。

ア メリカにみる参加 と法 ㈲

(3)(2)(1)力 竃
-

と
も
か
く
研
究
班
が

で
き
た
当
初

に
お
い
て
は
、
実
質
的
な
合
意

は
次
の
三

つ
の
領
域
で
確
認
さ
れ

て
い
た
。

市
長
と
市
議
会
は
重
要
な
役
割
を
持
た
ね
ば
な
ら
な

い
。

物
的
諸
条
件

の
整
備
に
関
す
る
プ
ラ
ソ
、
社
会
的

サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
プ
ラ
ン
は
統
合
さ
れ

る
べ
き
で
あ

る
。

人
種
無
差
別
と
住
民
参
加
は
望
ま
し

い
ゴ
ー

ル
で
は
あ

る
が
、
議
会

の
介

入
を
容
易
に
す
る
た
め
に
も
控
え
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

プ

ラ

ソ
作

り

に
焦
点

が
あ

わ

せ
ら

れ

た

の
は
、
政

策

に
対

す

る
住
民

の
理
解

を

得

る
た

め

で
あ

っ
た
。

特

に
経

済
機
会

法

で
は
・

こ

の

点

の
配

慮
が

少

な

か

っ
た

こ
と

を
考
慮

し
た

か
ら

で
あ

る
。

事
業

計

画
を

申
請

す

る

の

に
競
争

原

理
を

取

り

い
れ
た

の
は
、
事

業

に
新

風

を

ふ
き

こ
み
、

入
り
組

ん
だ
関
係

を

正
常

化
す

る

た
め

で
あ

っ
た
。

実

験

(軌
①白
o鵠
霞
豊
oロ
)
は
、
法

令

に
よ
る
制

限
を

回
避
す

る
た

め

に

政

府

の
よ
く

使

う
手

で
あ

り
、
使

わ
れ

た
資
金

の
効

果

を
高

め
る
た

め

の
方
法

で
も
あ

っ
た
。

そ

れ

に
非
常

に
多
く

の
市

の
た

め
に
資
金

を

だ
す

た

め

に
は
、

議
会

の
承

認
が

必

要
だ

っ
た

か
ら

で
あ

る

(し
か
し
デ

モ
ソ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ソ
と

い
う

言
葉
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
ネ
ー
ム
に
お

い
て
、
"
モ
デ

ル
〃
に
か
わ

っ
た
。
デ

モ
ソ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ソ
と
い
う
言
葉
は
、
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
で
は
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
)
。

一
九

六

五
年

一
〇

月
、

研
究

班

の

メ

ソ
バ

ー

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

の
審

議
を

ワ
シ

ン
ト

ン
で
始

め

る

よ
う

勧
告

し
た
。

し

か
し
住
民

参

加

に

つ
い
て

の
疑

問
が

だ

さ
れ
、

当

然

の
こ
と

と

し

て
、

立
法

の
中

に

"
そ

れ

に

ふ
さ
わ

し

い
文
言

"
が

導

入
さ
れ
た

。

一
九

六
六
年

一
月

に
発
表

さ
れ

た
法

案

は
、

経
済

機
会

法

に
比

べ
、

多
く

の

「
革
新

的

な
」

こ
と
が

ら

を
含

ん
で

い
た
。
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モ
デ

ル
シ
テ

ィ
で
は
、
事
業

に
対
す
る
最
終
的
な
責
任
は
、
地
方
政
府

の
市
長
あ

る
い
は
機
関

に
お
か
れ
た
。

ま
た
住
民
参
加
は
・
事
業
計
画

の
申
請
が
受
理
さ
れ

る
た
め

の
三
〇

の
要
求

の
ひ
と

つ
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
は
、

.
、、、
、
ニ
テ

ィ
活
動

事
業
に
お
け
る
参
加
の
ア
プ

ロ
ー
チ
か
ら

の
二

つ
の
重
要
な
離
反
が
生
じ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
私
的
な
非
営
利
機
関

よ
り
も
、
地
方

政
府
が
事
業

の
管
理
と
操
作

の
た
め
の
究
極
的
な
責
任
を
お

っ
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
②
貧
困
者

の
参
加
は
、
最
大
と

い
う

こ
と

で
は
な

く
、
む
し
ろ
制
限
さ
れ
、
政
府
と
実
業
界

の
参
加
が
保
証
さ
れ
た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

そ

の
結
果
、
様

々
な
連
邦
補
助
事
業
と
そ

の
地
方

レ
ベ

ル
で

の
努
力

は
、

役

人

と

住
民

参

加

に
よ
る
明
快
な

"
事
業
計
画
の
実
施
"

を
通
じ

て
な
さ
れ
る
こ
彪

な

つ(溺
.

こ
う
い

っ
た
二
募

機
能

の
性
質
を
強
調
す

る
た
め
に
、
畷

計
画

の
実
施
は
、
裏

と
住
民
参

加

に
直

接

に
関
係
す

る
C

D
A

(9

日
日
§
ξ

U
Φ琶

。
肩

。艮

〉
σ・窪
畠
)
の
両
者

に
お

い
て
行
な

わ

れ
た
。

C
D

A

へ
の
参

加
者

(8
ロ。。韓
亭

①邑

は
地

域

か
ら
選
ぽ

掻

・

M
C

A

(ζ
o山
包

O
津
諺

差

巨
巨

。・窪
餌ユ
8
)

は
、

嚢

計
画

の
策
定

に
対

し
、

ま
た

そ

の
計
画

の
実
施

に

　
む

　

あ

た
り

補
助

資
金

を

供
給
す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

ジ

ョ
ン

ソ
ソ
大
統

領

は
、

一
九

六
六
年

一
月

二

六

日
、

法
案

を

国

会

に
送

っ
た
。

大
統

領

は
、

議
会

へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ

に
お

い
て

「
ア

メ
リ

カ
市

民

は
・

地

方

の
市
民

が
、

彼

ら

の
新

し

い
市

の
型

を
決

定
す

る
た

め

に
、

地
方

の
リ

ー
ダ

ー

シ

ッ
プ
と

民

間

の
主

導
性

を
動

員

す

る
事

業

を
要
求

し

て

い
る
」
と

述

べ
た

(。。
d
.
ω
.
9

山
Φ
9

贔

卸

〉
含

・
2
①蕩

劇
o
=

(お
①
①
))
。
法

案

は
素

早
く

国
会

を

通
過

し
た
。

二

月

の
終

り

か
ら
三

月

の
始

め

に
か
け

て
、
下

院
銀

行

通
貨
委

員
会

は
、

そ

の
法
案

に

つ
い

て

の
公
聴

会
を

も

っ
た
。

最
初

の
証

人

は
、

ウ

ェ
ー
バ

ー

(菊
。
〈
巴

ρ

芝

雷
養

ω
霞

。
仲僧
q

。
h
=
。
鼠

罐

砦
山
d
H
げ
彗

u
。<
。
喜

日
8
仲)

で
あ

っ
た
。

そ

の

証

言

の

中

で

彼

は

(彼
が
使

っ
て

い
る

「
"
地
域

(一8
伽一)躍
社
会
」

の
意
味
に
つ
い
て
、
特
に
特
定
す
る
こ
と
な
く
)
、
「
地
方

の

人

々

に

よ

っ
て

計

画

さ

れ
、

展
開

さ
れ

実

施

さ

れ

る
政

策

の
重

要
性
と

新
鮮

さ

」
を

強

調
し

た
。

彼

は
ま
た

「
対
象

地

域

の
住
民

は
、

メ

ソ
バ

ー
と

し

て
奉

仕

し

て

い
る
代
表

的
な

近
隣

組
織

の
議
長

や
会

長

に
よ

っ
て
代
表

さ

れ

る
か
も

し

れ
な

い
」
と

述

べ
た
。

彼

は
、

対

象
地

域

の
住

民

の
参
加
を
、

可
能

な
も

の
と

み

て

40(318)
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い
た
。

し

か
し
、

明

ら

か

に
彼

は
住
民
参

加
を
、

大

衆
意

見

に

つ
い
て

の
単

な

る
収
集

源

の
ひ
と

つ
と

し

て
み

て

い
た

に
す
ぎ

な

か

っ
た
。

八
月
、

上

院

で

は
住

宅
小

委

員
会
が

、

法
案

を

再
び
起

草

し

た
。

そ

の
法

案

の
ま
と

め
役

で
あ

っ
た

ム
ス
キ

ー
上
院

議

員

は
、

験
§

巴
達

と

は
何

か
を

強

調
す

る

こ
と

な

く
、

地

方
政

策

の
実
験

的

な
性

格

の
み
を
強

調

し
た
。

一
〇

月

一
四

日
、

修

正
さ
れ

た
法
案

(〈
①瞬吻一〇昌
)

が

本
会

議
を

通
過

し
た
。

そ

の
数

日
後

会

議
が

も

た
れ
、

一

一
月

三

日
大
統

領
が

最

終
的

な
法

案

に
署
名

し
た
。

こ
の
法
案

に

つ
い

て

の
本
会

議

の
記
録

は
、

「
地
方

政

策
と

都

市

の
物
的

諸
条

件

の
整

備
と
社

会

問

題

を

取

り

扱

う

範

囲

と

主

導
性
」

に

つ
い

て
、

詳
細

に
語

っ
て

い
る

(国
噛即

渕
①Ψ

2
。
藁

oω
ど

。。㊤
匪

○
冒
堕

・。鳥
ω
霧

弘

り
①㊥
)。
す

な

わ
ち
、

「
市

に
対

す

る
連

邦
援

助

の
永

い

伝
統

は
、
第

一
に
、
物

理
的

な
諸

条
件

の
再

生
を
強

調

し

て
き

た
が
、

最

近

の
議
会

で
は
、
物

理
的

な
諸

条
件

の
再
生
だ

け

で
は
、

都
市

の
貧

困
闇
題

や
、

荒
廃

問
題

を
解

決

し
え

な

い
こ
と

を

認

め
、

貧

困

・
病
弊

・
無
知

の
問
題

に
対
す

る
新

し

い
創
造
的

な

ア
プ

ロ
ー

チ
を

含

む
、
社

会

再
生

事
業

を
展

開

し

て

い
る
が

、

し

か

し
、

そ

の
よ
う

な
事
業

は
適

切

に
は
統

合
さ
れ

て
こ
な

か

っ
た
」
、

「
提

出
さ

れ

た
法

(
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
法
)
に
よ

っ
て
権

威

づ
け

ら
れ

た
包

括
的

な

『
シ
テ

ィ
デ

モ
ソ

ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ソ

プ

ロ
グ

ラ

ム
』

は
、
既

存

の
連

邦
補

助

・事
業

を
完

全

に
利
用

す

る

こ
と

に
よ
り

(
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
欠
け

て
い
た
と
こ
ろ
の
)
包
括

的

な
形

で

の
統

合

を

も

た

ら

す
。
」
と

の
べ

て

い
る

(こ
の
点
は

お
①
①
・
ω
d
・Qo
・
O
a
o
O
o農

俸

〉
儒
日

乞
o≦
。。
軽
OO
ω
に
ょ
る
。)
ま

た

「
モ
デ

ル

シ

テ

ィ
事
業

は
、

地
方

の
人

々
に
よ

っ
て
計

画
さ

れ
、
実

施

さ
れ

る
地
方

の
政
策

で
あ

る
べ
き

で
あ

り
、

都
市

の
必
要
と

そ

の
必
要
性

に
見

合

っ
た
優

先

順
位

に
基
づ

い
た

政
策

で
あ

る

べ
き

で
あ

る
」

と
。

さ

ら

に

「
こ

の
新

し

い
事

業

の
最
終

的
な

成

功

は
、

彼

ら
自

身

に
と

っ
て
最

も
重

要

で
あ

る
と

こ
ろ

の
問
題

を
見

出

し
、

そ

の
問
題

の
解

決
を

自

分
自
身

で
工
夫
す

る
地

域
住
民

の
能

力

に
か

か

っ
て

い
る
。

住

民
自
身

は
、

彼

ら

の
行
動

に
よ

っ
て
彼

ら

の
だ
れ
が
妻

に
参
加
す
る
か
を
決
定
す
る
だ
ろ
う
。」
寒

既
存
の
・
E
・
肇

と
の
関
係
に
つ
い
て
は

「
警

的
か
つ
社
会
的
な

働

サ
ー
ビ

ス
は
、

O

E

O

に
よ

っ
て
支

え

ら
れ

て

い
る

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動

事
業

の
下

で
供
給

さ
れ

る

べ
ぎ

で
あ

る
」

と

し

て

い
る
。

事
実
、

41

多
く

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
が
実
施
さ
れ

て
い
る
領
域

に
お
い
て
、

住
民
参
加
を
強
調
す
る
O
E
O
の
事
業

は
、
重
要
な
構
成
要
素
と
な

っ
て



(
17

)

い
た

の
で
あ

る
。

と

こ
ろ
で

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
(灘

は
・

住

民
参

加
と

地
域

活
動

に

つ
い
て
、

い
く

分
用

心
深
く

、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

の
関
連

条

文

を
掲

げ
、

こ

の
点

を

確
認

し

て
お
く

こ
と

に
し

た

い
。

(
19

)

注
意

深

い
表

現
を

と

っ
て

い
る
。
次

に
、

42(320)

 

ロ

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
法

の
内

容

議

会
が
定

め
た

「
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
条

項
」

に
関

す

る

目
的

は
、

㈱
.
ω
。。
2

に
以

下

の
よ
う

に
定

め
ら

れ

て

い
る
。

1

ゆ
.
ω
ω
O
H

法

の
目
的

に

つ
い

て
の
議

会

の
事

実
認

定
と

宣
言

議

会

は
、

「
都
市

生
活

の
質

を

改
良

す

る

こ
と

は
、

合
衆

国
が

直

面

し

て

い

る
、

も

つ
と

も
緊
迫

し
た

国
内
問

題

で
あ

る
」

こ
と
を

認

定

し
、

こ

こ
に
そ
れ
を

宣

言
す

る
。

都

市

ス
ラ

ム
と

悪
弊

の
広
が

り
が

持
続

し
、

古

く

か
ら

の
都
市

地

域

に
低
所

得
層
が

集

ま
り
、
都

市

人

口
の
急
速

な

広
が

り

か
ら
生

じ

る
住

宅
増

設

・
地

域
施

設

サ
ー
ビ

ス
に
対

す

る
対

処

し
え
な

い
不
足

状
況

は
、
全

体
と

し

て
の
国

家

の

繁

栄

の
中

で
、

多
く

の
国
民

の
生

命
と

環
境

の
質

の
著

し

い
低
下

を
も

た

ら
し

た
。

議

会

は
さ

ら

に
以

下

の

こ
と

を

認
定

し
、

宣
言

す

る
。

市

は
現

在
、

そ

の
大
き

さ

を
問

わ
ず

直
面

し

て

い
る
重
要

問
題

に
対
応

し

う

る

資
源

を
も

っ
て

い
な

い
。

現
在

都

市
再

開
発

事
業

な
ら

び

に
他

の
連
邦

補
助

事

業

で
規

定

さ

れ

て

い
る
連

邦
補

助
金

は
、

市
が

そ

の
物

理

的

な
環
境

を

改
良

し
、

低

中
間

層

の
た

め

の
住
宅

供
給

を
増

加
さ

せ
、

さ

ら

に
健
康

や
福
祉

に
必
要

な
教

育
的

.
社

会
的

サ
ー
ビ

ス
を

供

給

す

る
事

業

を

計
画

し
、

具
体
化

し
、

実

施

し

て

い
く

上

で
欠
く

べ

か
ら
ざ

る
も

の
で
あ

る
。

こ

の
節

の
目
的

は

(こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

小
さ
な
市
も
大
き
な
市
と
同
様
、

大

ス
ラ
ム
な
ら
び
に
悪
弊
地
域
を
再
開
発
し
、
あ
る
い
は
再
生
す
る
た
め
の
住
宅

.
仕
事

.
収
入
増
加

の
機
会

を
広
げ

る
た
め
に
、
公
的
扶
助

へ
の
依
存
を

へ
ら
す
た
め
に
、
教
育
施
設

・
事
業
を
改
良
す
る
た
め
に
、
疾
病
と
戦
う
た
め
に
、
非
行

.
犯
罪
を

へ
ら
す
た
め
に
、

文
化

・
リ
ク
リ

エ
ィ
シ

ョ
ソ
の
機
会
を
ふ
や
す
た
め
に
、
仕
事
場
と
住
宅
を
よ
り
接
近
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
し
て
広
く
そ

の
地
域
に
住
む
人

々
の
生
活
状
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態
を
改
良
す
る
た
め
に
)、
あ

ら
ゆ

る

レ
ベ

ル
の
市
が

、
地
域
的

に
準

備

さ
れ

・
計
画

さ

れ
た

新

し

い
、
あ

り
と

あ

ら

ゆ

る
創
造

的
な

提
案

を

含
む

、
包

括
的

な
事

業

計
画

を
策
定

し
実

行

し
、

か

つ
都

市
生

活

の
質

を
改

良
す

る

た
め

の
連
邦

・
州

・
地
方

の
公
的

・
私

的
な

努

力
を
、

最

も

効
果

的

・
経
済

的

に
集

中
し
統

合
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

こ
れ

ら

の
目
的
を

完

成
さ

せ
る
た

め

に
、

付

加
的

な
財
政
的

・
技

術
的

援

助

を

供
給

す

る

こ
と

に
あ

る
。

2

伽
.ω
ω
O
b。

基

本
的

な
権

限

H

U
D
長
官

の
基

本

的
な

権
限

は
、

C
D

A

(Ω
台Σ

)
①§

藁

糞

凶8

》
㈹魯
。陶①・。・
㈱
ω
ω
這
(・。
)
に
定
義
さ
れ
る
)
が
、

(お

9
ω
・ρ

㈱
G。ω
Ob。

に
含
ま
れ
る
)

目
的

に
従

っ
て
、
包

括
的

な

Ω

信

O
Φ
ヨ
。
湯
樽『鉾
曲8

中

。
σq
門髄
ヨ
。。
を

策
定

し
、

実

行

す

る

た

め

の

(経
済
的
)
補

助

と
、

技

術

的
援

助
を

行

う

こ
と

で
あ

る
。

鳶

¢
・
9

ρ

伽
器
O
ω
は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
が
、

こ
の
法

の
も

と

で
連

邦

補
助

の
資

格

を

得

る

た

め

に
対
処

し

な
け

れ
ぽ

な

ら
な

い
基

本
的

な

要
求
を

示
し

て

い
る
。

3

伽
.
ω
ω
O
。。

事

業

の
基

準
と
援

助

の
た

め

の
適

格
性

㈲

以

下

の
条

件
を

満

た
す

な
ら
ぽ

、
事

業

は
、

こ

の
章

の
三

三
〇

五
と

三
三
〇

七

の
も
と

で

の
援

助

の
た

め

の
適

格
性

を
得

る
。

ω

事

業

に
よ

っ
て

ヵ
バ

ー
さ

れ

る
市

の
領

域
内

の
条

件
整

備

問
題

な
ら
び

に
社

会

問
題

は
、

こ
の
章

の
三

三
〇

一
で
表

明
さ
れ

た
議

会

の
決
定

を
実

行
す

る
た

め

に
必
要

な
も

の
で
あ

る
こ
と
。

②

事

業

は
、

条

件
整

備

問
題

な
ら
び

に
社

会

問
題

に
重

要
な

影

響
を
与

え
、

全

地

域
あ

る

い
は
近
隣

に

お
け

る
疾

病

・
荒

廃

を
改

善

し
も

し
く

は
、

そ
れ

を

阻

止
す

る
充

分
な

力

を
も

つ
も

の
で
あ

る

こ
と
。

ま
た

市
全

体

の
健

全
な

発
展

に
貢
献

し
、

社
会

的

・
教

育
的

不

利
益
、

不
健
康
、

失
業

、

怠

惰
を

減
じ

る

こ
と

に
著

し

い
進
歩
を

も

た

ら
す
も

の
で
あ

る

こ
と
。

貧
困

者
な

ら
び

に
地
域

で
不
利

益
を

受

け

て

い
る
人

々
に
役
立

つ
教

育

・
保
健

・
社

会
的

な

サ
ー
ビ

ス
な

ら
び

に
、

そ

の
事

業

へ
の
広
範

囲
な

住
民

参

加
、

事

業

の
あ

ら

ゆ

る
面

で
最

大
限

の
地

域
住

民

の
雇

用

の
機

会
、

仕

事
と

訓
練

の
た

め

の
拡

大

さ
れ

た
機
会

を

供
給

す

る
も

の
で
あ

る

こ
と
。

C321)43



㈹

再
開
発
あ

る
い
は
復
興
を
含
む
事
業
は
、
低
中
間
層
む
き

住
宅

の
供
給
、
あ

ら
ゆ
る
階
層

の
全
市
民
に
対
す

る
住
宅

の
選
択

の
最

44

大

限

の
機
会
、

適

切
な

公
共
施

設

(教
育

・
保
健

・
福
祉
サ
ー
ビ

ス

.
交
通

.
リ
ク
リ

エ
ィ
シ
ョ
ソ
を
含
む
)、

地
域

に
奉
仕
す

る
適

当

な
商

業

嚢

そ
し
て
霧

と
住
宅
の
接
近
馨

易
に
す
る
と
い
っ
華

項
の
、
実
質
的
な
増
袈

伴

っ
た
均
衡
あ
る
市
の
建
設
に
貢
献
し
ょ
う

働

と
す
る
も

の
で
あ

る
こ
と
。

㈲

行
わ
れ
よ
う
と
す
る
事
業

や
活
動
が
、
輸
送
部
分
を
含
む
事
業

で
あ

る

場

合

に
は
、
↓
三
①
お

。・Φ皇
8

δ
O
b。
(①
)
の
要
求

に
対

応
す
る
も

の
で
あ

る
こ
と
。

翁

こ
の
よ
う
な
事
業
と

の
関
連

で
な
さ
れ
る
様

々
な
プ

官
ジ

ェ
ク
ト
や
活
動

は
、
相
応

の
期
間
内

に
開
始
さ
れ
る
よ
う

に
計
画
さ
れ

る
べ
き

で
あ

る
。
適
切
な
地
方

の
資
源

は
、

計
画
さ
れ
た
事
業

の
完
成

の
た
め
に
役
立
た

せ
ら
れ
る
、
あ

る
い
は
役
立
た
せ
ら
れ
る
べ
き

も

の
と
す
る
。

そ
し
て
事
業

の
実
行

に
お

い
て
は
、
民
間
の
進
取
的
活
動
や
企
業
活
動
が
、
可
能
な

か
ぎ

り
活
用
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

行
政
機
構
は
、

地
方

の
レ
ベ

ル
で
は
、
統
合
さ
れ
連
携
さ
れ
た
基
礎

の
も
と

に
、
そ

の
事
業
を
実
行
す

る
の
に
役
立

つ
。
重
要
な
地
方

の
法
律
、
規
則
、
そ

の
他

の
要
請
は
、
事
業
の
目
的
と

一
致
す
る
、
も
し
く
は

一
致
す
る
も

の
で
あ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

地
方
自
治
体

は
、

(こ
の
章
の
ωω
自
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
要
求
に
対
応
す
る
)
再
開
発
事
業
を
認

め
、

適
切
で
あ

る
と
判
断
す

る
場
合
に
は
、

そ
の
事
業

へ
の
補
助
申
請
を
認

め
る
。
事
業

の
達
成
に
と

っ
て
、
協
同
が
必
要
な
機
関
は
、
そ

の
意
向
を
表
明
し
う
る
。
事
業
は
、
都
市

全
体

に
対
す
る
包
括
的
な
プ
ラ
ソ

ニ
ソ
グ

で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。

地
域
は
認
可
さ
れ
た
事
業
が
実
行
さ
れ
て
い
る
間
、

(そ
の
事
業
が
開
始
さ
れ
る
以
前
に
)
同
様

の
活
動

の
た
め
に
集

め
ら
れ
た
費
用
よ
り

少
な

い
範
囲

で
、

こ
の
節
で
援
助
さ
れ

る
同
様

の
活
動

の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
費
用
を
維
持
し
う
る
。

⑥

事
業
は
、

こ
の
節

の
目
的
を
実
行
す

る
た
め
に
、
長
官
が
設
定
し
う
る
付
加
的
な
条
件

に
従
う
。
た
だ
し
、

こ
の
節

の
も
と
で
の

長
官

の
権
限
は
、

(
こ
の
節
の
特
別
の
規
定
に
関
連
す
る
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
場
A口
を
の
ぞ
い
て
)
新
た

に
基
準
や
、
要
求
を
創
設
す

る
も

の
で



あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。

1
事
業

の
実
施
1

㈲

こ
の
節

の
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

長
官
は
、

ω

事
業

の
計
画

・
展
開

・
実
施

に
お
い
て
地
方

の
主
導
性
を
強
調
す

る
こ
と
。

②

他

の
適
切
な
連
邦

の
部
局
及
び
機
関
、
な
ら
び

に
大
統
領
の
意
向

に
基
づ
ぎ
、

こ
の
節
と

の
関
連

に
お
い
て
供
給
さ
れ
る
連
邦
補

助

へ
の
最
大
限

の
連
帯
を
確
保
し
、

(法
の
要
求
と
健
全
な
行
政
実
践
に

一
致
し
た
)
地
方

の
主
導
性
と
、

事
業

の
実
施

に
お
け
る
最
大
限

の

弾
力
性
を
与
え

て
い
く

こ
と
。

㈹

C
D
A
は
、
計
画

に
対
し
、
高

い
基
準
を
適
応
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
⑳
地

域

の
価
値
を
た
か
め
、
㈲
自
然
条
件
、
歴
史
的
条
件

と

い

っ
た
そ
の
地
域

の
特
性
を
適
正
な
形

で
維
持
す

る
こ
と
、
◎

コ
ス
ト
の
ひ
き

下
げ
を
含
む
新
し

い
改
良
さ
れ
た
技
術
と
、
計
画

の
最

大
限

の
利
用
を
行
う

こ
と
。

を
要
請
さ
れ
る
。

ア メ リカにみる参加 と法{3}

(20

)

国

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
と
住
民
参
加

①

一
九
六
七
年

の
夏
、
第

一
ラ
ウ

ソ
ド
と
し

て

「
一
年
間
の
計
画
策
定

の
た
め
の
補
助
金
」

の
申
請
を
審
査
す

る
基
準
を
作
る
た
め

に
別

の
研
究
班
が
設
置
さ
れ
た
。

参
加

は
、
出
来
上

っ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ソ
で
は
あ

ま
り
強
調
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
。
そ

の
代
り
に
、
事
業

に
対
す

る
理
解

の
必
要
性
と
・

地
方

へ
の
委
託

に
重
き
が
お
か
れ
た
。

事
業
は
、

一
般
的
な
参
加

の
た
め

の
新
し

い
制
度
を
創
る
よ
り
む
し
ろ
、
地
方
政
府
が
、
都
市
の
ス
ラ

ム
問
題
を
処
理
す

る
た
め

の
改

C323)45



革

の
道

具
と

な

る
べ
き

と

い
う

考
え
方

を

前
提

と

し

て

い
た
。

こ

の
こ
と

は
、

住

民
参

加
が

全
く

無
視

さ

れ

て

い
た

こ
と

を

意

味
す

る
も

の
で

は
な

い
。

そ

こ
で
は
、

単

に
住
民
が

承
認

を

求

め
ら
れ

た

り
、

拒

否
権

を
発

動

で
き

る

だ
け

で
な

く

計
画

自
体

の
展

開

の
中

で
、

参

加
が

重

要

な
役
割

を
も

つ
の
で
な
け
れ

ぽ
、

意
味

を

も
た
な

い
と

考
え

ら
れ

て

い
た
。

申

請

者

(市
)

に
与

え
ら

れ
た

非

公
式

の
援
助

を

通
じ

て
、

連

邦

政

府

の
役
人

は
、

「
各
申
請

は
、

全
事

業

を
通
じ

て
、

参

加

の
側
面

を

有
す

べ
き

こ
と

」

を

示
唆

し

て

い
る
。

し

か
し
要

点

は
、

「
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

を

計

画

し
、

管

理
す

る
人

々
は
、

O

E
O

の
や
り
方

か

ら
・

彼

ら
が

や

ろ
う
と

し

て

い
る
事

業

を
区

別

し
た

い
と
望

ん

で

い
る
都

市
問

題

の
専

門
家

で
あ

る
」

.」
と

に
あ

っ
た
。
彼

ら

は
、
最

後

の
逃
難
場
所
と

い
う
意
味
を

の
ぞ
け
ぽ
、
新
し
い
地
方

の
官
僚
制
を
創

ろ
う

二

般
的
な
参
加
の
た
め
の
暫

い
制
度
を
創
る
ア」
と
を
さ
す
)

と

は
望

ん
で

い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

彼
ら

の
当
初
の
考
え

は
、
住
民
と
地
方
自
治
体

の
双
方

に
権
力
を
分
散
す
る
こ
と

で
あ

っ
た
。

鋤

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
事
業

の
住
民
参
加
組
織
が
形
成
さ
れ

る
過
程
を
再
現
す

る
こ
と

は
容
易
で
は
な

い
。

H
U
D

に
対

し
て
提
出
さ
れ

く
た

こ

の
事

業

ξ

い
て

の
各

市

の
申
請

(「計
画
策
定

の
た
め
の
補
助
金
の
申
請
盲

・℃。
・・琶

は
、

住

民
参

加

ξ

い
て
は
、

将
来

に
お

い
て

組
織

さ
れ

る
も

の
と

し

て

い
た
。

(お
そ
ら
く
、
参
加
に
つ
い
て
修
辞
的
に
書
か
れ
た
良

い
例
は
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
す

之

フ
ソ
ド
市
の
場
ム
.
で

あ
ろ
う
・
そ
こ
で
は
・

一
窩

の
妻

計
画

の
た
め
の
補
助
金

の
申
請
に
さ

い
し
、
領
域
内

の
住
民
す

べ
て
か
ら
、
集
約
的
に
意
見
を
平
等
最

り
い
れ

る
た
め
に
・

一
連
の
多
様
な
法
的
組
織
を
創
る
と
述
べ
ら
れ

て

い
る
。
さ
ら
に
共
通
の
ス
ペ
ー

ス
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
住
民
参
加
を
鼓
舞
す
る
基
盤
を

提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
計
画
局
と

藷

に
、
点
在
す
る
プ

・
ッ
毒

の
組
織
が
、
地
域
に
根
ざ
し

た
熟

練
し
た

ス
タ

.
フ
を

育
て
る
目
的
で
提
案
さ
れ
て
い
る
。
ブ

ロ
ッ
ク
の
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
は
ず
で
あ

っ
た
。)

一
九

六
七
年

一

一
月

に
、

計
画

の
た

め

の
最

初

の
補
助

金

が
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
に
与

え
ら

れ
た
時
、

H

U
D

は
、
各

市

に
対

し
、
モ
デ

ル

シ
テ

ィ
構
造

の
た

め

に
捲
か

ひ
再
紬
織

を
促

す

"
デ

ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
ペ
ー

パ
ー
〃

を
発

行

し
た

(Ω
崎

O
㊥日
。翼

糞

陣8

>
鳴
ヨ
団

(8

>
)

46(324)



ア メ リカにみる参加 と法 ③

訂
需
鐙

Z
o
.ω
で
あ
る
)。

一
年
後

に
、

H
U

D
は
、

漸

く
具
体

的

に
な

っ
て
き

た

C

D

A

の
現

状

か
ら

み
た
性

格

に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
述

べ

て

い
る
。

多
く

の
C

D

A
は
、

「連

合

し
た
政
策

グ

ル
ー
プ
、

主

だ

っ
た

プ

ラ

ン

ニ
ン
グ

グ

ル
ー
プ
、

中

心
的

な

住

民
か
ら

な

る
諮
問

グ

ル
ー
プ

あ

る

い
は
調
整

グ

ル
ー
プ
、
技

術

者

の
グ

ル
ー
プ
、

C

D

A

の

ス
タ

ッ
フ
、

そ

し

て
ど

こ

で
も

8
か
ら

15

の
プ

ラ

ン

ニ
ソ
グ
検
討

委
員
会

を

含

ん

で

い
る
。

多

く

の
市

で
は
、

プ

ラ

ソ

ニ
ン
グ

検

討
委

員

会

は
、
意

図
的

に
地

域
住
民

を
重

視
す

る
方
向

に
あ

る
。
多

く

の
検
討
委

員

会

で

は
、

市

の
役

人

が
議

長

を
務

め

て

い
る
が

、

い
く

つ
か

の
と

こ
ろ

で
は
、

選

挙
さ

れ
た

地

域

の
住

民

や
そ

の
他

の
も

の
が

、
議

長

と

な

っ
た

り
、

副
議

長

と
な

っ
た
り

し

て

い
る
」

と
。

ま
た

そ

の
筋

の
権

威

者

は
、

あ

る
地
域

に
お
け

る
事
業

の
実

行

可
能

性

を
予

想

し
う

る
質

問

の

チ

ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を

提
出

し

て

い
る
。

そ

の
チ

ェ

ッ
ク
リ

ス
ト

は
、
①

「
誰
が
、

対
象

地
域

を
最

も

よ
く

代
表

し
、

参

加

の
過
程

を

成
長

さ

せ
る

か
」

に

つ
い

て
の
視

点
が

、
明

確

に
反

映
さ

れ

て

い
る

か
、

②

代
表

者
が

充

分

に
広

く
、

そ

の
地
域

を
代
表

し

て

い
る
か
ど

う

か
、

③

そ

の
事
業
が

、

市
と

市
民

の
間

に

対
話

の
規

則
的

な

か
け
橋

を

確

立

し

て

い
る
か
ど

う

か
、

で
あ

っ
た
。

ま
た
、

彼

ら

は

こ
れ

ら
第

一
ラ
ウ

ン
ド

で

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
と

な

っ
た
市

の

サ
ソ
プ

ル
に
基

づ
き

、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
機

関

を
、

先

の
五

つ

の
タ
イ
プ

に
分

け

て
い
る
。
①

市

役
所

が
主

導
権

を

に
ぎ

る
も

の
、

②

市

の
C
D

A
と
、

そ
れ

と

は
分
離

し
た
近
隣

の
住
民
組
織

か
ら
な

る
も

の
、
②

は
さ
ら

に
、

③
市

役

所
が

指
導

す

る
も

の
、
④

近

隣

地
区
が

指

導
権

を

も

つ
も

の
、

⑤

住
民

が

指
導
権

を

に
ぎ

る
も

の
、

が

そ

れ

で
あ

る
。

そ
し

て
、

プ

ラ

ン

ニ
ン
グ

が

進

み
、

基

金

の
使

用

に

つ
い
て

の
決

定

へ
の
参

加
を

求

め

る
住

民

の
要
求

が
強

ま

る

に

つ
れ

(21

)

て
、

②

の

タ
イ
プ

の
い
ず

れ

か

に
近
づ

い

て
く

る
、

と
分

析

し

て

い
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

H

U

D
は
、
現

状

に

つ
い

て

の
体
系
的

な

分
析

を

し

て

い
な

い
が

、
多

く

の
場
所

に

お

い
て
、

市
が

コ
ソ
ト

ロ
ー

ル
を

及
ぼ
す

前

に
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

モ
デ

ル
地
区
の
住
畏

は
、
そ

の
事
業
を
認

め
る
か
否
か
の
事
実
上
の
権
利
を
も

つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き

て
い
た
。
し
か
し
、
正
式

(325)47



な
拒
否
権
を
も

っ
て

い
た
の
は
、
四
分

の

一
以
下
の
市

の
住
民

で
あ

っ
た
。

い
く

つ
か
の
地
域
で
は
、
市
長
あ
る

い
は
市

の
議
員
が
住
民

に
有
利
な
事
業
内
容
を
否
決
し
た
。

し
か
し
、
彼
ら

は
、
自
分
自
身
は
め

っ
た

に
事
業

に
は
加
わ
ら
な
か

っ
た
。
計
画
の
大
半

は
、
住
民

が
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
交
渉

の
場
を
通
じ
て
、
採
用
さ
れ
た
。
そ

こ
で
の
役
割
は
、
都
市
再
開
発

の
場
合
よ
り
強
力
で
あ

っ
た
が
、
通

常
経
済
機
会
法

の

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動

の
場
合
よ
り
は
弱
か

っ
た
。

㈹

一
九
六
七
年

の
最
初

の
段
階
で
、

六
三
の
申
請
し
か
承
認

さ
れ
な
か

っ
た

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
事
業
は
、

一
九
六
八
年

の
春
再
申
請
し

た
都
市

の
う
ち
、

一
二
の
申
請
が
承
認
さ
れ
た
。

そ

の
後
、
九
月
と

一
一
月

の
間
に
、

七
二
の
都
市
が
申
請
を
承
認
さ
れ
た
。
そ

の
後

の

総
計
は
、
七
四
に
達
し
た
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
の
第
二
段
階

の
承
認

は
、
以
前
よ
り
保
守
的
な
第
九
〇

回
議
会

に
お
い
て
、
そ

の
事
業
を
存

続
さ

せ
る
の
に
必
要

で
あ

る
と
し
て
、
議
会
と
H
U
D
の
代
表
者

に
よ

っ
て
正
当
化
さ
れ
た
。
約

一
五
〇

の
都
市

に
事
業
が
拡
大
さ
れ
た
。

翼

か
款

わ
事
築
か
勤
を
、喬

め
か
ひ
ど
い
が
決
舟
幡
・

〃
駅

か
訟

わ
"
ど
い
か
蜀
験
ゆ
蜜

黙
弥
厨
か
蜀
蜀
飾
か
帝
瀞
価
を
藩

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

味
す

る
こ
と

に
な

っ
た
。

こ
の
決
定

(
モ
デ
ル
シ
テ
ィ
事
業
を
二
倍
に
す
る
)
の
た
め

に
、
補
助
資
金

の
間

の
不
均
衡
を
是
正
す
る
こ
と
な
く
、

M
C
A
の
管
理
職
務

だ
け
が
増
や
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。
M
C
A
の
役
人

は
、
あ
ら
た
に
決
定
的
な
法
律
上

の
援
助
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ

っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
当
初

の
申
請

の
資
格
と

は
別

の
基
準

で
選
ぼ
れ
た
多
く

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
事
実
上
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
の

で
あ

る
。

こ
う
し
た
要
因
は
、

ジ

ョ
ソ
ソ
ソ
政
権
期

の
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
行
政

の
二

つ
の
主
要
な
特
徴
を
形
づ
く
る
こ
と
に
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、

①

プ

ラ
ソ

ニ
ン
グ
審
査

の
地
方
分
権
化
を
促
進
さ
せ
た

こ
と
。

②

プ

ラ
ソ

ニ
ン
グ

に
対
す

る
技
術
的
援

助

へ
の
要

請
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
。

で
あ

る
。

48(326)
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こ
れ

ら

二

つ
と

も
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
が
修

正

し

よ
う

と

し

て

い
た

複
雑

な

政
府
関

係

を
反

映
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。

ω

と

こ

ろ
で
ジ

ョ
ン
ソ
ン
政

権

の
進
展
と

と

も

に
、

当
初

は
、

制

限

さ

れ

て

い
た

住
民
参

加
が

広
が

っ
て

い

っ
た
。

"
貧

困
戦
争

の

経
験

を
も

つ

コ
ミ

ご

=
ア
ィ
オ

ー

ガ
ナ
イ
ザ

ー
"

な
ら

び

に
地
域

の
リ

ー
ダ

1
か
ら

の
外
的

圧

力
と

、
も

と

も
と

O
E

O
機
関

か
ら

M

C

A

に
入

っ
て
き

て

い
た

ソ
ー

シ

ャ

ル
プ

ラ

ソ

ナ

ー

か

ら

の
内

的

圧
力

が

「
独

立
し

た
技
術

的
援

助
」

や

コ
フ
ラ

ン

ニ
ソ
グ

へ
の
支
援
L

(巴
.§

紳。
牲
融類
書

σ・
)
を

重
視

さ

せ

る

こ
と

に
な

っ
た

か
ら

で
あ

る

(
一
九
六
九
年
春

に
は
、
O
E
O
本
部
と
地
方
役
人
の
間
に
分
裂
が
生
じ
て
き

て
い
た
こ
と
は
、
す

で
に
本
論

8
で
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
)。

(参
加

の
様
式
を
充
足
す
る
た
め
に
)
各
地
方

政
府

の
機

関

の
構
造

に
従

い
、

各

々
の
政

策
を

計
画

し
た

り
、

施

行

し
た

り
す

る
委

員
会

に

結
束

し
、

委

員
会

の
長

に
よ

っ
て
全

面
的

に
監

督
さ

れ

る
前
述

の
外

ナ

め

,
め
ハ
検

註
番

骨
会
方

式

(貰

錺
罪
噺。H。Φ
β。℃箕
。
ゆ畠
)
が

・

さ

か

ん
に
用

い
ら

れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ

の
方

式

は
、
多

く

の
O
E

O
-

C

A
P
事
業

の
場
合

よ

り
も
、

地
方

分
権
化

を
徹

底

さ

せ
、

よ
り

流

動
的

な
組

織

を
う

み
だ
し

た
。
特

に

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
活
動

グ

ル
ー
プ

は
、

H

U
D
が

か

つ
て
、

い
か
な

る
事
業

で
行

っ
た
よ

り
も
、

は

る

か

に
徹
底

的

に
、
「
広

い
範

囲

の
住
民
参

加
」

(零
達
Φ。・冥
Φ巴

。譲
N2

℃
鷲
仲鐵
鳩豊
§
)
に
到
達
す

る
よ
う
努

力

し
た
点

に
お

い
て
、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事
業

を
、

極

め

て
正
直

に
遂

行

す

る

こ
と

に
な

っ
た

の

で
あ

る
。

貧

困
者

、

役
人
、

住

民

の
リ
ー
ダ

ー
が
、

一
堂

に
会

す

る
と

い
う
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活

動
事
業

の
三

つ
に
枝

分
れ

し

た
委
員

会

は
、

今

日

の
ゆ
が

ん
だ
社
会

に

お

い
て

は
貴

重

な
も

の
の
ひ
と

つ
で
あ

っ
た
。

モ
デ

ル
シ

テ

ィ
は
、

こ

の
経

験

か
ら

利
を

得

て
い
た
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

は
、

よ
り
強

化

さ
れ

た
市

政
府

と

の
、

よ
り

異
な

っ
た
権

限

の
協
力
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
伽
続
惣

融

馨

蓼

猷

纂

律

愈

鉾

恥
慰

手
鞍

・
寒

琳

徐

露

鎗

ぞ

慧

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

れ

た
部

局

の

メ
ソ
バ

ー

の
擁

立

を
立

法
化

す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

そ

し

て
、

何

人

か

の
H

U

D

の
役
人

の

不
同

意

に
も

か

か
わ
ら
ず

、

多
く

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
機

関

は
、

地

域
組
織

(8
臼
臼
§
ξ

8
§

-

(327)49



糞

ざ
窃
)
を
、

「
サ
ー
ビ

ス
を
組
織

し
供
給

す

る
手

段
」
と

し

て
利

用

し
た
。

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
活

動
機

関
が
退

廃

し
、

そ

の
地
区

の
諮
問

委

50

員
会

が

、

一
般

に
保
守

的

な

リ
ー
ダ

ー
を
代
表

し

て

い
る
所

で
は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
機
関

は
、

よ
り
重

要

で
、

代
表

的

な
住

民
参

加

に
到

芒

た
.

脚

そ

し

て

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
は
、

市
と

住
民

の
共

同
と

い
う
体

制
を

通

し

て
、

都

市
社

会

の
異

な

っ
た
要

素
間

の
交

流
を

は

か
ろ
う
と

し

て

い
た
。

㈲

し

か
し
な
が

ら
、

行
政

の
だ
す

ガ

イ
ド

ラ
イ

ソ
相

互

の
矛

盾

か
ら
、

多
く

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

に
お

い
て
用

い
ら
れ

て

い
た
組

織

は
、

や
が

て
動

揺
を

余
儀

な

く
さ

れ

る
。

こ
れ

ら

の
ガ
イ

ド
ラ

イ

ソ
は
、

事

業
を
実

施

す

る
地
方

政

府

の
基

本
的

な
能

力
を

広
げ

る
と

と
も

に
、
と

も
あ

れ

住
民

参

加
を
基

本
線

に
お

い
て
貫

こ
う

と
す

る

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

の
当
初

の
考
え
方

を

ゆ

る
が

す

こ
と

に
な

っ
た

の

で
あ

る
。

特

に
、

ハ
イ
ド

(コ
。且

穿

q
①)
が
、

一
九

六

八
年

に

モ
デ

ル
シ

テ

ィ
の
副

長
官

に
な

っ
て
以
来
、

市
長

の
役

割
が

よ
り
強

化

さ
れ

た
。

こ

の

こ
と

は
、

ガ
イ

ド

ラ
イ

ン
の
方

向

に
大
き

な
影

響

を
与

え

て

い
く

こ
と

に
な

る
。

こ

の

ハ
イ

ド
就

任

の
背

景

に
、

ジ

ョ
ン
ソ

ソ
政
権

か
ら

ニ
ク

ソ
ソ
政

権

へ
の
移

行

に
伴

う
政

策
転

換
が

あ

っ
た

こ
と

は
後

述

の
と

お
り

で
あ

る
。

そ

し

て
、

一
九

六
八
年

の
終

り

ま

で

に
は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
も
と

で

の
住

民
参

加

の
腐
食

が
始

ま

る

こ
と

に
な

る

の
で
あ

る
。

四

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
法

と
ガ

イ

ド

ラ
イ

ン

ω

そ

れ

で
は
、

連

邦

の
ガ
イ

ド

ラ
イ

ン
が

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
実

施

に
こ

の
よ
う

に
大
き

な

影

響
を

及
ぼ

し
、兄
た

の
は
な
ぜ

だ

っ

た

の
か
。
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モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

の
制
定

過
程

で
み
た

よ
う

に
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
プ

ラ

ソ
作

成

の
際

の
期
待

は
、

「
地
方

の
イ

ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ

」

の
も
と

で
、

「
包

括
的

な

プ

ラ
ソ
」

を

作
成

す

る

こ
と

に
あ

っ
た
。

地
方

レ
ベ

ル

の
努

力

を
調
整

し
、

関

係
づ

け

る

こ
と

へ
の
関

心

は
、

地
方

の
役

人

の
仕
事

に
対

し

て
大
き

な

期
待

を
持

つ
こ
と
を

意
味

し

て

い
た
。

し

か
し
そ
う

い

っ
た

役
人

が
、

プ

ラ

ソ
作

成

や
調
整

に
対

し

て
、

実
際

に
行

っ
た
努

力

は
往

々
に
し

て
取

る

に
足
ら
な

い
も

の
で
あ

っ
た
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に
お

い
て
物

的
諸

条
件

の
整

備

と
社

会

サ
ー
ビ

ス
を

関
連

づ

け

る

こ
と

を

要
請
さ

れ
た

こ
と

は
、

地
方

の
役
人
に
と

っ
て
は
特
に
手

に
負
え
な

い
も

の
と
な

っ
た
。
地
方

の
役
人

に
と

っ
て
は
、
最
も
さ
さ

や
か
な
物
的
諸
条
件

の
整
備
1

例

え
ぽ
、

一
連

の
建
物
や
た

っ
た

一
つ
の
施
設
を
造
る
こ
と
;

以
上

の
こ
と
は
、
滅
多

に
経
験
し
た

こ
と

の
な

い
こ
と
だ

っ
た

の
で
あ

る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

こ
う

い

っ
た

プ

ラ

ソ
作

成

の
際

の
問
題

は
、

前
述

し

た
行

政

上

の
傾

向
を

引
き

起

し

た
。

つ
ま

り
、
①

プ

ラ

ソ

ニ
ン
グ
審

査

の
地
方

分

権
化

と
、
②

M
C

A
に
よ

る
技
術

援

助

の

レ
ベ

ル
向

上

で
あ

る
。

プ

ラ

ソ

ニ
ソ
グ
審
査

の
地
方

分
権

化

は
、

地

方
が

イ

ニ
シ

ァ
テ

ィ
ブ

を

と

る

の
を
援

助
す

る
こ
と

に
な
り
、

計
画

の
た

め

の
補

助

金
申

請

の
第

一
段

階

以
後

急

速

に
広
が

っ
た
。

し

か
し
、

地
方

役
人

の
プ

ラ

ン

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

作
成

の
手
腕
と

経
験

が

限
ら

れ

て

い
た
た

め
、

地
方

の
ブ

ラ

ソ
は
M
C

A

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

M
C

A

の
職

員

に
よ

っ
て
な

さ
れ

た
技

術

的

助

言

に
深
く

依
存

す

る

こ
と

に
な

っ
て
し
ま

っ
た

の
で
あ

る
。

出
来

上

っ
た

プ

ラ

ソ
が
、

M
C

A

の
ガ
イ

ド

ラ
イ

ソ
や
技

術
的

助
言
を

色

濃
く

反
映

し

て
お
り
、

地
方

革
新

の
程
度

を

限
定

し

て
し

ま

っ
た

理
由
が

こ

こ
に
あ

る
。

見
方

を

か
え
れ

ぽ
、

こ

の
こ
と

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

に
お

い
て
は
、

地

方

・
州

・
中
央

政
府

の
役
人

を
調

整

し
、

関

係
づ

け

る

こ

と
が

不
可
能

で
あ

っ
た

こ
と

を
意

味

し

て
お
り
、
結

果
的

に
は
本
当

に
わ

か
り

や
す

い
プ

ラ

ン
作

成
が

殆

ん
ど

不
可
能

で
あ

っ
た

こ
と
を

示

し

て

い
る
。

加

え

て
、

プ

ラ

ソ

ニ
ン
グ
策

定

へ
の
時

間

的
圧

迫

は
、

プ

ラ

ソ

ニ
ソ
グ
策
定

の
困
難

さ
を

増

加
さ

せ
た
。

最
初

の
プ

ラ

ソ

作
成

に
あ

て
ら
れ

た

一
、

二

ヶ
月
間

は
、

ま
ず

も

っ
て
適

当

な
も

の

で
は
な

か

っ
た
。

こ
う

い

っ
た
新

し

い
手
続

を
始

め

る

に
は
、

組
織

す

る
だ
け

で
も

そ
れ

だ
け

の
時

間
が

必
要

で
あ

っ
た
。

体

系
的

で
な

い
、
決

し

て
折

あ

い
の

つ
か
な

い
多
く

の
提

案

に
直

面
し

て
、

彼

ら

(329)51



は
・

最

小
限

の
時
間
内

で
そ
れ

ら
を

一
緒

く
た

に
ま
と

め
あ

げ

よ

う
と

す

る
か
、

果

て
し
な

い
プ

ラ

ソ

ニ
ソ
グ

の
過

程

を
通

じ

て
、

驚
く

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ほ
ど
複

雑

な
要

素
を

調
整

し
よ
う

と
試

み

た
。

彼

ら

は
結

局

の
と

こ
ろ
、

包
括

的

な

プ

ラ

ソ

ニ
ソ
グ

に

つ
い
て

の
最

も
控

・藷

な

定
義

に

到
達

し
た
。

つ
ま

り
、
物

的

な

"
施

設
"
建

設
と

、

そ
れ

ら
を

通

し

て
供
給

さ

れ

る
社

会

サ
ー
ビ

ス
の

「
調
整
」

で
あ

る
。

最

も
、

こ
の

達

成

は
、

そ
れ

だ

け

で
も
以

前

の
状
態

か
ら

の
か
な

り

の
進
歩

を

意
味

し

て

い
た

こ
と

は
否

め
な

い
。

と

こ

ろ
で

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
も

う

ひ
と

つ
の
目
的

は
、

サ
ー
ビ

ス
の
供
給

な

ら
び

に
政

策
決
定

権

限
と

い
う

二

つ
の

レ
ベ

ル
に
お

け

る
政
府

事
業

の
地

方
分
権

化

で
あ

っ
た
。

「
地
方

分

権
」
と

い
う
言

葉

は
非
常

に
曖

昧

で
様

々
な

含

み
を

持

っ
て

い
る

の
で
、

「
モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事

業
」

に
お
け

る
業

績
を

評
価
す

る

の
は
非
常

に
難

し

い
。

が

根

本
的

な
問

い
は
、

「
誰

に
対
す

る
権

利

の
分
散
」

な

の
か
と

い

う

こ
と

で
あ

る
。

市

長

・
中

央

と
地
方

政

府

の

リ
ー
ダ

ー
、

様

々
な
地
域

団

体

の
組
織

者

は
、

ワ

シ
ソ
ト

ソ
か
ら

分

散
さ

れ
た
政

治
権

力

が

ど

ん
な
も

の

で
あ

れ
、

そ
れ

を
求

め
て
争

っ
た
。

各

々
が

合
法

性
を

主

張

し
た
。

こ
れ

は
正

し
く

、
貧

困
戦
争

、

特

に

コ
、、、
ユ
ニ
テ

ィ

活
動

事
業
が

引
き

起

し
た
争

い
で
あ

っ
た
。

こ

の
問
題

は
、

も

し

「
サ
ー
ビ

ス
の
分
配
」

の
問
題
が

、
政

治
権

力

の
位
置

づ
け

と
同
様

に

評
価

の
基
準

に
な

っ
た

な
ら
ば

、

は
る
か

に
入

り
組

ん
で

い
た

だ

ろ
う
。

結

局

の
と

こ
ろ
、

こ
う
し

た
状
況

の
も

と

で
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

事
業

の
質

に
関
す

る
中
央
政
府

の
懸
念

は
、
地
方

の
選
択
権
を
制
限
し
、
切
り
落
す
と

こ
ろ
の
境
則
と

ガ
イ
ド
ラ
イ

ソ
を

一
般
化
す
る

こ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

(
22

)

と

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

以

上

指
摘

し

て
き

た
様

々
な
問
題

は
、

何
故

ジ

ョ
ン
ソ

ソ
政
権

の
終

り

に
お

い
て
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
評

価
が

入
り
組

ん

で
不
明

確

な
も

の

に
な
ら

な
け

れ
ば

な

ら
な

か

っ
た

の
か
を
暗

示

し

て

い
る
。

こ

の
特
徴

は
、

「
新
連

邦

主
義

」

の
採
用
と

あ

い

ま

っ
て
、

ニ
ク

ソ

ン
政
権

期

に
お
け

る

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
衰
退

に
寄
与

す

る

こ

と

に
な

る

こ
と

は
後
述

の
と

お
り

で
あ

る
。

鋤

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
計
画

策
定

に
関

す

る
補

助

金
申

請

を

め
ぐ

る
最

初

の

一
年
が

経
過

し

た
後
、

住
民
参

加

に

つ
い
て
、

書
式

52(330}
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に
よ

る

ガ
イ

ド

ラ
イ

ン
が

初

め

て
出
さ

れ
た
。

一
九

六

八
年

一
二
月

に
だ
さ

れ

た

電
q
O

↓
Φ
島
巳
。巴

》
器
翼
碧

8

⇔σ
巳
げ
臨
コ

(↓
〉
切
)
窯
ρ
ω
が

そ

れ

で
あ

り
、

先

の

Ω
¢

蒙

ヨ
o
昌
・

。。冨

仲繭§

〉
σq窪

2

(O
O
>
)
訂

け酔興

Z
P
。。

(
一
九
六
七
年

一
一
旦

二
〇

日
)
を

、

発
展

さ

せ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

↓
〉
切σ

ズ
ρ
。。
は
貧

困
な

住
民

は
、

市
当

局

に
不
信

感

を
持

っ
て

い
る
と

い
う

仮
定

を
前

提
と

し

て

い
た
。

貧

困
者

は
、

そ

の
政

治
的
な

力

が
、

多

く

の
機
関

や
事

務
局

か
ら
分
断

さ

れ

て

い
る

こ
と
を

理
解

せ
ず

に

「
市

か
ら

の
分
離

行
動

」

を
求

め

て

い
る
と
考

え
ら

れ
た
。

同

様

に
、
「
モ
デ

ル
事
業

の
対

象

と

な

っ
た
地
域

」

(日
鼠
鮎

"
ω瞬αqま
9
ぎ
鼠
)

は
、

市
当

局

に
よ

っ
て
し

ぽ

し
ば

「
誤

っ
た

分
離
」
と

み
ら

れ

て

い
た
。

事

実

そ
れ

は

め

っ
た

に
、

一
体

化

し
た
社

会

シ
ス
テ

ム
か
ら

成

り

た

っ
て

い
る

こ
と

は
な

か

っ
た

し
、

住
民

の
だ

れ
を
も
、

"
隣
人

"
と

し

て
同

一
視

し

て

い

る

わ

け

で

は

な

か

っ
た
。

そ

こ
で

「
市

と

市
民

の
間

の
協

力

の
秘

訣
」

は
、

専
門

的
援

助

(仲.。『
鵠
一。帥
一

婁

馨
雪
8
)

に
あ

る
と

考

え

ら
れ

た
。

役

人

に
対

す

る
住

民

の
不
信

は
、

論
拠

を
あ

げ

て
論

じ

る

こ
と

も

で
き

な

い
し
、

合
理
的

に
説

明

す

る

こ
と

も

で
き

な

い
。

公
的

機

関

の
手
続

・
ス
タ

イ

ル

・
熟

練

は
、

新

し

い
連

邦

事
業

へ
の
単

な

る
警

告

や
甘
言

に
よ

っ
て
変

化
す

る

も

の
で
は
な

い
。
友

好
関

係

の
も

と

に
あ

る
永

い
年

月
が

、

不
信

用

で
あ

っ
た

日

々
を
補
償

す

る
た

め

に
必
要

と

さ
れ

た
。

C

D
A

へ
の
住

民
参

加
と

い
う

こ

の
目
的

を
達

成

す

る
た

め

の
最

も
確
実

な

方
法

は
、

住
民

へ
の
専

門

的
援

助

の
提
供

で
あ

る
。
専

門

的

援

助

は
、

住
民
が

知

る
必
要

の
あ

る
知

識

や
情

報

を

得
、

各
市

の
事
業

の
計

画

や
実

施

に
必
要
な

知
的

能
力

を

う

る
た

め

に
人
材

や
資

源
を

C
D

A
が
提

供
す

る

こ
と

を
含

ん

で

い
る

(↓
〉
しロ
窯
9
ω
)。

↓
〉
じσ

Z
9
。。
は
、

そ

の
専

門

的
援

助
を

供
給
す

る
た

め

に
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
と

結
び

つ
い
た

近
隣
地

区

グ

ル
ー
プ
が

ス
タ

ヅ
フ
を

一
人

雇

い
、

市

の

ス
タ

ッ
フ
と
結

び

つ
く

よ

う

に
提

案

し
続

け
た

。
専

門

的
援

助

の
こ

の
戦

略

は
、

住
民
が

公
的
機

関

の

ス
タ

ッ
フ
か
ら

全
く

独

立

し

て
し
ま

う

か
、

逆

に
全

面
的

に
依
存

す

る

か

の
二
者

択

一
を

せ
ま

る
も

の

で
は
な

い
。

経
験

は
、

住

民

へ
の
専
門

的
援

助

は
、

彼

ら
が

雇
う

ス
タ

ッ
フ
と

市

の

ス

タ

ッ
フ
の
両

方
を

結

合
さ

せ
住

民
が

そ
れ

を
受

け

い
れ
、

両

方
を

利
用

し

た
時
、

最

も
効

果
的

で
あ

る

(331)53



こ
と

を

示

し

て

い
る

(↓
》
じロ
Z
9
ω
)。

こ
れ

は
連

邦

政

府

の
い

つ
も

の
言

葉
を

考

え

る
な

ら
ば
、

注

目

に
値

す

る
文

書

で
あ

っ
た
。

こ
う

し
た

考
え
方

は
、

O

E
O
、

H

E

W
、

H
U

D
、

そ

し

て
労
働

省

の
代
表

が

出
席

し
た

、

一
九

六

八
年
夏

の

一
連

の
会

合

か
ら
発

し
た
も

の
で
あ

っ
た
。

住
民

グ

ル
ー
プ

に
対

す

る
独

立

し
た
専
門

的

援
助

に

つ
い
て

の
考

え
方

は
、

こ

の
年

の
初

秋

に
、
H

U

D

の
ア
ー

ソ

ス
テ

ィ
ン

(ω
冨
「蔓

》
ヨ
。。叶Φ芭

に
よ

っ
て
書

か
れ

た
起

草

に
依
拠

し

て

い
た
。

彼
女

の
基

本
的

な
考

え

方

は
、

住
民

は
、

住
民

自
身

の
プ

ラ

ソ

ニ
ソ
グ

ス
タ

ッ
フ
を
雇

う

こ
と

を
認

め
ら

れ

る
べ
き

で
あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た
。

労

働
省

は
、

そ

の
全
体

的

な
考

え
方

に
反
対

し
た
が
、

O

E
O

は
よ

り
詳

し

い
資

料

を
求

め
た
。

こ

の
不

一
致

は
、

H

U
D
が
、

市

長

と

市

の
国
家
連

盟

会

議

(子
①

0
8
h①冨
=
8

。h

ζ
瑠
。
噌。。
碧
伽

誓
Φ

2
巴
。コ
巴

冨
茜
器

9

Ω
叶諺

)
の
実

行
委

員
と

接
触

、

調
査

し

て
最
後

の
草
案

を

つ
く

る

こ
と

で
解

決

さ
れ

た
。

こ

の
草

案

の
発

行
後

二
年

貝

に
あ

た

る

一
九

七

一
年

現

在

に
お

い
て
も
、

こ

の
見
解

は
正
式

の
も

の
で
あ

っ
た
。

し

か
し

こ

の
見

解

の

現
在

の
事

業

に
与
え

る
効

果

は
少

な

か

っ
た
。

廃

止
さ
れ

た

わ
け

で
は
な

い
が

、

付
加
的

に
だ

さ
れ

た

ガ
イ

ド

ラ
イ

ン
が
、

そ

の
実

際

上

の
効

果
を
薄

め

て

い
た

か
ら

で
あ

る
。

一
九
六

八
年

か
ら

六
九

年

の
冬
、

H

U

D

の
地
方
事

務

所

(目①σ・喜

巴

。
撃

①・・)

は
、
地
方

を

め
ぐ

る
政

策

に
よ
り
大
き

な
管

理
を
、
市

長

の
任

命

権
者

に
与

え

る
た

め
、

い
く

つ
か

の
ガ

イ

ド
ラ

イ

ン
・1
1
そ

の
多
く

は
書

か

れ

て

い

な

い
1

1
を
公

式
化

し
始

め
た

(
こ
れ
は
後

述
す
る

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
の
事
業
に
お
い
て
、
意
味
深
い
闘
い
を
う
み
だ
す
こ
と
に
な

っ
た
)。

当
初

の

ガ
イ
ド

ラ
イ

ソ
の
意

図

は
市

長

の
任

命
権

者
が

、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
委

員
会

に
加

わ

る

こ
と

を
意

味

し

て

い
た
。

し

か
し
す

で

に
、

事

業

に
参

加
し

て

い
る
人

々
に
と

っ
て
は
、

こ

の
動
き

は
、

"
政

治
的

支

配
"

の
試

み

の

よ

う

に

思

わ

れ

た
。

事

業
か

ら
、

す

べ

て
の

"
利
害

対

立
"

を
除
去

す

る

必
要
性

も
強

調
さ

れ

た
。
す

な

わ

ち
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

を

計

画
し

て

い

る

グ

ル
ー
プ

は
、

彼

ら
自
身

の

計

画
を

実
行
す

べ
き

で

は
な
く
、

計
画

(冨

邑

コ
σq)、

活
動

(。℃
。翼

菖

)、

評
価

(のく
巴
・
豊

8
)

の
機

能

は
、

互

い
に
分
離

す

ぺ

き

だ

と

54(332)
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ヘ

へ

さ
れ

た
。

こ
れ
ら

の
政

策
動

向

は
、

地
域
社

会

に
お
け

る
概
存

の
政

治
構

造

に
対
す

る

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
影

響
を
少

な

く
し
、

市

の

事
業

と

し

て

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
の
最

初

の
位

置
づ

け
を

維
持

す

る
た

め

の
試

み

で
あ

っ
た
。

こ
れ

ら

の
ガ

イ

ド
ラ
イ

ソ
は
、

ニ
ク
ソ

ソ
政
府

(
一
九
六
九
年

一
月
成
立
)

に
よ

っ
て
、
O
O
>

訂

幕

「
乏
o
」
O
>

(
一
九
六
九
年

一
二
月
)

の
中

に

い
れ

ら
れ

た
。

こ
の
文
書

は
、

立
法

の
基

本
的

な

意
向

の
単

な

る
改
訂

以

上

の
も

の
を

示
し

て

い
た
。

そ

れ

は
、

既
存

の
市

の
機

関
と

役
人

を
統

合
さ

せ

る
必
要

性
を

強

調
し

て
お
り
、

対
象

地

域

の
住
民

の
参

加
を

通
じ

て
既
存

の
機
関

を
改

革

し
、

地
方

政
府

の
能

力

を

ひ
き

の
ば

す

必
要
性

に

つ
い

て
は
、

前

ほ
ど

に
強

調

し

て

い
な

か

っ
た
。

文

書

(い
葺
①H)
は
、

行

政
官

の
長

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
展

開
、

実

施
、
遂

行

に

つ
い

て
、

早

期
か

ら

の
、

継

続
的

な
、

そ

し

て
究
極
的

な

責
任

を
負

う

ぺ
き

こ
と

を
要

求

し

て

い
た
。

さ
ら

に
、

行
政

官

の
長

は
、

公
的
機

関

と

私
的

機
関

を
統

合

し
、

優
先

順
位

を
決

定

し
、
資

源

を
割

当

て
、

C

D
A

の
長

(象
話
9
0
「)

に
、

行
政

と

操
作

に
あ

た
り
密

接

に
連

絡

を

と

る

こ
と

を

要
求
す

る

こ
と

に
よ
り
、

そ

の
事
業

を
維

持
す

る
行
政

上

の
権
限

と
政

治
的

な

リ

ー
ダ

ー

シ

ッ
プ

を
発

揮

す

べ
き

で
あ

る
、

と

し

て

い
た
。

力

点

は
、

市
行
政

機
関

が
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
も

と

で

の
プ

ロ
ジ

鵬
ク

ト
を

管
理
す

る
場
合

に
、

そ

の

「
事

業
を

管

理
し
、

調
整

し
、

評
価

す

る
役
割
」

を

市
が

遂

行
す

る

こ
と

に
も

お

か
れ

て

い
た

(こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
住
民
参
加
が
、
表
明
さ
れ
た
政
策
と
は

醐
致
し
な

い

も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
そ
し
て
住
民
参
加
に
か
わ

っ
て
、
新
し
く
優
先
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
、
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
事
業
に
対
し
て
も
ち
だ
さ
れ
て

き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
O
u
》

ピ
妥
巽

2
9

一
〇〉

は
、
O
O
>

目
妥

興

2
。
・ω

(そ
し
て
、
そ

の
権
限
の
も
と
で
書

か
れ
た

↓
〉
じ0

2
。
・も。)
よ
り
も
最

近

の
規
則
で
あ
る
。
O
O
>

ド
隻

醇

窯
ρ

HO
》

は
、
政
策

の
表
明
と
し
て
の
こ
れ
ら

の
文
書

の
先
例
で
あ
る
。
実
際
、
O
O
>

ピ
妥
臼

2
。
」

O
》

は
こ
の

点

を
明
白

に
し

て

い
る
。
)
。

し

か
し
な
が

ら
、

H
U

D

は
、

O

E

O
と

共

同

で
発
行

し

た

O
O
>

目
①
梓§

署
ρ

H
O
じd

(
一
九
七
〇
年
三
月
)
に
お

い
て
、

住
民
参

加

に

関

す

る

H
U

D

の
政

策

に

つ
い
て
、

後

発

の
、

し

か
し

分
離

し

た
声

明
を

出

し
た
。

そ
れ

は

こ
の
文

書
を

、
O
O
>

い
鶏

巽

2
9

ざ
》

と

(333)55



い
か

に

一
致

さ

せ

る
か

に

つ
い
て
は
答

え
ず

に
、

以

下

の
よ
う

に
記

し

て

い
る
。

「
住
民

参

加

の
構

成

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
を

計

画

し
、

検

討

し
、
評

価

し
、

実
施

す

る

こ

と

に

お

い
て
、

活
動
的

に
継
続

的

に
包

含

さ

れ

ね

ぽ

な

ら

な

い
。

こ
れ
ら

の
領

域

に
お
け

る
住
民
参

加

の
責
任

と
権

限

を
住

民
参

加
団

体
と

の
慎

重

な
審
議

を

へ
て
明

確

に
定

義

し
、

説

明
す

る

こ
と

は
、

市

の
責

任

で
あ

る
」

(〇
一∪
〉

ピ
①#
①「
2
0
.
戸O
じ口
)
。
(
こ
の
政
策
は
、
地
方

の
役
人
と

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
事
業
で
働

い
て
い

る
人
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
た
や
り
方
で
伝
え
ら
れ
た
。

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
の
役
人
は
、

こ
れ
ら
の
規
則
を

ハ
イ
ド

(霊
。
凱

=
且
Φ)
か
ら
の
手

紙
で
知

っ
た
。
地
方

の
事
業
を
新
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ソ
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
に
か
え
る
こ
と
は
、

計
画
段
階
を
こ
え
て
、
さ
ら
に
、

な
ん
ら
か
の
実
施
の

た
め
の
基
金

(8
。糞

げ
⑳
{自
山
。。)
を
受
け
と
る
た
め
の
前
提
条
件
と
な

っ
た
。)
と

り

わ
け
、

"
有

意
義

な
住

民
参

加
"

の
た

め

に
制

定

さ

れ

た

基
準

は
、

「
住
民

が
、

政

府

に
対

し

て
住
民

の
必
要

な
も

の
を
伝

え
、

事

業
を

理
解

す

る
た

め

の
援

助

を
政

府

か
ら
得

る
た

め

に
役

に
た

つ
も

の
で
あ

る

こ
と

」

で
あ

っ
た
。

こ

の
目
的

を
達

成

す

る

た

め

に
必

要

な
資
源

の
中

に

は
、
"
独

立
し
た

専
門
的

な
援

助
"

も

含
ま
れ

て

い
る
。

し
か

し
、

こ

の
考

え

方

は
最

近
あ

ま
り

い
わ

れ
な

く
な

っ
て

い
る
。

住
民
参

加

の
概

念

が
、

最

初

は

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行

政

に
お
け

る

立
法

の
趣
旨

を
越

え

て
広
げ

ら

れ

た
が

、
後

に
縮
小

さ
れ

た

の
は
ど

う

し

て
な

の
か
、

説

明
す

る

の
は
容
易

で
は
な

い
。
最

初

の
事
業

に

つ
い

て

の
提
案

は
、

目
的

地

域

の
住
民

は
、

地
方

の
事

業

の
た

め

に
、

包

摂

さ
れ

る

こ
と

を

明
ら

か

に
し

て

い
た
。

し

か
し
、

既
存

の
近

隣

地
区

の
グ

ル
ー
プ

の
利
用

も
ま

た
除
外

さ

れ
な

か

っ
た
。

実

の
と

こ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ろ
、
多
く

の
事
業

の
形
態

は
、
既
存

の
地
方
政
府

に
付
属
す
る
、
分
離
し
た
組
織
体

で
あ

る
は
ず

で
あ

っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

一
九
六
七

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

年

に
、

予

期
さ

れ
な

い

こ
と
が

生

じ
た
。

O
E

O
-

C

A
P

の

"
急
進

派

"
が
、

そ

の
機

関
を

離
れ

、

H

U
D

に
雇
用
さ

れ

る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

そ

の
結

果
、

O

E
O

の
地
方
事

務
所

か
ら

H
U

D

の
事

務
所

へ
と
、

か
な

り

の
職

員
が

移
動

し
た
。

そ

の
結

果
、

H

U

D
は
、

そ

の
地
方

事
務

所

の

い
く

つ
か
を

管

理
す

る
能

力
を
失

っ
た
。

こ

の
よ
う
な
転

換
と

同

時

に
、
"
黒
人

政

治
"

(ぴ
再

評
窓
豪

6。。)
と

い
う
言

葉

は
、

"
黒

人

の
力
"

(甑
伽。犀
℃
。妻
①.)

と

"
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

5s{334}



ア メ リカにみる参加 と法(31

自
治

"

(8
日
琶
§
ξ

8
嘗

&

に
変

っ
て

い

っ
た
。

一
九
六

七
年
、

六
八
年

に
は

ア

メ
リ

カ
の
都

市

で

「
暴
動

」
が
起

り
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
政

策

は
、

た

だ
ち

に
は
け

口
の
必
要

の
あ

る
市

民

の

不
平

に
対

す

る
安
全

弁

の
よ
う
な

も

の

に
な

っ
た
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

は
、

都

市

の
政
治

の
激

し

い
流
れ

が
生

じ

る
直
前

に
形

成

さ
れ

た
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

は
、

こ
れ

ら

の
新

し

い
論

争

を

い
く

分

採
用
す

る
か
、

全

く

採
用

し
な

い
か

で
な

け

れ
ぽ

な

ら
な

か

っ
た
。

そ

の
採

用

は
、

先

の
O
E

O

の
雇
用

者

に
よ

っ
て
せ
き

た

て
ら
れ
た
。

こ

の
点

で
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

は
、

直
接
的

な

は
け

口
を

必

要
と

し

て

い
る
住
民

の
不
平

・
不
満

の
た

め

の

一
種

の
安

全

弁

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

そ

し

て
、

C

A

P
事

業

に
お
け

る

"
貧

困
地

域

の
開

か
れ

た

フ

ォ
ー
ラ

ム
"

(.、鷲
く
①冴

。・a

。矧
8
①昌
{。
遷
臼
。。.、)
と

同
じ
よ

う

に
み
え

る
参

加
組

織
が

採

用
さ

れ

た
。

(地
方

レ
ベ
ル
で
の
こ
れ
ら
の
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加

に
つ
い
て
の
連
邦
の
見
解
は
、

ジ

ョ
ソ
ソ
ソ
行
政
を
通
じ
て
、

ず

っ
と

"
分
け
ら
れ
た
力
〃
の
ひ
と

つ
で
あ

っ
た
。
こ
の
考
え
を
実
施
す
る
た
め
に
、
連
邦

の
役
人
は
常
に

「市
は
正
式

に
補
助
を
う
け
、
そ
れ
に
対
し

て
法
的
に
責
任
を
お
う

こ
と
」
を
主
張
し
た
。)

O

E
O

に
よ

っ
て
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
が
牛

耳

ら
れ

る

に
伴

い
、

参

加
概

念

は
拡

大

し
た
。

一
九

六

七
年

に
、

O

E
O
が
専
門

家

か
ら

な

る
特

別

の
研
究

班
を

組
織

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

市

役
所

の
圧

力

に
対
応

し

た

よ
う

に
、

一
九

六
八
年
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
は
同

様

の
状

況

の
も

と

で
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
グ

ル
ー
プ
が
、

彼

ら
自

身

の
専
門

的

ア
ド
バ

イ

サ
ー
を

雇
う

権
限
を

付
与

さ

れ

た

(前
述

の

↓
〉
じd
2
9
ω
が
そ

れ
で
あ
る
)
。
し
か

し
結
局

の
と

こ
ろ
、
市

長
連

合
が
、

O
E

O
を
と
き

ふ

せ
た

よ
う

に
、
O
O
>

い
⑦
仲轡巽

2
ρ

H
O>

も

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
の

管

理

に
お

い
て
、

同

様

の
歩

み
だ

し
を

始

め

る

こ
と

に
な

る

の
で
あ

る
。

国

ニ
ク

ソ

ン
政

権

下

の

モ
デ

ル

シ
テ

ィ

ω

ニ
ク

ソ

ソ
政
権

が

誕
生

し

た

一
九

六
九
年

の
初

め
、

多
く

の
者

は
、
モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事

業

の
存

続
を

危

ぶ

ん
だ
。

し

か
し
、
事

業

の

存

続

に
好
意

的

な
研

究
会

報

告

(ナ
サ
ソ
報
告
)
が

な

さ
れ

た

の
に
加
え

て
、
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
の
主

唱
者

で
あ

る

ハ
イ
ド

(距
。五

=
・
一{胤
ε

(335)57



市

長
が

、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
の
副
長
官

に
任
命

さ
れ

た

こ
と

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
安
定

し
た
将

来
を

約
束
す

る
か

に

み
え

た
。

58

ナ

サ

ソ
報
告

は
、

ロ
ム

ニ
ー

(閃
。日
・
建
)
長
官

に
そ

の
事
業

の
価
値

を

納
得

さ

せ

る

の

に
役

立

っ
た
。

報

告

は
、

「
"
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
"

は
・

そ

の
実

験
を

一
つ
の
普
遍

的

な
事

業

に
変
え

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

中

央

政
府

に
よ
る
凡

て

の
都

市
援

助

の
た

め

の
基

本
的

な

テ

ク

ニ

紛

(23
)

ω

ッ
ク
に
な

り

う

る
」
と

い
う

こ
と

を

示

唆
し

て

い
た
。

こ
う

い
う

初
期

の
希

望

に
満

ち

た

兆
候

に

も

か

か

わ

ら

ず
、

ニ
ク

ソ

ソ
政

権

は
、

一
九

六
九

年

一
二
月

O
O
>

い
隻

霞

2
9

δ
》

に
よ

っ
て
、

"
モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事

業
"

に
お
け

る
増

加
す

る
住

民
参

加
と

い
う
以

前

の
傾
向

を
翻

し
た

こ
と

は
前
述

の

と

お

り

で
あ

る
。

す

で

に
、

ハ
イ

ド
が

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
の
副

長
官

に
任
命

さ

れ

て
以
来
、

市

長

の
権

限
が
強

化

さ
れ

る
方

向

に
あ

っ
た

こ
と

は
、

先

に
ふ

れ

た
が

、
住

民
参

加

の
抑

制

は
、

一
九

六
九
年

五

月

一
二

日

の

ロ
ム

ニ
ー
長
官

の
次

の
言

葉

に
も

非
常

に
強
く

あ

ら
わ

れ

て

い
る
。

「
"
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
"

は
、

市

長
を

中

心
と

し
た

地
方

政
府

事

業
と

し

て
作

ら

れ

た

し
、

そ

う
あ

り
続

け

る
だ

ろ
う
。

:
…

地
方

政
府

の

役
人

は
、
"
モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事
業

"

の
内
容

と

運
営

に
対

し

て
最

終
的

な
管

理
と

責

任
を
遂

行

し
な

け

れ
ば

な
ら

な

い
。
」

こ
の
よ
う

に
政
策

が
、

住

民
参
加

を

抑
制

し
、

市

の
権

限
を

強
化

さ

せ

て
く

る
背

景
と

し

て
、

一
九

六
七

・
六

八
年

の
都

市

で

の
激

し

い
暴

動
が
、

住

民
参

加

を

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
自

治

へ
と

突
き

動

か
す

状
況

に
あ

っ
た

こ
と

が

深
く

か
か
わ

っ
て

い
る
こ
と

は
す

で

に
ふ
れ
た
。

し

か
し
、

一
九

七
四
年

以
前

の

ニ
ク

ソ

ソ
政

権

期

に
お
け

る

"
モ
デ

ル
シ
テ

ィ

・
プ

ロ
グ

ラ

ム
"

に
対
す

る
最

も
強
烈

な

打
撃

は
、

大

統

領

の
支
持

が

明

ら
か

に
欠

如

し

て

い
た

こ
と

で
あ

っ
た
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
運
営

に
と

っ
て
、

資
金

の
確
保

は
不
可

欠

で
あ

り
、

M
C

A
は
関

係
す

る
他

の
プ

ラ

ン
と

の
統
合
を

保

つ
た

め

に
他

の
政

府
機

関
と

の
協

力

に
努

力
を

つ
く

し
た
。

事
実

、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
補

助
金

は
、
本

質

的

に
住

宅

・
教

育

・
運
輸

・
福
祉

と

い

っ
た

既
存

の
特

殊
な

事

業
と

一
体

を

な
し

て
初

め

て
意

味
を

も

つ
も

の
で
あ

っ
た
。

し

か
し
他

事
業

と

の
統
合

は
、

ジ

ョ
ン
ソ

ン
政
権
が

、

必
要

な

調
整

の
た

め

の
努
力

を
率

先

し

て
行

っ
て
き

た
時

で
さ
、兄
遅

々
た

る
も

の

で
あ

っ
た
。

ニ
ク

ソ

ソ
政
権

の
も
と

で
大
統

領

の
協
力

が
得

ら
れ
な

い
ま
ま

に
、
何

百
も

の
国

の
出
先

機

関
を
説
得

し

て
、
削

減
さ

れ
、
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規
制
さ
れ
た
政
府
特
別
支
出
金

の
中

で
・
事
業
の
目
的
を
遂
行
す

る
の
は
・
困
讐

レ」
と
で
あ

つ
(泌
・

し
か
も

こ
う
し
を

ク
ソ
ソ
大
統

領

の
姿
勢

に
く

わ
え

て
、

大
統
領

が

そ

の
就
任

の
時

か
ら
、

強

く
主

張

し

て

い
た

歳

入
分
配

(器
く。謹
。
。。訂
旨

鵬
)
政
策

の
採

用
が
、

や
が

て
市

長

の
権

限
強

化
、

住
民
参

加

の
抑

制
を

促
す

こ
と

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

以

下
、

こ

の
点

に

つ
い
て
ふ
れ

て
お
く

こ
と

に
し
た

い
。

②

歳

入

分
配
と

い
う
考
え

方

は
新

し

い
も

の
で

は
な

い
が
、

一
九

六
〇

年
代

に
、

歳

入
分

配
金

(HΦ<
。自

の
。・ゲ
鼠

凝

建
巳
。。)
は
、

州

政
府

等
を

援
助

す

る
為

の
新

し

い
資
金

(コ
Φ毛

日
O
口
O団
)
と

し

て
脚

光

を
浴
び

る

こ

と

に

な

っ
た
。

し

か

し
、
歳

入
分
配

金

に
対
す

る
初

期

の
提

案

は
、

ベ

ト

ナ

ム
戦
争

長
期

化

に
よ

る
赤

字
予

算

の
た

め
す

べ

て
放
棄

さ

れ
ざ

る
を
え

な

か

っ
た
。

ニ
ク
ソ

ソ
が
歳

入
分
配
案

を
提

出

し

た
時
も
、

議

会

は
当
初

、
①

こ
の
計
画

は
、

も
と

も
と

黒
字

予
算

の
時

に
発

案
さ

れ
た

も

の
で
あ

り
、
赤

字

予
算

の
も
と

で
は
無

理

で
あ

る

こ
と

、
②

州

・
地
方

政

府
が

、

"連

邦
基

金

"
を

使
う

時

に
議

会

が

口
を
だ

せ
な
く

な

る
こ
と
、

(25

)

を

理
由

に
、

歳

入

分
配

に
強
く

反

対
し

た
。

こ
れ

に
対

し
、

知

事

・
市

長

・
郡

の
役

人
ら

に
よ

っ
て
、

こ

の
議
案

を

通
過

さ

せ
よ
う
と

す

る
猛

烈
な
反

対

運
動

が
起

っ
た
。
議

会

が
、

こ

の

よ

う

な

嘆

願

に
目

を

向

け

ざ

る
を

え
な

か

っ
た
最

も

具
体

的
な

理
由

の
ひ
と

つ
は
、

多
く

の
市

が

深
刻

な
赤
字

予
算

に
悩

ま
さ

れ

て

お

り
、

(そ
れ
ぞ
れ
に
違

っ
た

レ
ベ
ル
の
政
府
が
あ

っ
て
、
完
全
に
州
に
よ
る
政
府
機
能
と
完
全
に

地
方
に
よ
る
政
府
機
能
が
存
在
す
る
と

い
っ
た

レ
ト
リ

ッ
ク
の
も
と
に
成
立
し
て
い
る
)
"
新
連

邦

主
義
"
(..Z
霧

閏
巴
Φ乾

剛。。日
"、)
の

一
環
と

し

て
の

歳

入
分

配

に
頼

る
以
外

に
活

路
を

見

出

せ
な

い
と

い
う
状

況

を
、

考
慮

せ
ざ

る
を
え

な

か

っ
た

為

で
あ

っ
た
。

ま
た
、
資

金

と
選
択

権

の

両
方

を

州

.
地

方

政
府

に
戻

す
と

い
う

"
新
連

邦

主
義
"

の
提

案

は
、
住

宅
政

策

に
お
け

る
州

の
役
割

を
、
正

当

に
評

価
す

る
た

め
に

は
理

想

的

な
機
会

で
も
あ

っ
た
。

州

の
役
割

を

拡
大

す

る
と

い
う

政
策

に
は
、

少

な
く

と

も
住
宅

政

策

に
関
す

る
か
ぎ

り
論

理
的

な
根
拠
が

あ

(
%
)

っ
た
か
ら
で
あ

る
。
借
家
人
-
家
主

の
関
係
、
都
市
再
興
政
策
、
関
連
す
る
法
典
、
没
収

の
申
し
渡

し
、
市

へ
の
権
限
の
委
任
等
は
、
連

邦
政
府

の
領
域
で
は
な
く
独
立
し
た
州

に
よ

っ
て
創
造
さ
れ
、
あ

る
い
は
付
与
さ
れ
る
も

の
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ

る
。
連
邦
政
府
の
政
策

に
対
す

る
大
き

な
不
満
は
、

五
〇

の
異
な
る
組
み
合
わ
せ
の
土
地
法
令
と
と
も

に
、

五
〇

の
州
に
適
用

で
き

る
事
業
を
創

ろ
う
と
し
た

こ

(33?)59



と

に
由
来

す

る
。

地

域
差

と
自

然
差
が

、

こ

の
法

律

の
鋳
型

に
加
え

ら
れ

る
。

州

の
住

宅

に
対
す

る
権

限
、

家
主
i

借

家
人

の
関

係
と
州

裁

判
所

の
判

決
が

存

在
す

る
時

に
、

連
邦

政

府
が

資
金

を

出
す

公
共
住

宅

事
業

に
対

す

る
決

定

的

な
手
続

の

マ

ニ

ュ
ア

ル
を
、

ど
う

し

て

ワ

シ
ン
ト

ソ
で
展
開

で
き

よ

う

か
。

し

か
し
、

こ

の
よ
う
な
実

情

は
、

州

を
政

策

の
中

心

に
巻

き

込

ん
で

い
く

こ
と
を

求

め
る
多

く

の
要

因

の

ひ
と

つ
に
す

ぎ
な

か

っ
た
。

資

源

を
使

い

つ
く

し
、

問
題

に
悩

ま

さ
れ

て

い
た
市

が
、

州
側

の
援

助

を

ま
す

ま
す
求

め

て
き

て

い
た

の
で
あ

る
。

そ

し

て
、

こ

の
市

側
か

ら

の
要
請

は
、

ジ

ョ
ン
ソ

ソ
政
権

と

ニ
ク

ソ

ソ
政

権

と

の

「
支
持

層

」

の
違

い
を
反

映

し

て
、

や
が

て
国

政

の
承
認

す

る
と

こ
ろ
と

な

っ
て

い

っ
た

の
で
あ

る
。

つ
ま
り
、

ジ

ョ
ソ
ソ

ソ
政
権

の

「
連

邦

的
創

造
主

義
」

は
、

大
都

市

に
お

い
て
非
常

に
好
感

を
も

コ

」
受

け

い
れ

ら
れ

た
。

こ
う

い

っ
た
都

市

は
ま

た
、

国

の
補

助
事
業

を
実

施
す

る

の
に
か
な

り

の
経
験

を
積

ん

で

い
た
。

ジ

ョ
ソ
ソ
ソ
政
権

に
お

い
て
政
府
内

関

係

に
対
す

る
責

任
が
、

以
前
大

都

市

の
市

長

で
あ

っ
た

ハ
ソ

フ
リ
ー

(類
・
ぴ魯

=
毒

嘗
届

)
に
ゆ
だ

ね
ら

れ
、

H

U
D

の

長

に
公
共

住
宅
事

業

の
専

門
家

で
あ

る

ウ

ェ
ー
バ

ー

(菊
。げ
窪

薯
①碧
8

が

迎
え

ら
れ

た

の
も

こ

の
点

と
関

連
す

る

も

の

で
あ

っ
た
。

こ
れ

に
対

し
、

ニ
ク

ソ

ン
政

権

の

"
支

持
層

"

は
、

よ
り

小
さ

な
都

市

や
町

で
あ

っ
た
。

そ

う

い

っ
た
都

市

や
町

は
、
直

接
的

に
国

の

補
助

事

業
を

利
用

し

た
経
験

は
ず

っ
と
少
な

く
、

州

政
府

に
依

存
す

る
度

合
が

大
都

市

よ
り

も
高

か

っ
た
。

ニ
ク

ソ

ソ
大
統
領

が
、

"
モ

デ

ル
シ
テ

ィ
"

事
業

の
指

導
者

を
選

ぶ

時
、

小
都

市

の
元
市

長

ハ
イ
ド
を

選

ん
だ

こ
と
も

故

な

し
と

し
な

い
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

に
対

す
る

ニ
ク
ソ

ソ
政
権

の
最
も
肯
定
さ
れ
る
べ
ぎ
寄
与

と
さ
れ

る
、
州
政
府
-

特
に
都
市
問
題

に
関
連
し
て
知
事
と
州

の
役
人
I
l

に
対

す

る
、

プ

ラ

ン
作
成

の
た

め

の
技

術
的
援

助

の
促

進

も

こ
の
点

と

か
か
わ

っ
て

の
こ
と
と

い
え

よ
う
。

こ

の
よ
う

に
、

党

派

心

の
強

い
地

理
的

な

"
選

挙

支
持

層

"

の
違

い

は
、

創

造

的
連
邦

主
義

(「9
①讐
ぞ
o
聞
巴
臼
巴
貯
目
」
)
と
新

連
邦
主

義

(「Z
①署

切
巴
①
邑

陣。・日
」
)
と

の
問
題

上
、

原
則

上

の
区

分
を

明
確

に
さ

せ

て
い

っ
た
。

新
連

邦

主
義

は
、
様

々
な

行

政
上

の
再

編
成

と
法

的

な
事

業

の
中

に
現

わ

れ

た
が
、

そ

の
う

ち

で
最

も

成
功

し
た
も

の
が
、

州

・
地
方

so(338)
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政
府

を
伴

っ
た

前
述

の
歳

入
分

配
計

画

(ボ
魯
①
琶

話
く
①≧
㊥
。・訂
ユ
譜
αq
鷲
。。q冨
ヨ
遣
)
で
あ

っ
た
。

歳

入
分

配
法
案

(静
。
器
く
身
器

ω冨
膏

。q
げ出
一)
は
、

一
九

七

二
年
、

両

院
を

通
過
す

る

こ
と

に
な

る
が
、

新
連

邦

主
義

と
歳

入
分
配
を

め

ぐ

る
前
述

の
よ

う

な
状

況

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

に

お
け

る

一
九

六
九
年

当
時

の
市

の
権

限
強

化
、

住

民
参

加

の
抑

制
と

い

っ
た
傾

向

に
も

影
響

を
与
え

て

い
く

こ
と

に
な

る
。

一
般

的

な
歳

入

分
配
法

案

(夢
Φ
σQ
8
臼
巴

話
く
窪
質
①
。。訂
『凶詔

窪
})
が
、

立

法
化

さ
れ

た

こ
と

は
、
や
が

て
行
政

が
、
特

別
歳

入
分
配

(鋳
。

。。翼

E

器
器

窪

。
。。冨

「ぎ
σq
人

材

・
都

市

開

発

・
教

育

・
法

施

行

と

い
う

四

分

野

に

お

い
て
、
何

百

の

..融
山
巽
巴

。
糞
Φ
σQ
。
腎

臥

σq
殴帥
緊
・・違
を

、

爵

}宮

犀
噴
助
馨
・。
達

に
合
併
整
理
し
よ
う
と
す
る

一
連
の
提
案
)

へ
の
関

心

を
具
体

的

に
裏
明

し

て
く

る
何

よ

り

の
兆
候

で
あ

っ
た
。

象σq
魯
魯
鑑

器
く
①
口
器

静
掌。
身

σq
達

は
、

目
的

に
関

し

て

は
主

と

し

て
制

限

し
な

い
分

配
方
式

に
よ

っ
て
、
す

ぺ

て
の
州

・
地
方

政

府

に
付

加
的

な

資
金

を
供
給

す

る
よ
う

に
作

ら
れ

た
も

の

で
あ

り
、
基

本

的

に

は
州

・
地

方

政
府

の

一
般

的

運
営

に
対

し

て
財

政
的

な
援

助
を

供

給
す

る
も

の
で
あ

っ
た

(実
際
に
は
そ
の
す
べ
て
の
目
標
を
達
成
し
う
る
も

の
で
は
な
か

っ
た
が
)。

こ
れ

に
対

し

♂
需
6
芭

話
く
魯
器

。。げ
鼠

コ
σq
..
は
、

付

加
的

な
資

金
を

供
給

す

る
と

い
う

よ

り
も
、

既
存

の
事
業

を

合
併
整

理

し

て
、

以

前

は
別

々
の
事

業
地

域

で
行

わ
れ

て

い
た

資
金

を

一
括

し

て
州

・
地
方

政
府

に
割

り

当

て
る

よ
う

に

つ
く

ら

れ

て

い
る
。
非

常

に
重

要
な

こ
と

だ
が
、

げ
篇
島
巴

器
く
2
器

。・匿

Hぎ
σq
遣

に
お

い

て
は
、

特

殊

な
基

準

に
見
合

う

よ
う

に
そ
れ
ぞ

れ

の
地
方
政

府

の
事

業

に
資

金
を

分

配
す

る
と

い
う

よ
り
、

資
金

は
凡

て

の
地

方

政
府

に
平
等

に
分

配
さ

れ

る

こ
と

に

な

る
。

そ

し

て
、

後
述

の
よ
う

に
、

こ

の

象。。選

蕊

器
<
Φ
き

。
。。冨

旨

σq
遣

へ
の
政

策

の
関

心
が
、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
の
将
来

に
大
き

な
影

響
を
与

え

て

い
く

こ
と

に
な

る

の
で
あ

る
。

㈹

と

こ
ろ

で

ロ
ム

ニ
ー
長

官

の
住

民
参

加
抑

制
を
促

す

発

言

は
、
一
九

七
〇

年
代

に
入
り
、
2
0
「子

Ω
信

》
器
㌣
芝

達
Φ
O
o
露

亀

謬
。.

～

図
o
日
昌
亀

の
控

訴

審
判

決

(詳
し
く
は
後
述
)

に
お

い

て
、

法
的

な

攻
撃

を
受

け
、

「
一
九

六

六
年

の
法
令

の
意

向
を
妨

害
す

る
も

の
」

と

し

て
糾
弾

さ
れ

る

こ
と

に

な

る
。

ま

た
住

民
参

加

の
容
認

拡

大
を

翻

し
た

O
O
>

い
Φ
9

「

H
O
>

(
一
九
六
九
年

一
二
月
)

は
、
O
O
>

(339}61



[
①
一一興

δ
じご

へ
一
九
七
〇
年

三
月
)

の
慎

ま

し

い
影
響

に
よ

っ
て
、

弱

め
ら
れ

た
。

ま
た
、

住

民
参

加
が
他

の
事
業
、

特

に
O
E

O

の
事
業

(27

)

に
お

い
て
広

く

進
展

し

て
し
ま

っ
て

い
る
都

市

に
お

い
て
は
、

地

域
団

体
を

無
視

す

る

こ
と

は
政
治

的

に
危

険

な

こ
と

で
あ

っ
た
。

し

か

も

、

C

D
A
局

長

は
、

地

域
参

加

を
援

助
す

る
都

度
、

様

々
な

役

人

の
命

令

と

は
別

の
参

加

に
対

す

る
独
自

の
理
由
づ

け
が

あ

る
こ
と

に

た
び

た
び

気
づ

か
さ

れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

ま

た
、

ハ
1
バ

ー

ド
大
学

の
ボ

ソ

フ
ィ
ー

ル
ド

(国
山
薫
餌
「儒
しd
Oコ
凱
①一山
)
教
授

を

長
と
す

る
、

モ

デ

ル
シ
テ

ィ
に
対
す

る
研
究

班
が
、

一
九

六
九
年

一
二
月

に
だ

し

た
報
告

書

は
、

「
連

邦
政
府

が

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
を

過
剰

規
制

し
、

誤

っ
た
支

持

を
与
え

て

い
る
」
と

し

て
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

に
対
す

る
前

述

の
よ
う
な

運
営

を
厳

し
く

批

判

し
た
。

報

告
書

は
、
①

モ

デ

ル
シ
テ

ィ
の
拡
大

よ

り
も
、

現
存

の
プ

ラ

ン
作
成

に
必

要
な

も

の
の
合
併

整

理
、
②

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
調
整

の
た

め

に
任

意

の
都

市
援

助
金
資

金

の
二

五
%
を

指
定

す

る

こ
と
、
③

そ

れ
ぞ

れ

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
に
お

い
て
、

M
C

A

の
調
整

の
役

割
を

縮
小

す

る

こ
と

を

勧
告

し

た
。

ω

こ
の
勧
告

の
最
後

の
も

の
だ

け
が
、

一
九

七
〇
年

九

月

..℃
ド
嘗

a

爵

蔚

瓜
o
葛
..
の
戦

略

が
発
表

さ
れ

た
時

に
、

強

調
さ

れ

る

こ

(
28

)

と

に
な

っ
た
。

、、℃
ド
自

巴

く
巴

幾

o
鵠
.、
は
、

範

疇

別

の
補

助

金
制

度

。
舞
罐
。
驚

巴

σq
鎚
三

・・岩
冨
ヨ

を

解
体

し

よ
う

と

す

る
行
政
命

令

に
よ

っ
て
始

め

ら
れ

た
事
業

の
ひ
と

つ
で
あ

る
。

後

に
、

一
九
七

二
年

ニ
ク
ソ

ソ
政
権

は
、

一
般
歳

入

分
配
法

案

の
議
会

通

過

に
伴

い
、

..h巴
興
巴

8
け甲

σq
o
旨

9。一
σq
冨
艮
。。.、
を

、、げ
冨

犀
σq
冨
コ
訪
.、
に
合
併

整

理
し

よ
う
と

す

る
特

別
歳

入
分
配

(。。需
岳

=

①〈
φ言
①
。・げ
鼠
=
㈹
)

へ
の
関

心
を

明
ら

か

に

し
た

こ
と

は
前
述

し
た
。

ニ
ク

ソ

ン
政
権

は
、

こ

の
特

別
歳

入

分
配
案

の
承
認

を
得

る
た

め
、

再

三
努

力
す

る
が
議

会

は

.、8
言
σqo
冒

巴

卵q
冨
算

ω葛
冨
日
..
を
破

壊
す

る
も

の
と

し

て
断

固
反

対

の
態
度

を

示

し
た
。

こ

の
た
め

ニ
ク

ソ
ン
政
権

は
、
以
後
議

会

の
管
轄

外

の
事
業

を

中

心
に
、

行

政

命
令

で
施
策

を
遂

行

し
よ
う
と

す

る
意

向
を

強
化

さ

せ

る

こ
と

に
な

る
。

ヘ

ヘ

へ

、.唱
冨
喜

巴

苺

同糞

δ
窃
、.

は
、

こ

の

よ

う

な

経
過

を

た
ど

る

こ
と

に
な

る

ニ
ク

ソ

ン
政
権

の
は

し
り

の
政
策
と

み
る

こ
と

が

で
き

る
。

62(340)
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義冨

蓬

最

き

監

で
は
ボ

ソ

フ

ィ
ー
ル
ド

の
勧
告
に
袈

て
・
以
下

の
三

つ
の
新
し

い
政
策
が
提
唱
さ
難

・

①

三

つ
か
ら
八

つ
の
都
市

に
お

い
て

は
、

市
役

所

は

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
資

金
を

、

ワ

シ

ン
ト

ン
の
承
認

を
得

る
前

で
も

使
う

こ
と
が

許

さ

れ

る
。

②

三

つ
か

ら
八

つ
の
都

市

に
お

い
て
は
、

市

長

は
都

市

に
流

入
す

る
連

邦
援

助

金
を

す

べ

て

チ

ェ
ッ
ク
す

る
権

限
を

与
え

ら
れ

る
。

③

他

の
都

市

に

お

い
て

は
、

凡

て
の
貧

困

地
域
を

..ヨ
。
亀
⑦
ご
邑

σQ
霧

o
}
8
映
.
に
含
む

こ
と

が

で
き

る
。

し

か

し
、

特

別

な

「
三

つ
か
ら

八

つ
の
都

市
を

指
定

す

る

こ
と
」

と

「
実

際

の
資
金

を

割
当

て
る

こ
と
」

は
、

一
九
七

一
年
後

半

ま

で
、

決

め
ら
れ

な

か

っ
た
。

そ

の
た

め
ボ

ン

フ
ィ
!

ル
ド

の
勧

告
が
効

果

を
あ

げ

る

に
は
、

時

期
を

失
す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

⑤

、.葺
碧

器
α
<
豊

駐

。
コ
。。
..
は
、
"
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
"
概

念

に
対

す

る
最

初

の
意

欲
的

な
試

み
と

な

る

は
ず

で
あ

っ
た
。

し

か
し
、

新

し

い

.、。。需
。一巴

冨
く
Φコ
器

。。冨

『冒
αq
、.
案

は
、

新

た
な

不
確

実
性

を

生

み
だ

し
た
。

な

か

で
も
重

要

な
衝
撃

は
、

象覧
帥
嘗

。恥

爵

旨

叶ご
昌
達

と

都
市

に
お
け

る
住

民
参

加

の
縮
小

で
あ

っ
た
。

象
ω需
。
一巴

器
く
8
器

昏
鼠

コ
αq
..
を

め
ぐ

る
以
下

の
経
緯

は
、

こ
れ

ら

の
点

を

も

明
ら

か

に

し

て
い
る
。

⑥

一
九

七

一
年

の
年
頭

教

書

の
全

歳

入
分

配
法

案

の

一
部

分
が

、

地

域
開

発

の

た

め

毎

年

一
〇
億

ド

ル
支

給
さ

れ

る

驚。。寵
。凶巴

HΦ
・

〈
①
醤

Φ
。。冨

吋げ
映
.
補

助
金

で
あ

っ
た
。

こ
れ

は
四

つ
の
現

存

の
H
U

D
プ

ロ
グ

ラ

ム
ー

都
市

再
興

・
モ
デ

ル
シ
テ

ィ

・
基

本
上

・
下
施

設

補

助
金

・
社

会
復

帰
貸

付
け

プ

ロ
グ

ラ

ム
ー

を

統

合
す

る
援

助
金

合
併

整

理
案

で
あ

っ
た
。

こ

の

象
。・需
。
芭

器
く魯

器

。。冨

身

αq
℃
8
娼
8
鎮
達

は
、

一
九
七

一
年

に
初

め

て
提
案

さ

れ

て
以
来

、
内

部

矛
盾
と

非

常

な
曖

昧

さ

に
苦

し

む

こ
と

に
な

っ
た
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

に

つ
い

て
い
え

ば
、

ニ
ク

ソ

ソ
政
権

は
、

こ

の
事

業

に
対
す

る
地

域
開

発
援

助
金

を
、
条

件
整

備
的

な

(..も
ξ
。。繭。鋤一、.)
開

発

活
動

の
み

に
限
定
す

る

の

か

と

い
う

点

に

つ
い
て
答
え

を
だ

せ
ず

に

い
た
。

も

し
、

そ

う

い
う

こ
と

に
な

れ
ぽ

、
「
モ
デ

ル

シ
テ

ィ
活
動
事

業

の
約

六
〇

%

(二
億
ド

ル
)
が
、

一
九

七

一
年
分

の
社

会

開
発

プ

ロ
グ

ラ

ム
と

い
う

こ
と

で
資
金

を
貰

(341)63



え

な
く

な

る
L

は
ず

で
あ

っ
た
。

ま

た
仮

に
、

新

し

い
地

域
開

発
援

助

金
が

、
条

件
整

備

プ

ロ
グ

ラ

ム
と
社

会

開
発

プ

ロ
グ

ラ

ム
の
両
方

を
含

む
と

し

て
も

、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
に
対
す

る
資
金

は
、

こ

の
新

し

い

ア
プ

ロ
ー
チ

に
よ

っ
て
そ
れ

程
増

加
す

る
と

は
考

え
ら

れ

て

い
な

(30
)

・

…

か

っ
た
。

そ

の
上
、

現

在

の
基
金

支

給

の

レ
ベ

ル
を
維

持
す

る
と

い
う

ニ
ク

ソ

ソ
政

権

の
公
約

は
、

公
約

さ

れ

た
資
金

よ
り
も
実

際

の
経

へ費

を
参

考

に
し

た
。

計
画

段
階

に
時

間
が

か

か
り
、

運
営

段

階

に
入

る

の
が

ゆ

っ
く

り
と

し

た

ぺ
1

ス
で
あ

る

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
場

合

に
は
、

実
際

の
経

費

の
半

分

に
な

る
可
能

性

が
あ

っ
た
。

そ

の
上
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

に
対
す

る
資

金
支

払

(げ
。
冠
冨
巴寧

一霧

)
の
規

定

は
、

四
年

間

に
限
定

さ
れ

て

い
た
。

ま
た

従
来

は
、
事

業

の
経

費

は
自

分
達

が
使

う

た

め

の
プ

ラ

ソ
を
展
開

さ

せ
た
大
き

な

市

や
地
域

に
集
中

し

て
配

分

さ
れ

た
も

の
が
、

い
ま

で

は
、

同

じ
総
額

の
資
金
が

、

以
前

の
努

力

や
計

画
を

考
慮

す

る

こ
と

な
く
、

凡

て

の
地
方

政

府

に
与
え

ら

れ

る

こ
と

と

さ
れ

た
。

そ

の
結

果
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
を
含

む
約

一
五
〇

の
市

の
殆
ど

に
お

い
て
、

徹
底

的

な
削

減

が

な

さ
れ

る

こ
と

は
明

ら
か

で
あ

っ
た
。

し

か
も

最
も

重
要

な

こ
と

は
、

地
域

開
発

資
金

は
そ

の
供
給

の
対
象
が

極

貧

の
人

々
に
限

定

さ
れ

て

い
る
わ
け

で
は
な
く
、

ま

た
そ

こ

で
は
住

民
参

加
も

要
求

さ
れ

て

い
な

い
こ
と

で
あ

っ
た
。

歳

入

分

配

の
も

と

で
実

施

さ
れ

る

(.、冨

暮
a

話
膏

ま
昌
、、
を
、
始
め
と
す
る
)

象
。。窟
9
巴

話
く
魯
器

。。訂

ユ
目
αq
..
に
基

づ
く

事

業

に
お

い
て
は
、

州

・
地
方

政

府

に
固
定

し

た
資
金

を

分
配
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

資
金

の

柔

軟

性

と
譲

渡
性
が

増

加

さ

せ
ら
れ

て

い
る

こ
と

か
ら
、

以

前

の
連
邦

補

助
事

業

に
附

随

し

て

い
た
大
抵

の
条
件

が
、

落

と
さ
れ

る

こ
と

に
な

る
か
ら

で
あ

る
。

対
象

地
域

の
限
定
と

、

何

ら

か

の
住

民
参

加

の
要
請

こ
そ
、

"
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
"
資

金
が

、

先
在

の
事

業

や
利
害

関
係

団
体

に

よ

っ
て

使

い
果

た
さ
れ

な

い
こ
と

の
な

に
よ
り

の
保

証

で
あ

っ
た
。

"
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
"

の
助
力

で
、

分
裂

状
態

か
ら
自
律

的
な

官
僚
制

に
変

わ

(
31

)

り
始

め
た
ば

か
り
の
地
方
政
府

に
資
金
を
与
え

る
こ
と
は
、
苦
労
し

て
得
た
利
益
を
溝

に
捨

て
る
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
。

事
業
が
、
そ

の
手
続
過
程
か
ら
住
民
参
加

の
要
求
を
省
略
す
る
こ
と

は
、
そ

の
決
定
権
を

「
地
方
政
府
」
と

「
よ
り
民
衆
近
く
」

に
戻

64(342)
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す

こ
と

に
関

心
を

示
し

た
も

の
で
あ

る
。

明

ら

か

に
、

そ

の
動

機

は
、

市
政

府

の
現

在

の
リ
!
ダ

ー

シ

ッ
プ

に
権

限
を
与

え
・

そ

れ
ぞ
れ

の
市

の
貧
し

い
近
隣

の
人

々
の
リ
麦

↓

ヅ
プ
か
ら
権
力
を
奪
う

戸」
と

で
あ

つ(憾
・

も
し
、
地
方
政
府

の
仕
事
と
能
力

の
向
上
を
真
に
望
む
な
ら
ぽ
、
地
方
政
府

の
仕
事
と
能
力
を
向
上
さ

せ
る

の
に
か
な
り

の
業
績
を
あ

げ
、
大
き
な
可
能
性
を
持

っ
て
い
る
中
央
政
府

の
箋

を
取

り
壊
す

こ
と

は
逆

に
不
合
理
な
こ
と
で
あ

つ
(煙
・

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
事
業
は
・

調
整

プ

ラ

ソ

ニ
ソ
グ

(8
。熱

器
齢巴

冨

言
貯
σq
)、

地
方

分
権

、

住

民
-

官
僚

間

の
対
話

に
焦
点

を
合

わ

せ
る

こ
と
を

通

じ

て
住

民
と

行
政

官
と

地
方

指

導
者

の
可
能

性
を

余
す

こ
と

な
く

使

う

こ
と
を

促

し

て
き

た
。

従

っ
て
、

象
冨
く
窪
器

。・冨
噌ぎ
σq
遣
事

業

の
地
方

分
権
と

い
う

目

標

を

確
実

な
も

の
に
す

る
た

め

に
も
、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事

業
を

終

ら

せ
る

よ
り

は
、

一
つ
の

テ

ク

ニ
ッ
ク
と

し

て
、

そ

の
事
業

を
強

調

し

て
拡
大
し

て
い
く
こ
と

の
ほ
う
が
、

は
る
か
に
ず

っ
と

理
に
か
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
鶏

・

し
か
し
、

ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、
広
域
に
わ
た
る
国
内
政
策

に
対
す
る
責
任
を
中
央
政
府

か
ら
、
州

・
地
方
政
府

に
移
す
装
置
と
し
て
、

象
σq
Φ
昌
⑦
・餌
一
勢
口
鎚

・
需

。
醐凶
一
・.
<
Φ
コ
億
…

げ
喜

αq
篭

を

使

っ
た

。

歳

入

分

配

や

(
"
貧
困
撃

"

華

の
取
り

壊
し

に
代
表

さ
れ

る
)
関

連

し

た

政

策

の
選
択

は
、
社
会
問
題
を
扱
う
際

の
連
邦
政
府

の
役
割
を
限
定
し
、
減
ら
す
よ
う

に
意
図
さ
れ
た
も

の
に
他
な
ら
な
か

っ
た
。

一
九

七

四
年
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
が

、
膏

b。
舞

9

壽

琶

爵

〉
。
叶
と

し

て
、

月
冨

鵠
。
爵

σQ
鼠

9

ヨ
慧

暑

9

<
Φξ

§

静

〉
。仲
。
{
お

隷

の
第

一
章

に
挿

入
さ
れ

た

こ
と

に
よ

っ
て
そ

の
政

策
意

図

は
頂
点

に
達

す

る

こ
と

に
な

る
。

こ

の

菌

悼酔臼

O
o
ヨ
ヨ
¢
艮
鉱
窃

〉
。酔越

に
お

い
て
、

ニ
ク

ソ

ン
大
統

領

は

「
市
役

所

に

チ

ャ

ン
ス
を

与
え

よ
」

と

い
う

ア
プ

ロ
ー

チ
を
明

確

に
し
た
が
・

こ
れ

こ
そ

O
o
噛

ヨ
日
§

ξ

9

邑

。
唱
目
①
目
仲
しσ
一。
。
犀

O
触伽
譜
仲
(6
。。o
)

に
お

い
て
全

面
的

に
開

花
す

る

。。需
。凶巴

器
く
魯
器

。・訂

首

αq

の
理
念

で
あ

っ
た
。

そ

の
結

果

「
歳

入
分

配

の
原

理

は
単

純

な
も

の
と

な

っ
た
。

ワ

シ

ン
ト

ソ
で
解

決
困

難
と

思

っ
た

問
題

は
、

ワ

シ

ソ
ト

ソ
か
ら
そ

の
問

題
を

放

逐

す

る
。

市

役
所

に
行

動

を
与
え

る
。

も

し
基

金

の
利

用
が
、

望

ま
し
く

な

い
と

市

民
が

感
じ

た

な
ら
ば

、

住

民
は
大
統

領

や
議

会

の

か
わ
り
に
、
市
や
市
役
所
を
首

に
す

る
こ
と
が

で
難

」
と

い
う
状
況
が
う
み
だ
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
の
で
あ

る
・

(343)65



Z
o
答
ゴ

Ω
蔓

諺
器
㌣
≦

置
Φ
O
。
盲

。
昌

一口
ρ

<
.
菊
o
ヨ
菌
団

の
事
件

は
、

前
述

の
様

な
流

れ

の
中

で
生
じ

、
展

開

し

て

い
る
。

そ

し

て
参

加

の
あ

る

面

で

の
成
功

は
、

貧

困
者

な

ら
び

に
そ

の
支

持

層

に
、

裁
判

に
訴

え

う

る
権
利

を
気
づ

か

せ
、

他
方
、

原

告
適

格

の
概

念

の
広

が

り

は
、

連

邦
裁

判
所

に
お

い

て
、

政
府

の
事

業

に
挑

戦
す

る
住

民

の
受

益

を

よ
り
容

易

に
し

て
き

て

い
た
。

以

下
で

は
、

一
で
述

べ
た
点

を
念

頭

に
お
き

な

が

ら
、

Z
。
H爵

Ω
蔓

》
お
㌣
芝

馨

O
。
§

。
蔚

一ロ
ρ

〈
・
閃
。
ヨ
ロ
醸

の
事

件
を

、
具

体

的

に
後

づ
け

て
み
た

い
と

考
え

る
、

66(344)

(1
)

H
は
、
事

が
ら
の
必
要
上
、
部
分
的

に
本
論

H

(神
奈
川
法
学
二
三
巻

一
号
)
と
重
複
す

る
こ
と
を

お
断
り
し
て
お
き

た
い
。

(
2
)

bd
鼻

①

§

僑
s
ざ

黛
こ

蟻
o
ミ
N§

㌔
ミ
馬、§

ミ
§

ミ

さ

ミ

9

§

α
①
o
。
ヨ
。鵠

冨

零

閃
豊

霧

§

・§

(一り
§

(
3
×
4
)

鵠
o
ミ
四乱

≦
・
欝

=
日
雪

津

魯
蕊
ξ

ミ
㌶
黛
ミ
匙

O
ミ
恕
遣

勺
ミ
騎
昏膏
ミ
昔
醤
u
℃
郎
匡
ゆo
>
畠
ヨ
曲三
。・一旨
畠
8

圃
o
<
一φ
圏

醤

一・
鵠
ω
(お
謁
)

(
5
×
6
)

}
。
喜

=
・
ω
9

轟
・
・
o
き
パ
§

寄

ミ

§

ミ
§

ミ

O
も
ミ
ミ
§

薯

墨
ミ
§

§

軋

ミ
Wミ

9

§

ミ

禽
ミ
義

ミ

頃
庫
げ
ぽ

〉
量

三

。・紳・のま

・

菊
豊

薯

o
㎝
g

(お
鳶
)

(
7

)

ω
霞
碧

αq
ゆ

§

鳴

ミ

§

帖
ミ

O
ミ

軸
§

℃
ミ

§

膏
ミ

篤§

§

、
ミ
§

昏

》
乱
ぎ
ミ

ミ

、
ミ

～§

一
↓

国

臣

o

>
Aぎ

一5
韓

冨
凱
8

幻
㊦
〈
一①
ヨ

劇
α
8
醤

り

(
一
雪

b。
)

(
8

)
～

(
10

)

}
撃

¢
孕

棲

蔑
§

}

鳶

亀
鳶

薯

恥
篭
ミ
軸
ミ

㌦
さ

譜

、
O
ミ

題

黛
謡
栽

ミ
鳴

〉
貯
ミ

ミ

§

、
ミ

勝
ミ

認

甘

賃
ヨ

p・
一
〇
h
d
吾
9
雛

訂

ミ

c。
も。
・c。
U

(
お

謬

)

 (
11

)

㈹

に

つ

い

て

は

、

全

体

と

し

て

し口
嘆

冨

。・
看

冨

ロ
。
9

b。
讐

9

謡

刈
～

刈
8

に

依

拠

し

て

い

る

。

(
12

)

国
ロ
昌
目
山
昌

。・
目
窟

山

昌
0
9

ω
噂

卑

恥
N
ω

(
13

)
～

(
16

)

』.9。
讐

①
o。
噛
ω
β
唱
冨

昌
9

0

Q◎
暢

暮

Qo
刈
.

(
17
)

(18
)

((

2019
Uv

ロσ
日

犀
ρ

。。
ロ
唱
鑓

昌
o
け
o

蝉

卑

刈
⑦
ρ

一
九

六

六

年

の

O
①
ヨ
。
霧
欝

仲
δ
コ

〇
三

。
。。
〉
。
什

は

、

後

に

一
括

法

案

(
O
噌口
昌
一げ
質
oo
げ
剛目
)
に

合

体

さ

れ

、

O
①
日
。
房

欝

仲
ご
昌
Ω

二
窃

撃

岱
竃

。
ぎ

や
。
寮

碧

O
o
〈
9
。
噂
日
。
韓

>
9

0
{

一
〇
$

(
一
㊤
①
O

℃
に
げ
一じ
顛WO
i
刈
α
劇
'
Qo
O
ω
陣陣
件
一
N
朝
α
)
の

↓
圃二
〇
一
と

し

て

制

定

さ

れ

、

「
O
①
ヨ
o
ロ
。。
齢翼

δ
昌

〇
三

窃

帥
ロ
畠

竃

Φ
茸
8

0
年

睾

O
Φ
<
巴
ε

日
Φ
三

中

o
鵯
辟
日
」

O
冨

冥

霞

陰

の

oり
唱
暫
冨

艮
碧

図

「
O
o
日
唱

①
ず
①
霧

一く
①

Ω

ユ
窃

。。
民

ζ

①
茸
o
唱
o
牌
9
瓢

蒙

く
Φ
δ
や
ヨ
o
葺

中

o
窒

ヨ
」

と

し

て

、

↓
箆

o

劇
bo

q
qo
O

⑳
伽
ω
も。
O
一
～

ω
ω
一
ω

に

い

れ
ら
れ
た
。

幽
N
d
.ω
・ρ

ゆ
留
ω
O
一～
ぱ

(ω
巷

掌

く
L

O
δ
)
層

㊧
の
記
述

は
以
下

の
文
献
に
依
拠

し
て
い
る
。



ア メ リカにみる参加 と法(3)

①

軍

0

2

冒

。。

目
g

。

N

②

『

一
羅

o
。・噂
躍

箕
m

"
9
0

Q。

③

田

口
日
鎚

。・名

冨

影
0
8

ω

④

O
喜

亘

寡

馬
審

ミ

さ

§
蕊
酵
ミ

§

職
帖富

O
ミ
翁

隷

審

建

壽

魯
、ミ
鋳
ミ

⇒

き

、閃
§

駿
e

噂
認

冒
鋸
ヨ
巴

o
{

隼

冨
コ
『
ヨ

器

(6
謹
)

⑤

9

ξ

。罰

§

馬
、
価
ミ
蕊

&

知
§

嚢

馬
硫
ぎ

蓋
譜

噛
器

㎏
o
眞
ヨ
既

o
剛
α
円訂
昌
冨
蚕

2

(這
謹

〉

(
21
)

一
九
六
六
年

の
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
の
実
施
に
お

い
て
、
H
U
D
は
プ

ラ
ソ

ユ
ソ
グ

に
参
加
し
、
デ

モ

ン
ス
ト

レ
!

シ
ョ
ン
を
実
行
す
る
た
め
の
機
会
が
、

モ
デ

ル
ネ

ェ
イ
バ
ー
フ

ッ
ド
の
住
民
の
た

め
に
創
造
さ
れ
る

こ
と
を
求
め
た
。
権
力

の
遠
慮

の
な

い
委
任

と

い

っ
て
よ
い

「
地
方

の
実
施
」
は
様

々
な
形

を
と

っ
た
。
選
挙

さ

れ
た
地
域
委
員
会

(8
ヨ
ヨ
毒

ξ

げ
8
糺
)、
市
異
委
員
会
、

コ
ミ

晶
ニ
テ
ィ
共
同
体

、
研
究
班
、
事

業

の
練
習
的
行

政
官

と
し
て
、
貧
困
者
の
雇
用
を
含

ん
で
い
る
。

住
民
は
、
市
政
府

を
代
表
す
る
機

関

(響

a
)
を
通

じ
て
参
加

す
る
か
も
し
れ
な

い
。
住
民

は
、
他

の
公
共
団
体

や
他

の
民
間
団
体

を
代
表
す
る
機
関
を
通

じ
て
参

加
す
る

か
も
し
れ
な

い
。
市
民
グ

ル
ー
プ

は
、

コ

ソ
ト

ロ
ー

ル
機
能

で
は
な
く

て
、
プ

ロ
フ

ェ
シ

日
ナ
ル
な
ス
タ

ッ
フ
に
よ

っ
て
準
備

さ
れ
た
プ

ラ

ン
に
関
し
て

い

い
な
り
な
勧
告
を
す

る
諮
問
委
員
会

を
も

つ
か
も

し
れ
な

い
。
残
さ
れ

た
未
解
決

の
問
題

は
、
そ
の
内
容

に
お
い
て

"
代
衷
"
が
意
味
す
る

こ
と
、

い
か
に
参
加

が

効
果
を
達
成
さ
せ
る
か
の
決
定
的
な
問
題

で
あ
る
。

(
22
)

地
方

に
あ

る
中
央
政
府

の
出
先
機
関

(ピ
8
昌

O
Φ
馨
邑

》
σq
窪
2
)
と
、
地
域
共
同
体

と

の
関
係
も
危
機
的
状
況

に
あ

っ
た

(鵠
。
笥
卑
匹
乏
.
踏
農
ヨ
麟
炉

O
。ヨ
ヨ
ロ
巳
蔓

O
o
韓
岩
ど

　
謡
)

(
23
)

獲
鷲
騨
瓢
o
器

Qo
"
m
仲
O
師

(
24
)

昆
.
暮

り
α

-

(
25
)

。。看

β

目
。
言

b。
㌣

@

黒

8

(
26

)

蜀
噌
黒

一
8

(
27

)

躍

"
噌
P

纈
o
需

仰

纂

り
劇

(
28

)

。・
帽
箕

空

コ
0
8

N
望

㊥

矯
豊

①
G冊

(
29

)

2

窟
炉

昌
o
諮

oo
場
轟

Φ
α

昼

幕

S

(
30

>

(
31

)
(
32

)

昆
噂
纂

¢
q◎

(
33

×

34

)

罷
噂
9。
酔
頓
り

(35
)

ζ
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睾
㎝qゲ
屠

律

Q
ミ

薦

b
貼ミ

ミ
醤
晦

〉
§
吋
惑
◎
き
S
駐
、
9
竃
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、
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§
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訂

隼
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冨
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莞
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九

住

民

参

加

と

法

的

課

題

l

i
>
≦
o

.
・
ヵ
。
ヨ
コ
.団
事
件
の
検
討
を
通
じ
て

68

e

議

の
発
端

閾

 1

A

W
C

の
成

立

一
九

六
六
年
秋

、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
が

成
立

し

た
。

市
長

は
、

翌
年

の
三
月

に
は

ワ

シ
ソ
ト

ソ
に
対

し
、

「
計
画
策

定

の

た

め

の
補

助

金

の
申
請

」
が

で
き

る
よ
う

に
、

申
請

書

を
起

草
す

る
委

員
会

を
任

命

し

た
。

ワ

シ

ソ
ト

ソ
の

ロ
ビ

イ

ス
ト
が

議

長

に
任

命

さ
れ

、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ァ
人
間

関

係
委
員

会

の

メ

ソ
バ

ー

の

一
人
が

、
委

員
会

の

メ

ソ

バ

ー
と

な

っ
た
。

よ
り
多

く

の
住

民
参

加
を
要

請

し
た

の
は
、

後

者

で
あ

っ
た
。

委

員
会

は
、

徐

々
に
関
連

す

る
地
域

か
ら

の
会

員

を
含

む

よ
う

に
な

っ
た
。

最
後

に
申

請

書
が
起

草

さ
れ

た
時

に
は

「
住

民
参
加
」

に

対

す

る
幅
広

い
約

束
が

含

ま
れ

て
い
た
。

一
九

六

七
年

三

月
、

市

は
長
官

に
対

し

「
一
年
間

の
計
画
策

定

の
た

め

の
補

助
金
」

を

申
請

し
た

へ②
)。

ま
も

な

く
・

原
告

で
あ

る
A

W
C

(Z
。套

Ω
可

〉
歪

≒

幕

O
。§
鼻

目コ
ρ
)
が

、

対
象

地

域

に
お

い
て
、

既
存

の

大

多

数

の
組

織
を

含

む
形

で
組
織

さ
れ

た

(②
)
((注
)

対
象
地
域

(夢
①
§
頓
①;

噌窪
)
と
は
、

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
法
が
、

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
事
業
に
よ

っ
て
カ
バ

ー
さ
れ

る
市
の
領
域
を
さ
す
場
合
に
、
通
常
用
い
る
用
語
で
あ
る
。
台

d
・ψ
ρ
〉
・
伽
。。ω
Oω
(餌)
(困
))
。

A

W
C

は
、

対

象
地
域

内

の
約

一
四
五

の
組
織

か
ら
参

加

し
た
約

四

五

八
人

か
ら
構

成
さ

れ

て

い
た

(③
)。

A
W
C

は
、

一
六

の
溝

成

体

(国
ロ
げ
)
に
組
織

さ
れ

た

(③
)。

A
W

C

の
設

置

は
、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア
の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

に
お
け

る
地

方

の
住
民
参

加
を

保

障
す

る

た

め

の
も

の
で
あ

っ
た
。

市

の
役

人
な

ら
び

に
住

民

の
何

人

か
は
、

三
五
〇

頁

に
わ

た

る

「
補
助

金

の
申

請
」

は
、

H

U

D
に
よ

っ
て
受
領

さ

れ

る
も

の
と

信
じ



ア メリカにみる参加 と法(3)

て

い
た
。

住

民
グ

ル
ー
プ

が
招
請

さ
れ

た
時
、

市
と

の
交
渉

は
、

た

ち
ま

ち
、

A

W
C

の
内

部

的
な

枠
組

を

こ
え

始

め
た
。

A
W
C

は
、

市
当

局

の
学
校

制
度

に
反

対
す

る

い
く

つ
か

の
学
生

グ

ル
ー
プ
を
支

持

し

て

い
た
。

運
動

は
、

学
生
と

警

察
が

当
局

の
前

で

い
が

み
あ

う
と

い
う

事

態

に
ま

で
発
展

し
た
。

こ
れ

ら

の
事
実

は
、

A

W
C
が
、

H
U

D

や
市

当

局

に
よ

っ
て
最
終

的

に
ど

の
よ
う

に
考
え

ら
れ

る

こ
と

に
な

る

の
か
を

か
な

り

の
程
度

暗

示

し

て
い
た
と

い

っ
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

そ

の
後
、

市

の
計

画

に

つ
い

て

の
調
整

官

(飢
.
〈
。一。冒

①三

8
。
匪

津
8
「)

は
、

A

W
C

は
、

「
計
画
を

行

う

こ
と

に
専
念
す

る
よ
う
」
要

請

し
た
。

基
金

の
額

に

つ
い
て
も
争

い
が
あ

っ
た
。

特

に
そ
れ

は
、

A
W

C

の
た

め

の
ス

タ

ッ
フ
を

雇
う

市

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
補

助
金

の

額

に
関

連

し

て

い
た
。

2

A

W
C

と
市

と

の
契

約

一
九

六

七
年

八
月

二

一
日
、

A

W
C
と

フ
ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア
市

は
、

契
約

を
結

ん
だ
。

そ

の
内

容

は
、

ω

市

は

A
W
C

を
、

市

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
住

民
参

加
組
織

と

し

て
任
命

す

る
。

②

A

W
C

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
計
画
と

展

開

に

つ
い
て
援

助

を

行
う
。

こ
と

で
あ

っ
た

(最
初
こ
の
契
約
は
、

一
年
間
効
力
を
有
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
う
ち
続
く
修
正
の
結
果
、

一
九
六
九
年
六
月
三
〇
日
ま
で
延

長
さ
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
)。

A

W
C

は
、

適

切

な
財

政
記

録

を
維
持

し
、

そ

の
仕
事

に
関

し

て

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行
政

官

に
報

告
す

る

よ
う

義

務

づ

け

ら

れ

て

い

た

(③
)
。

ま

た

フ

ィ
ヲ
デ

ル

フ

ィ
ア
の
自

治
憲

章

(踏
。
目
Φ
湘
幕

O
冨
幕

「)
の
文

言

に
従

う

こ
と
が

義
務

づ

け
ら

れ

て

い
た

(③
)。

一
九

六

七
年

二

月

一
六

日
、

市

は
、

長
官

か

ら

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事

業

の
計

画
と
展

開

の
た

め

の
補

助
金

N
O
ω
℃
O
O
O
ド

ル
を
受

け
と

つ

(347)69



た

(②
)。

市
と

A
W
C

の

一
年

以

上

に
わ

た

る

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
実

施

計
画

の
作
成
が

始

ま

っ
た
。

3

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
実
施

の
た

め

の
補
助

金
申

請
と

A

W
C

ヘ

へ

一
九

六
八
年

一
二
月

三

一
日
、

市

は
長
官

に
対

し
事
業

計
画

を

提
出

し

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア
に
お
け

る

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事
業
実

施

(菅

,

唱
冨
摩

糞
)

の
た

め

の
補

助
金

の
申
請

を

行

っ
た

(②
)
(
一
九
六
八
年

一
二
月
に
は
、
前
述

の

↓
〉
しロ

Z
。
・ω
が
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
さ
れ
た

い

。
)
。一

九

六

九

年

二

月

五

日
、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
基

金

の

た

め

の
報

告

書

「
剛
臣

巴

Φ
ぢ
窪
薗
、
。。
箕
o
℃
雷
巴

ち

①
○。

ω
暮

鼠

。。。。
一。
口
」

の
作

成

が

市

と

A

W

C

の
間

で

検

討

さ

れ

た

(③

)
。

H

U

D

と

、

(。
帥蔓

や

A

W
C

か
ら
な

る
)

C

D

A

が

出

席

し

た

。

こ

の
会

合

は
、

「
菊
①
σq
剛。
昌
恥
一
一
昌
叶Φ
『

〉
σq
魯

。
団

O
o
自
経
器

什ぎ
αq

O
o
ヨ
ヨ
隅§

Φ
竃

Φ
Φ
梓ぢ
σq
」

と

呼

ぽ

れ

て

い

る

(③

の
認

定
、
④

も

こ
れ
を

認
め
る
)
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

こ

の
会

合

の
過

程

で
、

利

害

の

衝

突

(8
コ
虫
9

0
h
H暮
巽
⑦
。・仲)
が

、

H

U

D

に

よ

っ
て
あ

げ

ら

れ

た

(③

.
④

)
。

H

U

D

は
、

A

W

C

の

よ

う

に
計

画

の
策

定

(立
鋤
暮

ぼ
σq
)

と

そ

の
評

価

・
検

討

(
㊦
<
鋤
一舞
牙

・q
)

に
参

加

し

た

メ

ン
バ

ー
が

、

事

業

の
実

行

に
参

加

す

る

こ
と

は

望

ま

し

く

な

い
と

い
う

意

向

を

表

明

し

た

。

ミ

ー

ク

(≦

髪

即
日

竃
①
穿
、

A
W
C

の
行
政

部
長

国
×
。
。
β
翫
〈
。
O
一「①
。一。
円
)
は
、

二

月

五

日

の
会

合

に

出

席

し
、

H

U

D

の
政

策

に
気

づ

い
て

い
た

(③

)
。

と

ま

れ

、

利

害

の
衝

突

の
問

題

は
、

A

W

C

の
敵

対

者

の

標

的

と

な

っ
た

(④

)
。

一
九

六

九

年

三

月

一
九

日

、

テ

イ

ト

(目
9
8
)

フ

ィ

ラ
デ

ル

フ

ィ

ア
市

長

は
、

H

U

D

か

ら

文

書

を

受

け

と

っ
た

。

同

様

の
文

書

が

、

モ
デ

ル

シ

テ

ィ
事

業

を

実

施

し

て

い

る

他

の
市

長

に

も

送

ら

れ

た

。

こ

の
文

書

の
中

で
、

H

U

D

は

「
地

方

の

モ
デ

ル

シ

テ

ィ
事

業

実

験

機

関

(ピ
。
。
巴

Ω
酢諒

O
§

8

。。冨

ま

ロ

〉
σq
ゆ
コ
〔
奮

坤
O
O
>
)
と

機

関

の

ス

タ

ッ
フ
な

ら

び

に
参

加

の

市

民

団

体

は

、

モ
デ

ル

シ

テ

ィ
事

業

の
実

施

者

と
し

て
奉

仕

す

る

こ

と

を

意

図

さ

れ

て

い
な

い

(
つ
ま
り

、
計
画
立
案
者

で
あ

り
、
か

つ
実

施
者
と
な

る
こ
と

は
で
き

な

い
)
」

こ
と

を

指

摘

し

た

(
C
D

A
は
、

包

括
的
な

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
を
管
理
す

る
た

め

に
、
市

や
郡

の
地
方

の
統
治
委
員
会

(一。
。
髄
一

σq
。
.
.
.鴬
一ロ
σq

げ
。
ξ

)

に
よ

っ
て
、
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ア メ リカにみる参加 と法(3)

設
立
さ
れ
計
画
さ
れ
た
、
市
や
郡
や
地
方

の
公
的
機
関

(麗
げ
諄

陶σq睾
Q
)
を
意
味
す
る

(
㈱
。。ω
這
(N
)
))
。
特

に
、
O
O
>

い
①詳
2

Z
ρ
①
は
、
「
O
U
>

(Ω
蔓

O
§

8
旨

呂
雪

〉
σq
窪
畠
)
は
、

(計
画
と
実
施
と

い
う
)

二
重

の
機
能

を

も

っ
た

機

関

(日
集

=

農
a
魯
巴

陣αq窪
畠
)

で
は
な

い
」

こ
と

を
強

調
し

て

い
た

(③

・
④
)
(前
述

の
よ
う
に
、

一
九
六
八
年
か
ら
六
九
年
に
か
け

て
、
H
U
D
の
地
方
事
務
所
は
、

政
策
に
関
す
る
権
限
を
、
市
長

に
移
譲
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
市
長

の
権
限
を
強
め
る
い
く

つ
か
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
式
化
し
始
め
、
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ソ
が
、

一
九
六
九
年

O
U
>

ピ
塾
霞

Z
。
齢
O
>

の
中

に
入
れ
こ
ま
れ
た
。
こ
れ
と
は
別
の
流
れ
が
、

一
九
七
〇
年
三
月

Ω
)
〉

団
妥

臼

Z
。
」

Obロ

と
し
て
で
て
く
る
こ
と
を
想
起
さ
れ

た
い
)
。

C

D

A
は
、

新

し

い
あ

る

い
は
既
存

の
機

関

の
活
動

を
調

整
す

る

こ
と

(OOO
「恥
一昌
鱒
梓O)
を

求

め
ら
れ

た
。

ま

た
、

C

D
A

は
、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
計
画

の
結

果
と

し

て
設
定

さ
れ

た

目
的

と

一
致

さ

せ
る

べ
く
事
業

の
実

践

順

位
を

修
正
す

る
よ
う

既
存

の
機

関
を

説
得

し

て

い
く

た

め

に
、

C

D

A

の
補

足
基

金
を

用

い
る

よ
う
期
待

さ

れ
た
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
試

み
と

し

て
計
画

さ
れ

た
新

し

い
事
業

を
実
行

す

る
適

切
な

既
存

の
機

関
が

な

い
場
合

に

は
、

市

は
、

非

営

利
機

関

(・
8

鷲
。
律

8
ぢ
。円毘
8
)

の
よ
う

な
新

し

い
組
織

を

つ
く

る

よ
う
要

請

さ

れ

て
い
た
。

ミ

ー
ク
は
、

三
月

一
九

日

の
文

書
を

知

っ
て

い
た

(③
)。

そ

し

て
彼

は
、

A
W

C

の
行

政
部

と
、

そ

の
内
容

に

つ
い
て
議
論

し

た

(し

か
し
、
そ
の
時
行
政
部
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な

い
。
)。

一
九
六
九

年

四
月

一
五

日
、

ワ

シ
ン
ト

ソ
に
あ

る

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

部

(ζ
O山
①一
〇
一瓜
Ooo
♪̀
鎚
濤
一。)

の
当

時

の
役

員

(飢
冨

。8
㎏)
の

一
人

で
あ

る
バ

ッ
グ

(』
。ぎ

bd
茜
αq。。)
と

、

そ

の
職

員

で
あ

る
ジ

ョ
ン

(O
げ
婁

Φ
こ

。
潟
・。)

が

、

(
H
U
D
の
地
方
事
務
所
l
l
A
W
C
と
同
盟
関
係
に

あ
る
I
l
の
)

ワ
ト

ソ

ソ

(O
巴
臼
①
を
聾
房
8
)
な
ら
び

に

ミ
ー

ク
と

会
合

を

も

っ
た

(③

・
④
)。

議
題

は
、

行

財
政

行

政
策

と

三
月

一
九

日

の
H

U

D

の
文
書

に

つ
い
て

で
あ

っ
た
。

一
九

六
九

年

四
月

一
八

日
、

バ

ッ
グ

は
、
「
、ミ
ー

ク
は
、

A
W

C
が

、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
実

施

に
か

か

わ

る

計

画

の
策

定

に
参
加

<,349)71



し
な

い
こ
と

に
同

意

し
た
L

と

い
う
内

容
を

出
席

者

に
送

っ
た

(③

・
④
)。

同

四
月

三
〇

日
、

H
U

D
、

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
市
、

A

W
C

の
間

で
、

申

請

に
対

す

る
よ
り
進

ん
だ
話

合

い
が

な

さ
れ
、

申
請

書

は
、

補

足
修

正
さ
れ

た

(②
)。

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ

ア
市

は
、

承

認

を
得

る
た

め

に
補

足

修
正

さ
れ

た

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

計
画

を

H

U
D

に
提

出

し
た

(③
)。

四
月

三

〇

日

の
提

出

は
、

以
前

の

=

一月
三

一
日

の
報

告
書

を
補

足
す

る
た

め

に
必
要

と

さ
れ
た
。

な
ぜ

な

ら
ば

、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア

モ
デ

ル

シ
テ

ィ

へ
の
基

金

は
、

ほ
と

ん

ど

五
〇

%

ヵ

ッ
ト
さ
れ

て

い
た

か
ら

で
あ

る
。

新

し

い
報

告
書

は
、

基
金

の
減

少

さ
れ

た
額

に
従
う

た

め

に
必
要
と

さ

れ

た
。

四
月

三
〇

日

の
補

足
的

な
報

告
書

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
の
住
民
が

直

面

し

て

い
る
主

要

な
問
題

に
本
腰

を

い
れ

て
と

り
か

か
ろ
う

と

し

て

い
た

(④
)。

申

請
書

の
書

類

に
は
、

次

の
よ
う

に
書

か
れ

て

い
る
。
「
提

出
さ

れ
た

計

画

は
、
①

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
の
住

民

が
、
彼

ら

自

身

の
経

済
的

資

源

に

つ
い
て
、

あ

る
種

の

コ
ソ
ト

揖
ー

ル
を
行

い
、

市

の
政

策
形
成

制

度

に
参

加
す

る
効

果
的
な
機

構

を
供
給

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
⑪

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
住

民

の

ニ
ー
ズ

に
対

処
す

る

こ
と

が

で
き

る

よ
う
な
事

業
と

サ
1
ビ

ス
を

提
供

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

貧

困
と

無
気

力

の
問
題

に
対
処

す

る
」

と

(②

・
③
)。

こ
の
事

業

の
大
き

な
部

分

は
、

七

つ
の
非
営

利
団
体

に
よ

っ
て
管

理

さ
れ

て

い
た

(②
)。

う
ち

四

つ
の
団
体

の
長

の
大
半
、

他

の
三

つ

の
団
体

の
長

の
う

ち
、

大

多
数

の

マ
イ
ノ

リ
テ

ィ
が
、

A

W
C

に
よ

っ
て
選
ば

れ

る
は
ず

で
あ

っ
た

(②
)。

五
月

二
十

七

日
、

H

U
D

は
テ

イ

ト
市

長
あ

て

の
手
紙

(=
且
①
す

醇

)
の
中

で
、
(四
月
三
〇
日
付

で
だ
さ
れ
た
)
計

画

に
反

対

し
た

(②
)。

そ

の
理
由

は
、

「
①

非
常

に
厳

し

い
補

助
金

の
割
当

て
を
実

行
す

る

の

に
、

新

し

い
非
営

利

団
体

(実
質
的
に
A
W
C
の
影
響
が
大
き

い
)

に
尋
常

で
な

い

信

頼
を

お

い
て

い
る
、

⑪

こ
れ
ら

の
事

業

の
実

施

組
織

を

通
じ
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
を

計
画
、

検

討
、

評
価

し
、
資

源

の
配

分
を
行

う
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こ
と

に
よ

っ
て
、

同

じ
市

民

グ

ル
ー
プ

(A
W
C
)
を

重

視

し
す
ぎ

て

い
る
、
⑪

こ
の
事

業

の
多
く

の
部
分

で
、
既
存

の
他

の
組
織

の
参

加

が

不
十

分

で
あ

る
L
と

い
う

こ
と

に
あ

っ
た

(③
)
(②

の
事
実
認
定
は
、
こ
こ
か
ら
六
月
九
日
の
段
階
に
と
ん
で
い
る
)。
H
U

D
は
、

A

W
C

が
様

々
の
非

営
利

団
体

を

通
じ
、

計

画
策
定

者
、

実
施

者

と

な
り
、

そ

の
結

果
と

し

て
彼

自
身

の
仕
事

の
評

価
者

に
な

る
と

い
う
事

実

の

中

に
、
「
利
害

の
衝

突
」

が
あ

る
と

み

て

い
た
。

さ

ら

に
H

U

D
は
、
「
市

の
参

加
が

不
十
分

で
あ

り
、

A
W
C

か
ら

の
長

の
選

出

は
、

全

部

の
長

の
三
分

の

一
以
内

と

さ
れ

る
べ
き

で
あ

る
。
」

と

主

張
し

た
。

ワ

シ

ン
ト

ソ
の
H

U

D

の
局

長

(}げ
o譜
♂<
・
寓
色
①p。P

O
搾
①9
0
困
o
h
O
や
①窮
ユ
o"
田
{o噌
ζ
o飢
露

O
{梓δ
御
雷
C
O

ぎ

タ
、舘
凱
コ嘔
oコ
)
は
、

五
月

二

七

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

日

の

讃
凱
Φ
笈

醇

は
、
市

か
ら

の
代

り

の
提

案

を
期

待

し

て

い
る
、

と
述

べ
た
。

六
月

二

日
、

H
U

D

の
副
長

官
代

理
パ

ァ
イ
ダ

(U
。陰

蔓

》
。。。・翼
碧
⇔
G。
霞

ゑ
鶴蓑

閃
。げ
①ヰ

エ
.
しロ
畿

帥
)
が
、

フ
ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行

政
官

ワ
ト

ソ

ン
と

、

五
月

二

七

日

の
H

U
D
文
書

で
強

調

さ
れ

た
問
題

を

論
じ

る
た

め

に
や

っ
て
き

た
。

そ

こ
に
は
、

A
W

C

は
参

加

さ

せ
ら
れ

な

か

っ
た

(③
)。

A
W
C

は

こ

の

こ
と
を
、

「
こ
れ

は
バ

ァ
イ
ダ
が

、

A

W
C

の
代
表

が

出
席

す

る

こ
と
を

好
ま
ず
、

ワ
ト

ソ

ソ
と

そ

の
ス

タ

ッ
フ
だ

け
と

会

お
う
と

し
た

こ
と

を

示
す
も

の
」

と

し

て
重
視

し

て

い
る

(④
)。

そ
れ

は
充
分

に
記

録

さ
れ

て
い

な

い
。
が

し

か
し
そ

の
こ
と

は

明
ら

か

に
H

U

D
が
、

ワ
ト

ソ

ン
と

の
会

合

を

要
求

し
、

ワ
ト

ソ

ソ
は
ま
た

そ

こ

に
A
W

C

の

い
か
な

る

メ

ン
バ

ー
を

も
招
集

し
な

か

っ
た

こ
と

を

示

し

て

い
た
。

こ
の
会

見

で
、

三
月

一
九

日

に
H

U
D
長
官

か
ら
、

テ
イ

ト
市
長
あ

て
に
だ
さ

れ

た
文

書

に

つ
い
て
意

見
が

か
わ
さ
れ

た

(④
)。

こ

の

文
書

の
方

向
性

は
、

明

確

に
維

持

さ

れ

て
き

た

わ
け

で

は
な

か

っ
た
。

し

か
し
な

が

ら
、
O
O
>

訂

叶齢賃

2
ρ
q。

に
よ

つ
て
要
求
さ

れ

て

い

ヘ

ヘ

ヘ

へ

た

「
直
接
的
な
事
業
を
実
施
す

る
機
能
を
行
使
す
る
こ
と
」

か
ら
、
市

は
、

A
W
C
を
除
外
す

る
方
向

に
向

い

つ
つ
あ

っ
た
。

A
W
C
は
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

単

な

る
諮

問
機

関

(・。飢
く
ぎ

曙

8
冨
6ξ

)

に
な

り

つ
つ
あ

っ
た

の
で
あ

る
。

「
ワ
ト

ソ

ン
は
新

し

い
政
策

(三
月

一
九
日
の
文
書
が
意
図
す
る
方
向
)

に
抗

し

た

が
、

最
終

的

に
は
同
意

し
た
。
パ

ァ
イ
ダ

は
、

適

切
な

(35r)73



プ

ラ

ソ
が
・

一
〇

日
以
内

に
H

U

D
に
提
出

さ

れ
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
と

主

張

し
た
。

な
ぜ

、

そ

ん
な
短

い
期

間

に
そ
れ

が
な

さ
れ

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
か

は
、

そ

の
こ
と

か
ら

は
明

ら

か

で
は
な

か

っ
た
。
L

含

」
内
③
で
は
青
口及
さ
れ
て
い
な

い
。
)

六
月

三

日
・

ワ
ト

ソ

ソ
は
、

A
W
C

の
総

裁

バ
ト

ソ
な

ら
び

に

ミ
ー

ク
及
び

ペ

リ
ー

(吋
g
コ昌
o
勺
Φ霞
ざ

=
¢
U

=
舘
o
ロ
O
田
o霞
)
と

会

い
、

先

の
事

(
一
〇
日
以
内

に
プ
ラ
ソ
を
提
出
す
る
こ
と
)
を
伝
え

た

(③

・
④
)。

そ

の
会

合

で
、

ワ
ト

ソ

ソ
は
、

す

べ

て

の
人

々
に
五
月

二

七

日

の
文

書

(瓢
且
巴

①§
H)
の

コ
ピ

ー
を

提

示

し
た
。

ワ
ト

ソ

ソ
は
、

文

書

の
返
答

に

つ
い
て
、

A
W
C
と

協
議
す

る
意

思
が

あ

る
こ
と

を

明

ら

か

に
し
た

(裁
判
所
の
認
定

(②
)
に
よ
れ
ば
、

協
議

の
日
と
し
て
六
月
九
日
が
提
示
さ
れ
た
と

い
う
)。

バ
ト

ソ
は
そ

れ

に
同
意

し
た
が
、

ミ

ー

ク
は
拒

否

し
た
。

ワ
ト

ソ

ソ
は
、

ミ
ー

ク
が
、

A

W
C

の
組

織

を
代

表

し

て
お

り
、

彼

が
決

定
を

す

る
た

め

に

は
、

組
織

の
承
認
が

必

要

な

こ
と
を

知

っ
て

い
た

け
れ

ど
も
、

ワ
ト

ソ

ソ
は
、

ミ
ー

ク
を
、

A

W
C

の
代
表

者
と

み
な

し
た

(③
)。
事

実
、

彼

は
過
去

に
そ

の
よ

う

に
行

動

し

て

い
た
。

「
六
月

三

日

の
会
合

で

ワ
ト

ソ

ソ
は
A

W
C

に
、

九

日

バ

ァ
イ
ダ

は
、

A
W

C

に
会

う
意

向
が
あ

る
」

こ
と
を

伝

・兄
た
。

し

か

し
A

W

C

は
、

そ

の
会

合

に
参
加

す

る

こ
と
を

拒
否

し

た
。

そ

の

か

わ

り

に
、

A

W
C

は
、

ワ
ト

ソ

ソ
を

さ

け
、

市
と

H

U
D

に
対

し
、
=
琶
.

寅

仲9

で
述

べ
ら

れ

た
政
策

を
撤

回
す

る
よ

う
訴

え

た
。

A
W

C

は
、

会

合
を

求

め
る

電
報

を
市

長

に
お
く

り
、

ま
た

パ

ァ
イ
ダ

と

の
会

合

を

ア

レ

ン
ジ
す

る

こ
と

を
要

請
す

る
電

報
を

H
U

D

の
調
整

官

で
あ

る
ペ

リ

ー

に
送

っ
た
。

市
長

は
、

A
W

C
と

会

う
意
向

を
も

っ
た
。

し

か

し
ペ

リ
ー

か
ら

は
何

の
応

答

も

な

か

っ
た
。
L

(③
)
(「

」
は
地
裁
の
認
定
で
あ
る
。
高
裁

(④
)
は
、
「
我

々
は
、

こ
の
点
を
支
持
す
べ
き

証
拠
を
も
た
な

い
。」
。
「
ワ
ト
ソ
ソ
に
対
し
て
、
A
W
C
に
よ

っ
て
電
報
が
本
当
に
送
ら
れ
な
か

っ
た
。
」
と

い
う
証
拠
は
な

い
、
と
述
べ
て
い
る
。)

(高
裁
の
認
定
に
よ
れ
ば
)
そ

の
後
、

六

日
、

ミ
ー

ク
は
、

A
W

C

の
行

政
委

員

会

の
緊
急

承
認

を

へ
て
、

テ

イ
ト
市
長

と
、

ワ

ト

ソ

ソ

に
次

の
よ
う
な

電
報

を
送

っ
た

(④
)。

l

A
W

C
と
貴
方

が

た
と

の
聴

取

の
機
会

が

も

た

れ

る

ま

で
、

五
月

二

七
日

の

=
凱

。
一。
穽
。囲

を
延

期

さ
れ

た

い
。

そ

の
会
合

は
、

可

能

で
あ

れ

ば

六
月

九

是

行

い
た

い
。

i

(H
U
D
側
の
弁
護
士
は
、

ワ
ト
ソ
ソ
に
は
.」
の
轟

は
送
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アメ リカにみ る参加 と法(3)

ら
れ
な
か

っ
た
と
主
張
。
し
か
し
高
等
裁
判
所
は
そ
れ
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り

で
あ
る
。
)

こ

の

こ
と

は
、

A

W
C
と

ワ
ト

ソ

ソ
と

の
接
触

が
最

後

に
な

っ
た

こ
と

を
意

味

し

て

い
る
。

こ

の
事
実

は
、

ワ
ト

ソ

ン
が
、

A
W

C
と

は
協

力

し

て

い
く

こ
と
が

で
き

な

い
と

考

え
、

五
月

二
七

日

の
文

書

に
対
す

る
彼
女

の
答

え
を

即
座

に
作
成

し

た

で
あ

ろ
う

こ
と

を

予
想

さ

せ
る
。

こ

の
点

に

つ
い
て
地
裁

は
次

の
よ
う

に
述

べ

て

い
る

(③
)。

六
月

三

日

の
会

合

で

ワ
ト

ソ

ン
は
、

ミ
1

ク
と

バ
ト

ン
に
対

し
、

「
五
月

二

七
日

の
文

書

へ
の
答

え

は
、
一
〇

日
以
内

に
期

待
さ

れ

る
。
」

と

し
、

ワ
ト

ソ

ン
は
彼

ら

に
、

「
.ハ
ァ
イ
ダ

は
A

W
C

の
味

方

に
な

っ
て
く

れ

る
だ

ろ
う
。

六
月
九

日

の
A

W
C
と

の
会

合

の
た

め

に
、

招
待

状

を
送

る
必
要

か
ら

、

A

W
C

の
委
員
会

の

メ

ン
バ

ー

の

リ

ス
ト
を
提

出
す

る

よ
う

に
」
命
じ

た
。

ミ
!

ク
と

バ
ト

ソ
は
、

リ

ス
ト

を
渡

す

こ
と

を

拒
否

し

た
。
「
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
の
行

政
官

に
、

リ

ス
ト
を

渡

さ

な

い
と

い
う

こ
と

は
、

A
W

C

の
政

策

で
あ

る
」
と

い
う

の
が

、

そ

の
理
由

で
あ

っ
た
。

ワ
ト

ソ

ン
は

ワ
ト

ソ

ソ
で
、

自
分

の
知
ら
な

い
人

々
と

は
会

い
た
く

な

い
、
と

主

張
し

た
。

A
W

C

は
、

つ
い
に
そ
の
要
求
を
く
つ
が
え
し
、
リ
ス
ト
を
渡
し
た
。
い
か
い
菰

黙

ぷ

、
山刃
身

、ご
言

象

・
㍗

ハ
み

秀

綜

禁

か

か

っ
た
。

「
ワ
ト

ソ

ン
は
、

今

で
は
通
常

で
な

い
状

況

に
直

面
し

て

い
た
。

ワ
ト

ソ

ソ
は
、

=
箆
①
蚕

叶臼

へ
の
返
事

を
起

草

し
な
け

れ
ば

な

ら

な
か

っ
た
。

ワ
ト

ソ

ソ
は
住

艮

団
体

の
参

加
を

望

ん

で

い
た

が
、

H
U

D
を
満

足

さ

せ

る
た

め

に
、

そ

し

て

=
凱

①
蚕

醇

に
関

し

て
、

ワ
ト

ソ

ソ
と

A

W

C
と

H

U
D

の
間

で
交
渉

す

る

こ
と

を

可
能

に
す

る
た

め

に
は
、

自

分

で
返
事

を

書
く

よ
り
な

か

っ
た
。
」

(③

の

認
定
。
④

で
は
ふ
れ
ら
れ

て
い
な

い
。)

六
月

九

日
、

テ

イ
ト
市

長
と

ワ
ト

ソ
ソ
は
、

改

訂

し
た
申

請

書
を
起

草

し
、

そ
れ

を

H

U

D
に
提

出
し
た

(②

・
③
)。

こ
の
補

足

の
文

書

は
事

業
を
実

施
す

る
う

え

で

の
、

A

W
C

の
役
割

を

減
じ
、

か

つ
A

W
C

は
、

新

し

い
非
営

利

団
体

の
長

の
三

分

の

一
以
上
を

指

名
す

る

こ
と
が

で
き

な

い
と

い
う

こ

と

を
、

新

し

い
政
策

と

し

て
、

う

ち

だ

し
た

(②
)。

残
り

の
者

は
、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア
の

モ
デ

ル

シ

テ

ィ
行
政
官

に
よ

っ
て
、

あ

る

い
は
行

政
官

に
よ

っ
て
選
ぼ

れ

た
住

民

組
織

に
よ

っ
て
選
ぼ

れ

る

こ
と

と
さ
れ

た
。

「
六
月

九

日
付

で
市

(353)75



よ
り
H

U
D

に
送
ら

れ

た

こ
の
補

足

の
文

書

は
、

A

W
C

の
参

加

な

し

に
、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
行

政
官

に
よ

っ
て
準
備

さ
れ
た

も

の
で
あ

っ

た
。
L

(④

の
認

定
。
③
で
も
簡
単
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。)

六
月

三
〇

日
、

A

W
C
と

市

の
契
約

は
終
了

し

た
。

そ

の
後
、

市

は
、

新

し

い
規

制

に
従
う

こ
と

を
条

件

に
再

契

約

の
交
渉

に
入
る

こ

と

を

A

W
C

に
求

め
た

(③
)。

4

契

約
終

了
後

の
A

W
C

の
対

応

同
じ

六
月

三
〇

日
、

(四
月
三
〇
日
に
な
さ
れ
た
)
報

欝
書

に
含
ま

れ
た

フ

ィ
ラ

デ

ル

フ

ィ
ア
プ

ラ

ソ
の

一
部

に
対

し

て
、

連

邦

の
承
認

が

な

さ
れ

た

(③
)。

こ
の
報

告
書

に

つ
い
て
は
、

A

W
C
を

含

む
す

べ

て

の
当
事

者

の
参

加
と

承
認
が

あ

っ
た

こ
と
が

確
認

さ
れ

た
。

こ

の
事
業

の
プ

ラ

ソ
の
争

い

の
あ

る
そ

の
他

の
部
分

に
対

す

る
連

邦

の
承

認

は
、

な

り
ゆ
き

を

み
る
た

め

に
留
保

さ
れ

た
。

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア

の
プ

ラ

ン
に

つ
い
て
新

た

な
変

化
を

く

わ
え

る

こ
と

は
、

法

令

に
従

い
新

し

い
住

民
参

加
組
織

が

つ
く

ら
れ

る

ま
で
、

行

わ
れ
な

か

っ
た
。

七
月

二

日
、

ワ

ト

ソ

ソ
は

A
W
C

に
メ

モ
を
送

っ
た

。

そ

の
メ

モ
は
次

の
よ
う

に
の
べ

て

い
る

(③
)。

「
六
月

九

日
づ
け

で
な
さ

れ
た
補

足
文
書

は
、

市

長

に
よ

っ
て
連

邦
政
府

に
わ
た

さ
れ
、
フ

ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア
市

の
正
式

な
政

策
を

代
表

す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

従

っ
て
、

そ

こ

に
述

べ
ら

れ
た

政
策

と
規

定

は
、

市

と

A

W

C

の
新

し

い
協

定

に
編

入

さ

れ

る
。
」

A
W

C

の
役

割

は
そ

こ
で
は
、

諮

問
委

員
会

的

な
性

格

に
減
じ

ら
れ

る

は
ず

で
あ

っ
た
。

A

W
C

は
、

六
月
九

日

の
補

足
文
書

の
作
成
が

手
続
的

に
無

効

で
あ

る

こ
と
を

理
由

に
手
続

の
や
り
な

お
し
を

主
張

し

た
。

七
月

三

日
H

U

D
は
、

手
紙
を

だ

し

六
月
九

日

に
だ

さ
れ

た
市

の
補

足
文
書

の
受
領

に
さ

い
し
、

A
W

C

の
参
加

に

つ

い
て
、

さ
ら

に

三

つ
の
制
約

(↓
ザ
①
諾
≦

匡
d
O

8
巳
三
〇
蕊
)
を

課

し
た

(②

)。

す

な
わ

ち
、

76(354)
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①

事
業

の
実
施

体

の
役

員
会

の

メ

ソ
バ

ー
は
、

最

初

の
年

以

降

に
お

い

て
は
、

A

W
C

の

メ

ソ
パ

ー

で
な
く

て
も

よ

い
。

⑪

一
年
後

に

は
、

委

員
会

の

メ

ソ
バ

1
は

A

W
C

に
よ

つ
て
選
ば

れ

な
く

て
も

よ

い
。

⑪

最
初

の
委
員
会

は
、

最
初

の
年

の
み
機
能

す

る

こ
と
。

来

年

度
あ

る

い
は
次

年

度

に
お

い
て
、

委

員
会

の
た

め

に
働

く

ま

た

は
そ

の
た

め

に
指

名

さ
れ
た

も

の
は
、

同

時

に
住

民
組
織

の
メ

ソ
バ

ー
で

は
あ

り
え

な

い
。

そ

の
後

の
委

員
会

メ

ソ
バ

ー

の
選
挙

は
、

住

民
組
織

の
指
名

以

外

の
他

の
方
法

で
な

さ
れ

な
け

れ
ば

な
ら
な

い

(③
)。

と

す

る
も

の
で
あ

っ
た
。

こ

の
手

紙

の
内

容

に

つ
い
て
は
、

H

U

D
と

市

に
よ

っ
て
よ
り

進
ん

だ
相
談

の
機
会
が

も

た
れ

る
は
ず

で
あ

っ
た
。

ま
た
、

そ

の
手
紙

に

い
わ
れ

る
住

昆
参

加
団

体

は
、

事

業

の
計

画
立
案

者

で
あ

り
、

事
業

の
実

行

者

で
あ

り
、

評

価
者

で
あ

る
ぺ
き

と

い
う
、

以
前

の
H

U

D

の
政

策

に

一
致

す

る
も

の

で
あ

っ
た

と

み

る

こ
と
が

で
き

る
。

テ

イ
ト
市
長

と

ワ
ト

ソ

ン
は

こ
れ
を

認

め
た

(③
)
。

住

民

は
、

六
月

九

日

の
補

助
文

書

や

七
月
三

日

の

目
ゲ
Φ
ロ
①
ミ

寓
¢
0

8
鑑

鰭
o
蕊

に

つ
い
て
も
、

相
談

さ
れ

な

か

っ
た

(②
)。

A

W

C

は

こ
れ

ら

の
変

化

は
、

手
続

的

に
不
法

に
行

わ
れ

た
も

の
で
あ

り
、

ま

た
市
が

こ
れ

ら

の
点

に

つ
い

て

A

W
C

と

話

合

う

こ
と

を

拒

否
し

た
と

い
う

理
由

で
、

A

W
C

は
六

月
九

日
以

降
、

住
民

参
加

と

し

て
活
動
す

る
た

め

の
新

し

い
契

約

関
係

に
入
る

こ
と

を
拒

否

し
た

(②
)。

新

し

い
契

約

で
は
、
法

の
修
正
、

な
ら

び

に
連

邦

の
ガ
イ

ド

ラ
イ

ン
に
よ

っ
て
要
求

さ
れ
た

変
化

に
従

う

ぺ
き

こ
と
も
要

請

さ
れ

て
い

た

の

で
あ

る
。

市

は
、

H
U

D

か
ら

。。
℃
O
O
ρ
O
O
O
ド

ル
以

上

の

一
年

間

分

の
補

助
金

を

受
け

た
。

ワ
ト

ソ

ソ
は
、

六

月
三
〇

日

の
契
約

終

了
後

、

よ
り

正

確

に
は
七
月

一
〇

日

の
新

し

い
契

約
交

渉

の
終

了
後
、

新

し

い
住

民
参

加
グ

ル

ー
プ

を
組

織

し
始

め
た

(③
)。

{355)77



A
W
C

の
三

つ
の
構
成

体

曾
与
。・)
が
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

に
参

加

し

た

い
旨

の
意

向
を

表

明

し
た
。

そ

の
た

め
・

ワ
ト
ソ
ン
は
・
構
成
体
と
し
て
知
ら
れ
、
今
で
は
地
域
住
民
奢

貝
会
と
呼
ぽ
れ

る
地
域
組
織
を
再
警

し
始
め
た
。

そ
し

て
、
地
域
住
民
委
員
会

で
活
動
す

る
個
人
を
選
挙
し
た
。

一
九
六
九
年
八
月
五
日
、

A
W
C
と
地
域
住
民

に
よ

っ
て
住
民
訴
訟
が
提
起

さ
れ
た
。

裁
判
に
よ
る
最
終
決
着

の
方
向

に
む
か
う
な
か
で
、

不
信

の
三

つ
の
原
因
が
だ
ん
だ

ん
に
明
ら
か
に
な

っ
て
き

て
い
た
。

ひ
と

つ
は
、

①

両
方

の
側

に
お
け

る
人
事

の
交

禁

激

し

か

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

最

終
的

に
こ

の
問
題

を

公
け

に
し
た

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行
政
官

は
、

四

合

の
行
警

で
あ

っ
た
・

A
W

C

の
リ

麦

淑

同

じ

時
期

に
二
回
変

っ
て

い

る
。

市

は
、

新

し

い
連

絡

員

(団
.凶・,.:

田
。一.
一ρ

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
行
政
官
を
さ
す
)
を
任

命
す

る
前

に
、

A
W

C
と

ほ
と

ん
ど
話

合

う

こ
と

が

な

か

っ
た
。

市

の
監

査

は
、

い

つ
も

A

W
C
を
悩

ま

せ
た
・
⑪
第
二
に
・
市

は
・
地
整

は
理
解

で
き
な

い
、
自
己
規
制
的
な
枠
組

の
中
で
仕
妻

し
て
い
た
。

A
W
C
は
、
市
が
、

H
U
D

に
ア
ピ
↓

す
る
と
信
じ

て
い
る
妻

計
画
を
策
定
す

葱

」
と

に
抵
抗
を
感
じ
て
い
た
。
芒

て
市
が
、
皇

規
制
し
て
い
る
線
は
、
非

現
実
的
で
あ

る
と
感
じ

て
い
た
。
市
は
、
民
主
党
が
、

一
九
六
九
年

百

に
そ

の
地
位
を
失
う
前

に
、

H
U
D
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
茎

日

に
基
づ

い
て
・
妻

を
具
体
化
す
る
こ
と
を
望

ん
で

い
た
。
そ
の
後
、
新

し
い
役
人
が
肇

を
う
ち
芒

、
機
関
を
方
同

つ
け

る
間
、

H

U

D

の
行

動

に
遅

れ
が

出
・

わ
れ

目
が

生
じ

た
。
最

後

に
、

⑯

市

は
、

一
九

六
九

年

二

月

以
降

A
W
C

の

ス
タ

.
フ
を
、

五
五
人

か
ら

二
二
人

に
減

ら
す

こ
と

を
要
求

し
た
。

そ

の
こ
と

は
、

当

然

の
こ
と

な

が

ら

A
W
C
を

激

怒
さ

せ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

(注
)

事
件
の
内
容
は
、
切
島
パ
9
寒

§
ミ
ミ

に
よ
る
。
①
～
⑥
は
、
別
表

(次
表
参
照
)審

破
総

雛

馨

毒

雛

灘

難

藝

讐

、、茎

、.一)
.
穐

判
決
.
事
実
認
定

仁⇒

地
方
裁
判
所
の
判
決

一
九
六
九
年
八
月
吾

に
A
W
C
と
幾

住
民
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
住
民
謀
謬

お
い
て
、
馨

(A
W
c
)
理

一
九
六
九
年
六

(3ss 78
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裁 判 所 裁判官名 判 決 日 判 決 判例集 名

,

Q

(TheUnitedStates

DistrictCourtforthe

EasternDistrictof

Pennsylvania}

(JohnMorgan

Davis,J.)

(Nflv.10,1969} (granteddefend-

ant'smotionfor

summaryjudge-

rnent)

(CivilAction

69-1909Pa.

Nov.1069}

②

UnitedStatesCourtof

AppealsThirdCircuit

Adams Argued,dune15,

1970.DecidedJuly

14.1970

Reversedand

remanded

428Federal

Reporter,Series

③

一一

UnitedStateDistrict

Court,E.D.Pennsyl-

lV・ni・

JohnMorgan

vis,」.

July9,Y971 Complaintdis-

missed

329Federal

supplement

④

UnitedStates

ofAppeals,Third

Circuit

I
CourtBiggs ArguedNov.19,

19?1.Reargued.Dec.

15,1971.Decided

Feb.25,1972

(CertiorariDenied

May30,2972.see

92S.ct.24fi3}

zemandedwith

direction

Reversedandl456Federa】Re.

porter,Series

⑤

(TheDistrictCourt} (enteredafinal
judgement)

ト

⑥

UnitedStatesCourtof

Appeals,ThirdCircuit

PerCuriam ArguedOct.Z6,

19'72.DecidedDec,

4.1972.

Orderaccord-

ingly

469Federal

Reportear,

2dSeries

月

九

日

の
規

則

の
実

施

は
、

モ
デ

ル

シ

テ

ィ
法

の

住

民

参

加

規

定

(象
鼠
鎚
馨

唖
①&

6
幽紆
2

や
旦

一。
嘗

-

ぎ

㍉

器
名

冨

日
Φ
韓
)

を

犯

す

こ
と

に
な

る
と

訴

え

た

。
(
(注

)
2
0
国
↓
寓

O
箒

尾

〉
閃
国
㍗

≦

Hロ
国
O
O
d
客

O
F
矯
一2
0
」

浮

畠
帥
日
ヨ

旨
鋤
ヨ
⑳
qo
矯

O
冨
昌
餌
O
冨

]≦
臨
『
矯

い
O
訂

貯

一「
・

切
㊥
轟

ざ

♂
<
嵩
寓
即
目
}
ン
肖
麟
コ
qo
O
P

国
三

凶2

ロロ
・

訟

餌
O
犀
O
洋
噌

一
口Ω
も
証
①
話

℃
餌
同
開
ロ陰
Ψ
菊
O
o。
①
紳富

しロ
や
一
〇
庸
①
ユ
詔

餌
目
歳

2
倒
§

動
巳

鉱

国

ぎ

鱒

国

ゆ
貯

陣
一
中

く
.
0

8

噌
σq
①

薯

。

閃
O
】≦
-

Z
p尊
団
り
留

q

簿

舞

団

O
{
出
σ
員
駒。
ヨ
⑳

山
切
匙

C

「
訂

ロ

O

①
<
巴

O
マ

目

㊦
昌
計

一)
O
層
餌
同
仲
目
西
鵠
け

O
h

踏
O
ロ
竜o
ぎ

㈹

鱒
ロ
α

¢
.「
ぴ
騨
昌

一)
O
圏

く
O
ぢ
冒

口
¢
ロ
計

一
凶
目

窃

寓

.}

.

目
卑

O

]≦
90
団
O
さ

0
9
島

O

国
.

≦

ゆ
誓

炉

一≦

a

①
一

〇
凶
翫
①
㎝

〉

山
ヨ

匿

瞳じ。
齢田

8
h

師
昌
隅

O
腕
ぐ

O{
℃
窪
鼠
鮎Φ
ぢ
露
P
)

被

告

で
あ

る
市

は
、
「
対
象

地

域

の

住

民

を

代

表
す

る
新

し

い
グ

ル
ー
プ
を

組

織

し

よ
う

と

し

て

り

い
る
」

こ
と

を
主

張

し
た
が

、

原
告

は
あ

く

ま
で
、

詔(

(新
し
い
契
約
関
係
に
入
る
こ
と
を
拒
否
し
)、
現
状

を

79

維

持
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
と

り
わ
け
、
裁
判
所



に
対

し
、

以

下

の
こ
と

を

命
じ

る

こ
と

を

求

め
た
。

①

被
告
で
あ
る
連
邦
政
府
は
、
市

に
対

し
て
だ
さ
れ
た

充

六
九
年

の
H
U
D
の
文
謹

お
い
て
書
か
れ
た
要
求
を
、
市
か
ら

の
補

助
金
申
講
を
評
価
す
乏

あ

た

っ
て
の
蒙

と

し
て
用

い
な

い
こ
と
、
②
裁
判
所

の
認
可
芒

に
、
市
が
他

の
市
民
グ

牛

プ
と
契
約
す

る

こ
と

を
差

止

め
る

こ
と
、

㈹
市

は
、

A
W

C
を

従
来
と

同

様

の
位

置

に
と

ど

め

る

こ
と
。

一
九
六
九
年

二

旦

○

日
地
方
裁
判
所
は
、
「
馨

で
あ
る
住
民
は
、
市

の
行
動
を
争
う
疑

・
適
格
を
欠

い
て
い
る
」

と

い
う
理
由

塞

づ
き
・
被
告
・
H
U
D
と
市
に
よ

っ
て
な
さ
れ
罠

事
訴
訟
手
続
規
則
五
六
に
基
づ
く
略
式
裁
判
を
求
め
る
申
妾

認
め
た
。

(Ω
〈
畠

》
鼠

8

2
ρ

$
占

ゆ
O
P

讐

Φ

(国
』
)
・
剛
助
・
2
0
<
・
H
O
》
HΦ
の㊤
))

つ
い
で
裁

判
所

は
、

原
告

が

仮

に
、

原
告
適

格

を
有

し

て

い
た

と

し

て
も
、

「
そ

の
主
張

は
と

お
ら

な

い
で
あ

ろ
う
」

と
述

べ
、

そ

の
理

由
と

し

て

「
こ
の
事

件

に

お

い
て
参

加

は
、

小

さ
く

な

っ
た

の
で
は
な

い
、

任
命

で
あ
れ
・
馨

で
あ
れ
、

よ
り
多
く
の
人

々
の
参
架

可
能
と
な
る
ほ
ど
、
参
加
は
大
き
く
な
る
」

.芝

を
あ
げ

て
い
る
。
最
後

に

裁
判
所
は
・
市
と

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
姦

官
を
支
持
し
て
、
「
市
長

の
任
命
は
、
棄

の
実
施
委
員
会

の
全

メ

ソ
バ

ゐ

少
な
く
と
も

三
分

の

一
を

し
め

る
」
と

い
う
規

則
を

認

め
た
。

裁
判
所

は
・
主
な
争
点
は
・
「
A
W
C
の
参

加

審

査

・
承
認
芒

に
、

補
助
的
文
書
を
作
成
す

る
市

の
行
為
、

ま
た
そ

の
結
果

で
あ

る
。

(い
う
と
こ
ろ
の
)
補

助
的

な
文

書

の
承

認

は
、
住
民
参

加
を

保
障

し

て

い
な

い
と

い
う

理
由

で
、
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に
違
反

す

る
か
」

に
あ

る

と

す

る
。

裁

判

所

は
、

「
市

の
行

動

は
、

審
査

の
対

象

と

な

る
」

と

し
な
が

ら
、

他
方

「
様

々
な
市

の
行

政
機
関

の
間

の
行

政

的

な

調
整

の
要
求

(お

舞

ρ

奮

参

)
・・
「
こ
の
セ
ク
シ

・
ソ
の
も
と
で
、

財
政
的
な
援
助
は
、
-
-
②
書

が
、
躍

方
機
関
の
す
べ
て
に
関
連

す
る
計
画
に
関
す
る
活
動

の
墾

を
行
う
行
政
欝

が
存
在
す
る
こ
と
、

個
関
連
す
る
地
方
の
計
画
に
お
い
て
、

衡

が
必
要
な
調
整
が
な
さ
れ
う
る
と

い
う
証
拠
が
あ

る

こ
と
を
決
定
し
た
場
合
に
の
み
与
え
ら
れ
る
。」)

は
、

こ

の
行
動

に
お

い
て
は
、

問

題
と

な

ら
な

い
。
」
と

述

べ

て

い
る
。

つ
ま
り
判
決

は
・
既
存

の
政
治
構
造

(市
)
が
、

調
整
を
効
果
的

に
行

っ
て
い
る
と
み
せ
か
け
る
.」
と

に
よ

っ
て
、
実
行
局

の
座
姦

80(358)



ア メリカにみ る参加 と法 ㈲

(
1

)

占
す

る
こ
と
を
認

め
た
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
裁
判
所
は
、
「
原
告

は
、
住
民
参

加
の
概
念
を
と
り
違
え
て
い
る
の
で
あ
り
」
「
市
当
局
は
、

単

に
他

の
住
民
グ

ル
1
プ
を
加
え
る
こ
と
を
要
求

し
て
い
る
」

こ
と

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。
裁
判
所
は
、
市
長
が
、
参
加
す
る
住
民
を
任

命
す
る
こ
と

は
、
住
民

の
代
表
者
達
を
ふ
み

つ
け

に
し
た
り
、
交
替
さ
せ
た
り
す

る
こ
と

に
な
り
、
そ

の
結
果

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業
を
、

行
政
が

コ
ン
ト

〒

ル
す
る
こ
と

に
な
る
こ
と

に
祭

つ
い
て
い
施

・

こ
の
よ
う
な
お
き

か
え
が
許
さ
れ
る
ぺ
き

か
ど
う
か
・
そ
れ
が

(
3
)

本
当

の
争
点
な

の
に
裁
判
所
は
そ
れ
を
論
じ
て

い
な
い
。

A
W
C
の
事
件
は
、
「
貧
困
事
業

に
お
け
る
参

加
の
形
態
」

に
お
い
て
、
「
司
法
上
の
決
定

に
含
ま
れ
た

い
く

つ
か
の
困
難
さ
」
を
提
示

(
4
)

し
て
い
る
。
そ

の
ひ
と

つ
は
、
①

サ
ー
ビ

ス
を
計
画
す

る
契
約
が
、
紛
争

の
た
め

に
途
中

で
切
断
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
⑪

第
二
は
、
契

約

の
内
容
そ
れ
自
身
が
貧
弱
だ
と

い
う
こ
と
で
あ

る
。
契
約
は
、
法

に
い
わ
れ
る
参
加
の
く

り
か
え
し

で
し
か
な

い
。
参
加

の
権
利
は
決

し
て
定
義
で
き
な

い
。
地
方
裁
判
所
は

「
グ

ル
ー
プ
が
代
表
さ
れ
、

利
益
が
代
表
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
参
加

の
概
念
は
よ
り
充
実
し

て
用

い
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
」
と
考
え

て
い
る
。
裁
判
所
は
、
代
表
者
間

の
政
治
的
関
係
を
考
え
ず
、
参
加

の
委
員
会
を
拡
張
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
逆

に
政
治
的
影
響
が
希
薄

に
な

る
こ
と
を
考
え
ず
、
反
貧
困
政
治
家

の
連
合
し
た
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
に
、
新
し
い
団
体
を
加
え

る
こ
と

の
効
果
を
壷

て

い
磯

。
事
実

地
方
裁
判
所
は
・

〃
住
民
参
加
"
と

い
う
こ
と

を
全
く
定
義

し
て
い
な
呼

政
治
的
な
シ
ス

テ

ム
を

効
果
的

に
展
開
す

る

こ
と

は
、

不
可
避
的

に
時

間
を

必
要

と
す

る
。

そ

の
過

程
を

司
法
的

に
不
正

に
変

更
す

る

こ
と

は
、

政

治
的

な
関

係

を
破
壊

す

る

こ
と

に
な

る

(事
実
、
訴
訟
の
後
、
活
動
家
は
動
揺
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
再
編
が
促
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。)
裁

判

所

は
そ

の

こ
と

に
気

づ

い
て

い
な

か

っ
た
。

(-
)～
(6
)
-q-
犀§

ぎ

§

§

ミ

蟹

§

ミ
奪

§

慧

・
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国

控

訴

審

判

決

1

判
決

の
内
容

原
告
は
控
訴
し
、

一
九

七
〇
年
六
月

一
四
日
、
判
決
が
な
さ
れ
た
。

第
三
回
巡
回
区
控
訴
審
裁
判
所

は
、
「
住
民
グ

ル
ー
プ
の
参
加

(そ
れ
は
、
事
業
を
実
施
す
る
団
体
の
理
事
会
の
選
挙

へ
の
住
民
参
加
を
意
図
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
)
の
減
少
を
含
む
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
プ
ラ

ソ
の
変
更
、
さ
ら
に
住
民
参
加
な

し

に
策
定
さ

れ

た
計

画
を
長
官
が
受
領
し
、

自
ら
付
加
的
な
変
化
を
加
え
た
と

い
う
こ
と
は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
基
本
的
な
変
更
を
示
し
て
い
る
。
」
と
し
て
、
破

棄

差

戻

の
判

決
を
下
し
た
。

2

争
点
と
し
て
の

"
住
民
参

加
"

裁
判
所

は
、

こ
の
訴
訟

の
第

一
の
争
点
は
、
「
住
民
参
加
と
地
方

の
主
導
性
と

い
う

モ
デ

ル
シ

テ

ィ
法

に
お
げ
る
次

の
二

つ
の
要
請

の

意
味
」

で
あ

る
と
述

べ
て
い
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

す
な
わ
ち

「
連
邦

の
補
助
金

に
か
か
わ
る
適
格
性
を
得

る
た
め
に
は
、
包
括
的

な

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
事
業

は
、
必
ず

"
広
範
な
住
民
参
加
"

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

を
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
長
官
は
、
プ
ラ
ソ

ニ
ン
グ
に
お
け
る
地
方

の
主
体
性
を
強
化
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。

こ
の
要
求
は
、

議
会
が
そ

の
冒
頭
で
宣
言
し
た

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

の
中
心
的

か

つ
新
し

い
特
質
を
形
成

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
生
活

の
質
を
改
良

す
る
こ
と

は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
直
面
し
て
い
る
最
も
、
緊
急
な
国
内
問
題

で
あ

る
。
広
範
な
都
市

ス
ラ

ム
や
障
害

の
続
出
、
都
市
部

に
お
け

る
広
範

な
低
所
得
層

の
集
中
、
都
市
人

口
の
急
速
な
広
が
り
が
結
果
す
る
住
宅

・
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
施
設
、

サ
ー
ビ

ス
の
不
足
が
、

国
家
全
体

の
繁
栄

の
中

で
、
国
家

の
大
部
分
の
人

々
の
環
境
と
生
活
の
質

に
お
け

る
著

し
い
悪
化
を
結
果
し
た
。

議
会

に
よ

っ
て
、
法

の
目
的
は
、
『
す
べ
て
の
規
模
の
市
が
、

地
方
色
豊

か
に
準
備
さ
れ
、

計
画
さ
れ
た
包
括
的
な

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
を
計
画
し
・
展
開
し
、
実
行
す

る
た
め
の
付
加
的
な
財
政
的
、
技
術
的
援
助
を
供
給
す

る
こ
と

で
あ

る
』
と
さ
れ

て
い
る

(み
N
舞

ρ
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ア メ リカにみる参加 と法(3)

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

}

伽
ω
。。o
一
)。
法

の
基

本
的
な

考
え

方

は
、

H

U
D

の
住
民
参

加

に
関
す

る
政
策

の
声

明
書

の
中

に
よ
く

表

現

さ
れ

て

い
る
。

…
…
わ

か
か

へち
、
モ
デ
ル
地
域
の
住
民
の
生
活
の
質
を
改
良
す
登

」
と
は
、
か
ぶ

欝

惣

罫

偉

ぞ

忽

継

碁

か
・
そ
の
こ
と
は
・
彼

ら

の
社
会

の
社

会

的

.
環
境

的

問
題

を
解

決
す

る
こ
と

に
効

果
的

に
参

加

し

よ
う
と

す

る
自
負

心

・
資

源

・
要
求
を

打

ち
た

て
る
手
段
を

要
求
す

る
。
L

(傍
点
引
用
者
)
(O
O
>

い
魯
臼

多

.。。
u
O
。什.ω
ρ

6
亀
)

裁

判
所

は
、

続

け

て
原
告
適

格

に

つ
い

て
次

の
よ
う

に
述

べ

て
い
る
。

3

原

告
適

格

に

つ
い

て

地
方

裁
判

所

は
、
市
と

H
U

D

に
よ

っ
て
な

さ
れ

た
略

式
裁

判

(讐
犀
ヨ
理
コ

民
鴨
目
9
け)
の
申

立

て

(日
&
8
)

に
対

す

る
原
告

の
訴
答

(。。
ヨ
℃
岬騨一ロ
什)
を
却

下

し
た
。

「
原
告

は
訴

訟

に
対
す

る
原
告
適

格

を
欠

い
て

い
る
」
と

い
う

の
が
、

そ

の
理

由

で
あ

っ
た
。

馨

適
格

の
題

は
、
最
近

の
最
高
裁
乱

の
輩

を
叢

し
・
控
訴
審

で
は
・
政
府

に
よ

っ
て
主
張
さ
れ
な
か

っ
た
・
従

っ
て
・
我

々

は
、

A

W

C

は
、

市

に
対

す

る

H

U

D

長

官

の
補

助

金

に

つ

い

て
訴

訟

を

提

起

す

る
原

告

適

格

を

も

つ
と

推

定

す

る

(窯
。
「壽

亮

O
O
寄

～

2
。
ヨ

餌
斧

菊
①山
①
ぐ
。
一。
旨

①
嵩
搾
〉
σq
①
ヨ
ど

。。
⑩
㎝
雪
N
き

ト。
o

(b◎
山
(
)凶門
・
H
ゆ
①
Q◎
)
…
Ω
邑

達
8

斎

¢
昌
凶謹

Ω
首

ヨ
毒
ξ

>
a

8

〈
・
菊
。
璽

①
ざ

。。
一
①
甥
ω
巷
,

謹
N

(窯
b

.
臼

`

曾

邑

ρ

お
ざ
)
参
照

。
)
。

「
連

邦

行

政

手

続

法

は
、

『
法

令

に

よ

っ
て
審

査

の
対

象

と

な

る

と

さ

れ

た

行

政

機

関

の
行

為

、

ま

た

他

に

司

法

的

救

済

が

な

い
最

終

的

な

行

政

機

関

の
行

為

は
、

司

法

審

査

に
従

う

』

(q
¢
.の
・ρ

響

9
)

と

定

め

て

い
る

。
」

ま

た

、

「
特

別

の

法

令

の
用

語

あ

る

い

は
構

成

が

・

司

法
審

査

を

除

去

し

て

い
る

の

で
な

け

れ

ぽ

、
行

政

訴

訟

は
審

査

し

う

る

も

の

で
あ

る
」
と

み

な

さ

れ

る

(》
げ
ぎ
寓
募

8
藁

。
膏

。。
〈
・
Ω
陶
巳
器
お

ω
。.
刈
9

¢

冨
①
竃

製

。。
刈
ω
・
O
野

糧
o
刈
・
一
。。
ド
・
臣

・
・。
α

Φ
。。
H

(6
①
刈
)
)
。

モ
デ

ル

シ

テ

ィ
法

は
、

司

法

・審

査

を

除

去

す

る
規

定

を

も

た

な

い

(9

9
臣

8

{。
『
d
目
建

9

§

雇
乱
¢

〉
§

コ
〈
勇

。
日
器
ざ

。・
億
冨

)
。
従

っ
て

モ
デ

ル

シ

テ

ィ
法

は
、

司

法

審

査

の
対

象

と

な

る
・

4

行
政
機
関
の
行
為
は
裁
量
行
為
か

361)83



政
府

は
争

点
と

し

て

「
行

政
機

関

の
行
為

は
、

法

(㎝
C
ψ

ρ

碧

O
る

×b。
))

に
よ

っ
て
機

関

の
自

由
裁

量

に
ゆ

だ
ね

ら

れ

て

い
る
」
と

主
張

し

て

い
る
が
、

そ

の
よ
う

に
は
判
断

で
き

な

い
。

こ

こ
で

の
争
点

は
そ

の
こ
と

に
あ

る

の

で

は

な
く
、

「
行

政
機

関

の
行
為
が
、

法

令
上

の
要

求

に

一
致

し

て

い
る

か
ど

う

か
」

の
問
題

に
関

連

し

て

い
る
。

こ
の
問
題

は
、
司
法
審

査

に
適

切
な
主

題

で
あ

る

(ω
。.
ω
。卑雷
薫
.嵩

い
騨ぎ
冨
8
凱
①。。
<
・
ω
ぎ
中
①斜

島
幽
男
・bこ
山
o。㎝
P

。。
刈劇
G。謡
.
(O
.ρ

Ω
目
お
刈O
))
。

控
訴

人

(原
告
)

は
、

市

や
H

U

D

(被
告

・
被
控
訴
人
)

に
ょ
る
提

案

に
関

し

て
、

拒

否
権

(<
.一。)
を

も

つ

こ
と

を

要

求

し

て

い
る

の
で
は
な

い
。

彼
ら

は
、

計

画

の
策
定

過

程

に
お

い

て
、

相
談

さ
れ
、

参

加

し
、

さ

ら

に
そ

の
事

業

を
実
施

す

る
権
利

を

も

っ
て

い
る
と

主

張

し

て

い
る

の
で
あ

る

(お

d
.ω
.ρ
》
嘩
伽
。。ω
8
(餌
×N
))
。

"
住

民
参

加
"

の
内
容

に
関
す

る
政
策

の
最
初

の
声
明

に
お

い
て
、

H

U

D
は
、

次

の
よ
う

に
述

べ

て

い
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

こ
の
法
律

の
規
定

の
実
施

は
、
ω
事
業
を
計
画
し
、
実
施
す

る
こ
と
全
体
を
通
じ

て
、

モ
デ

ル
地
区
な
ら
び

に
市

に
お
け
る
市
民

の
建

設
的
な
参
加
を
要
求
す

る
。

市
政
府
は
、
ど
ん
な
地
方
市
民
組
織
が
採
用
さ
れ

る
と
し
て
も
、

モ
デ

ル
地
区
住
民
が
、
参
加
す

る
た
め

の
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
に

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

責
任

を
負

う

べ
き

で
あ

り
、

す

べ

て

の
事

業

の
実

行
と
、

政

策
形

成
、

計

画
策

定
過

程

に
お

い
て
、

完
全

に
包

摂

さ
れ

る

こ
と

に
責
任
を

も

つ
べ
き

で
あ

る

(O
o
>

ピ
塾

卑

2
9
ρ

O
♀

ω
P

這
①
刈)

(傍
点
、
控
訴
審
判
決
)。

こ

の
事
件

に
お

い
て
、

六
月

九

日
付

で
市

よ

り
、

H

U

D
に
送

ら
れ

た

「
補

足
文

書
」

も
、

七

月

三
日

に
H
U

D

に
よ

っ
て
加

え
ら

れ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

た
要

請
も
、

住

民
参

加
を

含

ん

で

い
な

い
。

市
と

H

U

D
が
、

A

W
C

の
見

解

を
す

で

に
知

っ
て

い
た
と

い
う
事
実

は
、

こ
の
特

殊
な
主

寒

奮

を
・
謙

ひ
霜

哲

訟

ぞ

ひ
ひ
沿
か
い
で
、
い
惹

恕

像

稔

責
蓉

も
の
で
は
な
い

(傍
占
川引
用
者
)。

5

判
決

の
結
語

先

に
述

べ
た
よ
う

に
、
争
点

は
、
住
民

の
拒
否
権

や
承
認
権

の
存
否
で
は
な
く
、
特
定

の
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
事
業
に
対

し
て
な
さ
れ
た
主

84(362)



アメ リカにみる参加 と法(3)

要
な
決
定

に
お
け

る
住
民
参
加
、
交
渉
、
相
談

の
存
否

の
問
題

で
あ

る
。

躰
熱
偽
陽
ホ
か
ホ
心
菰

洗
憲
茄
、
完
全
な
都
岱
跡
参
躰
郁
熱
躰
い
も
球

隣
外

事
熱
邸
基
恥
か
鉢
を
か
郎
か
洗
簿
晦

ホ
邸
で
も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
よ
う
な
意
味
で
の

(す
な
わ
ち
完
全
な
る
)
参
加
を
必
要
と
す

る

(傍
点
引
用
者
)。

六
月
九
日

の
市

の
決
定
と
、
H
U
D
の
七
月
三
日
の

声
明
書

は
、

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
の
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

に
お
け
る
、
基
本
方
針
を
か
え
る
決
定
と
み
る
べ
き

で
あ
る
。
以
前

に
は
そ

の

事
業
は
、

A
W
C
を
よ
り

重
視
し
た
参
加

の
導
入
を
考
え
て

い
た
。

こ
の
参
加
は
、
市
と

H
U
D
の
二
重

の
行
為

に
よ
り
減
少
さ

せ
ら
れ

た
。長

官
は
、

こ
の
よ
う

に
①

(そ
の
策
定
の
過
程
に
お
い
て
、
住
民
参
加
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
)
市

か
ら

の
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の

主
要
な
修
正

に
関
す

る
提
案
を
受
け

い
れ
、
⑪

ま
た
住
民

へ
の
諮
間
も
な
く
、
長
官

の
意
向
と
し

て
重
要
な
用
語
を
付
加
す
る
こ
と
を
命

じ
た

こ
と

に
お

い
て
、
法

に
違
反
し

て
い
る
。

A
W
C

の
弁
護

士
は
、
長
官

に
よ
る
そ

の
よ
う
な
法
令
違
反

の
故

に
、

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
事
業

に
対
し
、
市
と
H
U

D
に
よ

っ
て
、

一
九
六
九
年

六
月
九
日
以
来
と
ら
れ
た
す
べ
て
の
行
為

は
違
法
と
み
な
さ
れ

る
べ
き

こ
と
を
要
求
し
、
他
方
控
訴
審
裁
判

所
が
、

口
頭
弁
論

で
こ
の
争
点
を
問
題
と
す

る
必
要
が
な

い
こ
と
を
要
求
し
た
。
そ
れ
故
、
我

々
は
そ
れ
を

こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
考
慮
し

な

い
。

下
級
審

の
判
決
は
破
棄
さ
れ
、
事
件

は
、

こ
の
意
見
に
そ

っ
て
、
よ
り
す
す
ん
だ
議
論
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
し
、
さ
し
も
ど
さ

れ
る
。

(
2

)

6

評

釈

地
裁
判

決
に

つ
い
て
の
批
判

の
中

で
指
摘
さ
れ
た

い
く

つ
か
の
困
難

さ

(充

一
頁
参
照
)

は
、
控
訴
審
判
決
に
お

い
て
も
明
確
で
は
な

い
。
前
述

の
よ
う
に
判
決
は

「
最
近

の
最
高
裁
の
意
見

に
か
ん
が

み
、

A
W
C
は
市

へ
の
H
U
D
の
補
助
金
を
問
題

に
す

る
原
告
適
格
を

85 (363)



ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

つ
L

と
す

る
が
、

事

件

を
破

棄

し
、

差

し

戻

す

に
あ

た

っ
て
、

参

加

に

つ
い
て

の
見
解

を
詳

し
く

は
述

べ

て

い
な

い
。

判

決

は
単

に

「
市

と

H

U
D

の
行
動
が

、

事
業

に
基

本
的

な

変
化

を
与

え

る
な

ら
、

住

民
参
加

が

要
請

さ
れ

る
」
と

い

っ
て

い
る
だ
け

で
あ

る
。

裁

判
所

は
、

地
域

の
参

加
者

は
、

「
市

や
、

H

U

D

の
提
案

に

つ
い
て

の
拒

否
権
を

も

つ
こ
と

を

要
求

し

て

い
る

の
で

は
な

い
。

彼
ら

は
、

事
業
を

計

画

し
、

実

行
す

る

こ
と

に
お

い
て
、
諮

問

さ
れ
、

参

加
す

る
権

利

を
も

っ
て

い
る
と
主

張

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

そ

の
よ

う
な

権
利

は
ー

法

の
範

囲
内

に

お

い
て
l
l

H

U
D
自
身

の
行
政

上

の
声

明

に
よ

っ
て
、

事
実

命
じ

ら
れ

て

い
る
。

:
…

.こ
の
争
点

は
、

市
民
の
拒
否
権

や
、
承
認

の
存
否
で
さ
え
な
く
、
特
定

の
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
た
め
に
な
さ
れ
る
主
要
な
決
定

に
お
け
る
住
民
参
加

.

交
渉

・
相
談

の
存
否
に
あ

る
。
事
業

に
関
す

る
す
べ
て
の
決
定
が
、
完
全
な

る
住
民
参
加
を
要
求

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
事
業

の
基
本

的
な
あ
り
方
を
変
更
さ

せ
る
よ
う
な
決
定
が
、
そ

の
よ
う
な
参
加
を
要
求
す

る
こ
と

に
な

る
の
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。

裁
判
所
は

つ
い
で
、

「,こ
の
事
業
は
す

で
に
、

A
W
C
と

い
う
計
画
さ
れ
た
住
民
参
加
団
体

に
よ
り
重
き
を

お
い
た
参
加
を
意
図
し
て

い
た
。

こ
の
参
加
は
、
市

や
H
U
D
に
よ
る
、

一
方
的
な
行
動
を
急
激

に
減
少
さ
せ
た
。
そ
れ
故
、
市
長

は
、
住
民
参
加
を
も
た
な

い
こ

と
が

一
見
明
白
な
と

こ
ろ
の
市

か
ら
だ
さ
れ
た

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
事
業

の
主
要
な
修
正

に
関
す
る
提
案
を
受
領
し
、
ま
た
彼
が
住
民

に
相
談

す

る
こ
と
な
く
、
市
長
自
身
が
重
要
な
文
言
を
付
加
す

る
よ
う
要
請

し
た

こ
と

は
、
法
律
違
反
と

い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
」
と
述
べ

て

い
る
。

そ

こ

で

は
、

..<
Φ
8

℃
o
毛
霞
、、
..げ
跳

。

嘆
o
αq
同
㊤
ヨ

。・
#
碧
Φ
σq
《
、、
.、ヨ
ε
o
「
号

。
醒

o
蕊

..

.、。・
一αq
コ
ら
B
艮

峠
巽
鼻
。。
、.
に

つ

い

て

の
よ

り

明

確

な

定

義

が

将

来

に

残

さ

れ

る

こ
と

に

な

っ
た

。

"
参

加

"

の
定

義

も

、

明

確

で

は

な

い
。

こ

の
決

定

を

裏

づ

け

る

た

め

に
、

裁

判

所

は
、

長

官

に
対

し

"
地

方

の

イ

ニ
シ

ア

テ

ィ
ブ

を
強

め

る
"

こ
と

、

"
幅

広

い
住

民
参

加

"

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

を
供
給
す
る
こ
と
を
課
し
て
い
る
法
律

の
文
言
を
重
視
し

て
い
る
。
し
か
し
、
判
決

の
争
点
は
、

市
と
A
W
C
と

の
契
約
関
係

に
か
ら

ん

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

だ
事
実
問
題
に
お
か
れ

て
お
り
、

そ
の
事
業

に
お
け
る
対
象
地
域
住
民
の
支
持
と
参
加
の
度
合

で
は
な
か

っ
た
。
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ア メ リカにみる参加 と法(3)

法
律

自
体

の
曖

昧

さ
を

考

え

る
な

ら
ぽ
、

裁
判

所

の

O
U
>

冨

再仲興

2
9
。。

へ
の
信

頼

の
方
が

有
益

で
あ

り

要
領

を
え

て
い
る
。

裁

判
所

が
本
当

に
要
求

し

て
い
る

こ
と

は
、

「
市
と

A
W
C

に
よ

る
事
業

が
、

C

D

A
文

書

の

よ

う

な
行

政

上

の
規

則
と

一
致

し

て

い

る

こ
と
」

に
あ

る
よ
う

に
思

わ
れ

る
。

A

W

C

の
こ

の
側

面

(行
政
上
の
規
則
と

一
致
し
て
い
る
こ
と

の
要
求
)

は
、

将
来

、

こ

の
事
件

を

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

に
関
す

る
訴

訟

の

(
3

)

重

要
な

先

例
と
す

る

こ
と

に
な

ろ
う
。

な

ぜ
な

ら
ぽ

、

論
争

さ
れ

て

い
る
事
実

は
、
O
O
>

r
隻

2

2
ρ

H
O>

に
お

い
て
必
ず

生
じ

う

る

状

況
を

含

ん

で

い
る

か

ら

で
あ

る
。

市

民

の
同
意

な

し

に
、

H
U

D
と

市
が

承
認

し

た

規

則

(Aり】)
㌦〆
　[
Φ寓
①H
ツ
嗣o.⇔ゆ)

は
、

O
O
諺

磨
妥

興

Z
o
」

O
>

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ソ
と

に
て

い
る
。

同
様

の
事

実

を
含

む
事

件

に
お

い
て
、

い
か

に
し

て
裁

判

所
が
控

訴

審
裁

判
所

の
意
見

と
法

(
4
)

的
論

証

に
お

い
て

一
致

さ

せ
、
O
U
》

目
。
叶↓2

Z
ρ

H
O》

と

の

一
致

を

求

め
う

る

か
は
、

明
確

で

は
な

い
か
ら

で
あ

る
。

(5

)

7

司

法
的

な

分
析

の
た

め

の
提
案

一
般

に
裁
判

所

は
、

以

下

の
二

つ
の
視
点

か
ら
参

加
を

み

て

い
る
。

ω

ひ
と

つ
は
、

参

加
が

代
表

(器
鷺

・・Φ昌
翼
闘8
)
と

い
う

用
語

に

よ

っ
て
、

狭
く

定

義

さ
れ

て
い

る
場
合

で
あ

る
。

そ

の
場
合

に
は
、

参

加

に
よ

っ
て
代
表

さ

れ

る
利
害

の
性

質

と
代

表

の
役

割

は
何

か
、
と

い
う

こ
と
が

問
題

に
な

る
。

㈹
今

ひ
と

つ
は
、

参

加
を
プ

ロ
セ

ス
と

し

て
み

る
場
合

で
あ

る
。

ウ

ッ
ド

(男
。冨
ユ

ρ

妻
8
山

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
法
の
起
草
者
、
後

の
H
U
D

長
官
)
が

言

っ
た

よ
う

に
、

参

加
が
、

"
分
け

ら
れ

た
経

験

"

(。・冨
「巴

①巷
巴

窪
。①)

で
あ

る
な

ら
、
参

加

に
お
け

る
各
組
織

の
役
割

は
、
他

の

組
織

の
役
割

に
組

合

わ
さ

れ

て

い
て
、

組

織

の
効

果
的

な
機

能

の
た

め

に
、

助

け
あ

っ
て

い
る
。

し

か
し
ど

の
グ

ル
ー
プ

も

他

の
グ

ル
ー

プ

の
機

能

に
干
渉

し

て
は
な
ら

な

い
。

代

表

は

一
度

選
ぽ

れ

る
と

、
ω

㈹

い
ず

れ

か

の
定

義

の
も

と

に
、

そ

の
役
割
が

確

保

さ
れ

る
こ
と

に
な

る
。

い
ず

れ

の
定
義

の
も
と

に
、

参
加

が

認

め
ら
れ

た
と

し

て
も
、

参

加
を
実

効
あ

ら
し

め

る
も

の

に
す

る
た

め

に
は
、

市

当
局

と

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
グ

ル
ー
プ
と

の
き

っ
ち

(365)8?



　

り
と

し
た
契
約
が
必
要
と
な

る
。
参
加

の
範
囲
と
程
度
、
選
挙
、
契
約
を
延
長
す

る
か
い
な
か
の
選
択
権
、

C
D
A
の
局
長

の
在
任
期
間

冊

と
罷
免

に
関
す

る
規
則
、

こ
れ
ら
は
将
来

の
契
約

に
含
ま
れ
る
べ
き

で
あ

る
。
契
約

の
代
り
に
、
地
方
庁
令
が
同
じ
問
題
を

コ
ソ
ト

ロ
ー

ル
し
て
圭

い
.
そ
の
零

蓬

邦
機
関
を
拘
束
す
る
効
果
は
諺

う
ん
疑
問
で
あ
る
薬

し
か
k

そ
の
方
法
は
試
す
価
値
が
あ
ろ

働

う

(そ

の
試
み
は
、

マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
ケ
ソ
ブ
リ

ッ
ジ
で
な
さ
れ

て
い
る
。
)。

A
W

C

の
訴

訟

は
、

H

U
D

の
行

政

政
策

の
変

容

の
結
果

生

じ
た

も

の
で
あ

る
。

こ

の
事
実

は
、

H
U

D
と

い
う
国

の
行
政

機
関

が
、

行
政

上

の
言

い
方

で
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
の
住

民
参

加

の
構
成

要
素

を

合
理

化
す

る

こ
と

は
困
難

で
あ

る

こ
と

を

示
し

て

い
る
。

こ

の
事
件

は
、

そ
も

そ
も

国

の
行

政
が

地
方

を

コ
ソ

ト

ロ
ー

ル
し

よ
う
と

し
た

こ
と

か
ら

出
発

し

て

い
る
。

も

と

も
と
住

民
参

加

は
、

よ
く

計
画

さ

れ
た
官

僚
政

治

の
も

と

で
、
実

用

的
な

行
政

目
的

に
奉
仕
す

る
も

の
と

し
て
考
・兄
ら
れ

て
き

た
。

し

か
し
、

も

し
、

官
僚

が
、

決
定

的
な
プ

ロ
グ

ラ

ム
を

も

っ
て

い
な

い
と

し
た

ら
、

ど

う
な

る

か
?

も

し
事

業
が
、

複

数

の
も

の
で
あ

っ
た

ら
ど

う
な

る

か
?

そ

の
優

先
順

位
が

あ

ら

か
じ

め
決

め
ら

れ

て

い
な

か

っ
た

ら

ど
う
な

る

の
か
?

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
の

ケ
ー

ス
が

こ
れ

に
あ

た

る
。

連

邦
政

府

は
、

こ
れ

ら

の
問
題

か
ら
、

我

々
の
市

を
救
済

す

る
新

し

い

ア
イ
デ

ア
は
な

い
と

い
う

こ
と
を
認

め
て

お
り
、

地
方

の
地

域
社
会

に
そ
れ

を
求

め

た

の
で
あ

る
。

法

の
制
定

過

程
史

は
、

住

民
参

加

の
要
求
が
、

プ

ラ

ソ

ニ
ン
グ
と
、

そ

の
後

の
行

政
機

能

を
融

合

さ

せ
る
意
向

を
も

つ
て
い
た
と

明
確

に
述

べ

て

い
る
。

従

っ
て
、

地
方

の
事

業

に
継

続
す

る
問

題

は
、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア
に

お
け

る
よ

う

に
、

地

域
自

治

の
も

と

に
、

地
域

自
身

で
解

決

さ
れ

る
べ
き

で
あ

っ
た

の

で
あ

る
。

さ

て
原

告

は
ど

う

し
た

ら
、

地

方
自

治

の
必

要
性

を
証

明

で
き

る
か
、

ど

う

し
た

ら
将

来

の
A

W
C

の
地

位
を

回
復

で
き

る
か
、

そ
れ

に
は
四

つ
の
こ
と
が

考

え
ら

れ

た
。

第

一
に
は
、

過

去

の
参

加

に

つ
い
て

の
政

治
的

な
努

力

に

つ
い
て
よ
く

知

っ
て

い
る
者

が
、

専
門

的

な
証

人
と

し

て
呼
ば

れ

る

こ
と

で

あ

る
。

彼

の
証

言

は
、

参

加
が

行

政
上

の
目
的

の
み

に
奉

仕

し

て

い
る
場

合

の

フ
ラ

ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ソ
や
、

不
信
を

論

じ

る
べ
き

で
あ

る
。
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彼

は
ま
た
、

一
九

五
〇

年

代
、

六
〇

年
代

の
都

市
再

生

に

お
け

る
参

加

の
歴
史

に

つ
い
て
詳

細

に
話

す

べ
き

で
あ

る
。
参

加

に

つ
い
て

の

期
待

は
た

か
ま

り
、

や
が

て
、

O

E
O

に
よ

っ
て
参

加

は
強

制
さ
れ

、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
で
は
中

程
度

の
参
加
が

保

障

さ
れ

た
。

そ

こ
で
は

初

め

の
頃

の
妥
協

と
、
あ

と

に
な

っ
て
は
、

ワ

シ
ン
ト

ン
か

ら

の
支

配

に
よ

っ
て
、

絶
滅

の
危
機

に
た
た
さ

れ

て

い
る

こ
と
が

主

張
さ
れ

る

ぺ
き

で
あ

ろ
う
。

第

二

の
証
人

は
、

彼

の
専
門

的

な
知

識

に
精

通

し

て
い
る
都
市

計

画
者

で
あ

る

べ
き

で
あ

る
。
彼

は
プ

ラ

ン

ニ
ソ
グ

ス
タ

ッ
フ
と

し

て
、

地
域

住

民
や

マ
イ
ノ

リ
テ

ィ
グ

ル
ー
プ

の
た

め

に
働

い
て

い
る
擁

護

者

や
、

相

手
方

の
プ

ラ

ン
ナ
ー

の
概

念

に

つ
い
て

の
展
開

を
あ
と

づ

け

る

か
も

し
れ

な

い
。

こ

の
証

言

の
ポ

イ

ソ
ト

は
、

住

民
を

バ

ッ
ク

ア

ッ
プ

す

る
独

立

し
た

ス
タ

ッ
フ
の
必
要

性

を
強

調
す

る

こ
と

で
あ

る
。第

三

の
証

人

は
、

官

僚
制

と

行
政

手
続

の
機

能

に
精

通
し

た
専

門
家

で
あ

る
ぺ
き

で
あ

る
。

彼
が
与

え

る
と

こ
ろ

の
証

拠

は
、

計

画

の

区
分

、

ス
タ

ッ
フ
等
が

い
か

に
計

画
を

停

止
さ

せ
た
り
、

無

力

に
す

る
か

を
示
す

こ
と

で
あ

ろ
う
。
彼

は
計
画

の
実

施
と

評
価

の
機
能

を

区

分

す

る
こ
と
が

、

正
当

で
あ

る

こ
と

を

指
摘

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

し

か
し

そ

の
評
価

は
、

地
方

の

レ
ベ

ル
で
は
ど

の
道
、
実

施
さ

れ

る

べ
き

で
は
な

い
。

ワ

シ

ン
ト

ソ
は
、

そ

の
よ
う

な
見

解

を
、
伝

統

的

に
信

用

し
な

い

の
で
、

こ
の
利
害

の
衝
突

に

つ
い
て
の
特
殊

な
申

し
立

て

は
、

H

U
D

の
側

に

お
け

る

"
つ
け
た

し

"

の
問
題

と
な

ろ

う
。

論
争

の
四

つ
目

の
問
題

は
、

社
会

学

者

や
社

会

心

理
学

者

か
ら
、

引

出
さ

れ

る
。

こ

の
証

言

は
、

な
ぜ

こ

の
よ
う

な
問
題
が

生
じ

て
く

る

の
か

に

つ
い
て
、
あ

る
洞
察

を

も
た

ら
す
。

住

民

グ

ル
ー
プ

は
、

子
供

や
そ

の
両
親

が

そ
う

で
あ

る

よ
う

に
、

自
由

と
能

力

の
程
度

を

た

め

し
た

い
の

で
あ

る
。

さ

ら

に
新
し

い
グ

ル
ー
プ

が
形
成

さ

れ

る
な

ら
ば
、

そ

の
目
的

の
も
と

で
同

じ
様

な
葛

藤

に
基
づ
く

、
同

じ

よ

う

な

プ

ロ
セ
ス
が

生
じ

る

で
あ

ろ

う
。

も

う

ひ
と

つ
の
ポ

イ

ン
ト
を
あ

げ

よ
う
。

(36?)S9



も

し
、

モ
デ

ル
シ

テ

ィ
が

伝

統
的

に
政

府

に
よ

っ
て
実

行

さ
れ

た
事

業
を

供
給

す

る

こ
と

で
あ

る
な

ら
ば

、

そ

の
活
動

は
、

住

民

に
と

っ
て
政
府

の
活
動

と

同
様

に
重

要

で
あ

る
。

地
域
社

会

に
お

い

て
選

挙
さ

れ

た
職
員

が
、

軽

々
し
く

仕
事

を
引

渡

さ
な

い
よ
う

に
、

裁

判

所

は

こ

の
状

況

を
政

府

の
活

動
と

同
じ

よ
う

に
扱

う

べ
き

で
あ

る
。

多
層

な

側
面

か

ら
な

る
動
的

な
社

会

に
お

い
て
は
、

そ

の
権

力
が

お

か
れ

る
政

府

の
椅

子

は
必
ず

し
も

市
役

所

で

は
な

い
。

裁
判

所

は
、

住

民
自

身
が

権

力

の
所

在

地

に
な

る
場
合

に
は
、
適

切

な

法
的

な
枠

組
が

、

住
民

を
見

守

る

よ
う

に
行
動
す

べ
き

で
あ

る
。

何

よ
り
も

ま
ず

こ

の
こ
と

は
、

裁

判
所

の
役

割

は
、

"
政
府

"
を

認

め
、

正
当

化

し
・

そ

の
結

果
、

裁

判
所

が
後

に
政

府

を

よ
り

よ
く

コ
ソ
ト

ロ
ー

ル
で
き

る
よ
う

に
す

る

こ
と

に
あ

る
こ
と

を
示

し

て

い
る
。

あ

る
者

は
、

A

W

C

の
控
訴

審

の
判

決

か
ら
、
勇

気

を
得

た

が
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
に
お
け

る
人

々
の
志

気

は
、

ど

の
地
方

で
も

ひ
ど
く

た

る
ん

で
ぎ

て

い
た
。

一
九

七
〇

年

一
〇

月

一
日
、

ロ
ム

ニ
ー
長
官

は
、

市
長

の
選

ば

れ
た

グ

ル
ー
プ

に
、

財
政

上

の
権
限

と
政

策

調
査

権

を
与

え

る

こ
と

を
明

ら

か

に
し
た
。

も

し
、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア
で
す

で

に
こ
う

い
う

こ
と
が

な

さ
れ

て

い
た
ら
、

A
W
C

の
結

果

は

異
な

っ
て

い
た

か
も

し
れ

な

い
。

(
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
に
お
い
て
も
、

一
九
七
〇
年

一
〇
月
、
四
七
人

の
個
人
か
ら
な
る
新
し
い
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
の
委
員
会
は
、
そ
れ
以
後

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
住
民
参
加
団
体
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
差
し
戻
し
地
裁
は
、

後
述

の
よ
う
に
、

新
し
い
住
民
委
員
会

の
メ
ソ
バ
ー
四
七
人

+
五
人
が
、
A
W
C
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ァ
の
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
事
業
は
現
在

で
も
、
鳶

⊂
ボω
・◇
}

ω
ωOω
の
参
加
を
伴

っ
て
機
能
し
て
い
る
と
認
定
す
る
こ
と
に
な
る
。)

控

訴
審

判

決

に
関

す

る
よ
り

深
刻

な

課
題

は
、

参

加

で
あ

れ
、

交

渉

で
あ

れ
、

協

議

で
あ

れ
、

判

決

は
、

そ

の
認

可

に
対

し
市
、
住

民
、

H

U

D

の
す

べ

て

の
当

事
者

を
含

む

こ
と
を

要

求

し

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

も

し
・

H
U

D
が

、

住
民
参

加

に
関

す

る
規
定
が

な
け
れ
ば

、

そ

の
認

可
を
市

に
与

え
な

い
と

し
た

ら
ど

う
だ

ろ
う

か
。

そ

の
場
合

は
、

も

ち

ろ
ん
市

は
降

伏

し
、
住

民

に
参
加

に
関

す

る
条
件

を
受

け

入
れ

る

よ
う
説

得
す

る
方
向

に
行
く

だ

ろ
う
。

一
九

六
九
年

の
春

に
、

フ
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イ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
が

H

U
D
と
交

渉

し

て

い
る
時

の
状

態

は
、

そ

の
よ
う

な
も

の
で
あ

っ
た
。

そ

こ

で
は
交
渉

は
、

市
と

住
民

の
側
が

一

方

の
側

に
あ

り
、

H
U

D
が
交

渉
相

手

で
あ

っ
た

。

計

画

に
従

っ
た

内
容

は
、

「
ワ

シ
ン
ト

ン
に
彼

ら

の

ケ
ー

ス
を
提

示

し
、

住
民

の
よ

り
広

い
範

囲
を
処

理
す

る
地

方
政

府

の
能

力

を
広

げ

る
」

と

い
う
、

法

の
執
行

官

に
よ

っ
て
解

釈

さ
れ

た
法

制
定

史

に
含

ま
れ

た
理
念

に

一
致

し

て

い
た
。

し
か

し
な
が
ら
、

住

民
参

加
自

身

が

問
題

に
な

っ
た

時
、

す

べ

て

の
部

面

で

の

"
地
方

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

"
と

い
う
法

の
命
令

が
実

行
さ

れ

る
な

ら
ぽ

、

H

U
D

の
役

目

は
変

わ

ら
な
け

れ
ぽ

な

ら
な

い
。

H

U

D
は
そ

の
時

に
は
市

と

住
民

の
間

の
交
渉

者

と
仲

介
者

に
な

ら
な

け
れ
ぽ

な

ら
な

い
。

H

U
D

は
、

司

法
審
査

に
従

っ
て
、

参
加

の
問

題
を

判
断

し

な
け

れ
ぽ

な

ら
な

い
。

控

訴
審

判
決

に

つ
い
て

の
問
題

は
、
判

決

が

こ

の
こ
と
を
十

分

に
説

明
し

て

い

な

い
と

い

う

こ

と

に
あ

る
。

H
U

D
と

市
が
、

偏

つ

て
行

動

し
た

と

い
う

こ
と

を
支

持
す

る

こ
と

は
、

以
前

の
交

渉
が

、
ど

の
よ
う
な

も

の
で
あ

っ
た

か
を
語

る

こ
と

に
は
な

ら
な

い
。

問

題

は
、

交
渉

の
テ

ー
ブ

ル
の

サ
イ
ズ

と
型

で
あ

る
。

し

か
し
な
が

ら

究
極

の
と

こ
ろ
裁
判

所

は
、
契

約

の
問
題

に
問

題
を

限
定
す

ぺ
き

で
あ

る
。

ア メ リカにみ る参加 と法(3)

契
約
を

ル
ー
ズ

に
解
釈
し
て
お
く

こ
と

は
、

こ
の
形

の
将
来

の
契
約
を
も

っ
と
詳
細
な
も

の
に
す

る
で
あ

ろ
う
。
将
来

の
交
渉
は
、
存

在
期
間
、
権
力
、
参
加
す
る
住
民

の
配
置
を
通
じ

て
考
え
る
よ
う

に
強
制
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
同
様

に
、
将
来

の
裁
判
所

は
、
契
約
が
起

草
さ
れ
た
時
点

に
お
い
て
、
存
在
す
る
規
則

に
照
し
、
契
約
を
解
釈
す

る
こ
と

に
賢
盟

な
る
だ
竃

・
行
啓

竺

般

に
連
邦
補
助
金

に
関
す

る

以
前

の
規

則

の
み
を

適
応
す

る

よ
う

に
制
限

さ

れ

る
べ
き
と

い
う

よ

う
な

こ
と
が
、

議
論

さ

れ

る

こ
と

に
な

る

か
も

し
れ
な

い
。

参

加
を

伴
う

事
業

に
お

い

て
、

こ

の
点

は
特

に
よ
く

強

調
さ

れ

な
け

れ
ぽ

な
ら

な

い
。

そ
う

で
な

い
と
、

そ

の
た

め

の
特

別

の
行
政

が
、

住
民

参

加

の
犠

牲

の
う

え

に
、

事

業

に
柔

軟

性
を

与

え

る

こ
と

に
な

ろ

う
。

そ

の
よ
う

な
状

況

の
も

と

で
は
、

参

加
が

作

用
す

る

の

は
難

し

い
。

(3fi.9)9!



モ
デ

ル

シ
テ

ィ
に
お
け

る
参

加

の
問
題

は
、

一
般

に
官

僚

政
治

の
問
題

な

の

で
あ

る
。

あ

ま

り

に
沢

山
規

則

(毎
一。
伴

.。雅
一鑑
8
)
が

あ

り
、
全

部
を

調

和
さ

せ
よ
う
と

す

る
圧
力

の
た

め

に
、

政
策
が

こ
わ
れ

て
し

ま
う

可
能

性

が
あ

る
。

ニ

ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
以
来

、

こ

の
国

が
学

ん

だ

こ
と

は
、

社
会

政

策
を

計

画

し
、

合

理
的

に
調
整

す

る

こ
と

は
実

質

的

に
不
可
能

だ
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ
の

こ
と

は
、

社

会

政

策
を

や
め

る
べ
き

だ
と

い
う

こ
と

で
は
な
く

、

ワ

シ

ン
ト

ソ
が

制
限
を

加

え
す

ぎ

て
は

な
ら
な

い
と

い
う

こ
と

な

の
で
あ

る
。

政
策

決
定

の
権
限

は
で
き

る
だ

け
小

さ
く

し
、

非
連

邦
化

し
、

地

方

の
管

理
を
重
視

す

べ
き

だ
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
の
立

法

過
程

は
、

こ
う
し

た
方
向

を

歩

み
だ
す

第

一
歩
と

な

っ
た

の
で
あ

る
。

(
1
)

ノへ 　 ノへ 　 ノへ 　
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⑭

差

し
戻

し
地

裁
判

決

1

判
決

の
内

容

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
を

批
判
す

る
住
民

グ

ル
ー
プ

に
よ

る
訴

訟

(偽
卜ooQ
哨
5
bo(一
刈
切膳
)

は
、

控

訴
審

判

決

に
よ

っ
て
、

地

裁

に
差

し
戻

さ

れ
た
。

地

裁

の
ジ

ョ
ソ

・
モ
ー

ガ

ン
、

デ

ィ
ビ

ス
判

事

は
、

以
下

の
よ

う

に
判

決

し
た
。

証
拠

は
、

ω

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事

業

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に
基

づ

い
て
、
被

告

で
あ

る
公
務

員

の
指
導

の
も
と

に
、



ア メリカにみる参加 と法(3}

操
作
さ
れ

て
き
た

こ
と
、
②
原
告
住
民
グ

ル
ー
プ
は
、
常

に
事
業

の
計
画
過
程

に
参
加
す
る
機
会
を
も

っ
て
い
た
こ
と
、
㈹
市
は
政
策
上

の
論
争
と

は
完
全

に
分
離
さ
れ
た
理
由
か
ら
、
契
約
を
終
了
し
た

い
と

い
う
動
機

は
も

っ
て
い
た
け
れ
ど
、
原
告
と
市

の
間

の
契
約

の
終

了
自
体

は
、
原
告
自
身

の
行
動

の
結
果
す

る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ω
原
告
の
契
約
が
終
了
し
た
あ
と

に
形
成
さ
れ
た

『
住
民
委
員
会
』
は
、

現
在
住
民
参
加

の
単
位
と
し
て
機
能
し

て
い
る
。

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
訴
え
は
、
棄
却
さ
れ
る
。

　　

　

2

判

旨

(O℃
5
δ
コ
)
と

指

令

(。触伽
。触)
(
(注
)

裁
判
所
又
は
裁
判
官
に
よ

っ
て
な
さ
れ
る
指
令

店
落
。仲凶8
。
判
決
に
は
含
ま
れ
な

い
。
。誌
鶏

に

対
す
る
申
立
は

ヨ
。仲δ
旨
で
あ
る
。
)

原
告

窯
o
Hひ

Ω

q

>
器
β。
-芝

罷
Φ
O
o
・琶
。
戸

ζ
P

(〉
≦

O
)
は
、

ペ

ソ

シ

ル
ヴ

ァ

ニ
ア
の

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア
に
主

た

る
活
動

の
拠
点

を
も

っ
た
非

営

利
団
体

で
あ

る
。

A
W

C

の
基

本
的

な
機

能

は
、

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
計
画
期

間
中
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
の
対
象

地
域

の
住
民

を

代
表

し
、
事

業

に
お
け

る
住

民

参
加

を
供

給
す

る

こ
と

で
あ

る
。

各
原

告

は
、

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
が

行

わ
れ

て
い

る
対

象

地
域

の
住

民

で
あ

る
。

原
告

は
、

こ

の
訴
訟

を
自

分

自
身

の
た

あ

に
、

ま
た

法

(殉
巳
Φ
器

(げ)

(N
)
。
=

冨

男
盆
①「巴

幻
巳
窃

。
{
Ω
乱

甲
9
&
葺
①)

に
従

っ
て
、

同
様

な
状

況

に
あ

る
す

べ

て
の
人

々
の
代

表
と

し

て
行

う
。

被

告

は
、

ロ
ム

ニ
ー
長
官

.
H
U

D

.
フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア
市

長

・
フ

ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
市

・
そ
し

て
、

ワ
ト

ソ
ソ

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行

政
官

で
あ

る
。

原
告

は
こ

の
訴
訟

で
、

卜o
QQ
d
ド
ψ
○

》
・
脇

回
ω
ω
ピ

h
も。
①
H
な

ら
び

に
、
「
法

に
よ

っ
て
再

審

査
が
規

定

さ

れ

て

い

る

も

の
、

ま
た
、

裁

判
所

に
お
け

る
他

の
適

切

な

救
済

手

段

を

も

た

な

い

行
政

機

関

の
行
為

は
、

司
法

審
査

に
従

う
」

と

す

る
連
邦
行

政

手
続

法

(旬
9
ψ
ρ

(371)93



♪
'
雪

電
)
に
基

づ
き

、
命

令

的

差
止
命

令
を

求

め
て

い
る
。

訴
訟

に
お

い

て
両
当

事

者

は
、

こ
の
審

理
が
、

予

備
的

差
止

命
令

に
お
け

る
審

理
と
同

様
、

本

案

に
対

す

る
最

終
的

な
審

理
と
さ

れ

る

ぺ
き

こ
と

に
同
意

し

て

い
る
。

原

告

は
、

ω
連
邦

補
助

に
対
す

る
適

格
性

を
得

る
た

め

に
、

「
包

括
的

な

市

の
デ

モ
ソ
ス

ト

レ
ー

シ

ョ
ソ
事
業

は
、

事
業

に
お
け

る
幅

広

い
住

民
参

加
を
伴

わ
な

け

れ
ぽ

な

ら
な

い
こ
と

、

そ

し

て
長
官

は
、

プ

ラ

ン

ニ
ン
グ

に
お

い

て
、

地
方

の
イ

ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ

を
強

化

し

な

け

れ
ば

な
ら

な

い
。
」

(お

d
・ω
邑ρ
〉
・
詔
ωω
O器

×
N}℃
ωω
Oω
ε
)ε
)
そ
し

て
②

A
W
C

は

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア
の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
プ

伊
グ

ラ

ム
の
住

民
参

加

の
単

位
と

し

て
回
復

さ

れ

る

べ
き

か
ど

う
か
、

に
関

す

る
争

点
を
裁

判
所

に
提

出
し

た
。

こ

の
事

件
を

地
裁

に
さ

し
も

ど

し
た
第

三

巡

回
区

控

訴
裁

判
所

の
支

持

に
従

い
、

審

理

(伽
齢同一、一
裁
判
所
に
お
け
る
事
実
上
の
ま
た
は
ー

及
び
1

法
律

の
争
点
に

つ
い
て
の
審
理
。
冨
践

お

よ
り
正
式
と
さ
れ
る
)
は
、
「
A
W

C

は
、

そ

の
地

位
を

回
復

さ

せ
ら
れ

る

べ
き

で
あ

り
、

H
U

D

・
市

・
モ
デ

ル

シ
テ

ィ
行
政
官

に
よ

っ
て
と

ら

れ
た
行

動

は
、

違

法

で
あ

る
」

と
す

る
原
告

の
主

張
を
、

理

非
曲
直

に
判
断

し
た

。

そ

の
結

果
、

以

下

の
よ
う

な
理
由

に
基

づ
き

、

当
裁

判
所

は
、

「
フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

の

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事
業

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に
従

い
操
作

さ

れ

て

い
る
」

と

判
断

し
、

当
裁

判

所

は
、

「
フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
の
住

民
参

加

の
単
位

と

し

て
、

A

W
C

の
地

位

の
回
復

を
、
強

制
す

べ
き

で
な

い
」

と

判
断
す

る
。

3

バ

ッ
ク
グ

ラ
ウ

ン
ド

一
九

六

六
年
、

議
会

は
、

都

市
生

活

の
質

を
改

良

し
、

ア

メ
リ

カ

の
都
市

の
大

問
題

に
対

処
す

る

こ
と

に
お

い
て
、

都
市
住

民
を
援

助

す

る
必
要

性
を

認

め
、

こ
の
必
要
性

に
対

処
す

る
た

め

に
、
議

会

は

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
を

通
過

さ

せ
た
。

モ
デ

ル
シ

テ

ィ
事
業

の
目
的

は
、

「
お

d
・9
ρ
〉
.

伽
。。
。。
露

が

規

定
す

る
よ
う

に
、

関
連

領
域

に
住

ん

で

い
る
人

々
の
居

住
条

件

を
改

良
す

る
た

め

に
新

し

い
創

造
的

な
提

案
を

含

む
地

方

レ
ベ

ル
で
準

備

さ
れ
、

計

画
さ

れ

た
包

括
的

な

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

を
計

画

し
、
発
展

さ

せ
、
実

行
す

る
た

め

に
、

あ

ら
ゆ

94(372}



ア メ リカにみる参加 と法 ㈲

る
規

模

の
市

に
対

し

て
、
附
加

的
な

財
政

的

・
技
術

的
援

助

を
供

給
す

る

こ
と
L

に
あ

る
。

地
方

の
主

導
性

と

住
民
参

加

は
、
効

果
的
な

事

業

に
対
す

る
基

調
と

考
え

ら
れ

た
。

こ
う
し

た
考
え

は
、
「
モ
デ

ル

シ
テ

ィ
地
区

住
民

の
生

活

の
質

を
改

良
す

る

こ
と

は
、
人

々
自
身

の
積

極

的

な
行

動

に

よ

っ
て

の
み
達

成

さ
れ

う

る
…

…
」

と
述

べ

て

い
る
H

U
D

の
政
策

の
声

明

に
よ

っ
て
表

現
さ

れ

る
。

こ

の
こ
と

は
・

彼

ら

の
地
域

の
社
会

的
、

物

理
的

問
題

を
解

決
す

る

こ
と

に
効

果
的

に
参

加
す

る
感

情

・
能

力

・
自
意

識
を

打
ち

た

て
る

手
段
を

要
求
す

る

(Ω
)
》

訂

偉
霞

2
9
ρ

O
g

ω
O
噂
一り勲
、
原
告
証
拠
書
類
⑤
)。

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
法

の
文

言

の
も
と

で
、

長
官

は
補

助

金
を

与

え
、

C

D

A
が

、
包

括

的
な

シ
テ

ィ
デ

モ
ン
ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ソ
事

業
を

計

画

し
、

展

開

し
、

実
行

す

る
た

め

の
技
術
的

援

助
を

与

え

る

こ
と

を
権
威

づ

け

ら
れ

て

い
る

(お

q
ω
・ρ
〉
・
㈱
ωω
ob。
)。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

の
も
と

で

の
補

助
金

を

う

る
た

め

の
条

件

の
ひ
と

つ
は
、

「
事

業

に
お
け

る
広
範

な
住

民
参

加
」

で
あ

る

(禽

9
¢

ρ
〉
・

㈱
ω
G◎8
雷
×N))
。

長
官

は
、

各

市

の
デ

モ
ン
ス

ト

レ
!

シ

ョ
ン
事
業

を

審
査

し
、

基
金

が

割
当

て
ら

れ

る
前

に
、

各
事

業
が

偶
N
q
.¢
ρ

鋭

伽
G。
。。
O
ω

の

基

準

に
対
応

す

る

こ
と

を

み

い
だ
さ

ね
ば

な
ら

な

い

(島

d
・q。
・ρ
》

伽
ω
。。量

包
)。

一
九

六

七
年

三
月

三

日
、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア
市

は
、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア

の
た

め

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
を

計

画

し
、

展
開

す

る
た

め

の
補

助

金
を

申
請

し
た
。

そ

の
後

ま

も
な

く
、

A

W
C
が

、

い
く

つ
か

の
既
存

の
組
織

か
ら

組
織

さ
れ

た
。

そ

し

て

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ

ア

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事

業

の
た

め

の
地
方

レ
ベ

ル
で
の
住
民

参
加

の
単

位
と

し

て
行

動
す

る
た

め

に
市
と

契

約
を
結

ん
だ
。

契

約

に

つ
い
て

の

い
く

つ
か

の
再

履
行

と
契

約

の
延

長

の
後

で
、

新

し

い
契
約

の
た

め

の
交

渉
が
、

行
き

づ

ま

り
状
態

に
達

し

た

一
九

　

六
九

年

六

月
三
〇

日

に
契

約

は
終

了
し
た
。

A
W

C

は
、

住

民
参

加

の
単
位

と

し

て
機

能
す

る

こ
と

を

や

め
た
。

そ

し

て
新

し

い
組

織
が
、

溜(

そ

の
地
位
を
占
め
る
た
め
に
設
立

さ
れ
た
。

95

新
し
い
契
約

に
関
す

る
交
渉
が
失
敗
し
た
後

で
、

A
W
C
は
、
提
案
さ
れ
た
新
し
い
契
約

に
お
け
る
あ

る
種

の
規
定
が
不
法
で
あ
る
と



主

張
し

て
、

そ

の
復

位
を

求

め
て
訴

訟
を
提

起

し
た
。

69

控
訴
審

は
、

A
W
C
が
、
異
議
を
唱
え
て
い
る
規
定

は
、
住
民
参
加
団
体
A
W
C
の
事
業

へ
の
参
加
を
減
少
さ
せ
る
も

の
で
あ
り

モ
デ

ル

　

シ

テ

ィ
事

業

に

お

け

る

主

要

な

政

策

の

変

化

を

含

ん

で

い

る

と

判

示

し

た

(乞
。
喜

O
ξ

〉
..
甲
ヨ

α
.
O
。ロ
昌
。一一
～

菊
。
菖
昌
.
嘱
舶
・。甦
づ
.
餌
層
鋤
隻

㎝
。。
)
。

躍(

控
訴
審

は
ま
た
、

「
長
官
は
、

住
民
参
加
な
し
に
新
し

い
政
策
を
受
領
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
を
犯
し
た
」
と

い
う

こ
と
を
判
示
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
控
訴
審
は
、
新
し

い
政
策
が
、

不
法

で
あ

る
と
さ
れ
て
以
来
、

H
U
D
と
市

に
よ

っ
て
と
ら
れ
た
す
べ
て
の
行
動
が
、

不
法
で
あ

る
か
具
体
的

に
検
討
す

る
傾
向

に
あ

る
。

こ
の
裁
判
所

の
決
定

は
、
審
理
に
お

い
て
引
き
だ
さ
れ
た
複
雑
な
事
実

の
上

に
な
り
た

っ
て
い
る
。

そ

の
事
実

の
多
く
は
、
控
訴
審
裁
判
所

に
お
い
て
そ

の
争
点
を
裁
定
し
た
時

に
は
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
事
実

は
・
当
該
裁
判
所

の
立

場
と
、
叢

者

の
立

場
を
完
全

錘

解
す
る
た
め
に
、

こ
.」
で
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

4

事

実

市
と

A
W
C

の
間

の
最

初

の
契
約

は
、

一
九

六
七
年

八
月

一
二

日
に
行

わ
れ

た
。

こ
の
契

約
当

時
、

A
W

C
は
、

一
六

の

"
構
成

体
〃

(鵠
`
げ駒。)
か
ら
な

る
組
織

で
あ

っ
た
。

各

"
構

成
体

"
は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
の
対

象
地

域

の
地

理
的

な
領

域
を

ヵ
バ

ー

し

て
い
た
。

A

W
C

は
・

九
二
人

の

メ
ン
バ

ー
か
ら

な

る
委

員
会

と
、

執

行
委

員
会

を
も

っ
て

い
た
。
契

約

に
お

い
て
、

A
W
C

は
、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事
業

に

関

す

る
契
約

を
行

う

こ
と
、

一
般

的

な
行

政

上

の
そ

し

て
、
実

施

上

の
監
査

を
う

け

る

こ
と

に
同
意

し

て

い
た
。

A
W
C

は
適

切
な

財
政

上

の
記

録
と
・

そ

の
仕

事

に
関

し

て
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行
政

官

に
報

告
を
す

る

.」
と

と
さ

れ

て

い
た
。

契
約

は
ま
た
、

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ

ア
自

治
憲

章

の
文
言

に
従

っ
て
、

な

さ
れ

た

も

の
で
あ

っ
た
。

一
九

六
七
と

六

八
年

、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

は
、

計

画

の
段

階

に
あ

っ
た
。

そ

し

て
、

そ

の
法

令
上

の
命

令

に
従

い
、

H
U

D
は
、

そ
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の
事

業

の
様

々
な
側

面
を

処

理
す

る
政

策
表

明
を

次

々
に
提

出

し
た
。

そ

こ
に

は
、

C

D

A
文

書

(O
一)〉

ピ
o
詳
①窮
)
と

し

て
知

ら
れ

た

一
連

の
も

の
が
あ

っ
た
。

C

D
A
文
書

は
、

住
民
参

加

団
体

は
・

事
業

を

計

画
し
、

監
視

し
、

評
価

す

る
た

め

に
用

い
ら
れ

る

べ
き

で
あ

る
と

し

て

い
る

(O
o
>

い
接
魯

ぎ

診

。
住

民
参

加
団
体

は
・

事
業

の
実

施
者

で
は
な

い

(寓
。印ぎ

2
↓

Φω
や
o。。
㎝)
。

H

U

D

に
よ

っ
て
定

義

さ
れ

た
住

民
参

加

は
、

「
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

に
お
け

る
住

民

の
構

成

要
素
は
、
地
方
政
府

に
絶
対
的

に
委
ね
ら
れ
た
政
策
決
定
過
程
に
接
近
し
、
影
響
を
与
え
る
こ
と
」
を
意
味
し
て
い
た

↓
窃

い
聾
霞

ぎ
』

∪

Φ
。
・

お

①
o。
噸

ヤ

ま

(
勺
ふ

)
)
。

一
九

六
九
年

二
月

五

日
、

地
方

機

関
相

互

調
整

委

員
会

(鮪
菊
。σ・
…§

=
幕

玉

讐

畠

0
8
感

翼

ぎ
α・

9

厨
藍

§

屋

①仲露

)
が
・

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
基
金

に
対
す

る
市

と

A

W
C

の

一
九

六

八
年

の
報

告

(。。ロ
げ
日
諺
ざ
自
)
を
審

査
す

る
た

め
に
、
も

た

れ
た
。

会

合

に
は
、

H

U
D
と

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
C
D

A

(齢ゴ
o
O
津
団
帥"
血
L♪
ぐ
『
○
)
が

出
席

し
た
。

会

合

に
お

い
て
、

利
害

問

題

の
対

立
が

生

じ
た
。

利
害

の
対

立

に
関
連

し

て
、

H
U

D

は

「
も

し
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
を

計

画

し
、
評

価

し
た
住

民
参

加

団
体

、
主

と

し

て
、

A

W
C
が
、

事

業
を

ま

た
実
施

し
た
な

ら
ば
、

生

じ

る

か
も

し

れ

な

い
問
題
」

を

示
唆

し

て
い
た
。

二
月

五

日

の
こ

の
会

合

に
出
席

し
た

ミ
ー

ク
氏

(A
W
C
の
執
行
委
員
長
)

は
H

U
D

の
政
策

に
気

づ

い
て

い
た

(ζ
Φ卑

窯
↓

ば
α-
置
メ

国
Φ巴
団
2
↓

⑦
ωω
)。

一
九

六
九

年

三
月

一
九

日
、

テ
イ

ト
市

長

は
、

H

U

D

の
副

長
官

(製
。凱

=
●
=
篭
Φ)
か

ら
文

書

を
受

け
と

っ
た
。
文

書

は
・

他

の

モ

デ

ル

シ
テ

ィ
の
市
長

に
送

ら

れ
た
文

書

と
同

様

の
も

の
で
あ

っ
た
。

文

書

は
H

U

D

の
住

民
参

加
政

策
を
、

最

も

明
確

に
表

明
し

て
、

次

の
よ
う

に
述

ぺ

て

い
た
。

「
H
U

D

の
政
策

は
、

地
方

の
C

D
A

(そ
し
て
彼
ら

の
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
と
住
民
参
加

の
諸
支
部
)
は
、

事

業
実

施
者
と

し
て
活
動

す

る

こ
と

を
意

図
す

る

も

の

で

は

な

い
。
」

と

。

O
O
>

常

§

同
2
ρ

①
は
、

特

に

「
C

D

A
は
、

二
重

の
操

作
機

能
を
も

つ
機

関

で
あ

る

こ
と

を
意

味

し
な

い
」
「
C

D
A

は
、

モ
デ

ル
地
区

に
影

響

を

与

え

う

る
新

し

い
あ

る

い
は
既
存

の
機

関

の
活
動

を
調
整
す

る
こ
と

を
期

(375)97



待

さ
れ

て

い
る
。

C

D

A
は
ま

た
補

助
基

金
を
、

既
存

の
機

関

に
影
響

を
与

え
、

現

在

の
業
務

や
優

先

順
位
を

修

正
さ

せ
)

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
計
画

の
結

果
と

し

て
設

立
さ

れ

た
事

業

や
目
的

に

一
致

さ

せ

る
よ
う

に
使
用
す

る

こ
と

を

期
待

さ
れ

て

い
る
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
推
進

の

一
環
と

し

て
計
画

さ

れ
た

新

し

い
事

業

を
実

行
す

る

た
め

の
、

既
存

の
適

切

な
機

関
が

な

い
場
合

に
は
、

市

は
、

非
営

利
団

体

の
よ
う

な

新

し

い
実

施
機
関

を

組
織

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

C

D
A
や

そ

の
住

民
委

員
会

は
、

最

後

の
緊
急

避

難
的

意
味

に
お

い
て

の
み
、

次

に
は

過
渡

的

な
意
味

に
お

い
て
の

み
、

事
業

の
実
施

老
と

し

て
機

能
す

る
。

も

し
、

C

D
A
が
、

事

業

の
実

施
者

に
な

る
な
ら
ば

、

当
該

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

は
、

そ
れ
が
意

図

し

て

い
る
制
度

上

の
役

割

変
更

や
資

源

の
わ

り
あ

て
、

調
整

を
効

果

的

に
遂

行
す

る

こ
と
が

で
き

ず
、

乏

し

い
資
源

を
争

っ
て

い
る
他

の
地

方
事

業
と

ま
さ

に
同

じ

も

の
に
、

た

や

す

く

転

嫁

し

て
し
ま

う

こ
と

に
な

る

で
あ

ろ
う

。
L

こ
と
を

指

摘

し

て

い
た
。

ミ

ー
ク
氏

は
、

三
月

一
九

日
付

の
文

書

を
知

っ

て

い
た
。

そ

し

て
、

「
彼

は

(そ

の
こ
と
は
議
事
録
に
残
さ
れ
て
は
い
な

い
が
)

そ

の
内
容

に

つ
い

て
、

A

W
C

の
行
政

部

と
論

じ

た
。
」
と

証

言

し

て

い
る

(ζ
ぐb①押
窯
]り
H㎝
蔭
-
μ㎝㎝
)。

一
九

六

九
年

四
月

一
五

日
、

バ

ッ
グ

氏

(甘
ぎ

しロ
謎
σq
。。

当
時

ワ
シ
ソ
ト
ソ
の
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
行
政
局

の
副
局
長

U
."坦
身

9
円①。紳。.

。h

鋳
。

ζ
&

㊥
一
〇
三
①
。・
》
畠
臥

駐

冨

け冨

ヨ

乏

霧
葺

邸・
8
旨
)

と

そ

の

ス

タ

ッ

フ

で

あ

る

ジ

ョ

ソ

(O
ゲ
①
。・§

冒
・
。
。。矯
鎚

。。
一暫
中

ヨ
①
ヨ
冨
吋)

は

、

被

告

ワ

ト

ソ

ソ

(
H
U
D
の
地
方
事
務
所
の
役
人
)
と

ミ
ー

ク
氏
、

さ
ら

に
A

W
C

の

ス
タ

ッ
フ
に
あ

っ
た
。

会

合

は
、

一
九

六
九

年

三
月

一
九

日

の

ハ

イ

ド
文
書
、

な

ら
び

に
、

財
政

上
、

行

政

上

の
政
策

に
関

連

し

て

い
た
。

一
九

六
九

年

四
月

一
九

日
、

バ

ッ
グ
氏

は
、

一
九

六
九
年

四
月

一
五

日

に
彼
が

会

っ
た
人

々
に
、

覚

え
書

(印
ζ
①目
。冨
註
ロ
ヨ

。{
d
監
①韓
帥巳
貯
四
)
を
送

っ
た
。

そ

の
覚

え

書

は
、

「
広

範

囲

に
わ
た

る
事

業

の
実

施

に
か
か
わ

る

計
画
書

の
策

定

に
A

W
C

は
参

加

し

な

い
と

い
う

こ
と

に
、

ミ
ー

ク
氏

は
同

意

し

た
」

と

述

ぺ

て

い
た

(寓
.白
宇

§

伍
§

こ

。ぎ

〉
』

韻

㈹
。。甲
o
①℃
三
望
U
凶§

§

翻
d
u

叶。
ζ
H。・・
O
。窪
⑦
芝
薗g

p

。g

r

>
℃義

目
。。
口

㊤
$

(O
iω
))
。

A
W

C
も

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行
政
官

も
、

事

業

を
操

作
す

る

こ
と

は

で
き

な

い

こ
と

に
な

っ
た
。

98(376)
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一
九

六
九
年

四

月

三
〇

日
、

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ァ
市

は
、

申
請

の
た

め
H

U
D

に
対

し
、

修

正
さ

れ
た

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
計
画

を
提

出

し

た
。

四
月

三
〇

日

の
申
請

は
、

先

の

一
九

六

八
年

=

一月

三

一
日
提
出

の
申

請
を

補

充
す

る
た

め

に
必
要

で
あ

っ
た
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
基

金

は
、

ほ
と

ん
ど

五
〇

%
ヵ

ッ
ト
さ

れ

て

い
た

か
ら

で
あ

る
。

新

し

い
報
告

は
、

基

金

の
よ
り
少

な

い
額

に
適

合

さ

せ
る
た

め

に
必
要
と

さ
れ

た
。

四
月

三
〇

日

の
報

告
書

(ω
き
巳
鼠
8
)

は
、

A
W

C
を
通
じ

て
な
さ

れ

た
、

対
象

地

域
住

民

の
完
全

な
参

加

に
基
づ

く

討
議

の

後

で
、

H
U

D

に
送

ら

れ
た
。

四
月

三
〇

日

の
補

助

的
な
報

告

書

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
住

民
が

直

面
し

て

い
る
主

要
な
問
題

に
、

本
腰
を

い
れ

て
と

り

か
か

ろ
う
と

し

て
い
た
。

文
書

は
次

の
よ
う

に
述

ぺ

て
い
た
。

「
こ

こ
で
と

り
あ

げ

ら

れ
た
事

業

は
、

ω

モ
デ

ル

シ

テ

ィ
住

民

に
彼

ら
自

身

の
経
済

的

な
資
源

に
関

す

る
あ

る
程

度

の

コ
ソ
ト

ロ
ー

ル

を

、

与
・兄
る
よ
う
援

助
す

る
た

め

に
、

②

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
住

民

に
よ

っ
て
展

開
さ

れ
、

そ

の
結
果
、

彼

ら

の

二
!
ズ

に
も

つ
と
対

処

で
き

る

よ
う

に
展
開

さ

れ
た
事

業

や

サ
ー
ビ

ス
を

供
給

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

貧

困
と
無

力

の
二

つ
の
問
題

に
、

接

近
す

る

こ
と

を
求

め
て

い

る
。
」

(。,
§

}自

①
三

8

蒙

〉
篭

博6き

三

。
霞

θ

。
;

℃
邑

ω
。
樽
ま

り

(
宏

Φ
)
)

四
月
三
〇

日
の
報
告
書
は
、
七

つ
の
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
の

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
事
業
を
操
作
す

る
た

め
に
、
七

つ
の
非
営
利
事
業

の
設
立

を
提
案
し
て
い
た
。

A
W
C
は
、

こ
れ
ら

の
非
営
利
団
体
の
理
事
会
を
選
ぶ
こ
と

に
よ

っ
て
様

々
な
役
割
を
担
う

は
ず
で
あ

っ
た
。

四
月

三
〇

日

の
報

告
書

は
、
①

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行

政

官
、
②

ひ
。
U
①
陰

蔓

ζ
9。
琶
σq
曽
αq
U
蹄
9
8
=

臼

=
害

。。ぎ
αq
餌
鼠

ひ
Φ
浮

℃
恥
憎ぎ

窪

仲

。
粘
国
Φ
§

鑑

8

。
粘
α
。ぽ
鼠
Φ
算

Ω
仲ざ

③

静
①
0
2
臼
9。訂

乱

もり
舅

伸餌
ξ

○
リロ
ぎ

68
『
〉
紹
8
奪

δ
ロ

o
{
℃
匡

鼠

晋

げ
5

④

き

9

げ
弩

く
9
建
冨

O
巷
冨

}
O
o
麟
δ
憂

δ
出
噂
⑤

爵
①
2
母
夢

Ω
¢

O
呂

鴨
Φ圏

に
よ

っ
て
な
さ

れ

る
事

業
を

も
含

ん

で
い
た
。

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
の
四
月

三
〇

日

の
報

告
書

の
審

査

の
後

、

H

U
D

の
副
長

官

ハ
イ
ド

は
、

被
告

テ
イ

ト

に
対

し
、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア
の
申

請

に
対

し

い
く

つ
か

の
異

議
を

と

な
え

た
。

「
1

非
常

に
重

大

な
困
難

な

問
題
を

実

行
す

る
た

め

に
、

新

し

い
団
体

に
対

し
、

尋

常

で
な

い
重

い
儒

頼
を

お
き

す
ぎ

て

い
る

こ
と
。
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2

こ
れ

ら

の
団

体

を

操

作

す

る

こ
と

に

お

い

て

モ
デ

ル

シ

テ

ィ
事

業

を

計

画

し
、

監

視

し
、

評

価

し

、

資

源

を

割

り

あ

て

る

こ
と

に

お

い

て
、

主

要

な

地

域

代

表

で
あ

っ
た

同

じ

住

民

グ

ル

!

プ

を

過

度

に
参

加

さ

せ

て

い

る

こ
と

。

3

事

業

の
大

半

に
お

い

て

フ

ィ
ラ

デ

ル

フ

ィ

ァ
市

と

、

既

存

の

公

共

団

体

、
実

業

界

、
任

意

の
機

関

の
参

加

が

不
十

分

で

あ

る

こ

と

。
L

(冨
#
臼

蹄
o
目

司
δ
矯
山
=
・
出
団
山
Φ
8

]≦
餌
団
o
H
智
ヨ
o
。。
国
・一

↓
簿
①
矯
冨
如
団
bδ
メ

δ
①
P

b
』

(℃
1
蔭
)
)

マ

ッ
ク

リ

ー

ソ

(}
o
ゲ
コ
芝

・
】≦
o
一①
髄
炉

O
凶器
6
8
H
o
h
O
℃
o
「卑
δ
鵠

{o
N
】≦
9
け
一
〇
一叶団①
。。矯
国
d
⇔

ぎ

♂<
島
ぽ
コ
oq
8
コ
)

は
、

「
五

月

二

七

日

の

ハ
イ

ド

文

書

は

、

そ

れ

(実

施

の
た
め

の
申

請
)

を

取

り
あ

げ

ず

、

計

画

の
ま

ま

に
と

め

お

い
た

」

と

い
う

こ
と

を

証

明

し

た

(罎
。
一.
髄
ロ
Z
↓

①
。。
。。
)
。

一
九

六

九

年

六

月

二

日
、

被

告

ワ

ト

ソ

ソ

は
、

パ

ァ
イ

ダ

(O
①2

ぐ

〉
の。,
一。・
$
ロ
仲
ω
①
。同
Φけ鋤
.
図
。
{
=
。
庫
。。
一目
αq

¢。
旨
山
d
目げ
函
目
O
①
〈
¢一。
雇

①
コ
仲)
に
あ

っ
た

。

主

な

議

論

は
、

五

月

二

七

日

の

ハ
イ

ド

文

書

に

つ

い

て

で
あ

っ
た

。

A

W

C

の
代

表

は
、

そ

の
会

合

に
は

出

席

し

な

か

っ
た

。

一
九

六

九

年

六

月

三

日
、
被

告

ワ

ト

ソ

ソ
は
、
ミ

ー

ク
、
バ

ト

ソ

(勺
「Φoo凶臣
①
口
酔
O
h
kノ
♂
<
O
)
、

ペ

リ

ー

(=
d
O

嵩
薗
一。。。
コ
O
田
。。
噌
三

停

チ
Φ
竃
。
山
Φ
一

Ω
幕
。。
軍
。
。q
話
日
)

と

会

っ
た
。

ワ

ト

ソ

ソ

は
、

「
六

月

二

日

の
会

合

で
自

分

は
、

全

出

席

者

に
、

五

月

二

七

日

の

文

書

の

写

し

を

提

示

し

、

そ

の
文

書

に
基

づ

き

、
A

W

C
と

接

触

し

た

い
と

考

え

て

い
る

と

述

べ

た

」
こ

と

を

証

言

し

て

い

る

(≦
効
件。,。
コ
・
z
↓

器

一
・
認
α
-
認
ゴ

ζ
..
パ

2
↓

。。
ρ

左
ρ

剛
舞

。
p

z
↓

お
ど

幽
り
幽
)
。

バ

ト

ン
は
、

返

書

を

準

備

す

る

こ
と

に

お

い

て
協

力

す

る
意

向

が

あ

る

こ
と

を

表

明

し

た

。

し

か

し

な

が

ら

ミ

ー

ク

は
、

協

力

に
対

し

て

消

極

的

で
あ

る

こ
と

を

表

明

し

た

。

ワ

ト

ソ

ソ
は
、
、ミ
ー

ク
が

、

組

織

(
A
W
C
)

を

代

表

し

て

い

る

こ

と

を

知

っ
て

お

り

、

彼

が

、

決

定

を

す

る

た

め

に

は
、

A

W

C

の
承

認

を

必

要

と

し

て

い
た

こ
と

を

知

っ
て

い
た

け

れ

ど

も

、

、、、
ー

ク

ま
・

ワ

ト

ソ

ソ

に

よ

っ
て
、

A

W

C

の

ス
ポ

ー

ク

ス

マ
ソ
と

み

な

さ

れ

て

い
た

。

そ

し

て
彼

は
、

事

実

過

去

に
お

い
て

そ

の

よ

う

に

行

セ

動

し

て

い

た

(ζ
Φ
欝

2
↓

崔
ω
・
虞
♪

H
①
。。
)
。

そ

の
会

合

で
、

市

は

A

W

C

に
、

一
九

六

九

年

六

月

九

日
、

ハ
イ

ド

の
代

理

人

、

バ

ァ
イ
ダ

と

一
緒

に
・

会

合

を

も

つ
意

向

が

あ

る

こ

と

を

A

W

C

に

つ
げ

た
。

し

か

し

、

A

W

C

は

、

そ

の

よ

う

な

会

合

に
参

加

す

る

こ
と

を

拒

否

し

た

。

そ

の

か

わ

り

、

A

W

C

は
、

ハ
イ

ド

文

書

の
廃

棄

を

獲

得

す

る

た

め

に

モ
デ

ル

シ

テ

ィ
行

政

官

を

さ

け

、

市

と

H

U

D

に
訴

え

る

100(378)



アメ リカにみ る参加 と法 ㈲

戦
略

に
で
た
。

A
W

C
は
、
会

合
を

あ

っ
せ
ん
す

る
こ
と
を

要
請

す

る
電

報
を

市
長

と
、

ペ

リ
ー

に
、

バ

ァ
イ
ダ

と

の
会

合
を
あ

っ
せ
ん

す

る

こ
と

を
求

め
る
電
報

を

打

っ
た
。
市

長

は
、

そ

の
当
時

A
W

C
と

会

う
意

向
を

も

つ
て

い
た
。

し
か

し
、

ペ

リ
ー
か
ら

の
反
応

は
何

も

な

か

っ
た
。

ワ
ト

ソ

ソ
は
、

ミ
ー

ク
と

バ
ト

ソ
に
対

し
五

月

二
七

日

の
文

書

へ
の
返

答

は
、

一
〇

日
以

内
と

期
待

さ

れ

て

い
る

こ
と

を
説
明

し
た
。

ワ
ト

ソ
ソ
は
、

六
月
九

日

の
A
W
C
と

の
会

合

で
、

A
W
C

の
側

に
た

つ
こ
と

を
明

ら

か

に
し
、

A
W

C

の
委

員
会

メ
ソ
バ

ー

の
リ

ス
ト

を

要
求

し
、

そ
う
す

れ
ば

、

彼
女

は
、

皆

に
招
待

状

を
送

る

こ
と
が

で
き

る
と

つ
げ

た
。

ミ
ー

ク
と

バ
ト

ソ
は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行
政

官

に
、

A

W
C

の
委

員
会

メ

ソ
バ

ー

の
リ

ス
ト
を

与

え
な

い
こ
と

は
、

A

W
C

の
政
策

で
あ

る
と

い
う
理

由

で
、

そ

の

リ

ス

ト
を

手

渡

す

こ
と
を

拒

否
し

た
。

ワ
ト

ソ

ソ
は
、

自

分
が
知

ら

な

い
人

々
と
会

う

こ
と

は
で
き

な

い
と

い

う
理
由

で
、

リ

ス
ト
の
提

出

を
要
求

し

た

(<
『鋤房
o自
H4↓

㎝
ω◎o)。

A

W
C

は
、

と

う
と

う
、

メ

ソ
バ

ー

の
リ

ス
ト
を
他

に
表

明
す

る

こ
と

に
反

対
す

る
そ

の

"
政
策
"
を
く

つ
が

・凡
し

た
。

し

か
し
、

そ

の
リ

ス
ト
は
、

一
九

六
九

年

六
月

二

三

日
ま

で
、

ワ
ト

ソ
ソ

の
手

に
は
わ
た

ら
な

か

っ
た
。

ワ
ト

ソ
ソ
は
、
今

で

は
、

尋
常

で
な

い
状
態

に
直
面

し

て

い
た
。

彼
女

は
、

ハ
イ

ド
文
書

へ
の
返
答

を
起

草

し
な

け
れ
ば

な
ら

な

か

っ

た
。

そ
れ

は
、

一
種

の
緊
急

事

で
あ

っ
た
。

彼
女

は
、

住

民
参

加

団
体

の
協

力
を

望

ん

で

い
た
。

彼
女

は
H

U

D
を

満
足
さ

せ
る
た

め

に
、

自

ら
返

書
を

し
た
た

め
、

そ

し

て
、

ハ
イ

ド
文

書

に
関

す

る
A
W

C
と

H

U

D
と

彼
女

自

身
と

の
間

の
交

渉
が

な
さ

れ

る
最

後

の
日
ま

で

待

つ
以
外

に
方
法

が

な

か

っ
た
。
被

告

テ
イ

ト
と

ワ
ト

ソ
ソ
は
、
修

正

さ
れ

た
提

案
を

起

草

し
、

一
九

六
九
年

六
月
九

日
、

そ
れ
を

H

U

D

に
提

出
し

た
。

六
月

九

日

の
修
正
案

は
次

の
よ
う

に

述

べ

て

い
る
。

「
こ
の
文
書

は
、

A

W
C

の
参

加
、

も

し
く

は
再
審
査

、
も

し
く

は
承

認

な
し

に
、

(被
告

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
)
の

モ
デ

ル
シ

テ

ィ
行

政

官

に
よ

っ
て
準

備

さ
れ

た
、

と

い
う

こ
と
が

強

調
さ

れ
な
け

れ
ぽ

な
ら

な

い
。
」

(ω
弓
冨
窪

①三
餌曙

ω
§
①ヨ
①算

8

℃
琶

巴
①ゼ
三
鋤
〉
箸
一一。豊
8
・
}§
Φ
P

お
$

ぎ

日

竃
H。励・
≦
伽紳。。。コ
・
"
樋
(℃
為
)

六
月
九

日
の
修

正

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

を
操

作
す

る
、

七

つ
の
非

営
利

団
体

の
委

員
会

の
委

員

長
を

選

ぶ

こ
と

に
お

い
て
演

じ

る

で
あ

ろ

う

A
W

C
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の
役
割

を

減
少

さ

せ
た
。

一
九

六
九
年

七

月

三

日
、

バ

ァ
イ
ダ

は
、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事

業

に
お
け

る
修

正
を

認

め
る

と

共

に
、

そ
れ

に
関

す

る

い
く

つ
か

の
修

正
を

課

し
た
。

「
最
初

の
委

員
会

は
、

一
年

間

の
み
奉

仕
す

べ
き

で
あ

る
。

そ

し

て
、

一
年

間
あ

る

い
は
そ
れ

に
ひ
き

続

く
実
施

機
関

に
お

い
て
そ

の

よ
う
な

委
員

会

に
選

出

さ
れ
、

活
動

す

る
住

罠
組
織

の
メ

ソ
バ

ー
は
、

同

時

に
こ
れ

か
ら

の
住
民
組

織

の

メ
ソ
バ

ー

で
は
あ

り
え

な

い
。

加
え

て
、
最

初

の
任

命

の
三
分

の

一
以

上
が

、
住

民
組
織

に
よ

っ
て
な

さ
れ

る
か
も

し

れ
な

い
が
、

委
員

会

メ

ン
バ

ー

の
後

発

の
委

員
会

選
挙

は
、

住
民

組
織

の
指

名

以
外

の
他

の
方

法

で
な

さ
れ

な
け

れ
ぽ

な

ら
な

い
。
」

(冒
馨

醇
ζ
罫
開
。ぴ
①簿
匂ロ
畿

騨
酔。
竃
鎚

O
。
蛋
。
≦
器

。こ

三
団

ω"
お
$

(℃
-
。。)
住
民
参
加
組
織

(爵
。
。三
N窪

忘
a
9

。。
酔一盲

。「σq
働三
国薮
。コ
)
と

い
う
言
葉
は
、
後
に
住
民
参
加
委
員
会

(夢
。

。憲
N魯

屈
議
6剛冨
叶営

げ
。餌巳
)
と

い
う
言
葉

に
か
え
ら
れ
て
い
る
。
)

こ

の
文

書

は
、

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業
遂

行

の
た

め

の
H

U
D

の
政
策

を
、

確
定
的

に
示
す
も

の
と

し

て
、
被

告

テ

イ
ト
と

ワ
ト

ソ

ン
に
よ

っ
て
、

受
領

さ

れ

た
。

し

か
し

な
が

ら
、

こ
の
文

書

は
、

H

U

D
と

市

に
よ

っ
て
、

よ

り
進

ん
だ
協

議

に
対

し
門

戸
を

開
放
す

る
も

の
と

考
え

ら
れ
、

政

策

の
具

体
化
が

進

め
ら

れ

つ
つ
あ

る
領
域

に
お
げ

る
H

U

D
と

市
と

の
間

の
調

和
を
と

っ
て
い
く

た

め

の
流

れ

の

一
部

で
あ

っ
た

(ζ
。冨
彗

…

.
δ
一)
。

し

か
し
な
が

ら
、

文

書

は
、

住

民
参

加
団

体
が
、

事

業

の
実

施
者

で
あ

る
よ
り
む

し
ろ
、

計
画
者

や
評
価

者

で
あ

る
と

い
う
、

H

U
D

の
以
前

の
政

策

の
流

れ

に

一
致

し

て

い
た
。

(七
月

の
パ

ァ
イ
ダ
の
三
回
目
の
文
書
以
前
)

一
九

六
九

年

六
月

三
〇

日
、
連

邦

の
認

可
が

、

一
九

六
九
年

四
月

三
〇

日

の
報
告

書

(ω
偉
げ
巨
・。・

。・喜

)

に
含
ま

れ

て

い
た

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

・
プ

ラ

ン
の

一
部

に
与

え
ら

れ

た
。

す

べ

て

の
当
事

者
が

、

「
四
月

三
〇

日

の
プ

ラ

ソ
は
、

A
W
C

の
参
加

と
承

認

の
も
と

に
な
さ

れ

た
」

こ
と

に
同
意

し

て

い
た
。

こ

の
論
争

の

一
部

で
あ

る
と

こ
ろ

の
事

業

に
か
か
わ

る
連
邦

の

認

知

は
、

こ

の
訴

訟

の
結
果
が

で

る
ま

で
は
、

留
保

さ

れ
た
。

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア

・
プ

ラ

ソ
に
お
け

る
変
化

は
、

新

し

い
住

民
参
加

団

体
が

、
法

令

に
従

い
市

に
よ

っ
て
組

織

さ
れ

た

こ
と

で
あ

っ
た

(ヨ

=
2
↓

鳶
Oム
。。鯉

劇。。0)
。
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ア メ リカにみ る参加 と法 ③

一
九

六

九
年

六
月
三

〇

日

の
A

W
C
と

の
契
約

の
終
結

の
後
、

正

確

に

は

一
九

六
九
年

七

月

一
〇

日
を

も

っ
て
最
後

と

な

っ
た
契
約

交

渉

の
後

、

ワ
ト
ソ

ソ
は
、

新

し

い
住
民

参

加
組
織

を

作
り

は
じ

め
た
。

A

W
C

の
三

一
の
支

部

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

と
親
密

な
関

係

で
あ

り
続

け

た

い
と

い
う
意

向

を
表

明

し
た

(≦
口畠
O昌
乞
]り
朝
①
野o)
。

そ
れ

故

、

ワ
ト

ソ

ン
は
、

A

W
C

の
支

部

(鵠
q
訂
)
と

し

て
知

ら
れ

る
地

理
的

な
単
位

と
、

今

で
は
、

住

民
委
員

会

で
奉
仕
す

る
選

挙

さ
れ

た
個

人

か
ら
な

る

Z
Φ
凝
げ
ぎ

蒔
。
&

O
。
§

畠

と

呼
ぼ

れ

て

い
る
地

理
的

な

単
位
を

、

正
式

に
維
持

す

る

こ
と

と

し
た
。

四
七
人

の

個

人

か
ら

な

る
永
続

的

な
グ

ル
ー
プ
が
、

一
九

七
〇

年

一
〇

月

に
設
麗

さ
れ

た
。

そ

の
グ

ル
ー

プ

は
、

今

で

は
、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア
の

住

民
参

加

組
織

の
単

位
と

し

て
機
能

し

て
い
た
。

少

な
く
と

も
、

こ
れ
ら

の
グ

ル
ー
プ

の
四
七
人

の
う

ち
、

一
五
人

は
、

正
式

に
A
W
C

に
所
属

し

て

い
た

(毒
器

。コ
2
↓

繰
メ

呂
。。)。

そ
れ

故
、

現

在
ま

で
、

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

プ

ラ

ン
は
、

合

d
・qり
魯ρ

〉
・

㈱
ω
。。
O
ω

に
よ

っ
て
要
求

さ
れ

る
住

民

参

加

象
鼠

号

。・嘆
Φ
巴

。
註
N
Φ
コ

窟

同
曹

冒

ま

昌
.、
と

し

て
機

能

し

て

い

る

。

こ

の
ケ
ー

ス
に
お
い

て
提

示

さ

れ

た

す

べ

て

の
事
実

に
か

ん
が

み
、

当

裁
判

所

は
、
「
フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

は
、

制
定

法

上

の
命

令

に
従

っ
て
、
操

作

さ
れ

て
き

て
お

り
、

現

在

で
も
操

作

し

て
い
る
」
と

判

示
す

る
。

一
九

六
九
年

三
月

一
九

日

の

ハ
イ

ド
文

書

は
、

住
民
参

加
組
織

は
、

事
業

計

画
者

と

し

て
機

能

す

る
も

の
で
あ

り
、
事

業
実
施

者

と
し

て
機

能

す

る
も

の

で
は
な

い
と

い
う
、

H

U

D
政
策

の
継
続

的

な

立

場
を
、

単

に
埋

め

か
え

た
も

の
で
あ

る
。

H

U
D

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
た

め

の
チ

墨
ッ
ク

・
ア

ン
ド

・
パ

ラ

ソ
ス
の

シ

ス
テ

ム
を

供

給

し
ょ
う
と

試

み

て
い
る
。

そ

の
事

業
を

操

作

し

つ
つ
あ

る
同
じ

グ

ル
ー
プ

に
よ

っ
て
な

さ
れ

る
事
業

の
評
価

は
、

独
立

し
た

組
織

に
よ

る
再
診
査

よ
り
、
効

果
的

で
は
な

い

と
考

え

る
。

住
民
参

加
組
織

は
、

独

立

し
た
団
体

と

し

て
奉

仕
す

る

は
ず

で
あ

っ
た
。

今

ま

で

の
利
益
と

、

他

の
政

策

か
ら
生

じ
与

え
ら

れ

る
利

益

の
相
克

は
、

明

確

で
あ

る
。

事

業
を

計
画

も

し
、

審
査

も

し
、
実

施

も
す

る
組
織

は
、

ま
も

な
く
、

自

ら
を

永
続
化

さ

せ
る
利

(381)103



益

を
展

開

さ

せ
る

こ
と

に
な

ろ
う
。

そ

の
よ
う

な
計
画

の
効

果

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
が

奉
仕

し

て

い
る

こ
と
を

試

み

て

い
る
領

域

の

住
民

に
対

し
否

定
的

な

影

響
を
与

え

る

こ
と

に
な

ろ
う
。

一
九

六
九
年

六
月
九

日

に
市

に
よ

っ
て
な

さ

れ
た
補

足
的
な

報

告
書

(o唖=
げ
睡
剛oほoα一〇
コ
)

は
、

そ

の
事

業

に
対

す

る

H
U

D

の
政
策

を
、

市

の
事
業

に
包

摂
さ

せ

る
試

み

で
あ

っ
た
。

A

W
C
は
、

H

U

D

の
政

策

に
気
づ

い
て

い
た

。

し

か
し
、

A

W
C

は
、

そ
れ

を
受

け

い
れ

る

こ
と

を
歓

迎
し

て
い
な

か

っ
た
。

A

W
C

の
市
と

の
契

約

は
、
A

W
C
が
、
計

画
と

評
価

に
お

い
て
援

助
す

る

こ
と

を
要
求

し

て

い
た

の
で

あ

り
、

事

業
を
実

施

す

る
こ
と

で
は
な

か

っ
た

こ
と

も
、

記
憶

さ

れ

ね
ば

な

ら
な

い
。

も

し
、

六
月

九

日

の
報

告
書
が
、

A
W

C
と

の
相

談

な

し

に
な

さ
れ

た
と

す

る
な

ら
、

そ

の
理

由

は
、

A

W
C
自

身
が

協

力

し
、
交

渉
す

る

こ
と

に
賛

成

し
な

か

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

H

U

D
と
市

に
よ

つ
て
と

ら
れ

た
行

動
が
、

住

民
参

加

の
要
求

に
対

し

て
不
法

で
あ

る
と

し

て
も
、

不
法

状
態

を

作

っ
た

の
は
、

A
W

C
自
身

の
行

動

で
あ

る
。

A

W
C

は
、

他

の
す

べ

て

の
当
事

者
と

同
じ
意

味

に
お

い
て
住

民
参

加

に
対
す

る
政
策

を

解

釈
す

る

こ
と

に
失

敗

し
た
。

係
争

中

の
事
項

は
、

ま

だ
交

渉
が

可
能

で
あ

る

(ζ
①卑

2
↓

δ
。。山
①P

O
8
噂
興

Z
↓

ω8
…
≦
隅一。。。旨
Z
目

・。
り
貸

ヨ

=
2
目

ωo
刈)
。

さ

ら

に
、

ミ
ー

ク
は
・

直

接
的

な
住

民
参

加
政

策

に
A

W
C
が

協

調

し

て

い
く

以
外

に
、

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ァ
に
お
け

る

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

は
あ

り
え

な

い
と
証

言

し

て

い
る

(竃
①Φ犀
リ絢]り
μΦ
Q◎ー
同①㊤
)。

そ

の
よ
う

な
声

明

は
、

A
W

C
が
す

で

に
、
あ

る
既

得
権
を

獲

得

し
て

お
り
、

A

W

C

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ

・
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
福

祉

よ
り

も
、

A

W
C

の
福
祉

に
も

っ
と

関

心
が
あ

る
、

と

い
う
結

論

に
導
く

こ
と

に
な

っ
て
し
ま
う
。

H
U

D
と

市

に
よ

っ
て
と
ら

れ

た
行
動

に
関

し

て
、

当

裁
判

所

は
、

こ
れ
ら

は
、

政
策

上

の
急
進

的
な

変
化

で
は
な

い
と

判
断

す

る
。

H

U

D
は
住
民
参

加

に
関
す

る
そ

の
政
策

を
変

化

し

て

い
な

い
、

し

か

し
事
業

の
実

施

に
関
す

る
永

い
定

ま

っ
た

政
策
を

実
施

し

か
け

て

い

る
。

H

U
D

の
政

策

は
常

に
、

交

渉
と
修

正

に
対

し

て
開

か
れ

て

い
る
。

そ

し

て
A

W
C

は
、

も

し
望

む
な

ら
、
被

告
と

交
渉

す

る

こ

と

が

で
き

る
。

被

告

ワ
ト

ソ

ソ
と

テ
イ

ト
は
、

A
W
C
が
、

協

力
す

る

こ
と

に
消

極
的

な
態

度
を

示

し
た

時
、

H

U
D

に
対
す

る

一
九

七

104(382)



ア メ リカにみる参加 と法{3}

九
年

六
月

九

日

の
報
告
書

を
提

出
す

る

こ
と

に
お

い
て
、

常
識

あ

る
対
応

を

と

っ
た
。

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ァ
の
提
案

に
対

す

る

一
九

六
九

年

七

月
三

日

の
バ

ァ
イ
ダ

の
修

正

は
、

H

U
D
政

策

の
実
施

で
あ

り
、

そ

の
修

正

は
、

行
政

上

の
命

令

で
は
な
く
、

市

と

H
U

D
、

A
W

C

の
間

の

コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー

シ

ョ
ソ
を
作

り
あ
げ

よ
う
と

す

る
も
述

で
あ

っ
た
。

四
月

三
〇

日
と

七
月
三

日

の
間

に
H
U

D
と
市

に
よ

っ
て
と

ら
れ

た
行

動
が

不
法

で
あ

る
と

し

て
も
、

そ

の
不
法

は
、

新

し

い
住
民
参

加

団
体

の
結

成

に
よ
り
さ

ら

に
、

こ
の
争

い

の
主

題

で
あ

る
事
業

の
部

分

に

つ
い
て
補

助
金

が

だ
さ

れ
ず
、

実

施
が

な
さ

れ

て

い
な

い
と

い
う

H

U
D

の
決
定

に
よ

っ
て
修

正
さ

れ

て
か
ら

久

し

い
。

基
金
が

拠

出

さ
れ

た
事
業

は
、

一
九

六
九

年

四
月

三
〇

日
付

で
な

さ
れ

た
報

告
書

の
部

分

で
あ

り
、
完

全
な

住
民
参

加
が

な

さ
れ
た

部

分

に

つ
い
て

の
み

で
あ

る
。

5

市

と

A
W

C

の
契

約

の
終

結

一
九

六

九
年

六
月

三
〇

日
、

A

W
C

は
、

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
住
民

参

加
団
体

で
あ

る
こ
と
を

や

め
た
。

A

W

C
が

な
ぜ

新

し

い
契
約

に

サ
イ

ン
す

る

こ
と
を

拒

否

し
た

か

の
理
由

に
関

し

て
、
控

訴

審

は
次

の
よ
う

に
述

べ

て

い
る
。

"
A

W

C
が
、

違

法

で
あ

る
と

考

え

る

こ
れ

ら

の
変

化

の
故

に
、

ま
た

市
が
、
そ

れ
ら

の
変
化

に
関
連
す

る
A

W
C
と

の
交
渉

を
拒

否

し

た
が

故

に
、

A
W
C

は
、

一
九

六

九
年

六
月

三
〇

日
以

降
、

そ

の
事
業

に
対

す

る
住
民

の
代
表

と

し

て
行
動

す

る
た

め

の
新

し

い
契

約

に

入

る

こ
と

を

拒
否

し

た
"

(2
。圏子

Ω
信

〉
同。甲
ヨ

山
。
9

自
亀

質

男
。ヨ
需
ざ

ω
巷
冨

讐

胡
刈)
。

控
訴
審
は
、

「
A
W
C
は
、

一
つ
の
理
由
ー

主

に

"
違
法
な
"
H
U
D

の
政
策
を
受
領
す

る
こ
と

の
拒
否
i

の
た
め
に
新
し
い
契

約

に
署
名
す

る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
審
理
を
通
じ
て
、

H
U
D
政
策
を
受
領
す

る
こ
と

の
拒
否

は
、
契
約

に
署
名
す
る
こ
と

に
対
す

る
A

W
C

の
拒
否

の
唯

一
の
理
由
で
あ

る
こ
と
を
示
す

い
く

つ
か

の
事
実
が
、
明
ら
か
と
な

っ
た
。

よ
り
進
ん
だ
事
実

は
、
政
策

の
不

一
致
以

外
に
市
が
、

A
W
C
の
契
約
を
終
結
さ

せ
る
た
め
の
十
分
な
理
由
を
も

っ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
」

と

い
う
仮
説

の
も
と

に
審
議

(383)1p5



を

す

す

め

て

い

る
。

市

と

A

W

C

の
問

の
契

約

の
交

渉

は
、

一
九

六

九

年

六

月

一
〇

日

ま

で

続

い
た

。

一
九

六

九

年

七

月

二

日
、

被

告

ワ

ト

ソ

ソ

は
、

A

W

C

に

メ

モ
を

送

っ
た

。

そ

の

メ

モ

は
、

一
部

次

の

よ

う

に
述

べ

て

い

た
。

「
7

六

月

九

日
付

で

な

さ

れ

た

補

助

的

な

声

明

書

に

お

い

て

、

包

摂

さ

れ

た

と

こ

ろ

の
政

策

や

規

定

は
、

市

長

に
よ

っ
て
連

邦

政

府

に
伝

え

ら

れ

、

フ

ィ

ラ
デ

ル

フ

ィ

ア
市

の
公

的

な

政

策

を

代

表

す

る
。

こ

の
理

由

の

た

め

に
、

私

は
、

こ

れ

ら

の
政

策

と

規

定

が

、

市

と

A

W

C

の
新

し

い
同

意

の
中

に

も

包

摂

さ

れ

て

い
る

と

主

張

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。
」
(
〉

α
。
。=
ヨ
巾
聲
一
"
象
↓
。
麟
ロ
国
寓
.
。コ
戯
く
.
望

印
困匹
騨
コ
α
望
国
中

竃
①
日
び
㊥
「。。
。
{
チ
㊦
>
HΦ
学
を

幕

0
。
昌

。
算
"、
ヰ
。
ヨ

O
。
窪

Φ
同
・
妻

器

。
p

ω
億
薯

。ゴ

しd
鼠

。
田

。
旨

。
{
O
嘆

0
8
器

9

Qo
ぎ

巴

。
員

}
巳
団

b。
・
お
①
ρ

,
ω

zas(384)

刈
(℃
t
認
)
)
と
。

第

一
に
、

我

々
は
す

で

に
、

「
六
月

九

日

の
文

書

に
お

い
て
述

べ
ら

れ
た

政
策

は
、
交

渉

の
余

地
が

あ

る
。

加
・兄
て
、

契

約

に
お

い
て

包
摂

さ

れ
た
政

策

は
、

市
と

A
W

C

の
間

の
以

前

の
契
約

に
含

ま
れ

た
と

こ
ろ

の
も

の
と

は
、

急
激

に
は
異

な

っ
て

い
な

い
。

A
W

C
は
、

(新
し

い
)
契
約

は
、

修

正

に
従

う
も

の
で
あ

る

こ
と

を

知

っ
て

い
た
。

提
案

さ

れ
た

契
約

は
、

"
契

約

に

つ

い

て

の
文

言
と
条

件

は
、

法

や

こ

の
契
約

の
実

行

に
伴

っ
て
お

こ

っ
て
く

る
連

邦

の
ガ
イ

ド
ラ

イ

ソ
に
対
す

る
修

正

に
よ

っ
て
要
求

さ
れ

た
変

化

に
従

う

で
あ

ろ

う
〃
」

と

述

べ

て

い

る

(
剛
「
。
搦

巴

{。
毒

。
州

§

仲甕

沖

H
①
鱒
ζ

&

ユ

o
菌

・・

℃
『
。
α・
「
磐

"
冒

Φ

。。
ρ

ま

㊤

(
コ
。
酔

①
諸
①
。
自
【①
臨
γ

。。
Φ
。
・
・。
)
。

 A

W

C

の
実

行

委

員

会

の

二

人

の

役

人

は

、

市

の
政

策

に

不

同

意

で
あ

っ
た

。

し

か

し

、

文

言

は

、

交

渉

し

う

る
と

い
う

こ
と

を

認

め

て

い
た
。

バ

ト

ソ

(℃
「
。
ω罷
⑦
三

〇
{
ひ
¢
〉
タ
δ

ぎ
帥
噌匹
Φ
h
象
器
。
a
「。。
)

と

ヨ

ル
ダ

ソ

角
⇔
ひ
Φ
H
」
。
H魯
コ
・
ゆ
頴
髄
昌
。
一餌
一
・。
①
。
「①
仲鋼
H矯
卑
訂
巴

暫
仲①
『
一【。舘
翼
「Φ
『

。
{
》
芝

O
)
は
、

双

方

と

も

彼

ら

は
、

契

約

に
署

名

す

る

こ

と

を

願

い
、

そ

の
立

場

か

ら

交

渉

す

る

こ
と

を

望

ん

で

い
た

(』
。
困審
コ
2
↓
ω
お
-

ω
。。
9

勺
畢

8

之
目

8
刈
)
。

こ

の

こ

と

に

示

さ

れ

る

よ

う

に
提

案

さ

れ

た

契

約

に

お
け

る
政

策

規

定

に
関

し

て
、

A

W

C

は
、

そ

の
前

に

二

つ

の
代

替

案

を

も

っ
て

い

た

。

ひ
と

つ
は
、

契

約

に
署

名

し

、

そ

の
後

で
、

プ

ロ
グ

ラ

ム
を

作

り

だ

そ

う

と

す

る
も

の

で
あ

っ
た

。

も

う



ア メ リカにみる参加 と法(3}

ひ
と

つ
は
、

契

約

に
署
名
す

る

こ
と

を
拒

否
す

る

こ

と

で

あ

っ
た
。

A
W

C

は
、

行
動

に

つ

い

て

後
者

の
方

向
を

選

ん

だ

(ζ
$
犀
Z
↓

り
。。
-
¢
O
…

0
8

需

「

蕎

ω
8

…

詔

叶
o
コ

Z

↓

ゆ
O
刈
)
。

第

二

に
、

な

ぜ
契

約
交

渉
が
、

行

き
詰

り

に
達

し
た

か

に

つ
い
て
、

政

策
上

の
配

慮

か
ら
完

全

に
分
離

さ

せ
ら
れ

た

理
由
が
あ

る
。

A

W

C
は
、

再

開
後

の
契
約

の
あ

る
部

分
、
完

成

へ
の

ス
ヶ
ジ

ュ
ー

ル
、

財

政

上

の
責
任

に
対

し

て
反

対

し
た
。

A
W

G

に
よ

っ
て
反
対

さ

れ

た

い
く

つ
か

の
規

定

は
先

の
と

お
り

で
あ

る

(ピ
象

霞

伽
象
巴

甘
ζ

ど

お
①ゆ
{8
日

零
崔

霞

竃
Φ卑

ε

0
9
臨
δ

≦
器

8

貯

「琶

§
器

8

富
『

仲。一①鵯
帥
臼

NΦ聲
Φ。・晋
σ。
霧

§

§

①馨

。
=

ぎ
・・①
8
葺

帥
。二

。・。。舅

壽

尊

毛
§

§
§

受

銑

。
8

>
≦
O
)。

」

N
C

A

W
C

は
、
仕

事

の
名

前
、

仕
事

の
記

述
、

名

前
、

契

約

の
期

間
中

に
雇
用

さ
れ
た

す

べ

て

の

ス
タ

ッ

フ

メ

ソ
バ

ー

の

(簡
単

な
)
概

要

を
、

フ

ァ
イ

ル
に
維

持
す

る
。

市

の
要

求

に
応

じ

て
、

N
C

A

W
C

は
、

七
五
〇
〇

ド

ル
以
上

の
賃
金

を
得

る

ス
タ

ッ
フ
メ

ン

バ

ー

の
履

歴
書

を
市

に
移

行
す

る
。

そ

の
よ
う
な
仕

事

の
種

類

に

つ
い
て

の
最

小

限

の
内

容
と

履

歴
書

は
、

市

に
よ

っ
て
決
定

さ
れ

る
。

工

市

は
、

事
業

の
実

施
と

プ

ラ

ソ

ニ
ン
グ

に
関

す

る
特

別

の
活
動

の
た
め

の

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

策
定
す

る
権

利
を

も

つ
。
審

仲δ
昌
N
"

図

2
0
》
零

○

は
、

一
九

六
九

年

七
月

一
日
付

の

"
財

政

上
、

行

政

上

の
実

践
"

に
対
す

る
規

定

に
応

じ

る

べ
き

で
あ

る
。

…

…
L

A
W
C

は
、

特

に

パ
ラ
グ

ラ

フ
J

に
反

対

し

た
。

な

ぜ

な
ら
ぽ

、

住
民

参

加
組
織

の
側

か
ら

み
て
、

事
業

完
成

の
た

め

の
デ

ヅ
ド

ラ
イ

ン
が

働

か
な

い
と

感
じ

た

か
ら

で
あ

る

(ζ
㊥①犀
りぬ一「
鱒O
N
)。

A
W

C

は
、

も

し

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行

政
官

が
、

支
払

以
前

に
A
W

C
に

よ

つ

て
提

案

さ
れ

た
す

べ
て

の
支

払

の
要

求
を

再
検

討
す

る
契

約
上

の
権

利

を
も

っ
て

い
る
な

ら
、
協

力

の
約
束

は
破
ら

れ

る

こ
と

に
な

る
だ

ろ
う

と
、

感
じ

て

い
た

(ζ
①碍

2
↓

b。8
・
b。
Oり
凸
同O
)
。

他
方
、

ワ
ト

ソ

ン
は
、

「
反
対

さ

れ
た

規
定

は
、

自
分

が
、

A

W
C
と
立

向

っ
た
過

去

の
問
題

か
ら

み
て
必
要

な
も

の
で
あ

っ
た
。

モ

デ

ル
シ
テ

ィ
行
政
官

は
、

財

政

上
、

人
事

上

の
実

行

を
託

さ

れ

て

い
る
」
と

証

言

し
た

(ぐ
刈
櫛
け切O昌
り白]り
α
同①
)。

一
九

六
九
年

四
月

一
八

日
、

ワ
ト

ソ
ン
は
、

、ミ
ー

ク

に
対

し
、
彼

ら

の
財

政
上

の
政
策

を

示
す

よ
う

に
連

絡

し
た
。

X385)107



A

W
C

に

は
、

ひ
と
月

に
五
万

一
千

ド

ル
の
割

合

で
拠

出
が

な

さ
れ
、

四
万

ド

ル
が
支

出

さ
れ

て

い
た

(ぐ
噸
帥仲o自o鵠
7「
「
㎝
Nbo
)。

彼
女

は
、

健

全

な
財

政
手

続
を

要
求

す

る
充

分
な

理
由

を
も

っ
て

い
た
。

彼
女

は
さ
ら

に
、
「
A

W
C
が

、

効
率
的

に
機
能

す

る

こ
と

の
困
難

さ
」

に

つ
い
て
述

べ
た
。

例

・兄
ぽ

、

一
一～

三
週

間

で
完

遂

さ
れ

る

は
ず

の
単
純

な

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が

、

A

W
C

で

は
八
週

間
も

か
か

っ
た

(<
馴
一=
2
↓

癖
QooQ)。

ウ

ィ
ル

(o
①宅
蔓

ζ
。匹
匹

Ω
膏
。・
〉
α
巳

・
翼
韓

8

は

「
ワ
ト

ソ

ソ
は
、

A

W
C
と

の
間

に
さ

ら

に
進

ん
だ
困
難

さ

を
感
じ

て

い
た
」

と

証

言

し

た
。

A
W

C
は
、

以
前

の
契
約

に
含

ま
れ

て
い
た
規
定

に
従

わ
な

か

っ
た
。

A

W
C

は
、
適

切

な
財

政
上

の
記

録
を
維

持
す

る

こ

と

を

せ
ず
、

適

切
な

人
事

上

の
基

準

を
採

用
す

る

こ
と

を

せ
ず

、

一
九

六
九
年

六
月

二
三

日
ま

で
、

委

員
会

メ

ソ
バ

1

の
リ

ス
ト
を
、

モ

デ

ル

シ
テ

ィ
行

政
官

に
提

出
す

る

こ
と

を

せ
ず

、

ま

た
市

や

H
U

D

に
対

し
、

そ

の
雇

用
者

の
履
歴

を
提

出

せ
ず

、

会

合

や
選

挙

(裁
判

所
の
要
求
で
あ
る
場
合
を
の
ぞ

い
て
)

の
記

録

の

コ
ピ

ー
を

提

出
す

る

こ
と

を

せ
ず

、

そ

の
た

め

モ
デ

ル

シ

テ

ィ
行

政
官

は
連

邦

や
市

の
要

求

す

る
日
ま

で

に
、

様

々
な

行
為

を
と

る

こ
と
が

で
き

な

か

っ
た

(ゼく
凶一一
同4
]U
ω
QQO
lω
O①
)。

こ

の
よ
う
な

事
実

に
基

づ
き

、
裁

判

所

は

「
ω

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に
従

っ
て
操
作

さ

れ

て
き

て
お
り
、
現

に
操

作

さ
れ

て

い
る
。

②

A

W
C

は
、

常

に
事

業

計
画

に
接
近

で
ぎ

る
地

位

に
あ

っ
た
。

そ

し
て

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行

政
官

は
、

プ

ラ

ソ

ニ
ソ
グ

の
作

業

に
お

い
て
、

A

W
C

の
協

力
を

得

る

た

め
に
あ

ら

ゆ

る
努

力

を
行

っ
た
。

⑧

A

W
C
と
市

の
問

の
契
約

の
終

結

は
、

A
W
C
自

身

の
行
動

の
結
果

で
あ

っ
た
、

㈲

市

は
、

A
W
C

は
、

契
約

の
そ

の
部

分
を

、
約
束

ど

お
り

に
行

わ
な

か

っ
た

の

で
・

政
策

論
争

か

ら
完

全

に
分
離

さ
れ

た
理
由

の
た

め

に
A

W
C
と

の
契
約

を
終

結

し
ょ
う

と

し
た
。

㈲

A
W

C

の
契
約

が
終

結
さ

れ

た

後

で
・
形

成

さ
れ

た
地

域

住
民
委

員
会

は
、
法

令

に
従

っ
た

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア
の
住
民
参

加

団
体
と

し

て
、

確

実

に
機

能

し

て

い
る
。
」

そ

れ
故

、
当

該
裁

判
所

は
、
「
す

べ
て

の
被

告

の
側

に
た

ち
、

A
W

C
を

、

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

の
住

民
参

加
団
体

と

し

て
復
帰

さ

せ

る
必

要
も
な

い
し
、

現

在

の
や
り
方

で
、

フ
ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

を

操
作

す

る

こ
と

を
、

被
告

に
禁

止
す

る
必
要

も

108(386)



な

い
L

と
判

断

す

る
。
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国

控

所

審

判

決

(獣
①
男
・
謡
)

控

訴
裁

判
所

は
、

事
件

を
地

方
裁

判

所

に
差

し
戻

し

た
が

、
前
述

の
よ
う

に
地

方
裁

判
所

は
、

訴

え
を

し
り
ぞ

け

た
。

た

め
に
原
告

は

控

訴
し

た
。

控

訴
審
裁

判

所

は
、

「
住

民
参

加

グ

ル
ー
プ

の
参

加

の
減
少

を
含

む

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

に
お
け

る
変

化

は
、

事
業

に
基

本
的

な
変

化

を

も

た
ら
す

事

業
を

管

理
す

る
組

織

体
内

の
委

員
会

選

挙

に
お

い
て
、

住
民

参

加

グ

ル
ー
プ

の
参

加
が

な

い
ま

ま

に
決
定

さ
れ

た
事

業

を

長

官
が

受
け

い
れ
、

付
加
的

な
変

化

を
加

え
た

も

の
で
あ

る
」
と

判

示
し
、

破
棄

・
差

し
戻

し

の
判

決
を

下

し

て
い
る
。

1

判

旨

こ
の
事

件

の
決
定

は
、

一
九

六

六
年

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に
お
け

る
要
求

の
意

味

に
左
右

さ
れ

る
。

こ
の
事

件

の
訴

答

(
一
九
六
九
年
八
月

一
五
日
づ
け
で
提
出
さ
れ
た
原
告

の
訴
答
)

は
、

原

告

(Z
。H爵

Ω
¢

》
円Φ学
≦
闘紆

O
。毒
6タ

図。
9
)
と

、

"
対
象

地

域
"

と

呼

ぼ

れ

る

地
域

に
住

ん

で
い
る
様

々
な

人

々
を
、

同
じ

意
味

に
と
ら

え

"
A
W
C
"

と

し

て
、

集
合
的

に
言

及

し

て

い

る
。

ま
た

そ

の
訴
答

は
、

彼

ら
自
身

の
た

め
と

同
時

に
、
男
巳
Φ
卜。
。。

(ぴ
)

(b。
)
》
男
a

戸

Ω

タ

℃
お
ρ
矯
ゆ
Q。
d
ドψ
ρ

に
従

い
、

同
様

の

状

況

に
あ

る
他

の
人

々
に
た

い
し

て
な
さ

れ

て

い
る
。

被

告

は
、
O
①o
Hσq
①
≦
「
図
o
ヨ
器
ざ

留
自
卑
麟。q

亀

鉱
8

ω庁
。q

g。巳

q
浮
嚢。
コ

O
Φ<
色
8

ヨ
Φ討
計

チ
。

O
Φ窟

ニ
ヨ
。導

o
{

工
o
麟
。。ぎ
頓
㊤
巳

碍

び
碧

9

〈
。ざ
℃
幕

艮

(鵠
¢
u
)坤
ζ
醸

。
同
甘
ヨ
Φ
。。
=
脳

↓
黛
ρ

。
h
℃
籠

践
①
与
ぼ
p

Ω
。
謀
①
円

芝

ゆ
警

炉

護
鼠
皿

Ω
櫛宙

〉
山
臼
ぼ

。。欝

8
「

州臼

℃
匿

巴
。
言
匿
鋤
》
↓冨

Ω
蔓

9

℃
蓬

巴
Φ
甘
凱
帥

(Ω
ぐ

。「
℃
峯

巴
晋

げ
貯
)

で
あ

る
。

裁

判
管

轄

は
、

卜。
Q。
d
.ψ
ρ

誘

H
ω
ω
H
碧

山

罷
①
H
に
従

っ
て
訴

え
ら

れ
た

。
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訴

答

は
、

「
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

は
、

包

括
的

な

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

を

計
画

し
、
実

施

す

る

た

め

に
、

H

U

D
長

官
が
地

方
政

府

に

補

助
金

を

交
付

す

る
権

限

を
与

え

ら
れ

て

い
る

法

に
従

っ
て
、

操
作

さ

れ

る

べ
き

」

と
述

ぺ

て

い
る
。

訴

答

の
訴
え

て

い
る

こ
と

は
、
「
A
W

C

に
相
談

す

る

こ
と

も

な
く
、

法

の
規
定

に
従
う

こ
と
も

な
く
、

被
告
が

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

に
お
け

る

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
を

実
施

し
た

こ
と

」

で
あ

る
。

原
告

は
、

「
被

告
が

事
業

の
実

施

を

一
時

的

に
促
進

す

る

こ
と
を

、

一
時

的

か

つ
永

久
的

に
阻

止
す

る

こ
と
」

を

求

め
た
。

被

告

は
、

略

式
裁
判

を

求

め
、
事

件

は
事
実

の
合
意

に
関
す

る
地
裁

で

の
審

理
と

な

っ
た
。

申
立

は
認

め
ら

れ
た

(何
の
意
見
も
公
に
は

表
明
さ
れ
な
か

っ
た
)。

そ

し

て
訴
え

は
、
当
裁

判

所

に
む

け
ら

れ
た
。

我

々
は
、
地
裁

判

決
を

破

棄

し
た

(2
。噌ひ

Ω
な

〉
§

≒

凶曾

O
。
巷
6許

芽

.
〈
・
閃
。
ヨ
器
ざ

醤
。。
憲

山
刈
窃
腿
(お
刈O
)
)。

そ

し

て
、
事

件
を

差

し
戻

し
我

々
の
意

見

に
そ

っ
て
、
審
議

を

進

め
る

こ
と
を

求

め
た
。
地
裁

は
、

広
範

な
記

録

に
基
づ
き

最

終

審

理
を

お

こ
な

っ
た

。

そ

し
て
、
訴

答
を

棄

却
す

る

こ
と
を

命
じ

た

(2
。尋

Ω
身

〉
器
甲
ヨ

号

O
。§
鼻

一コ
ρ

〈
.
切
。
目

①ざ

ω
・。
⑩
戸

ω
巷
℃
.
同旨
ら
(お
コ
)
)。

当

裁

判
所

の
法

廷

に

お
け

る
主

張

は
、

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

的

我

々
の
以

前

の
意
見

に
お

い
て
、

我

々
は
法

が

要
求

し

て

い
る
と

こ
ろ

の
こ
と
を
定

義

し
た
。

我

々
は
、

「
連

邦
補
助

を
適

切

な

も

の

に
す

る
た

め

に

は
、

包
括

的

な
市

の
デ

モ
ソ

ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ソ
プ

ロ
グ
ラ

ム
は
、

『
事

業

に
お
け

る
幅
広

い
住

民
参

加
』
を

供
給

し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

そ

し

て
、

H

U
D
長

官

は
、
計
画

に

お
け

る
地

方

の
イ

ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ

を
強

調

し
な
け
れ

ぽ

な
ら

な

い
。
」

と
述

べ

た

(劇
b。
d
.ω
.O
・
詔

ωω
Oω
(伽
)
(b。
)
窪
匹
ら。ω
O
ω
(σ
×
同
)
)。

我

々
は
ま
た
次

の
よ

う

に
述

べ
た
。

「
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

の
中

心
的

な

新

し

い
特

質

は
、

議
会
が

そ

の
端

緒

に
お

い
て
述

べ
た
次

の
よ

う

な
事

項

に
あ

る
。

す
な

わ

ち
、

都
市

生
活

の
質

を

改
良
す

る

こ
と

は
、

合

衆
国

が
直

面

し

て

い
る
最

も
重

要
な

国
内

問
題

で
あ

る
。

広

が

っ
た

都
市

ス
ラ

ム
と

汚
染

の
持
続
、

よ

り
古

い
都

市
地

域

に
お
け

る
低

所
得

層

の
人

々
の
集
中
、

都

市
人

口
の
急

速

な

ひ
ろ
が

り

か
ら

生

じ

る
住
宅

供
給
、

付

属

設
備

、

サ
ー
ビ

ス
の
対
応

し
き

れ

な

い

不
足

は
、

国
家

の
全

体
と

し

て

の
反

映

の
中

で
、

我

々
の
大
部

分

の
人

Xi4(388}
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々
の
環
境

と
生

命

の
質

に
お

い

て
、

著

し

い
悪
化
を

結

果

し

て

い
る

(劇N
¢
.ω
.∩γ
〉
.
㈱
ωω
O
H)。

議

会

に
よ

っ
て
述

べ
ら
れ

た
法

の
目
的

は
、

地
方

レ
ベ

ル
で
準
備

さ
れ
、

計

画
さ

れ
た

包
括
的

な

市

の
デ

モ
ン
ス
ト

レ
!

シ

ョ
ソ
プ

ロ
グ

ラ

ム
を
実

行
す

る
す

べ

て
の

サ
イ
ズ

の

市

が

計
画

し
、

展

開

で
き

る
よ
う

に
、

付
加

的
な

財
政

的

・
技
術

的
援

助

を
供

給
す

る

こ
と
L

で
あ

る

(膳
卜o
q
.ω
・O
:♪
.
鵬
こoもゆO
μ)。

法

の
基

本
的

な

思
想

は
、

住
民

参

加

に
関

す

る
政

策

の
表

明

に
お

い
て
H

U

D
に
よ

っ
て
よ
く

表

明
さ

れ

て

い
る
。

…

…

モ
デ

ル
地
区

住

民

の
生
活

の
質
を

改
良

す

る

こ
と

は
、

人

々
自

身

の
積

極
的

な

行
動

に
よ

っ
て

の
み
完
遂

さ
れ

る
。

こ
れ

は
、

地

域
社

会

の
社
会

的
、

物

理
的

問
題

を
解

決
す

る

こ
と

に
お

い
て
、

効
果
的

に
参

加

す

る
、

要
求

・
能

力

・
自
尊

心
を
打

ち

た

て

る

手

段
を

要
求

す

る

(O
◎
》

ピ
.騨
.尉
2
9
ω
参
照
)。

こ

の
法
を

通

過

さ

せ
よ
う

と
す

る
議

会

の
意
向

は
、
こ
の
裁

判
所

の

口
頭

の
論
告

に
お
け

る
、

原
告

の
弁
護

士
に
よ

っ
て
引

用
さ

れ

て
い
る

よ
う

に
、

「
"
力

の
な

い
も

の
に
力

を
"

は
、

大
都

市

に
あ

る
貧

困

で
打

撃
を

う

け

て

い
る
人

々
に
、

彼

ら
自
身

の

努

力

に
よ

っ
て
、

そ

の
多
く

を
解

決

さ

せ
よ

う
と
す

る
」

こ
と

に
あ

る
。

こ

の
事

件

の
実
際

上

の
事
実

の
多

く

は
論

じ

ら
れ

て

い
な

い
。

地

裁

(認
⑩
胃

の
弓
,
)

で
と
り
あ

げ

ら
れ

た
事
実

、

そ

し
て
我

々
の
以

前

の
意

見

(曲
Q。
男
・
bo傷
)
、
現

在

の
広
範

に
わ
た

る
記

録

に

お
け

る
事
実

の
間

に
は
、

本
質
的

な
相

違

は
な

い

(1
ー

そ
れ
ら
を
と
り
あ
げ
る

う
え
で
の
解
釈
や
、
法
を
適
用
す
る
に
関
し
て
の
見
解
に
相
違
は
あ

る
に
せ
よ
ー

)
。

(事
実
関
係
の
う
ち
)
我

々
の
決
定

に
本
質

的
な

事
項

は
、

下
記

の
と

お
り

で
あ

る
。

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
法

に
従

い
、

一
九

六

七
年

三
月

三

日
、

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
は
、

(H
U
D
)
長
鳴

に
対

し

て
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の

計
画

を
策

定
す

る
た

め

の
補

助
金

の
申
請

を
行

っ
た
。

ま
も

な

く
、

い
わ
ゆ

る

"
対
象

地
域

"

に
お

い

て
、

A

W
C
が
組

織

さ
れ

た
。

A

W
C

は
、

対
象

地
域
内

の
約

一
四

五

の
組

織

か
ら
選

出

さ
れ

た

お

よ
そ

四
五

八
人

か
ら

構
成

さ
れ

て

い
た
。

こ
れ

は
、

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ

ア

の
事
業

に
お

い
て
、

地
域

レ
ベ

ル
で

の

"
住

民
参

加
"
を

供

給

し
よ

う
と
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。

そ

の
後

間

も
な

く
、

要

求
さ
れ

た
住

民
参

加

を
供
給

す

る
た

め

の
契
約

が

と
り

か

わ
さ
れ

た
。

(389}Ill



一
九

六
九
年

二

月

五
日
、

地

方
機
関

相
互

間
調

整
委

員
会

が
、

ブ
イ

ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
に
お

い

て
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
基
金

を
得

る
た

め

の

㎎

「
フ

ィ

ラ

デ

ル

フ

ィ

ア

一
九

六

八

年

申

請

書

」

(夢
。
Ω
曙

碧
伍
〉
埼

O

℃
竃

銭
①
ぢ
ぼ
m
、・。
鳴
。
℃
。
。・a

一
淫
。。
。。口
げ
且

。,・。
δ
ロ
)
を

市

と

A

W

C

が

共

に

再

検

討

す

る

た

め

に
も

た

れ

た

。

こ

の
会

合

に

は
、

H

U

D

の
代

表

、

C

D

A

の

メ

ソ
バ

ー
、

そ

し

て

A

W

C

の

メ

ン
バ

ー
が

出

席

し

た
。

紛ω

こ

の
会

合

に
お

い
て
、

初

め
て
明

白

に
、

利
害

の
衝

突

の
問
題
が

、

H

U

D

に
よ

っ
て
だ
さ

れ
た
。

こ

の
点

に
関
連

し

て
、

地
裁

判
事

は
次

の
よ
う

に
述

べ

て

い
る
。

利
害

の
対

立

に
関
連

し

て
、

H

U

D
は
、

も

し
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
を

計
画

し
、

評
価

し
た
住
民

参

加
団
体
、

主
と

し

て
A
W
C
が

、

事
業

を

ま
た
実

施

し
た
な

ら
ぽ

、

生
じ

る

か
も

し
れ

な

い
問
題

を

示
唆

し

て
い
た
。

二
月

五

日

の
こ

の
会

合

に
出
席

し
た

ミ
ー

ク
氏

は
、

H
U

D

の
政

策

に
気
づ

い
て

い
た

(ζ
Φ爵

Z
↓

ぱ
甲
置
8

国
.餌ζ

Z
目

①。。ω
)。

こ
の
声
明

の
正

確

さ

は
疑

う

べ
く
も

な

い
。

利
害

の
衝

突

の
問
題

は
、

A
W
C

の
敵

対

者

の
議
論

の
中

心
と

な

っ
た
。

衝
突

は
疑

い
も

な
く

存

在
し

た
。

そ
し

て
衝

突

は
、

A

W
C

に
よ

る
不
服
申

立
が

示
す

よ

う

に
、

以

下

に
述

べ
ら

れ

た
被
告

の
行

為

に
帰

因
す

る
事
項

で

あ

っ
た
。

一
九

六
九

年
三

月

一
九

日
、

テ

イ
ト
市

長

は
、

H

U
D

の
副

長
官

か
ら
文

書
を
受

け
と

っ
た
。

同

様

の
文
書
が

、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

を

行

っ
て

い
る
他

の
市
長

に
も

送
ら

れ

た
。

文

書

は
、

そ

の

日
現
在

の
参

加
政
策

の
表

明

で
あ

っ
た
。

文
書

は
、

我

々
の
以
前

の
意

見

に

お

い

て
引

用
さ

れ

た
よ
う

に
、

H

U

D

の
政
策

は
、

地
方

の
C

D
A

(
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
の
ス
タ

ッ
フ
と
住
民
参
加
団
体
)

は
、

事
業

の
実

施
者

と

し

て
行

動

し

て

い
る

の
で
は
な

い
。
特

に
、

C

D
A
文

書

M
6

は
、

「
C

D

A
は
、

複

合
的

な
実

施
機

関

で
は
な

い
」
と

述

べ

て

い
る
。

C

D

A

の
文

書

は
、

ま
た
新

し

い
あ

る

い
は
既
存

の
機

能
が
、

モ
デ

ル
ネ

ェ
イ
バ

ー

フ

ッ
ド

に
影
響

を
与

、兄
る
様

々
な
既
存

の
機

関

の
活

動

を
結

合
す

る
こ
と
を

期
待

し

て
い
た
。

C

D
A

の
文
書

は
、

こ
れ

ら

の
既
存

の
機

関

に
影
響

を
与

え
、

現
在

の
活
動

や
活
動

の
順
位

に

変

更

を
与

え
、

そ

の
事

業

を
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
計
画

に
お
け

る
ゴ

ー

ル
と

一
致

さ

せ

る
た
め

に
、

こ
れ
ら

の
補
助

基
金

を
使

用
す
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る

こ
と
を

期

待

さ
れ

て

い
た
。

「
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
推
進

の

一
環
と

し

て
計
画

さ

れ

た
新

し

い
事

業
を

実

行

す

る
た

め

の
既
存

の
適

切
な
機

関
が

な

い
場
合

に

は
、

市

は
、

非

営

利
団
体

の
よ
う

な
新

し

い
実

施
機

関
を

組

織
す

る

こ
と
が

で
き

る
。

C

D

A
や
そ

の
住
民
委

員
会

は
、

最

後

の
緊

急
避

難
的

意
味

に
お

い
て

の
み
、

次

に
は
過
渡

的

な
意

味

に

お

い
て

の
み
、

事
業

の
実

施

者
と

し

て
機

能
す

る
。

も

し
、

C
D

A
が
、

事
業

の
実

施
者

に
な

る
な
ら
ぽ

、

当
該

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

は
、

そ

れ
が

意

図
し

て

い
る
制

度
上

の
役
割

変
更

や
資

源

の
わ
り
あ

て
、

調
整

を

効
果
的

に
遂

行

す

る

こ
と
が

で
き

ず

、

乏

し

い
資

源
を

争

っ
て

い
る
他

の
地
方
事

業

と

ま
さ

に
同
じ

も

の
に
、

た
や
す
く

転

稼

し

て
し
ま

う

こ
と

に
な

る

で
あ

ろ
う
。
」

こ

の
文
書

は
、

ミ

ー
ク
に
よ

っ
て
、

A

W
C

の
執

行
委

員
会

に
も
た

ら
さ

れ
議

論
さ

れ

た
。

し

か
し
、

記
録

が

示
す

か
ぎ

り
・

委
員

会

の
意

見

は

示
さ
れ

な

か

っ
た
。

一
九

六
九
年

、

四
月

一
五
日
、
バ

ッ
グ
と

ジ

ョ
ソ
が
、

ワ
ト

ソ
ソ
、

及
び

ミ
ー

ク
と

A

W
C

の

ス
タ

ッ
フ
と

共

に
・

会

合
を

も

っ
た
。

一
九

六
九
年

四
月

一
八

日
、

バ

ッ
グ

は

「
ミ
ー

ク
は
、

A
W
C
が
、

続

行
す

る
事
業

の
実

施

に

お

い
て
・

A
W

C
を

含

む
プ

ラ

ソ
を
提

出

し

な

い
こ
と

に
同
意

し

た
」
と

い
う
内

容

の
覚

え
書

..ζ
Φ
臼
o
鑓
鼠

億
ヨ

o
{
d
民
醇
ω富
口
隻
昌
σq
.、
を
、

四
月

一
五

日
に
出
席

し
た

人

々
に
送

っ
た

。
一
九

六
九

年

四
月

三
〇

日
、

H

U

D

に
対
す

る
市

の
申
請

が
、

H
U

D
と

市

と

A

W
C

の
間

の
よ
り
進

ん
だ
討

論

の
結

果
、

補
充

さ
れ

た
。

一
九

六
九
年

四
月
二
〇

日

の
補

充

は
、
「
対
象

地
域

に
お

い
て
存

在
す

る
望

ま

し
く

な

い
状

況

を
、

永

久
化
さ

せ
て

い
る
最

も

重

大

な

要

因
と

し

て
、
彼

ら

の
地

域

に
影
響
あ

る
決
定

に
対

す

る
市

罠

の
無
気

力

さ
」

を
、

明

確

に
指
摘

し

て

い
る
。

こ

の
事

業

の
大
き
な

部

分

は
、

七

つ
の
非
営

利
団

体

に
よ

っ
て
管

理
さ
れ

て

い
る
四

つ
の
団

体

の
役
員

の
大
半
が

、

ま

た
他

の
三

つ
の
団
体

の
役

員

の
う
ち

の
非

常

に
多

く

の

マ
イ

ノ
リ
テ

ィ
が

、

A

W
C

に
よ

っ
て
選

ぼ

れ

る

こ
と

に
あ

っ
た
。

一
九

六
九
年

五
月

二
七

日
、

H

U

D

の

ハ
イ

ド
副

長

官

は
、

テ
イ

ト
市

長

に
あ

て
た

手
紙

の
中

で
・

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

モ
デ

ル
シ
テ

391)113



イ
事
業

に
反

対

し
た
。
①

非
営

利

団
体

に
お

い
て

A
W

C

に
比
重

を

お
き

す
ぎ

て

い
る

こ
と

、
⑪

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ァ
市
側

の
参

加
が

不

充

分

で
あ

る

こ
と

が
、

そ

の
理
由

で
あ

っ
た
。

一
九

六
九

年

六
月

二

日
、

パ

ァ
イ
ダ
が
、

ワ
ト

ソ

ソ
と

五
月

二
七

日

の
H
U

D
文
書

で
強

調
さ

れ

た
問
題

点
を

論
じ

る
た

め

に
や

っ
て
き

た
。

A
W

C
は
、
彼

ら
が
、

こ
れ

に
参

加
さ

せ

ら

れ

な

か

っ
た

の
は
、
「
.ハ
ァ
イ
ダ
が

そ

の
会

合

に
A
W

C

の
代
表

が

出
席

す

る

こ
と

を

好

ま
ず
、

ワ
ト

ソ
ソ
と

そ

の

ス
タ

ッ
フ
と

だ

け
会

お
う

と

し

た

こ
と

に

よ

る

も

の
で
あ

る
」

と

信
じ
、

こ
れ

を
重

視

し

て

い
る
。

し

か
し
、

こ

の
こ
と

は
完
全

に
は
記

録
さ

れ

て

い
な

い
。

H
U

D
が
、

ワ
ト

ソ

ソ
と

の
会

合

を

要

求

し
、
彼

女
が
、

A

W
C

の
代
表

も

し
く

は

メ
ソ
バ

ー
に
パ

ァ
イ
ダ

と

の
会

合

へ
の
出
席

を
求

め
な

か

っ
た

こ
と

は
明
ら

か

で
あ

る
。

そ

の
会

合

で
、
"
新

し

い
政

策

"
が

論
じ

ら
れ

た
。

"
新

し

い
政
策

"
と

は
、
先

に
引

用

さ
れ

た
、

テ
イ

ト
市

長

へ
の
、

ハ
イ

ド
長
官

の
三

月

一
九

日
付
文

書

に
お

い
て
う

ち
だ

さ
れ

た
も

の
で
あ

る
。

し
か

し
、

我

々
は
、

そ

の
政

策
が
、

そ
れ

ほ
ど

明

確
な
も

の
だ
と

は
考

え
な

い
。

し

か

し
な
が

ら
、

そ

の
政
策

は
、
O
U
>

ピ
妥

虫

2
0
・

ω
に
よ

っ
て
要

求

さ
れ

て

い
る
と

我

々
が
考

え

て

い
る
よ
う
な

、

"
直

接
的

な
管

理
機
能

を

行

使
す

る
こ
と

か
ら
、

A
W
C
を

除
去

す

る

方
向

"

に
む
け

ら

れ

て

い
る
よ
う

に
み
え

る
。

A

W

C

の
役
割

は
、

諮

問
的

な
資

格

に
減

じ

ら
れ

る

こ
と
が

予
定

さ
れ

て

い
た
。

パ

ァ
イ
ダ
と

の
会

合

に
お

い
て
、

ワ
ト

ソ

ソ
は
、

新

し

い
政
策

に
難

色

を

示

し
た
。

し

か

し
、

最

終
的

に
は

そ
れ

を
受

け

い
れ

た

(我

々
は
、
こ
の
こ
と
が

ワ
ト
ソ
ソ
側
の
性
格

の
弱
さ
を
意
味
す
る
も
の
と
は
思
わ
な

い
。

費
用
を
負
担
す

る
側
す
な
わ
ち
、

H
U
D
l

引
用
者
ー

が
、

命
令
す
る
立
場
に
あ

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
)。

パ

ァ
イ
ダ

は
、
適

切
な

プ

ラ

ソ
が

一
〇

日
以
内

に
、

H

U

D

に
提

出

さ

れ
な
け

れ
ぽ

な

ら
な

い
と

主

張
し

た
。

な
ぜ

そ

ん
な
短

い
期

間

に
制

限
さ

れ

た

の
か

の
理
由

は
、

記

録

か
ら

は
明

ら

か
で

は
な

い
。

続

く

六
月

三

日
、

ワ
ト

ソ
ソ
は
、

A

W
C

の
会

長

で
あ

る

バ
ト

ソ
並

び

に
ミ

ー

ク
と
会

い
、

五

月

二
七

日

の

ハ
イ

ド
文

書

に
対
す

る
返

答
が

一
〇

日
以
内

に
期
待

さ

れ

て
い
る

こ
と

を

説
明

し
た
。

ワ
ト

ソ
ソ
は
、

「
そ

の
会

合

で
、

す

ぺ

て

の
人

々
に
対

し
、

ワ
ト

ソ
ソ
が

五

月

二

七

日

の
文
書

の

コ
ピ

ー
を
提

示
し
、

こ

の
文

書

に

つ

い
て
A

W
C
と
協

議

す

る
意
向

が

あ

る
と

述

ぺ

た
」

こ
と
を

証
言

し

た
。

バ
ト

114(392;
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ン
は
、

答

、毘
を

準
備

す

る

こ
と

に
協

力
す

る
意

向
を

表

明

し
た
が
、

ミ

ー
ク

は
、

そ

の
時
協

力
を
拒

否

し

た
。

そ

の
後

六
月

六

日
・

ミ
ー

ク
は
、

A

W
C

の
行

政
部

の
承

認

を
え

て
、

ア
イ
ト
市

長
と

ワ
ト

ソ

ソ
に
次

の
よ
う
な

電
報
を

打

っ
た
。

「
A

W
C
と
貴

方
が

た
と

の
会

見
が

な

さ
れ

る
ま

で
、

五

月

二
七

日

の

ハ
イ

ド
文
書
を

延

期
す

る

こ
と

に
応
ぜ

よ
。

可
能

で
あ

れ
ぽ
、

そ

の
会

合
を

六
月

九

日
ま

で
に
行

い
た

い
。
」

被
告
連

邦

側

の
弁

護

士
は
、

ワ
ト

ソ

ソ
に
は
そ

の
電

報

は
送

ら

れ

て
い
な

い
、
と

熱

心

に
主
張

し

た
。

し

か
し
・
弁
護

士
の
主

張

は
間

違

っ
て

い
る
、

と
判

断

す

る
。

そ
し

て

こ
れ

は

A
W
C
が
、

ワ
ト

ソ

ン
と

接
触

し
た
最

後

で
あ

っ
た
。

ワ
ト

ソ

ン
は
・

「
A

W
C

と

は
協
力

し

て

い
か
れ

な

い
。
」

と

考
え
、

五
月

二

七

日

の
文

書

に
対

す

る
彼

女

の
答

え
を
、

早
急

に
作
成

し

た
。

地
裁

判

事

は
、

ワ
ト

ソ
ソ

の
行
動

を

説
明

し

て
次

の

よ
う

に
述

べ

て

い

る
。

ワ
ト

ソ

ン
は
、

・、
ー

ク
と

バ
ト

ン
に
対

し

五
月

二
七

日

の
文

書

へ
の
返
答

は
、

一
〇

日
以
内

と

期
待

さ

れ

て

い
る

こ
と

を
説
明

し

た
。

ワ
ト

ソ

ン
は
、

六

月
九

日

の
A

W
C
と

の
会

合

で
、

A
W
C

の
側

に
た

つ
こ
と
を

明
ら

か

に
し
、

A
W
C

の
委
員

会

メ

ソ
バ

ー
の

リ

ス
ト

を

要
求

し
、

そ

う
す

れ
ば
、

彼

女

は
、

皆

に
招
待
状

を

送

る

こ
と

が

で
き

る
と

つ
げ

た
。

ミ
ー

ク
と

バ
ト

ソ
は
・

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行

政
官

に
、

A

W
C

の
委

員
会

メ
ソ
パ

ー

の
リ

ス
ト
を
与

え
な

い
こ
と

は
、

A

W

C

の
政
策

で
あ

る
と

い
う
理

由

で
、

そ

の
リ

ス
ト
を

手
渡
す

こ

と

を
拒

否
し

た
。

ワ
ト

ソ
ソ
は
、
自

分
が

知

ら
な

い
人

々
と

会
う

こ
と

は

で
き

な

い
と

い
う

理
由

で
、
リ

ス
ト

の
提

出
を

要
求

し
た

(薯
客

。。。コ
2
↓

㎝ω
。。
)。

A
W

C
は
、

と

う
と

う

メ
ン
バ

ー

の

リ

ス

ト
を
他

に
表

明

す

る

こ
と

に
反

対
す

る
そ

の

"
政
策

"

を
く

つ
が
え

し
た
。

し

か

し
、

そ

の

リ

ス
ト

は
、

一
九

六
九

年

六
月

二
三

日

ま

で
、

ワ
ト

ソ

ソ

の
手

に
は
わ

た
ら

な

か

っ
た
。

彼

女

は
さ

ら

に
、

改

正
さ

れ

た
提

案

に
関

し

て
、

六
月

九

日
付

の
彼

女

の
通
信

に
対

し

て
次

の
よ
う

に
述

ぺ
て

い
る
。

「
こ

の
報
告

書

は
、

A

W
C

の
参

加

や
審

査
、

承
認

な

し

に
被
告

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行
政

官

に
よ

っ
て
準

備

さ
れ

た
と

い
う

こ
と
が

強

調

さ

れ
な

け
れ

ぽ
な

ら

な

い
。
」

地
裁

の
意

見

は
、

一
九

六
九

年

六
月

三

日

の
会

合

に

つ
い

て
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
る
。
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そ

の
会

合

で
、
市

は
A

W
C

に
、

一
九

六
九

年

六
月
九

日
、

ハ
ァ
イ
ド

の
代

理
人

バ

ァ
イ
ダ

と

一
緒

に
、

会

合

を
も

つ
意
向
が

あ

る

こ

と
を

A
W

C

に

つ
げ

た
。

し

か
し
、

A

W
C

は
、
そ

の
よ
う

な
会

合

に
参

加
す

る

こ
と

を
拒

否

し
た
。

そ

の
か
わ
り
、

A
W
C

は
、

ハ
イ

ド
文
書

の
廃

棄
を
獲

得

す

る
た

め

に
、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
行

政
官

を

さ
け
、

市

と

H

U
D

に
訴

・兄
る
戦
略

に
で
た
。

A
W
C

は
、

市

長
と

べ

リ

ー

に
・

バ

ァ
ィ
ダ
と

の
会

合
を
あ

っ
せ

ん
す

る

こ
と

を
求

め

る
電

報
を

打

っ
た
。

市

長

は
、

そ

の
当

時

A
W
C
と
会

う
意

向
を

も

っ
て

い
た
。

し
か

し
、

ペ

リ

ー
か
ら

の
反
応

は
何

も

な

か

っ
た
。

我

々

(控
訴
審
裁
判
所

引
用
者
)

は
、

こ

の
認
定

を

証
拠

に
よ

っ
て
支

持

し
な

い
。

A

W
C

に
よ

っ
て

ワ
ト

ソ
ソ
に
送

ら
れ

た
電

報

は
、

本

当

の
と

こ
ろ
は
送

ら
れ

て

い
な

か

っ
た
。

A

W
C

の
市

と

の
契

約

は
、

一
九

六
九
年

六
月
三
〇

日

に
終

了
す

る

こ
と

と
さ

れ
た
。

そ

の

後

・

一
九

六
九

年

七
月

一
〇

日
に

は
、

よ
り

進

ん
だ
契

約
交

渉
も

打

切
ら
れ

た
。

ワ
ト

ソ
ソ
は
、

新

し

い
住
民
参

加
委

員
会
を

組
織

し

は

じ

め
た
。

A
W

C

の
七

つ
の
支

部

の
う
ち
三

つ
の
支

部
が
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

に
続

け

て
加
わ

っ
て

い
た

い
旨

の
意

向

を
表
明

し

た
。

四

七
人

か
ら

な

る
新

し

い
委

員
会

の
う
ち
少

な

く
と

も
、

一
五
人
が

A
W

C

に
加

わ

っ
て

い
る
。

こ

の
点

に
関

連

し

て
地
裁

は
次

の
よ
う

に
述

べ

て

い
る
。

そ

れ
故
・

現

在
ま

で
、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ

ア

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

は

蒔
b。

d
ド
9
0

>
・

伽
G。
。。
O
。。

に
よ

っ
て
要
求
さ

れ

る
住
民
参

加

象a

富

。。領
$
山
。
三
器
⇔

℃
髄
益
。冒

一δ
コ
.、
と

し

て
機
能

し

て

い
る
。

こ

の
ケ

ー

ス
に
お

い
て
提
示

さ
れ

た
す

べ

て

の
事
実

に

か

ん
が

み
、

当

裁
判

所

(地
裁

引
用
老
)

は
、

「
フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

は
、
制

定

法

上

の
命

令

に
従

っ
て
、

操
作

さ

れ

て
き

て

お

り
、
現

在

で
も
操

作

さ
れ

て

い
る
」

と
判
定

す

る
、

と
。

被

控
訴

人

(被
告
)
連

邦

政
府

は
、

「
一
九

六
九
年

六
月

九

日

の
市

に

よ

る
補

充
報

告

書

は
、

事

業

に

お
け

る
主

要
な
変

化
を

含

ん

で

い
な

い
」
そ

し

て

「
事
実

、

い
か
な

る
変
化

も
生

じ

て

い
な

い
」

(吻
巴
Φ邑

〉
竈
巴

聾三
、も・

しd
旨
{

讐

ω㌣
恕
)
と
主

張
し

て

い
る
。

我

々

(控
訴
審
裁
判
所

引
用
者
)

は
、

こ
の
主
張

に
同
意

で
き

な

い
。
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ア メリカにみる参加 と法(3)

現

在
、

我

々
が

問
題

と

し

て

い
る
争
点

は
、
控

訴

人

(原
告
)

に
よ

っ
て
次

の
よ
う

に
明

確

に
述

べ
ら
れ

て

い
る
。

「
こ

の
事
件

の
中

心

的
な

問
題

は
、

一
九

六
九
年

五
月

二

七

日

の

ハ
イ

ド
副

長
官

に

よ
る
文

書
、

一
九

六
九
年

六
月

九

日

の

ワ
ト

ソ
ソ
の

補

足
文
書

、

バ

ァ
イ
ダ

副
長
官

代

理

に
よ
る

一
九

六
九
年

の
文

書

に
よ

っ
て

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

に
対

し

て
な
さ
れ

た

変
化

が
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

な
ら
び

に
そ

の
も

と

で

の
規

則

に
よ

っ
て
要
求

さ
れ

た

住
民

参

加

を

伴

っ
て
な

さ

れ

た

か
ど

う

か

で
あ

る
。
」
こ
れ

ら

の
変

化
が

も

た
ら

さ

れ
た

三

つ
の
文

書

と

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

の
補
助

金
申

請

に
対
す

る

一
九

六
九
年

四
月
三
〇

日
の
補

足

に
基

づ
き

、

こ

の
事

項

に
関
す

る
決
定

に
お

い
て
、

当
裁

判
所

は
結
論
す

る

(2
曵

げ

O
ξ

〉
器
甲
ヨ

繕

O
。§
亀

～

国
。
甦

2

島
。。
男
鑓

誤
。。)。

「
:
…
.争

点

は
、

住

民

の
拒
否

権

や
承
認

で
さ

え
な

く
、

特
定

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

に
対

し

て
な

さ
れ

た
主

要
な

決
定

に
お
け

る
、

住

民
参

加

.
交
渉

.
相
談

で
あ

る
。
事

業

に
関

す

る
す

べ

て

の
決

定
が
、

完

全

な
住

民
参

加
を

要

求

し

て

い
る
わ
け

で

は
な

い
が
、

事
業

の
基

本
的

な

政
策

を

か
え

る
決
定

は
、

そ

の
よ
う
な

参

加
を

要
求

す

る
。

市

の
六
月

九

日

の
決
定

と
、

H

U

D

の
七
月

三

日

の
声

明

は
・

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
事
業

に
お
け

る
そ

の
よ
う

な
基

本

的
変
化

で
あ

っ
た
。

以
前

、

そ

の
事
業

は
、

任
命

さ

れ

た
住
民
参

加

団
体

A

W
C

に
よ

る
よ
り
重

要
な

意
味

を

も

つ
参
加

を
意

図
し

て

い
た
。

こ

の
参

加

は
、

市

と
H

U

D

の

一
方

的

な
行

動

に
よ

っ
て
、

劇
的

に
減
少

さ

せ
ら

れ
た
。

そ
れ

故
、

長
官

は
、

彼
が
、

そ

の
形
成

過

程

に
お

い
て
住
民

参

加
が

な
さ

れ

な

か

っ
た

こ
と
が
明

確

で
あ

る
市

か
ら

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
重

要

な
修

正

に
対
す

る
報

告

書
を
受

領

し

た
時
、

法

に
違

反

し

て

い
た
。

…
…
」

(〉
箸
。匿
三
、。・
切
膏

富

二

"
)

〔
2

.
3
〕

法

の
す

ぺ

て

の
本

質

は
、

当

該
地

域

の
住

民

に
よ

る
参

加

で
あ

る
。

そ

し

て
A

W
C

の
地
位

は
、

ワ
ト

ソ

ソ
に
よ

っ
て
正

し

く
述

べ
ら

れ

た
。
彼

女
が

述

べ

我

々
が

く

り

か
え

し

た
よ
う

に
、
「
こ

の
声
明

(
一
九
六
九
年
六
月
の
補
充
報
告
書
)
は
、

A

W
C

の
参

加
・

審
査
、

承

認

な

し

に
、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ

ア
の
行

政
宮

に
よ

っ
て
準

備
さ

れ

た

こ
と
が

強
調

さ
れ

な

け
れ
ば

な

ら

な

い
。
」

明
ら

か

に

様

々
な
事

業

か
、

対
象

地
域

に
お

い

て
計

画
さ

れ
、
結

果
的

に

"
暫

定
的

"

で
あ

る

こ
と
を

や
め

る

こ
と

に
な

る
暫
定

的

な
委

員
会

の
も
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と

で
、

か
な

り

の
期

間
継

続

し

て

い
た
。

地
方
裁

判
所

に
よ

る
法

の
誤
解

は
、

H

U

D
事
業
を

禁

止

し
な

か

っ
た
。

そ
れ

に
も

か
か
わ

ら
ず
、

我

々
は
、

議
会

に
よ

っ
て
意

図
さ

れ

た
法

の
操

作
を

無
視

し

た
り
、

避

け
た

り
す

る
誤

り
が

あ

る
と
推

定

さ
れ

る
も

の
が

受
け

い
れ
ら

れ

る

こ
と

を

い
さ
ぎ

よ
し
と

し

な

い
。

お
そ
ら
く

、

各
当

事
者

に
よ

っ
て
提

示
さ

れ

た
困

難

に
対
す

る
実

行
あ

る
解

決

は
、

到
達

さ

れ
う

る

で
あ

ろ
う
。

時

間

の
経

過
が
、

こ
の
訴
訟

の
当

事
者

及
び

彼

ら

の
代
表

者

の
心

を

や
わ
ら

げ

る
か
も

し
れ
な

い

こ
と
を
希

望

す

る
。

我

々
は
、

判
決

を

差

し
戻

さ
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
。

そ

し

て
、

地

方
裁

判
所

が
、

以

下

の
点
を

心

に
と
ど

め
な
が

ら

命
令
を

だ
す

こ
と

を
希

望

し

て

い
る
。

ω

控

訴
人

(原
告
A
W
C
)
は
、

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

モ
デ

ル
シ

テ

ィ
プ

ロ
グ

ラ

ム
の
た

め

の
住

民
参

加
組

織

と
し

て
、

直

ち

に
復

帰

さ

せ
ら
れ

る

べ
き

で
あ

る
。

②

そ

の
よ
う
な
住

民

参
加

組
織

と

し

て
、

A

W
C

は
、

A
W
C

の
組
織

に
、

統

合
す

る
目
的

で
、

既
存

の
住
民
参

加

組
織

と

忠
実

に

交

渉
す

べ
き

で
あ

る
。

鋤

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ァ
市

は
、

A

W
C
と
、

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
た

め

の
住
民

代
表

組
織
と

し

て
行
動
す

る

委

員
会

の
設
立
を

め
ざ

し

て
、

A

W
C

と
協
定

を
結

ぶ
た

め

に
忠
実

に
交
渉

を

再
開

し
な

け
れ
ぽ

な
ら

な

い
。

一
九

六
九
年

六
月

三
〇

日

の
契
約

の
形
式

は
、

こ
れ

ら

の
交
渉

の
基

本

と
さ

れ

な
け

れ
ば
な

ら

な

い
。

し

か

し
な
が

ら
、
契

約

を
受

け

い
れ

る

こ
と

に
お

い
て
、

A

W
C

は
、

一
九

六
九

年

五
月

二
七

日

の

ハ
イ
ド
文

書
、

一
九
六
九

年

六
月

九

日

の

ワ
ト

ソ

ソ
メ

モ
、

あ

る

い
は
、

一
九

六
九
年

七
月

三

日

の
パ

ァ
イ
ダ

文
書

に
よ

っ
て
、

不
法

に
な

さ
れ

た
変

化

に
拘
束

さ

れ

る

こ
と
が

あ

っ
て
は
な
ら

な

い
。

㈲

H

U

D
と

市

は
、

一
九

六
九
年

五
月

二
七

日
以
来
、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事

業

に
お

い
て
な

さ
れ
た
す

ぺ

て

の
変

化

に
関

し

て
、

A
W

C
と

忠
実

に
交

渉
す

べ
き

で
あ

る
。
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判
決

は
、

以

上

の
点

に
従

っ
て
論
述

さ
れ

る

こ
と

に
な
ろ
う
。

ア メリカにみ る参加 と法(3)

㈹

控

訴

審

判

決

(ら
$

男
・
N鮎
)

二

回

目

の
差

し
戻

し

(麟
①
甥

鎚

。。
ε

に
従

い
、

地
方
裁

判

所

は
、
永

久
的
差

止
命

令

を
だ

し
た
。

A
W

C
側

(原
告
)
に
よ

っ
て
控

訴

が

な
さ
れ

た
。

(注

地
方
裁
判
所
の
判
決
は
、
入
手
で
き
な
か

っ
た
。
後
述
す
る
控
訴
審
判
決
か
ら
み
て
、
永
久
的
差
止
命
令
の
解
釈
を
め
ぐ
り
当

事
者
間
に
争

い
が
あ
り

(九
七
頁
参
照
)
、
そ

の
結
果
、
地
方
裁
判
所
は

「住
民
参
加
組
織
再
編

の
前
提
条
件
と
し
て
、
A
W
C
の
理
事
会
選
挙
」
を
命
じ

た
。

A
W
C
の
控
訴
は
こ
の
点
を
め
ぐ

っ
て
だ
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。)

控

訴
・審
裁
判

所

は
、

以

下

の
よ
う

に
判
決

し
た
。

「
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

を
実

施
す

る
た

め

に
、

市

を
参

加
さ

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て
、

選
ば

れ

た
グ

ル
ー
プ

と

、

原
告

の
住

民
参

加
グ

ル

ー
プ

を

統
合

さ

せ
る

こ
と
を

目
的

と
す

る
差

し
戻

し
命
令

の
方

向

に
む

か

っ
て
、

こ
れ

ら

の
グ

ル
ー
プ
が

難

局

に
む

か

っ
て
交
渉
を

し

よ

う

と
す

る
場
合
、

住

民
参

加
グ

ル
ー
プ

の
理

事
会

の
選

挙
を

要

求
す

る
地

方
裁
判

所

の
命

令

(鼠

8

は
、

命
令

(暮

滋
帥8
)
と

一
致

し

な

い
わ
け

で

は
な

い
。

命
令

(oa
霞
)
は
ま

た

影
響
を

受

け

る
地
域

社
会

の
住

民

に
よ

る
広

い
参

加

と

い
う

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

の
制
度

的

な
政

策
と

も

一
致

し

て

い
る
。
」

1

周

旨

こ
の
事

件

は
、
控

訴

審

で
審

議
さ

れ

る

の
は
三
度

閉

で
あ

る
。

そ

し

て
ま

だ
結

末

は
何

も

み
え

て

い
な

い
。

訴
答

に
よ

っ
て
提
起

さ

れ

た
事

件

は
、
ペ

ソ
シ

ル
ヴ

ァ
ニ
ァ
の
非
営

利

団
体

と
、
何

人

か

の
個
人

に
よ

っ
て
、

フ

ィ

ラ

デ

ル
フ

ィ
ア

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
対
象

地

(注

〉

域

に
住

む
す

べ

て

の
個

人

と
そ

こ
で
活
動

し

て

い
る
す

べ

て
の
組

織

の
た

め

に
行
動

す

る

こ
と
を
意

図
し

て
提

起
さ

れ
、

H
U

D
長
官

・

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア
市

.
フ

ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事
業

の
連
邦

と
市

の
行

政

官

に
対

し

て
、
差

止

の
救
済

を
求

め
た

(
(原
注
)
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ク
ラ
ス
ア
ク
シ

ョ
ソ
の
決
定
は
、
こ
の
時
ま
で
な
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
。
地
裁
に
提
出
さ
れ
た
証
拠
は
、

⑳
お
ω
一
b。
。。
d
ゼψ
ρ

の

㎞鐸
.一。,毎
。島
。コ
㊤ヨ
。d
嵩
汁

「2
巳
器
目
①三

(第

一
審
に
お
け
る
裁
判
管
轄
は
、
通
常
そ

の
ケ
ー
ス
が
法
廷
で
争
う
訴
訟
問
題

の
量
に
よ

っ
て
制
限
さ
れ
る
。)
に
呼
応
す
る
個

々
の
原
告

の
利
益
を
示
し
て
い
な

い
。
裁
判
管
轄
は
ま
た
、
b。
。。
d
ドψ
ρ

留
。。9

の
も
と
で
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
そ
の
求
め
ら
れ
て
い
る
救

済
が
、
職
務
執
行
命
令

(目ロ伽昌
鎚
㊤Hロ信
oo)

の
方
法
に
よ

っ
て
有
効
に
な
さ
れ
う
る
も
の
か
ど
う
か
は
、
疑
問
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
N
C
A
W
C
ば
、

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
事
業

の
実
施
の
た
め
の
連
邦
基
金
の
総
額
が
、
過
分
で
あ

る
こ
と
が
問
題
に
な

っ
て
以
来

一
〇
〇
万
ド
ル
を

こ
・兄
る
利
益
を
確
実
な
も
の

と
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
ク
ラ

ス
ア

ク

シ
ョ
ソ
の
決
定

の
な

い
ま
ま
に
、
我

々
は
こ
の
上
訴
を
N
C
A
W
C
を
含
む
も
の
と
し
て
扱
う
)。

基

本
的

な

争

い
は
、

一
九

六

六
年

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

曲

d
'¢
ρ

伽
ω
ω
O
目
以

下

に

よ

っ
て
、

拠

出
さ

れ

た

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

モ
デ

ル
シ
テ

ィ

事

業

に
お
け

る
N

C
A

W
C

の
参

加

の
程
度

に

つ
い
て
で
あ

っ
た
。

N
C

A
W

C
と

H

U
D

の
間

の
争

い
は
、

訴
答

(8
日
覧
髄
凶昌
件)
に
よ

っ

て
明

ら

か

に
さ
れ

た

よ
う

に
基

本
的

に
は
対
象

地
域

に
お
け

る
様

々
な
問

題

に
関

す

る
プ

ラ

ソ

ニ
ソ
グ
と

は
区

別
さ

れ

る
実

施

を
行

う

こ

と
を

目
的

と

す

る
た

め

に
形

成

さ
れ

た

非
営

利
団
体

に
関

す

る

N
C

A
W
C

の

コ
ソ
ト

ロ
ー

ル
の
程

度

に
あ

る
。

H
U

D

に
対
す

る
市

の

一
九

六
九
年

四
月

三
〇

日

の
補

充
申

請

書

に
お

い
て
提

示
さ

れ

た

よ
う

に
、
実

施

団

体

の
役
員

の
過

半
数

、
他

の
三

つ
の
実

施

団
体

の
役

員

の
か
な

り

の

マ
イ

ノ
リ

テ

ィ
が

A

W

C

に
よ

っ
て
選
ば

れ

て

い
る
。

N
C

A

W
C
が

、

事
業
実

施

体

の
遂
行

に
責

任
を

負

っ
て
以
来

、

H
U

D
は
・

そ

の
調
整

に
お
け

る
利
害

の
潜

在
的

な
衝

突

を
恐

れ

る
よ
う

に
な

っ
て

い

っ
た
。

そ
れ

故
、

次

の
よ
う
な
修

正
を

だ

し
た
。

ω

事
業

実
施

体

の
理
事
会

の
委

員

は
、

N
C

A
W

C

の

メ
ソ
バ

ー

(お
そ
ら
く
、
委
員
)

で
は
な

い
。

②
最
初

の
指
名

の
あ

と
、

事

業
実
施

体

の
メ

ソ
バ

ー
は
、

N
C
A

W

C
か
ら

は
選
ぼ

れ

な

い
。

こ

の
提
案

さ

れ

た
変

化
が

争

い

の
中

心

で
あ

っ
た
し
、

今

も

そ
う

で
あ

る
。

地
方
裁

判
所

は
、
予

備
的

差
止

を
与

え

る

こ
と

を
拒

否

し

た
。

地
方

裁
判

所

は
本
案

に

つ
い
て

の
予

備
的
差

止
を

求

め
る
原

告

の
申
し

立

て

に
対

し

て
審

理
を
併

合

し
な

か

っ
た

(図
巳
。
霧

(騨
)
(さ。y

句
。↑

搾

Ω
<
・
戸
)。

120(398?



アメ リカにみ る参加 と法 ㈲

一
九
六
九
年

=

月

=

一日
、
地
方
裁
判
所

は
、
被
告

市

の
略
式
裁
判
を
求

め
る
申
立
を
容
認
し
、
原
告

の
訴
答
を
却
下
し
た
。

一

九
六
九
年

一
二
月

一
〇

日
、
上
訴

の
通
知
が
、
原
告

の
た
め

に
提
出
さ
れ
た
。
差
止
救
済
を
求
め
る
申
立
は
、
上
訴
中
地
裁
や
当
裁
判
所

に
対
し
な
さ
れ
な
か

っ
た
。

か
く
し
て
、

こ
の
裁
判
所
が
、
上
訴
を
決
定
し
た

一
九
六
九
年

一
二
月

一
二
日
か
ら

一
九
七
〇
年
七
月

一
四

日
の
間

に
、
被
告

市

は
、
彼
ら
が
意
図
し
て
い
た

こ
と

(す
な
わ
ち
、
新
し
い
住
民
参
加
グ
ル
ー
プ
を
、
組
織
し
よ
う
と
す
る
こ
と
)
に
関

し

て
、
何
を
す

べ
き

か
全
く
自
由
で
あ

っ
た
。

裁
判
所

の
最
初

の
意
見

(畠
Q。
男
.
bo
山
)
は
、

略
式
裁
判
を
求
め
る
申
請

の
認
容
を
再
審
査
す
る
こ
と

で
あ

っ
た
。
法
的
な
争
点

の
分
析

は
、
相
反
す

る
利
益

に
関
す
る
H
U
D

の
争

い
に
対
処
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
市

の

一
九
六
九
年
六
月
九
日
付

の
補
充
書
に
、

H
U
D
が

対
応
し
て
い
た
時
、
訴
答

に
よ

っ
て
申
し
立

て
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
連
邦
機
関

の
最
終
的
な
行
為
が
、

一
九
六
九
年
七
月
三
日
に
な
さ

れ
た
と

い
う
仮
説

の
も
と

に
訴
え
ら
れ
た
。
判
旨
は
、
法

の

H
O
ω
(げ
¥

と
法

の

雀

O
ω
(鋤
)
(N
)
。
と
政
策
に

つ
い
て
の
H
U
D

の
声
明
に

言

及

し

て

い
る
。

一
九

六
九
年

七

月
三

日

の
H

U
D
文

書

は
、

連

邦

行
政

手
続

法

α
9

9
ρ

㈱
刈
O
仁

の

器
。
仲ざ
旨

日
O
(。)

の
意

味

で

の
最
終

的

な
行

政

行

為
を

示

し

て

い
る
と

い
う

訴
え

を
額

面
ど

お
り
受
け

と

り
、
当

該

裁
判

所

は
、
「
こ

の
行

為

は
、

再

審

査
が

可
能

で
あ

り

不
法

で
あ

る
」

と

判

断

し
た
。

事

件

は
、

こ
の
意

見

と

一
致
す

る
よ
り

進

ん
だ
訴

訟
手

続
を

求

め

て
、

地
裁

に
差
戻

さ

れ

た

(幽
N
Qo
男
騨卜o血
角仲
刈
蘭oo
)。

審

査

は
、

一
九

七
〇

年

九
月

九

日

に
始

ま

り
、

八

日
間

(Φ闘αQ
窪

。。暮
噂・①
ρg
馨

8
巨

鋒
嵩
)
続

い
た
。

こ

の
審

査

に
従

っ
て
、

地
方
裁

判

所

は
、

詳
細

な
事

実
認

定

と

法

に

つ

い

て

の

結

論

を

含
む

意
見

(2
鼠

ゴ
Ω
蔓

〉
器
甲
ヨ

牙

O
。§
。搾

圃嵩
ρ

～

図
。
馨

Φざ

ω
N㊤
男

ω
巷
や

昌
漣

(】凹』
)
・
℃
伽
.
ドリ
『
困)
)
を

だ

し
た
。

地

裁

は
、

予
備
的

差

止

(唱増。一ぎ

冨

畷

且
§
巳
。旨
)
を

だ
す

こ
と

を

や

め
、

訴
答

を
却

下

し
た
。
当

裁

判

所

の
意

見

は
、

全

面
的

な
公

開

に

ふ
み
き

っ
た
。

当

裁
判

所

は
、

こ
の
訴

訟
が

継

続

し

て

い
る
間
、

新

し

い
住
民
参

加

組
織
が

で
き

、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

が
、

さ

ら

に
進

ん

だ

こ
と

を

(399)121



認

め
、

次

の
よ
う

に
述

べ

た
。

"
時

間

の
経

過
"
が

、

こ

の
訴

訟

の
当
事

者

及
び
彼

ら

の
代

表
者

の
心
を

や
わ
ら
げ

る
か
も

し

れ
な

い
こ
と
を

希
望

す

る
。

我

々
は
、
判

決

を
差
戻

さ

な

け
れ
ぽ

な

ら

な

い
。

そ

し

て
、

地
方
裁

判

所
が
、

以

下

の
点

を

心

に
と

ど

め
な

が

ら
命
令

を

だ
す

こ
と
を

希

望

し

て

い
る
。

ω

控

訴
人

(原
告
A
W
C
)
は
、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ

ア
モ
デ

ル

シ

テ

ィ
プ

ロ
グ

ラ

ム
の
た

め

の
住
民

参
加

組
織

と

し

て
、

直
ち

に
復

帰
さ

せ
ら

れ

る

べ
き

で
あ

る
。

②

そ

の
よ
う
な

住
民

参

加
組
織

と

し

て
、

A

W
C

は
、

A

W
C

の
組

織

に
統

合
す

る

目
的

で
、

既
存

の
住

民
参

加
組
織

と

忠
実

に
交

渉

す

べ
き

で
あ

る
。

㈹

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ァ
市

は
、

A
W

C
と

、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ

ア

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
た

め

の
住

民
代

表
組

織
と

し

て
行
動
す

る

委
員

会

の
設
立

を

め
ざ

し

て
、

A
W
C
と

協
定

を

結
ぶ

た

め

に
忠
実

に
交

渉
を

再
開

し
な

け

れ
ぽ

な
ら

な

い
。

一
九

六
九
年

六
月

三
〇

日

の
契
約

の
形
式

は
、

こ
れ

ら

の
交

渉

の
基

本
と

さ
れ

な

け
れ
ば

な

ら

な

い
。

し
か
し

な
が

ら
、

契
約

を
受

け

い
れ

る

こ
と

に
お

い
て
、

A

W

C

は
、

一
九

六
九
年

五
月

二
七

日

の

ハ
イ

ド
文

書
、

一
九

六
九
年

六
月

九

日

の
ワ

ト
ソ

ソ

メ
モ
、
あ

る

い
は
、

一
九

六
九
年

七
月

三

日

の
バ

ァ
イ
ダ
文

書

に
よ

っ
て
、

不
法

に
な

さ
れ

た
変
化

に
拘
束

さ

れ

る

こ
と
が

あ

っ
て
は
な
ら

な

い
。

ω

H

U
D
と
市

は
、

一
九

六
九
年

五

月

二
七

日
以
来
、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事

業

に
お

い
て
な

さ
れ

た
す

ぺ
て

の
変

化

に
関

し

て
、

A

W

C
と

忠
実

に
交

渉

す

べ
き

で
あ

る
。

(
一
九
七
二
年
)

六
月
、

当
事

者

は
、

控
訴

審

の
意

向

に
基

づ

き

、

判

決
登

録

(什訂

。嵩
ξ

鼠

ど

民
σ・㊦ヨ
舞

)
を

求

め

て
、

地
裁

に
あ

っ

た
。

地

裁

は
、

公
開

の
法

廷

で
証
人

調

べ
を

し
た

(そ
の
こ
と
は
、
明
白
に
は
書
き
写
さ
れ

て
は
い
な

い
け
れ
ど
)。

そ

し

て
、

次

の
よ
う
な
永

久

差
止

命
令

を
記

し

た
。
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アメ リカにみる参加 と法 ㈲

"
1

被

告

は
…
…

原
告

を
、

直

ち

に

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
住
民

参

加
組
織

〔
N
C
A
W
C
〕
と

し

て
、

復
帰

さ

せ
る

こ
と
を

強
制

的

に
命

じ
ら

れ

る
。

…
…

〔控
訴
審
裁
判
所
の
場
合
と
比
較
ぜ
よ
。
1

原
告

〔
N
C
A
W
C
〕
は
、

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
事
業

の
た
め
の
住
民
参
加
組
織
で
あ
る

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

リ

へ

と
い
う
点
に
お
い
て
、
直
ち
に
復
帰
さ
せ
ら
れ
る
べ
ぎ

で
あ
る

(引
用
者

(注
)
傍
点
は
、
裁
判
所

に
よ
る
)
。〕

2

こ
れ

に
よ
り
、

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア
市

と

A

C
C

(齢冨

〉
牙
ぎ

著

Ω
齢剛NΦ蕊

O
。ヨ
該
§

Φ)

の
現
在

の
契
約

は
、

修

正
さ
れ

フ

ィ
ラ

デ

ル

フ

ィ
ァ
市

の
契

約

の
当

事

者
と

し

て
、

N

C

A
W
C
を

A
C

C

に
置
き

か
え

る

こ
と

に
よ

り
修

正
さ

れ
、

改
良

さ
れ

る
。

し

か

し
な
が

ら
、

現
契

約

期

間
あ

る

い
は
そ

の
延

長

期
間

を

の
ぞ

い
て
、

そ

の
よ
う
な
契

約

に
基

づ
く

N
C

A
W
C

の
置
き

か
え

は
、

こ

の
命

令

の

パ
ラ
グ

ラ

フ
6
に

お

い
て

よ
り
完
壁

に
打

出
さ
れ

た

フ
ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

に
お
け

る

不
法
な

変
化

を
も

た
ら

す

も

の
で
も

な
く

、

ま

た

パ
ラ
グ

ラ

フ
ー

・
5

・
6

・
7
に
お

い

て
だ

さ
れ

た
当

事
者

の
権
利

・
義
務

に
も

影

響
を

与
え

る
も

の
で

は
な

い
。

市
と

地

域
住

民
委

員
会

(新
し
い
住
民
参
加
組
織
)
と

の
間

の
契
約

は
、

現

在

の
契

約

期
間

あ

る

い
は
そ

の
延
長

期
間
あ

る

い
は
、

N
C

A
W

C

の
権
利
を

侵

害
す

る

こ
と

な
く
、

A

C
C
が

N
C
A

W
C

に
統

合
さ

れ

る
ま

で
効

力
を

も

つ
こ
と

に
な

ろ
う

。

こ
れ
ら

の
契

約

の

も
と

で
、

そ

の
機

能
を

遂

行
す

る
こ
と

に
お

い
て
地

域
住

民
委
員

会

は
、

N
C

A
W

C

の
監

督

の
も
と

に
そ

の
機

能

を
遂

行
し
、

N
C

A

W

C

に
直

接

報
告
を

行

う
。

〔
控

訴
審

裁
判

所

の
場
合

と
比
較

せ
よ
。

"
2

住

民
参

加
組

織
と

し

て

の
N

C

A
W
C

は
そ

の
組

織
を

N
C

A

W
C

の
組
織

に
統

合
す

る
目

的

の
た

め

に
、

既
存

の
住
民
組

織

と
忠

実

に
交

渉
を

す

る
。
〕

3

〔
原

告
〕
、

N

C

A
W
C
と

A
C

C
、
彼

ら

の
職

員
、

機

関
、

雇

用
人
、

使

用
人
、

弁

護

士
等

は
、

現

契
約

期

間
と

そ

の
延
長
期

間

の
間

、
現

在

の

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
契
約

の
も
と

で

の
事

業

を
継
続

す

る

よ
う
命

じ

ら
れ

る
。

4

現

契
約

期

間
な

ら
び

に
そ

の
延
長

期

間

の
間
、

理
由

な

し

に
、

A

C
C
と

N
C

A
W

C
と

地
域
住

民
委

員
会

の
現

在

の
雇
用
者

の
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解

雇
を
な

す

べ
き

で

は
な

い
。

ス
タ

ッ
フ
を

雇

用
す

る

こ
と

に
伴

う
基
金

を

N

C
A

W

C

に
役
立

た

せ
る

た

め

に
、

被

告

は
上
記

パ
ラ
グ

ラ

フ
2
に
お

い
て
供

給

さ
れ

る

よ
う
な

N
C

A
W

C
と

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア
市

の
間

の
修

正
さ
れ

た
契
約

の
も
と

で

の
目
的

の
た

め

に
、

一
ケ
月

一
万

五

千
ド

ル
の
付
加
給

付
を

行

う

べ
き

こ
と
を

命
じ

ら

れ

る
。

5

原
告

N

C
A

W
C

及
び

そ

の
職

員
、

機

関
、

使

用
人
、

弁

護

士
ら

は
、

原
告

N
C

A
W
C

の
組
織

に
、

既
存

の
住

民
参

加
組
織

を

統

合
さ

せ
る
た

め

に
、

既

存

の
住

民
参

加
組
織

と

忠
実

に
交

渉
す

る
よ
う

に
命

じ

ら
れ

る

〔控

訴
審

判
決

の

パ
ラ
グ

ラ

フ
2
参
照

〕
。

6

被

告

市

は
、

一
九
六

九
年

六
月

三
〇

日
付

の
契
約

の
形

式

に
規

定

さ

れ
た

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ

ア

モ
デ

ル

シ

テ

ィ
事
業

の
た

め

の
住
民

参

加
組
織

と

し

て
、
N
C

A

W
C
が

行

動
す

る

こ
と

の
協
定

を

結

ぶ
た

め

に
、
N
C

A
W
C
と

忠
実

に
行
動

を
開

始

し
な
け

れ
ぽ

な

ら
な

い
。

…
…
添

付

さ
れ

た
文

書

A

(こ
れ
は
、
申
し
出
ら
れ
た
契
約

の
形
式
で
あ
り
、

一
九
六
九
年
七
月
N
C
A
W
C
に
よ

っ
て
拒
否
さ
れ
た
も

の

で
あ
る
。
)
は
、
こ
れ

ら

の
交
渉

の
基

本

と
さ

れ

る
べ
き

で
あ

る
。

そ

し

て
さ
ら

に
、

「
何

ら
か

の
契

約

を
受

領
す

る

こ
と

に
お

い
て
、

N
C

A
W
C

は
、

㈲

一
九

六
九

年

六
月

九

日
付

の
補

足
文
書

、
㈲

一
九

六
九
年

七
月

三

日
付

の
文
書

は
、

㈲

一
九

六

九
年

五
月

二
七

日
付

の
H

U
D
文
書

に
よ

っ
て

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事
業

に
対

し

て
な

さ
れ

た

不
法

な
変
化

に
拘
束

さ

れ

な

い
」

こ
と
が

規
定

さ

れ

る
べ
き

で
あ

る
。

〔
控

訴
審

判
決

参

照
。

"
3

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
市

は
、

〔
N
C

A

W
C
〕
が

住
民

参

加
組
織

と

し

て
行
動

す

る
た

め

に
、

〔
N

C

A
W
C
〕

と

交
渉
す

る
。

一
九

六
九
年

六
月

三
〇

日
付

の
契

約

は

こ
れ

ら

の
交
渉

の
基

本

と

し

て
用

い
ら
れ

る
。

し

か
し
な

が

ら
、
契

約

を
受

領
す

る

こ
と

に
お

い
て
、

〔
N

C
A

W
C
〕

は
、

一
九

六

九
年

五
月

二
七

日

の
文
書

に
よ

っ
て

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

モ

デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

に
、

ま

た
、

一
九

六
九
年

六
月
九

日

の
メ

モ
ラ

ン
ダ

ム
あ

る

い
は
、

一
九

六
九

年

六
月

三

日

の
文
書

に
お

い
て
な
さ

れ

た

不
法

な
変

化

に
よ

っ
て

は
拘
束

さ
れ

な

い
。
〕

7

被
告

は
、

一
九

六
九
年

五
月

二

七

日
以

来
、

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

に
お

い
て
な

さ
れ

た
す

べ

て
の
変
化

に
関

し

て

〔
N
C

A

W
C
〕
と

忠
実

に
交

渉
す

べ
き

で
あ

る
。
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8

原

告

は
、

…
…

そ

の
費

用
を

…
…

回
復

す

る

…
…
。

9

当
裁

判
所

は
、
裁

判
管

轄

を
有

す

る
。
"

被
告

市
が

、

パ
ラ
グ

ラ

フ
6

に
お

い
て
新

し

い
契

約

の
た

め

に
N
C

A

W
C
と
交

渉

す

る

こ
と

を
命

じ

て
い
る
中

で
、

パ
ラ
グ

ラ

フ

ー
と

2

に
お
け

る
永

久
的

な
差

止

は
、

A

C

C

の
代

り

に
、

既

存

の
契
約

の
当
事
者

と

し

て
、

N
C

A

W
C
を

お
く

こ
と
を

意

味
し

て
い

た

。

パ
ラ
グ

ラ

フ
2

に
お
け

る
差
止

は
、

A
C

C
を
、

N
C

A
W

C

の
構

造

の
中

に
統

合

し
た
。

同
時

に
、

パ
ラ
グ

ラ
フ

5
に
お

い
て
そ

れ

は
、

N
C

A

W
C

に
、

地
域

住

民
委
員

会

を
統

合
す

る
た

め

に
、

A

C
C
と

交
渉

す

る

こ
と
を
命

じ

て

い
た
。

こ
れ

ら

の
指
示

を
実
行

す

る
た

め
N

C
A

W
C
と

A
C

C
は
、
交

渉

の
座

に

つ
こ
う

と

し

て
い
た

。

一
九
七

二
年

八
月

三

一
日

に
、

地
裁

に
提

出
さ

れ
た

N
C

A
W

C

の

メ

モ
ラ

ソ
ダ

ム
が

示

し

て

い
る
よ
う

に
、

こ
れ

は
、
次

の
よ
う
な

こ
と

で
あ

っ
た

(ン」
の
間
、
容
認
さ
れ
た
文
書
を
実
施
す
る
許
可
を
求
め
る
N
C
A
W
C
の
訴
え

に
関
す
る
移
送
命
令
1
ー
爵
註
§

ユ
ー

は
、
連
邦

最
高
裁
判
所
に
よ
り
否
決
さ
れ
て
い
る
)
。

2

N

C

A
W
C
契

約

N
C

A

W
C

は
、

A
C

C
と
市

の
契

約

に
お

い
て
永

久
的
差

止
命

八
ロ
ー
と

6

は
、

A
C

C
と

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
市

の
契

約

に
基
づ
き

、

N
C

A

W
C
を
、

A

C
C

に
お
ぎ

か

え

る
こ
と

で
あ

っ
た

と

い

う

姿
勢

を

示
し

た
。

市

は
、

「
N
C

A

W
C

は
、

差

止
命

令

5

に
従

っ
て
、

契

約

に

つ
い
て
交
渉

し
、

署

名
し

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
」
と

主

張

し

た
。

N
C

A

W
C

は
、

「
現

在
活

動

し

て

い
る
非
営

利
団
体

の
支

配

か

ら
、

N
C

A
W
C
を

排

除

し
て

い
る
現

在

の
規
定

が
、

削
除

さ

れ

た

場
合

に

の
み
、

こ
れ

に
同
意

す

る

で
あ

ろ
う
」
と

述

べ
た
。

か
く

し

て
、

市

と

N

C
A

W

C
は
、

一
九

六
九

年

六
月

に
生

じ
た
、

共

通

の
難
局

に
対

す

る
と

り
組

み
を

開
始

し

た
。

し

か
し
な
が

ら
、

こ

の

当

時

、

N

C
A

W
C

は
、
「
以
前

の
決

定

(控
訴
審
の

。.窄
「)
は
、

単

に
H

U

D

の
利
害

関

係

の
衝
突
が

、

交

渉

の
主
題

で
あ

っ
た
だ

け

で

な

く

、

そ
れ
が
、

不
法

で
あ

っ
た
と
判

決

し

て
い
た
」
と

主

張

し
た
。

被

告

市

は
、

「
暫
定
的

な
契

約

の
規

定

は
、

将
来

の
契

約

を
拘
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束

し

な

い
L

こ
と

を
認

め

た
他

は
、

い
か
な

る
修

正
も
認

め
な

か

っ
た
。

つ
い

に
、

N
C
A

W
C

は
、

差
止
命

令

の

パ
ラ
グ

ラ

フ
4

に
規

定

さ

れ
た
、

月

々

一
万

五
千

ド

ル
を
す

み
や

か

に
獲

得
す

る

こ
と

を

期
待

し

て
、

そ

の
規
定

が

不
法

で
あ

る
と

い
い
な
が

ら
も
市

の
主

張

す

る
契

約

の
形

式

に
従

い
、
署

名

し

た
。

こ

の
契

約

は
、

一
九

七

二
年

=

一月

三

一
日
ま

で

に
は
、

現

在

の
H

U
D
と
市

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
契

約

(寓
C
O
-。ξ

ζ
。量

Ω
肝
。。
0
8
欝
8

の
満

期
と

と
も

に
意

味
を

失

う
。

3

N

C

A
W
C
と

A
C

C

の
交

渉

N
C

A
W

C
と

A
C

C

は
、
「
(A
C
C
の
)
現

在

の
長
が

、

N
C

A
W

C

の

共
同

議
長

に
な

る
」
と

い

う

A

C
C

の
主
張

と

の
調
整

を

は
じ

め
た
。

N

C
A

W
C

は
、

「
差

止
が

、

N

C

A
W
C
を

A
C

C

に
か
わ
り

市

の
契
約

の
当

事
者

と

し

て
認

め

て

い
る

の

で
あ

る

か
ら
、

そ

の
執
行

委
員

長

は
、

A
C

C

の
長
と

そ

の
責
任

を

分
担
す

る
必

要

は
な

い
」

と

主

張

し
た
。

こ

の
間
、

N
C

A
W
C

は
、

差

止

の

パ
ラ

グ
ラ

フ
2
に
お

い
て
規
定

さ

れ

た
当

事
者

で
は
な

い
地

域
住

民
委

員
会

(四
八
頁
参
照
)

に
関
す

る
権

限
を

主
張

す

る

こ

と

に
、

非
常

な

困

難
さ

を
感

じ

て

い
た
。

4

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事

業

の
継
続

に
関
す

る
契

約

市

は
、
「
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
継
続

に
関

す

る

N
C

A

W
C
と

の
永
続

的

な
契

約

は
、
N
C

A

W
C
と

A

C
C
と

の
交
渉

が
完
遂

す

る

(す
な
わ
ち
、
新
し
い
連
邦
基
金
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う

一
九
七
二
年

一
二
月
三

一
日
以
後
の
期
間
)
ま

で
、
あ

り

え

な

い
」
と

い
う

姿

勢

を
示

し
た
。

N

C
A

W
C

は
、

「
そ

の

よ
う
な

(A
C
C
と
の
)
統

合

は
、

求

め
ら
れ

て

い
な

い
。
市

と

H

U
D

は
、

N
C

A
W
C
と
交

渉

し
な

け
れ
ぽ

な
ら
な

い
。

そ

し

て
、

そ
れ

は
将

来

の
契
約

に
対

し

て
、
単

独

で
行

わ
れ

な
け

れ
ぽ

な

ら
な

い
。
」
と

主
張

し

た
。

N
C

A

W

C
は
、

ま
た

脚
市
が

、

月

々

一
万

五

千

ド

ル
を
支

払

い
は
じ

め
た
時

に
、

そ

の
よ
う
な

交
渉

を
始

め
る
L
と

い
う

姿
勢

を

示
し
た
。

当

事

者

は
、

明

ら

か

に
、

新

し

い
契

約

に
お
け

る
文
言

(8
Hヨ
q。)

の
使

い
方

に
関

し

て
、

依

然
と

し

て
、

へ
だ
た

り
を
示

し

て

い
た
。

終

局

の
日
、

一
九

七

二
年

一
二
月

三

一
日
が

、
急

速

に
近
づ

き

つ

つ
あ

っ
た
。
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双
方

の
当

事
者

の
弁

護

士
は
、

地
裁

に
非

公
式

に
相
談

を

し

た
。

被

告

市

は
、

『
い

く

つ
か

の

割

れ

目

(見
解
の
相
異
)
は
、

も

し

N

C

A
W
C

の
理
事

会

の
選
挙

が

行

わ
れ

る
な
ら

、

解

決
す

る
か
も

し
れ

な

い
」
と

提
案

し
た
。

N

C
A

W
C

は
、

「
一
九

六
九
年

五

月

以
前

に
は
、
そ

の
よ
う
な

選
挙
が

行

わ
れ
な

か

っ
た
」

こ
と

を

認

め
た
。

一
九

七
二
年

九
月

六
日
、
地

裁

は
、

(各
地
域
住
畏
委
員
会
あ
る

い
は
そ

の
構
成
体
か
ら
選
挙
さ
れ
た
三
人
と
、
対
象
地
域
全
体
か
ら
選
ば
れ
た
最
高
八
人
の
メ
ソ
バ
ー
か
ら
な
る
と

こ
ろ
の
)

五
六
人

の
委

員
会

メ

ソ

バ

ー

の
選
挙

の
実

施

を
命

じ

た
。
命

令

は
ま

た
、
「
こ

の
理
事

会

が
、

N
C

A
W

C

の
事

務
員

を
選
挙

す

る

こ
と
。

モ
デ

ル

シ

テ

ィ
事

業

の
雇
用

者
あ

る

い
は

モ
デ

ル
シ

テ

ィ
事

業

委
託

機
関

の
雇
用

者

で
あ

る
者

は
、

同
時

に
選

挙
さ

れ
た

地
域

住
民

委
員
会

の

メ

ソ
バ

ー
に
は

な

れ
な

い
」

と
命

じ

て

い
る
。

N
C

A
W

C

は
、

控
訴

審

(藍

a

巷
需
巴
)

に
お

い

て
以

下

の
よ
う

に
主

張

し
た
。

ω

一
九

七

二
年
九

月

六

日

の
命

令

は
、

(A
C
C
を
N
C
A
W
C
に
お
き

か
え
、
N
C
A
W
C
と
A
C
C
の
統
合
を
求
め
る
)

こ

の
裁
判

所

の

命

令

に
違

反

す

る
。

②

一
九

七

二
年
九

月

六

日

の
命
令

は
事

実

に
基

づ

い

て
法

を
適

用

し

て

い
な

い
と

い
う
意

味

で

図
巳
①
。・
総

碧
山
①
も随
、
岡
φ"

図
●
Ω
タ

戸

に
違
反

し

て

い
る
。

㈹

一
九

七

二
年

九
月

六

日

の
命
令

は
、
適

切
な
告

知

や
聴

聞
な

し

に
だ

さ
れ

て

い
る

の
で
あ

り
、

適

正
手
続

に
違
反

す

る
。

地
裁

が
、

訴

訟
原

因
及
び

求

め
ら

れ

る
救

済

の
性

質

か
ら

み

て
管

轄

(・。蚤

Φ簿

日
匿

①こ

巳

。・儀言

8
)

を
欠

い
て

い
た
と

い
う
主

張

は
な

さ

れ
な

か

っ
た

。

ま
た
、

永

久
差

止

に

つ
い
て

の
パ
ラ
グ

ラ

フ
9
に

お
い

て

「
当
該

裁
判

所

は
、
管

轄

権
を

も

つ
」
と

定

め
ら

れ

て

い
る

こ
と

か
ら

し

て
、

地
裁

は
命

令

に
違

反

し

て
い
る
と

い
う

主

張
も

な
さ

れ

な

か

っ
た

(実
に
、
永
久
差
止
が
だ
さ
れ
た
後
で
、

こ
の
パ
ラ
グ
ラ

フ
9
に
基
づ
き

N
C
A
W
C
は
、
被
告
に
対
し
、
五
万
ド

ル
の
弁
護
士
費
用

の
支
払
を
地
裁

に
求
め
た
。
し
か
し
そ
れ
は
決
定
さ
れ
て
い
な

い
)
。

N
C

A

W
C

は
、

「
い
く

つ
か

の
点

か
ら

し

て
、

理
事

会

の
選

挙

は
行

わ
れ

る
べ
き

と
考

え

る
が
、

し

か
し

今

は
適

切

で
は
な

い
」

と

主
張

し
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た
。
選

挙

実
施

命

令

の
再

考

と
延

期
を

求

め

る
訴

え

に
お

い
て
、

N
C

A

W
C

は
、

そ

の
理

由
を

次

の
よ
う

に
述

べ

て
い
る
。

「
選

挙

は
、

こ

の
時
点

で
行

わ
れ

る
べ
ぎ

で
は
な

い
。

な
ぜ

な

ら
、

選

挙

は
、

〔
N
C
〕

A

W
C

と

対
象

地

域

の
住

民

を
、

(
H
U
D

へ
の

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

モ
デ

ル

シ
テ
ィ
事
業
の
実
施
に
対
す
る
申
請
書
の
提
出
以
前
の
三
年
目
の
行
動
計
画
の
準
備
過
程
に
)
完

全

に
参

加
す

る

こ
と

を

妨
げ

る

こ
と

に
な

る

で
あ

ろ
う

か
ら

で
あ

る
。
」

(傍
点
引
用
者
)

よ
り
明

確

に

い
え
ぽ
、

N

C

A
W

C
は
、

そ

の
選
挙

に
よ
り
、

N
C

A

W
C

の
当

初

か
ら

の
役

員
が

、

再
選

さ
れ
ず

、

そ

の
結

果
、

従

来

の
よ
う

に
参

加

で
き

な
く

な

る
と

い
う

こ
と

を
危

惧

し

て

い
た

の
で
あ

ろ
う
。

N
C

A
W
C

は
、

一
九

七

二
年

の
九
月

六
日

の
命
令

の
停

止
を
求

め
、

こ
の
裁

判
所

の
賠

審

員

か
ら
停

止
を

獲
得

し
た
。

両
当

事
者

は
、

一
九

六
九

年

六
月

に
発
す

る
同

じ
問

題

に
苦

し

ん

で

い
る
。

そ

し

て
新

し

い

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
の
申

請

日

で
あ

る

一
二

月
三

一
日
が
、
急

速

に
近

づ
き

つ

つ
あ

る
。

〔
1

・
2
〕

事
件

が
最

後

に
我

々
の
と

こ
ろ

に
き

た
時

の
我

々
の
命

令

は
、

(そ
れ
は
、
非
営
利
団
体
ー
A
C
C
と
新
し
い
地
域
住
民
委
員
会

の
契
約
権
に
介
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
)

N

C
A

W

C
が

解

し

て

い

る

よ

う

に
、

A
C

C
を
、

N
C

A

W
C

の
自

動

的

な

代

替

物

と

み

な
す

こ
と

は
で
き

な

い
。

む

し

ろ
地
裁

の
よ
り
進

ん
だ
訴

訟
手
続

が

期
待

さ
れ

ね
ぽ

な

ら
な

い
。

そ

し

て
こ

の
目
的

の
た

め

に
、
地

方
裁

判
所

は
、

裁

判
管

轄
を
保

持

す

る
と

い
う
規

定

を
適

切

に
含

ん

で

い
る
。

我

々
の
最

近

の
判

決
が

希

望

し
た

よ
う

に
、

N

C
A

W
C
と

A

C
C

の
統
合

を
完

成

さ

せ

る
た

め

に
、

も

し
交
渉

が
失

敗

し
た
な

ら
、

他

の

ス
テ

ヅ
プ
が
求

め
ら
れ

る
。

N
C

A
W

C

の
理
事

会

の
対

象

地
域

に
お
け

る
選
挙

は
、

一
九

六
六
年

の

モ
デ

ル

シ

テ

ィ
法

に
お
け

る

.、乱

山
Φ。。箕
8
α
6
三
NΦコ

℃
鉾
酔凶9
鴇
ま

コ
..
の
制
度

上

の
政
策

と

一

致

し

て

い
る
。

〔
3

・
4
〕

地
方
裁

判
所

の
命
令

に
そ

っ
た

こ
と

か
ら

の
進

展

に
お
け

る
手
続

上

の
欠
陥

に
関

し

て

は
、

我

々
は

「
明

ら

か

に
有

害

な

も

の

は
何

も
生

じ

て
い
な

い
」

と

判
示

し
た
。

N

C
A

W
C

の
弁
護

士
は
、

「
市

は
選
挙

を
提

案

し

ょ
う
と

し

て

い
る
」

と

い
う
少
な

く
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ア メリカにみ る参加 と法(3)

と
も
非
公
式
の
通
知
を
受
け

て
い
た
。
弁
護

士
は
、
裁
判
所

に
対

し
彼

の
立
場
を
述

べ
る
機
会
を
も

っ
て
い
た
・
証
拠
聴
聞

の
欠
敏

は
・

.㌧

.」
で
は
批
判

の
対
象
と
し
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ぽ
、
以
前

の
記
録
に
お

い
て
は
、
展
開
さ
れ
な
か

っ
た
唯

一
の
新
し

い
事
実
は
・
ω
前
述

さ
れ
た
難
局

の
存
在

で
あ
り
、
②

永
い
間
、
選
糞

行
わ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
妻

、

で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
妻

は
争
わ
れ

て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。
選
挙

は
今

は
行
わ
れ
る
べ
き

で
は
な

い
、

と

い
う
N
C
A
W
C
の
意
向

に
関
し

て
は
・

我

々
は
・
「
地
方
裁
判
所

は
・
そ

の

意
向
を
拒
否
す

る
.」
と

に
よ

っ
て
、
裁
量
を
乱
用
す

る
こ
と
は
な
か

っ
た
」
と
遡

那
す
る
。
選
挙
を
延
期
す
る
た
め
に
主
張
さ
れ
た
理
由

は
、
明
ら
か
に
、

不
公
平
な
も

の
で
あ
る
か
ら

で
あ

る
。
前
述

の
理
由
は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
妻

を
実
施
す

る
N
C
A
W
C
の
参
加
に
対

す
る
H
U
D
の
利
害
対
立

に
つ
い
て
、

H
U
D
と
交
渉
を
続
け
た

い
と
す
る
N
C
A
W
C
の
現
在

の
職
員

の
重

に
本
質
的

に

一
致

し
て

い
る
。

我

々
の
以
前

の
決

定

は
、

N
C

A
W
C

は
H
U

D

に
対

し
、

妥
協

に
よ

っ
て
、

こ

の
問
題

に
譲
歩

す

る

こ
と
を
強

制
す

る
こ
と

を

意

図

し

て

は
い
な

い
し
、

H

U

D

の
立

場
が
、

法

の
要
求
と

一
致

し

て

い
な

い
と
も

い

っ
て

い
な

い
。

地
裁

の

一
九
七

二
年

九
月

六

日

の
命

令

は
、

肯

定

さ
れ

る
で
あ

ろ
う
。

一
九
七
二
年
九
月

二
吾

、
.」
の
裁
判
所

に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
た
訴
訟
中
止
は
肇

さ
れ
る
で
あ

ろ
う
・
充

七

二
年
九
月
六
日
の
命
令

は
、
我

々
の
訴
訟
中
止

の
故

に
作
動
し
な

い
で
あ

ろ
う
か
ら
、
こ
の
事
件

は
、
選
挙

の
実
施
を
促
進
す

る
た
め
の
期
間
に

つ
い
て
新
し

い
ス

ケ
ジ

、
ー
ル
を
固
定
す
る
よ
三

九
七
二
年
九
月
六
日
の
命
令
を
修
正
す
る
命
令

の
登
録
を
求

め
て
、
地
裁

に
差
し
戻
さ
れ

る
で
あ

ろ
う
・

(こ
の
訴
訟

の
そ
の
後
の
動
向
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
他
日
の
研
究
に
ゆ
だ
ね
た
い
。
)

「
O

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
法
と
参
加
を
め
ぐ
る
そ
の
他
の
判
例
の
展
開

e

T
V
A

事
件
と
参
加

.」

.」
で
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業
を
め
ぐ
る
そ
の
他

の
判
例
の
動
き
に
ふ
れ

て
ぎ

た
い
と
考
え
る
が
、
そ

の
前
に
住
民
参
加

に
つ
い
て
の
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先
駆
的
な
判
例
で
あ
る
T
V
A
事
件
に
ふ
れ
て
お
き

た

い
。

連

邦

事
業

に
お
け

る
住
民
参

加

の
正
当

性

を
裁
判

所

が
認

め
た

最

も

は
や

い
例

は
、

陣冨

↓
§

①・。・,㊦
.
〈
餌
出
。団
〉
自
夢
。
.課
鴫

(↓
≦

の

　
ユ
　

合
纏

艶

難

鷲

鉾

九
三
。
年
代
に
住
民
荒

に
つ
い
て
馨

し
毒

T
V
A
は
・
募

墾

ル
で
讐

れ
る
事
業
と
し
て
・
電
力
生
産

・
化
学
肥
料

の
生
産

・
土
地
利
用
計
画

・
土
地

の
収
用
を
広
く
公
示
し
て

い
た
。

ア」
の
時
ま
で
に
、
亥

、

に
T
V
A
は
・
既
存

の
住
民
グ

牛

プ
と
地
方
政
府
と

の
合
同

で
そ
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
考
、そ

い
た
。

T
V
A
の
ス
タ

.
フ
は
、

参
袈

ボ
ラ
ソ
タ
リ
】
グ

牛

プ
と
地
方
政
府

の

"
共
同
体
"
と
考
え

て
い
た
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
、
参
袈

"
既
存

の
も

の
婁

定
性

へ
の
恐
れ
を
防
ぐ
た
め
・
肇

決
定
構
造

や
指
導

に
新
し

い
要
素
を

吸
収
す
る
プ

呈

ス
〃
と

し

て
考

え

て

い
た

の
で
あ

る
。
当
局
の

〃
草

の
根
理
論
"

は
・
地
方

の
開
発

に
唯

蘭

係
す
る
政
府
欝

と
し
て
そ

の
存
在
を

一
種
正
当
化
し
て
お
り
、
そ

の
事
業

の
受

け

入
れ

を
た
や
す
く
す

る
た
め
錆

い
ら
れ
た
。
T
V
A
は
、
協
力
を
求

め
て
い
る
グ
ル
少

と
地
姦

府

の
間

の
信
頼

の
程
度
や
民
主
的
性
格

に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
調
芒

て
い
な
か

っ
た

の
で
、

T
V
A
は
、
後

の
住
民
参
袈

業
を
苦
し
め
た
よ
う
な
多
く

の
疑

い
に
芒

め
ら
れ

る

こ
と

は
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

判
決
は
・
住
民
と
商
惣

対
応
し
た
連
邦
政
府

の
活
動
を
支
芒

た
。
T
V
A
は
、
あ

る
意
味
で
、

州
政
府
を
回
避
し
て
い
た
か
ら
で

あ

る
。

T
V
A
の
事
件

に
お
け
る
多
く

の
争
点
は
、
地
方

の
事
業

に
関
わ
る
事
項

に
つ
い
て
、
連
邦
政
府

の
役
割
が
増
加
し
て
き
た
こ
と

に
よ

っ
て
・
正
当
化
さ
れ
て
き

た
け
れ
ど
も
、

T
V
A
事
件
が
提
示
し
て
い
る
連
邦
主
義

の
問
題
は
、

よ
り
最
近

の
紛
争

の
根
妻

示
す

こ
と

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。
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アメ リカにみる参加 と法 ㈲

響

コ
8
霊
ぎ

竃
凶嘗

$
宕
評

の
事
件

は

一
九

六
〇

年
代

に
お
け

る
地
方

分
権

化
さ

れ

た
政
府

へ
の
流

れ
を

示
唆

し

て

い
る
。

同
事

件

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
計
画
補

助
金

の

「
交

付
」

に
関

連

し

て
行

わ
れ

た

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に
基

づ

く

調
査
が
違
憲

で
あ

る
と

し

て
、

市

(ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
)
の
当

該

地
域

に
居

住
す

る
納
税

者

が
、

ミ
ネ

ア
ポ

リ

ス
市

及
び

H

U
D
等

に
対

し
、

ク
ラ

ス
ア
ク

シ

ョ
ソ
を
提

起

し
た
も

の

で
あ

る

(H
U
D
は
、
、ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
市
に
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
法
に
基
づ
く
計
画

の
た
め

の
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
を
す
で
に
決
定
し
て

い
た
。
原
告
は
、
計
画
補
助
金
に
基
づ
く
調
査
が
実
施
さ
れ
た
地
域

の
住
民
で
あ
る
。
)。

こ

の
事
件

に
お

い
て
、

原
告

は

一
方

で
調

査

の

一
時

的

な

差

止
を

求

め
な
が

ら
、

他
方

で
様

々
な
憲
法

上

の
理
由

に
基

づ
き

、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
法

の
有

効

性
を

攻
撃

し

た

(原
告
に
よ

っ
て
反
対
さ

れ
た
法
律
1
⊥

調
箆
蝕

8
1
ー
が
正
確
に
は
何
を
さ
す

の
か
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か

っ
た
)。

一
時
的

な

差
止
救

済

を
求

め

る
原
告

の
訴

答

を
棄

却
す

る

こ
と

を
求

め

る
H

U
D

の
申
立

に
対

し
、

裁

判
所

は
ω

「
H
U

D
は
、
被

告

た

る

べ
き

行
政
機

関

で
は
な

い
」
、

②
「
原
告

は
、

納

税
者

と

し

て
訴
訟
を

提

起
す

る

一
種

の
権
利

を
も

っ
て
い
る
。

し
か

し
、

議

会
が
課

税

を
実

施

し

て
お
ら

ず
、

権

限
を

行
使
す

る
う
え

で

の
特
定

の
憲

法
上

の
制

約

に

つ
い
て
何

も

示

し

て

い
な

い

"
こ
の
時
点

"

で

は
、

原

告

は
原

告
適

格
を
欠

い
て

い
る
。
」

と

い
う

理
由

で
H

U

D

の
申

立
を

認

め
た
。

ま
た

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

の
違
憲

性

に

つ

い

て

の

原
告

の

主

張

の
う
ち

「
ω
法

が

"
不
明

確

で
あ

る
場

合

に
は
、

無
効

で
あ

る
"
と

い
う

原

告

の
主

張

は
、

そ

の
よ
う
な

主
張
が

刑
事

制

裁

に
か

か

わ

る
場
合

に
は

「
刑

事

上

の
責

任

は
、

自

己

の
行

動
が

禁
止

さ
れ

て
い
る

こ
と

を
、

合

理
的

に
理
解

で
き

な

い
場
合

に

は
、
適

応

さ
れ

な

い
」

と

い
う

こ
と

を
意

味
す

る

こ
と

に
な

る
が
、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
法

の

よ

う

に

行

政
機

関

(
こ
こ
で
は
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
市
を
さ
す
)

に
対

し
刑
事

制
裁

の
権

限

を
与

え

た
も

の
で

は
な

い
単
な

る
権

限

の
付
与

(
こ
こ
で
は
プ
ラ
ソ

ニ
ン
グ
の
た
め
の
補
助
金
を
資
格
づ
け
る
た
め
の

"
調

査
〃
を
さ
す
)
は
、

憲

法

上

の
争

点

と
な

り
え

な

い
。

②
明

確
な

基

準
が

な

い
の
に
、
権

限

の
違
憲

な
委

任
が

あ

っ
た
と
す

る
主

張

に

つ
い

て
は
、

法

は
事

実

上

H

U
D

の
長
官
を

規

制
す

る
明

確
な

基

準
を

打

ち
だ

し

て
お
り
、

そ

し

て

不
法

な
委

任

で
あ

る
と
言

わ

れ
な

い
よ

う

に
、
連

邦

の
立

法

上

の
補

助

に
お

い
て

は
、

た

と

え
最

小
限

で
あ

る
と

は

い
え
、

基

準
が

要

求

さ
れ

て
い
る
。

㈹

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

は
、

409)131



修

正

一
条

に
対

す

る
原

告

の
権

利

を

妨
害

し

た
と
す

る
主

張

は
、

(
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
自
身

の
目
的
、
あ
る
い
は
そ
の
適
用
の
い
ず
れ
か
ら
み
て
も
、

法
が
訴
え
ら
れ
た
よ
う
な
結
果
を
示
唆
す
る
も

の
と
は
、
み
じ
ん
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
し
て
)
全
く

認

め

ら

れ

な

い
。
ω

理
由

の
な

い

"
調

査

"

や

"
拘

束

"

か
ら

の
自
由

を

規
定

す

る
修

正

四
条

の
も

と

で

提

起

さ

れ

る

よ
う

な
実
質

的

な

問
題

は

こ

こ
に
は
存

在
し
な

い
。
法

は
、

い
か
な

る
意

味

で
も

"
調

査
"

を
規

定

し

て
お
ら
ず

、

プ

ラ

ソ

ニ
ソ
グ

の
た

め

の
補
助

金

を
資

格
づ

け

る
た

め

の

"
調
査

〃
が

行

わ

れ

る

こ
と

は
、

法
が

違
憲

で
あ

る

こ
と

を

意
味
す

る
も

の
で

は
な

い
。
㈲

法
が

平
等
保

護
規

定

な

ら
び

に
、
補
償

に

つ
い
て
定

め

る

こ
と

な
く

財
産

を
奪

う

こ
と

は
、

修
正

五

条
な

ら
び

に

一
四
条

の
権

利

を

否
定

す

る

こ
と

に
な

る
と
す

る
原
告

の
主
張

は
、

理

由
が

な

い

(原

告
は
、
補
助
金

の
交
付
に
伴

い
、
計
画
が
実
施
さ
れ
る
と
再
開
発

に
よ

っ
て
原
告

の
住
署
等
が
強
制
的
に
移
転
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
)。

問
題

の
補

助
金

は
、

計
画

に
対
す

る
も

の
で
あ

り
、

初

め

に
、

あ

る

い
は
補

助
金

の
交

付

に
伴

い
没
収

の
申

し
渡

し
が

要

請

さ
れ

る

よ
う

な

"
没
収

"

で
は
な

い
。

ま
た

た
と

え
、
補

助

金
が

、

原
告

の
財
産

の
没
収

の
申

し
渡

し

で
あ

り
、

原
告

の
主
張
が

時
を

え

た
も

の
で
あ

る
と

し

て
も

、
す

で

に
連

邦

に

お
け

る
同
様

の
再
開

発
立

法

は
、

修

正

五
条

な

ら
び

に

一
四
条
が

論

じ
ら

れ

た

ヶ
ー

ス
に
お

い
て
支

持

さ

れ

て
き

て

い
る
。

㈲

修
正

八
条

に
違

反

し
、

残

酷
な

非
人

間
的

な

罰
則
を

科

し

て

い
る
と

い
う

理
由

に
基

づ
く
、

法

の
違
憲

性

に
対
す

る

主

張

は
、

理

由
が
な

い
。

法

は
、

指
摘

さ
れ

た

よ
う

な
罰

則
を

科

し

て

い
な

い
し
、

ま
た

歴
史
的

に

み
て
、

残
酷

か

つ
非

人
間
的

な

罰
則

に
対

す

る
論
争

は
、

刑
事

罰

の
領

域

で

の
み
論
じ

ら

れ

て
き

て

い
る
も

の
で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。

そ

し

て
⑦

法
が

、

プ

ラ
イ
バ

シ
ー

に
対

す

る
修

正
九

条

・
一
〇

条

に
対
す

る
原
告

の
権

利
を

侵
略

し
て

い
る
と
す

る
主

張

は
、

実
質

的

な
憲

法

上

の
問
題

で
は
な

い
L

と

し

て

い

る
。ま

た
、

大

法

廷

の
召
集

を
求

め
る
原

告

の
申

立

て

に
対

し
、

小
法

廷

は
、

「
連
邦

法

(b。
。。

d
ψ

ρ

㎝
留

悼。。
F

卜。
b。鍵
)
は
、
議

会

の
制
定

し

た
法

に
対

し
、

差
止

を
求

め

る
訴
訟

に
お

い
て

は
、

大
法

廷
が

こ
れ

に
あ

た

る

こ
と

を
要

請

し

て

い
る
。

し

か
し
、

小
法

廷

は
、
訴

答

が

、

実
質

的

た
憲

法

問
題

を
提
起

す

る

こ
と

に
失

敗

し
た

場
合

に

は
、
連

邦
法

の
有

効

性

を
攻

撃
す

る
訴
答
を

却

下
す

る
行

動
を

と

る

こ

1324rn)



ア メリカにみ る参加 と法 ㈲

と
が

で
き

、

ま

た
訴
訟

中
原

告

に
よ

っ
て
、

憲
法

問
題
が

提

起

さ
れ
な

い
場
合

に
は
、

大
法

廷
を

求

め

る
実

質
性

を
否

定
す

る
こ
と
が

で

き

る
L

と

判

示

し
た
。

と

こ
ろ

で
原

告

は
、

当
初

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
が

規
定

す

る

"
住

民
参

加
"

の
概
念

に
関

心
を

も

っ
て

い
な

か

っ
た

が
、

裁

判
所

は
、

こ

の
点

に

つ
い

て
次

の
よ

う

に
述

べ

て

い
る
。

「
裁

判
所

は
、
議

会

の
定

め
た

法

(モ
デ
ル
シ
テ

ィ
法
)
が
、

住

民
参

加
を

要

求
し

て

い
る

こ
と

に
同
意

し

て

い
る
。

し

か
し
そ

の
よ
う

な
参

加

は
、

訴

訟

に
お

い
て
人

々
が
、

参

加

し
た
時

期

よ
り
あ

と

の
時
点

で
求

め
ら
れ

る
。
」

と
。

ま
た
裁

判
所

は
・

「
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に
よ

っ
て
利

益

を
受
け

る

ミ
ネ

ア
ポ

リ

ス
の
あ

る
地
域

の
住

民

に
よ

っ
て
、

す

で

に
実

質
的

な

広
範

囲

に
わ

た

る
住

民
参

加
が
存

在

し

て

い
る
」

と

い
う

司
法
的

な

判
断

を

示

し
た
。

し

か
し
、

bd
窪
8
嵩

事
件

に
お

い
て
、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
法

に

い
う
住

民
参

加

の
要
求
が

争

わ

れ

た

明
確

な
事

実

は
な

い
。

し
か
も

「
そ
の
よ
う
な
参
加
は
、
我
々
が
き

蒔

富

蒙

で
罫

鷺

ポ

奮

か
鷺

で
業

さ
れ
る
」
(傍
点
引
用
者
)
と
裁

判
所

は
指

摘

し

て

い
る
。

し
か

し
、
裁

判
所

の
い

っ
て

い
る

「
時
点

」
と

は
、

訴
訟

で
問
題

と

さ
れ

た

計
画

の
た

め

の
補

助
金

(お
そ
ら
く
・

お

9

幹
ρ

ゆ
ωω
設

に
基
づ
い
て
な
さ
れ

る
も
の
で
あ
ろ
う
)

の
交

付

の
前
を

さ

し

て

い
る

の
か
後

を

さ

し

て

い
る

の
か

は
・

明
ら

か

で
は
な

い

(法
は
、
補
助
金
の
交
付
以
前
の
参
加
を
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
褒
面
的
に
は
示
し
て
い
な

い
)
。

ま

た
、

そ

の
申

請
が

・
①

実
質

的

に
・

住

民
参

加

を
含

む

螂
器
O
ω

の
要

求

を
含

む

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

㈱
ω
ω
O
α
(恥
)

の
も
と

で

の
連
邦

の
認
可

を
求

め
て
、

市

に
よ

っ
て
な

さ

れ

た
も

の
で
あ

る

の
か
、
②
あ

る

い
は
認

可

さ
れ

た
事
業

を
実

施
す

る
た

め

に

㈱
ω
ω
O
㎝

(げ
)

の
も
と

で

の
連
邦
補

助

金
を

求

め

て
市

に
よ

つ
て
な

さ

れ
た
も

の
な

の
か
、

を

示
す
も

の

は
何

も
な

い
。

し
か

し
な
が

ら
、

も

し

こ
の
事

件

に
お
け

る
裁
判

所

の
判

断
が

「
プ

ラ

ソ

ニ
ソ
グ

の
た

め

の
補

助

金
が

交
付

さ

れ
た
後

、

そ
し

て
・
実

施

の
た
め

の
補
助

金
が

交

付
さ

れ

る
前

に
は
、
住

民
参

加

は
要
請

さ

れ
な

い
」
と

い
う

こ
と
を

意
味

す

る
も

の
と
解

さ

れ

る
な
ら
・
2
霞
昏

411)X33



Ω

¢

〉
話
鎚
老
く
凱
Φ

0
8

毫

戸

一
コ
o
.
タ

ヵ
o
∋
器

蜜

へ
(
H
ゆ
刈
O
・
Aり
」♪
ω

一℃
居
)
お

。。
圃ッ淫

誤

ら
・
一
〇

〉
り
卿

剛
Φ鎚

謬

鵜
)

お

よ

び

O
o
騨
葺

ご
コ

ま
『

d
巳
↓Φ
山

O
。
ヨ
ヨ
暮

凶2

諺
9
一。
ロ

<
.

閃
。
ヨ
昌
醸

(
(
一
電

ρ

O
O

日

)

ω
ま

切

ω
壱

℃

認

・。
)

に

お

い

て

明

示

さ

れ

た

見

解

と

は

、

真

正

面

か

ら

対

立

す

る

こ

と

に

な

っ
て

く

る

。

134(412)

 

日

6
§
葺

冒
胃

h
自

d
巳
仲巴

6
。
巨
目
蝿
邑
信

b
亀

葺

♂

閑
。
舅
器

網

(。。
H
①
男
巴
。邑

。。后

唱
ド
)

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
計
画

と
実

施

の
両

段
階

に
お

い
て
参

加

を
要

求

し

て

い
る
。

し

か
し
そ

の
よ

う
な
参

加

は
、

市
民

の
拒

否
権
、

承

認

の
権
限

の
意

味

で
は
な
く

、
政

府
役

人

と

の
協
議

の
意

味

で

の
み
求

め
ら

れ

て
き

た
。

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
法

の
制

度

体
系

は
、
①

心
卜。

d
.Qっ
・ρ

ゆ
ω
ω
8

(髄
)

の
も

と

で

の
連

邦
補

助

に
対

す

る
H

U

D
長
官

に
よ

る
承

認
以

前

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
計

画
過
程

と
、

2

そ
れ

に
引
き

続

く
認

知

さ
れ

た
事

業

の
実
施

段

階

に
お

い
て
、

地
域
住

民

の
参

加
を

要
求

し

て

い
る
。

い
く

つ
か

の
裁

判

所

は
、

そ

の
よ

う
な
住

民
参

加

は
、

法

の
基

本
的

な

理
念
あ

る

い
は
約
束

を
示
す

も

の
で
あ

る
と

述

ぺ

て
き

た
。

そ

し

て
影

響
を
受

け

る
地

域

の
住
民

の
積

極
的

な
参

加

は
、
当

該

地
域

の
生

活

の
質

を
改
良

す

る
効

果
的

な
事
業

に
と

っ
て
本
質
的

な

も

の

で
あ

る
と

確
認

し

て
き

た

(Z
OR爵

O
凶蔓

〉
希
凶
-ぐ
5
自
Φ
O
Oロ
コ
O声

言
ρ

<
.
菊
O葺
嵩
Φ団

(μ
り刈
ρ

O
》
GQ

℃
麟)
お
。。

憲

食

ま
♪

さ

〉
舅

閏
①窪
お
倉

O
o巴
三
8

す

d
三
叶巴

O
o
ヨ
日
暮
ξ

》
。ユ
8

〈
・
図
oヨ
コ
2

(一㊤
刈
ρ

U
O

日
)
ωδ

閏
ω
ξ
や
罎
b。
)。

す

な

わ
ち
、
O
。
⇔
臣

8

♂
目
¢
藁

Φ山
O
。
ヨ
目
巷

凶¢

〉
。
9

ロ
タ

閃
。
ヨ
霧
畷

の
事
件

で

は
、

「
事

業
全

体

に
か

か
わ

る
す

ぺ
て

の
局

面

に

お

い
て
、

住
民

参

加
が
約

束

さ

れ

る
べ
き

で
あ

る
」
と

述

べ
ら

れ

て
い
る
。

こ

の
事

件

は
、

シ
カ
ゴ

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

に
よ

っ
て
影

響

を

受
け

る
地

域

の
住
民

か

ら
な

る
組
織

な

ら
び

に
地
域

住

民

の
代
表

そ

し

て
そ

の
地
域

の
個

々
の
住

民

に
よ

っ
て
提

起
さ

れ

た
ク

ラ

ス
ア

ク

シ

ョ
ソ
で
あ

り
、

原
告

は
、

「
市
が

法

に
よ

っ
て
提

起

さ
れ

た
制

度
的

な
状

況

を
満

足

さ

せ
る
ま

で
、

被

告

で
あ

る
H
U

D
長
官

は
事



ア メ リカにみる参 加 と法 ㈲

業

の
実

行

の
た

め

の
補

助

金
を

市

に
供
給
す

る

こ
と

を

差
止

め

る

べ
き

こ
と

L

を
求

め
た

。

原
告

は
、
「
長
官

は
、
市

に
対

す

る
補

助

金

の

交

付

を
認

可
す

る
以

前

に
、

市

の
計

画
が

台

d
・ψ
ρ

ゆ
。。
ω
O
ω

に

お

い
て
だ
さ
れ

た

制
度

的

な
水
準

を
満

た
し

て

い
る

こ
と

を

決
定

す

る
彼

の
義

務
を

遂
行

し
な

か

っ
た
」

と
主

張

し

た
。

そ

の
理

由

の
ひ
と

つ
は
、

「
シ
カ
ゴ

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

の
計

画
が
、

市

に
よ

っ

て
準

備
さ

れ
提

出

さ
れ

た

も

の
で
あ

り
、

住

民
参

加
を

保
障

し

て

い
な

か

っ
た

こ

と

で
あ

る
。

ま

た
計
画
が

認

可
さ

れ

た
後

で
も
、
お

α
.cり
.O
.

㈱
ω
。。
O
。。

に
基

づ

く
参

加
が

行

わ
れ

な

か

っ
た

に
も

か
か
わ

ら
ず
、

長

官

の
実
施

の
認
可
が

な

さ
れ

た
」

こ
と
も

問
題

と
さ

れ

た
。

長
官

は
、

管

轄

の
欠

如

・
訴

え

の
利

益

の
欠

如
を

含

む

い
く

つ
か

の
理
由

に
基

づ
き

、

訴
答

の
却

下
を

求

め

る
申

立
を

行

っ
た
。

裁

判

所

は
、

被

告

の
申

立
を
否
定

し

て
、

「
長

官

は
、

住

民
参

加

の
文

言

を
運

用
す

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

地

域

住
民

の

ア
ド

バ

イ

ス
を

求

め
、

地
域

の
質
を

改
良

す

る
た

め

に
と

ら
れ

る

い
く

つ
か

の
段

階

に
気
づ

か

せ

る
だ
け

で
な

く
、

彼

の
隣
人

の
た

め

の
計

画

に
参

加
す

る
機

会

を
与

え
ら

れ
ね
ぽ

な

ら

な

い
」

と
判

示
し

た
。

さ
ら

に
裁

判
所

は
、
「
議

会

は
、

"
地

域
住

民

は
そ

の
目
的
が
、

よ
り

よ

い
住

居

・

雇

用

・
教
育

…
…
等

を
通

じ

て
地

域
住

民
と

市

に
利
益

を
与

え

る

こ
と

に
あ

る
計

画

に
対

し
、
参

加

を
求

め
る
個
人
的

な
関

心
を

も

っ
て

い
る
。

そ
し

て
法

は
、

人

々
の
環
境

上

の
物

理

的
条

件

の
み
を

改

良
す

る

こ
と

を
意

図

し

て

い
る

の

で

は

な

い
"

こ
と

を
認

め

て

い
た
」

と
記

し
て

い
る
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

は
、

少

な
く
と

も

事
業

の
重

要

な
側

面

に
関

し

て
、

地

域

住
民

に
相
談

し
た
り
、

協
力

を
求

め
る
と

い
う
意

味

で

の

住
民

参

加
を

要
求

し

て

い
る

の
で
あ

り
、

前

述

の
よ
う

に
住

民

の
拒
否

権

(。凶欝
2

<
①邑

や
承
認

の
権

限

(碧
箕
。〈
巴

B
蓄

「)

の
意

味

で

は
な

い
と

い
う

こ
と
が

い
わ

れ

て
き

た

(
(Qo
訂
暮
自

く
.
O
葺

巴

も。
巨

①。。)
O
Φ箕

竃

出
。鼠

轟

節

d
「げ聖

O
①<
①菖

日
①三

(お
①ρ

U
O

証
)
は
、

他
の
理
由

(O
》
ω
)
お
Φ
剛
説

。。
$

で
、
取
り
消
さ
れ
た

(後
述
)
。
2
0『夢

Ω
な

〉
話
㌣
芝
達
¢
O
o琶
亀
"
H昌
P

ぎ

菊
2
琶

曙

(お
刈ρ

O
》
。。
押
)
島
。。

閏
認

胡
♪

HO
》
冒
菊

哨
a

刈逡

参
照
)
。
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四

判

例

に
み

る
参

加

の
充

足

度

完

全
な

住
民

参

加

は
、

事

業

の
基

本
的

な

戦
略

に
か
か

わ

る
決

定

に
関

し

て

は
、

求

め

ら
れ

る
が
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業

に
影
響

を
与

え
る
す

べ

て

の
決
定

に

つ
い
て
要

求

さ
れ

る
も

の
で

は
な

い
。

し

か
し
、

(適
切
に
認
知
さ
れ
た
住
民
グ

ル
ー
プ
と
の
連
携
の
も
と
に
準
備
さ
れ

た
)
補

助
金

の
最
初

の
承

認
が

、

H

U

D

の
反

対

に
ょ
り

住
民

グ

ル
ー
プ

の
参

加
な

し

に
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
実

施

に
お
け

る
住

民

グ

ル
ー
プ

の
役

割
を

減

少
さ

せ
る
よ

う
修

正

さ
せ
ら

れ
た
後

で
、

長
官

が

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事
業
と

そ

の
実

施

の
た

め

の
補
助
金

を
承
認

し

た

場
合

に
は
、
法

の
要
求
す

る
住
民
参

加

は
、
H

U
D
長
官

に
よ

つ
て
妨

害

さ
れ

た
と

判

示
さ

れ

て

い
る

(窯
。.爵

Ω
¢

〉
..甲
≦

山
.
O
。虞
コ
。芦

ぎ
ρ

〈
・
閃
o
ヨ
ロ
2

(一㊤
刈O
"
〔一〉
ω
勺
鋤
)
台
Q。
憲

山
誤
♪

お

〉
い
力

閃
a

刈
逡
)。

他

方
、

「
モ
デ

ル

シ
テ

ィ
法

の
も
と

で

の
住

民
参
加

の
要
求

が
、

H
U

D

に
よ

っ
て
妨
げ

ら
れ

て

い
て
も
、

あ

る

い
は
、

そ

れ

に
従
う

こ
と

の
過
失

が
あ

っ
て
も
、

一
九

六
七

年

に
市
が
、

住
民

参

加

な
し

に
、

一
九

五
九

年

の
都
市

再
開

発

計
画
を

修
正

し
、

特
定

の
領

域

に

建

て
ら
れ

た
住
居

の
型

を

変
化

さ

せ
、

あ

る

い
は

一
九

四

九
年

の
住

宅
法

の
も

と

で

の
再
開

発

地
域

と

し

て
の
指

定

に
加
・兄
、

モ
デ

ル
シ

テ

ィ
事
業

の
も
と

で

の
指
定
と

し

て
も

継
続

し

て
包
括

さ
れ

る
よ
う

に
修

正

し
た
後

の
連

邦

基
金

の
支

払

に
関

す

る

H
U

D

の
承
認

に

つ

い

て
は
、

正
当

化

さ
れ

る
」

と
判

示
さ

れ

て
き

た
。

判
決

は
、

「
H

U
D

は
、

モ
デ

ル
シ

テ

ィ
法
制

定
後

三

ケ
月
半

の
時
点

で
都

市
再
開

発

計
画

の
変
更

が
、

市

に
よ

っ
て
承
認

さ

れ
た
後

約

八

ケ
月
後

ま

で
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

の
も
と

で

の
住

民
参

加

に
関

し

て

い
か
な

る
政

策

も
打

ち

だ
し

て

い
な

い
。

そ

し

て
そ

の
よ
う
な
変

化

(都
市
再
開
発
計
画

の
変
更
)

は
、

住

民
参

加

グ

ル
ー
プ
が

形
成

さ
れ

る
前

に
、
市

に
よ

っ
て
認

知

さ
れ

て

い
た
」

と
判

示
し

て

い
る
。

た

と
え
ぽ
、

他

の
理
由

(
(O
》
。。)
お
Φ
憲

山
。。
8
)

に
よ
り

取
消

さ

れ
た

6り
冨

言

。
コ

タ

d
鼻

巴

Qり
富
砕窃

O
①第

o
{
=
。
鼠

コ
σq
卸

d
Hぴ
鋤
コ

U
Φ<
Φδ
℃
ヨ
①暮

(同㊤
①
O
噂
HXU
℃
p
)
(⇔
O
㎝
国
G。
口署

N
8
)
で
は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

の
も

と

で

の

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
地
域

で
あ

る
と
同

時

に

一
九

四
九

年

の
住
宅

法

(島
¢

=
。
琶

謁

>
8

の
も
と

で
の
指
定

を

受
け

て

い
る

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア

の
あ

る
地
域

の
民

間

の
住
民
組

織

の
代

13fi{414/



ア メ リカにみる参加 と法(3)

表
、
実
萎

、
住
民
か
ら
、
H
U
D
と
、
関
係
す

る
H
U
D

の
役
人

に
対
す

る
ク
ラ

ス
ア
ク
シ
5

が
だ
さ
れ
た
・
裁
判
所

は
・
そ
こ
で

の
整

口
の
主
張
、
と
り
わ
け

「
H
U
D
は
、

充

六
七
年

に
、
票

(住
宅
法
塞

づ
き
、

一
九
五
九
年
に
承
認
さ
れ
た
)
都
葺

開
発
計
画

の
変
薯

承
認

し
た
後

で
、
連
邦
基
金

の
支
払
を
承
認
し
た

こ
と

は
、
そ

の
よ
う
な
変
更
に
対
し
H
U
D
が
・

い
か
な

る
公
聴
会
や
住
民

参
加
も
要
求
し
な
か

っ
た
と

い
う
欝

で
、
不
法

に
行
動
し
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
い
う
主
張
を

し
り
ぞ
け
て
い
る
・

訴
訟
を

棄

却
す

る

に
あ

た

り
、

裁
判

所

は
、

「
原
告

は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

の
も
と

で

の
プ

ラ

ン

ニ
ン
グ

に
お
け

る
住

民
参

加

の
決
定

的
な
形
は
、
経
験
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
も

の
に
明
ら
か
暴

ね
ら
れ
た
な

に
か
で
あ

る
こ
と
に
気
づ

い
て
い
た
」
と
記
し
な
が

ら
・
次

の

よ
う

に
判
示
し

て
い
る
。
「
ω
H
U
D

の

象
菱

㊥;

蕃

蚕

鼻

ζ
8

図

馨

。
.
ω
.、
に
お

い
て
だ
さ
れ
た
住
民
参
加
の
要
求
・
す
な

わ
ち
、
ー

市

の
行
政
機
関
に
対
す

る
相
談
役
と
し
て
謹

し
て
い
る
よ
う
な
住
民

に
よ

っ
て
承
認
さ
れ
た
・

云

ア
ル
シ
テ

ィ
幾

住
民

の
代
妻

ギ

ク

ス
マ
ン
を
含
む
地
方
組
織
姦

じ

て
住
民

の
声
を
制
度
化
す

る
こ
と

の
み
を
要
求
し
・
個

々
の
プ

。
ジ

ェ
ク
ト
に
関
す

る
拒
否
権
を
、
市
民
組
織

に
与
・看

.」
と
を
求
め
る
も

の
で
は
な

い
ー

は
、
合
理
的

で
な

い
わ
け
で
は
な

い
・
②

芳

で
は
・
市

の
行

政
欝

と
そ

の
住
民
グ

学

プ

の
間

に

一
種

の
協
調
関
係
姦

制
す
る
こ
と
を
、

H
U
D
の
役
割
と
せ
ず
・
他
方
で
は
・
H
U
D
が
市
行

政
機
関
と
影
響
を
受
け

る
市
民

の
相
互
に
か
か
わ
る
協
力
関
係
姦

待
す

る
こ
と

は
、
法

の
要
求

に
合
致
し
て
い
る
」
と
・

裁
判
所
は
さ
ら

に
、

「
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
領
楚

お
け
る
住
民
グ

ル
少

は
、

訴
訟
中

の
都
市
爾

発
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
相
談
さ
れ

な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
記
録
は
H
U
D
の
資
料
が
、

一
九
六
七
年

=

月
三
〇
日
の
日
付
け
と
さ
れ

て
い
乏

も
か
か
わ
ら
ず
・
住
民
参

加

に
関
す
る
H
U
D
の
政
築

、
そ

の
日
付
け
以
前
に
具
体
化
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
何
も
な

い
・
他
方
・
都
市
再
開
発
計
画
に
お

け
る
変
化
は
、

充

六
七
年
三
旦

吉

、
市
行
政
機
関
に
よ

っ
て
認

め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
住
民
グ

牛

プ
は
・

一
九
六
七
年

の
秋
お

そ
く

に
な

る
ま
で
形
成
さ
れ
な
か

っ
た
。
公
聴
会

の
あ
と
、
市
嚢

会

は
、

一
九
六
八
年

百

の
変
化
か
ら
生
じ

て
い
る
契
約
解

釈
を
認

め
て
い
る
。
②
従

っ
て
、
住
民

グ

ル
少

の
見
解
を
求
め
る
こ
と
に
対
す

る
市
行
政
機
関

の
過
失

は
・
理
解

し
う
る
・
㈹
し
か
し
市
民
が
ノ

(4r5)13?



ル
ー
プ

霜

談

し
な

か

っ
た
と

い

っ
た
単
純

な

過
失

の
例

は
、

全

体

と
し

て

の
住
民
参

加

の
葉

か
ら

の
離
脱

豊

.喋

す

.。
も

2

、
も
な

く

・

H

U
D
が
・

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
モ
デ

ル

シ
テ

ィ
事
業
が

、
法

令

の
要

求

を
糞

』

L
い
る

か
ど

う

か
を

決
定

す

る

.」
と

に
お

い
て
、

裁

量
権

を
乱

用

し

て

い
る
と

い
う

こ
と

を

理
由
づ

け

る
根

拠
と

な

る
も

の
で
も
な

い
L

と
記

し

て

い
る
。

138(416)

㈲

住
民
参
加
代
表
の
選
択

州
裁
判
所

に
お
け

る
訴
訟

に
お

い
て
は
、
展

告
で
あ

る
市

の
役
人
は
、
原
告
の
主
張

に
反
し
、
『
記
録
が
、
事
業

に
お
け
る
住
民
参
加

に

つ
い

て
の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

の
要

求

(蒔
さ

ω
3

ω
ω
。ω
(帥×
N
)
)

に
従

い
、

地

域
住

民

に
対

し
、

馨

の
通
知

を
広

く

交
付
す

る

.芝

を
達

成
す

る
た

め

に
・

あ

ら
ゆ

る
蓮

的

な
方

法
が

用

い
ら

れ

る
』

と
定

め

て

い
る
場
盒

は
、

地
方

の

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
委

員
会

の

メ
ソ

バ

ー

の
選

挙
を

管

理
す

る

こ
と

を
禁

止

さ
れ

て

い
な

い
。
L

と
判

示
さ
れ

て

い
る
。

例

え
ば
・

。。
℃
巨

;

霞

。
什

(
(。。巷
)

§

2
糞

・
・二

①
・
μ㊤
①・。
も

H
刈・
。。
ド

H
)

に
お

い

て
は
、

救

済

は
否

定

さ
れ

て

い
る
。

そ

.〕

で
は
・
申

立
人

(甚

・荒

二
章

〒

ク
市
に
お
け
る
モ
デ
ル
シ
テ
ィ
領
域

の
住
髪

袋

す
る
組
織
で
あ
る
)

は
、

ブ

。
ソ
ク

ス
の
近
隣

地

区

長
が
・

地
域

の
た

っ
た

少

し

の
地
芒

か
馨

の
通

知
を

し
な

か

っ
た

た

め

に
、

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
妻

に
対

し
住

民
参

加
を
適

用
す

る

こ
と

に
失

敗

し
・

そ
れ

に
よ

っ
て
申

立
人

は
、

地
方

住
民

責

会

(琶

ヨ
塁

。三
.・。
。。日
ヨ
葺
..)

の
組
織

に
参

加

す

る
機

会

を
失

っ
た

の
で
・

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
妻

に
従

っ
て
馨

す

る

・」
と

を
、

被

告

(市

の
役
人
)

に
禁

止
す

る
よ
う

要
請

し

た

も

の

で
あ

る
。

裁
判

所

は
、

「
ニ

テ

ヨ
ー

ク
市

に
お

い
て

は
・

市

長

は
、

(と
り
わ
け
隣
人
グ

ル
レ

と
懇

に
ょ
る
雪

ア
ル
シ
テ
ィ
妻

へ
の
効
果
的
か
つ
完
全
な
参
袈

確

保
す
る
こ
と
に
責
任
を
も
つ
)
地
域
役
員
を
雇
用
す

る
権
限
を
も

っ
た

モ
デ

ル
住
民
委
員
会
を
設
立
し

て

い
た
。
そ

し

て
H
U
D
は
、

㈱

 ω
§

(9.
)
(b・
)

の
住
民

参

加

の
規

定

を
実

施
す

る

こ
と

に
お

い
て
、

そ

の
よ

う
な
参

加

の

パ
タ
↓

は
、

市

毎

に
異

な
ら

な
け

れ
ぽ

な
ら

な

い

こ
と

を
指
摘

し

て

い
た
」

こ
と
を

明
ら

か

に
し

て

い
る
。
偏

是

つ
い
て

の
申

立
人

の
提

案
、

ま

た
特
別

の
グ

ル
ー
プ

に
対

し
故
意



に
通

知
を

回
避

す

る

こ
と
、

い

つ
わ

り

や
ご
ま

か
し

に

つ
い
て

の
訴

え
を
拒

否

し
な
が

ら
、

裁
判
所

は
、

地
域
役
員

は
「
"
選
挙

の
通

知

に

つ
い
て
幅
広

い
通
知

を
求

め

る

こ
れ

ら

の
法
規
定

の
意
向

と

意
味

"
を

完
全

に
く

み
と

り
、

あ

ら
ゆ

る
合

理
的

な
手

段
を
と

っ
た
」
と

判

示

し
た
。

裁
判

所

は
、

記

録

は

「
ω

三
〇

万

地
域
住

民

の
う

ち
三
〇

〇

〇
人

が
、

す

で

に
活
動

的

に
参

加

し

て

い
る

こ
と

を

示
し

て

お
り
、

地
域

住

民

の
各

二
五

の
署
名

を

求

め
る

一

一
八

の
指
名

の
た

め

の
請
願

が

フ

ァ
イ

ル
さ

れ

て

い
る
。

②
通

知

は
、
約

一
三
〇

〇

〇

人

の
住

民

に

送

ら
れ

て

い
る
。

㈹
選

挙

の
た

め

の
二
〇

〇
〇

の
ガ

イ

ド
ラ

イ

ソ
が
、

住

民

に
郵

送
さ
れ

た
。

㈲

ス
ペ

イ

ン
語

と

英
語

に
よ

る

一
〇
万

の

通
知

が
、

教

育
、

町
内
会

、

店

の
前
、

そ
し

て
戸
別

配
付

に
よ

っ
て
な

さ
れ

た
。

㈲
候

補

者

の

ニ

ュ
ー

ス
レ
タ
ー
と

リ

ス
ト
が
配
付

さ

れ

た
。
㈲

報

道
が

、

ラ
ジ

オ
と

テ

レ
ビ

ジ

ョ
ソ
を

通
じ

て
な

さ
れ

た
。

⑦
拡

声
器

つ
き

の
ト

ラ

ッ
ク
が

、

選

挙
を

知
ら

せ
る
た

め
に
使
用

さ

れ
た
。

⑧

通
知

は
、

様

々
な
新

聞

で
も

と

り
あ

げ

ら
れ

た
。

こ
と

を
明

ら

か

に
し
た
」

と
指
摘

し
た
。

ア メ リカにみる参加 と法 ㈲

㈹

判
例
の
そ
の
後
の
展
開

①

〉
巳

お

b⇔
○
ご
○
=
〉
カ
O

卑

鈴

藁

巳

M乱

`
鋤
ξ

鋤
乱

8

げ
①
匿

開

。
瓶
匙

。
梓冨

誘

ω
ぎ

匿

ξ

。・
ぎ

鋤
菟

'
コ
き

ユ
勢

タ

芝

葺

2

員

芝

>
qり
国
毫

Ω
↓
O
客

一
民

一く
箆
壼

ξ

碧

恥

霧

ζ

餌
巻

7
6
。
ヨ
邑

。。ω
δ
ゆ
費

。
=

ず
①

望

加
三

鳥

。
州
O
。
影
ヨ
げ
一p

Φ
仲
帥
一;

2

諭
鼠

帥
馨
。・
.
Ω

ざ

〉
、

Z
ρ

㊤
刈
φ
ー
刈
P

q
翼

&

ω
婁

①ω
豆

。。民
葺

O
。
霞
戸

望
ω三
簿

。
{
6
。
ぎ
ヨ
げ
㎞。
曽
竃
・。
同鼻

鱒
ρ

お
藁

(ω
8

男
a
.
ω
ε

や
)

コ
ロ
ン
ビ

ア
地

区

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
委

員
会

の

メ
ソ
パ

ー
と
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
地
区

の
住

民
及

び

そ

の
代

表

は
、

コ
ロ
ソ
ビ

ア
地
区

の

H

U

D
と

そ

の
関
係

す

る
職

員
及
び

関

連
す

る
機

関

に
対

し
、

宣
言

的
差

止
救

済

を
求

め

る

訴

訟
を

提
起

し

た
。

予

備
的

差

止
を
求

め

る

原
告

の
申

立
と

略

式
裁

判
を

求

め

る
す

べ

て

の

当

事
者

の
申

立

に
対

し

て
、

地
方
裁

判
所

の
ガ

ッ
シ

ュ

(O
器
9
)
判
・事

は
、
「
コ

ロ
ン

(417)139



ビ

ア
地
区

の
職
員
は
、
住
民
参

加
団
体
自
身

の
主
導

に
対
抗
し
、
住
民
参
加
団
体

の
援
助
を
・兄
な
が
ら
、
地
方

レ
ベ

ル
で
の
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
計
画

・
展
開

・
実
施
を
主
導
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
法

の
地
方
主
導

の
規
定

に
従
う
。
そ
し
て
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

の
た
め

の
代
表
組
織
を

設
立

し
、
事
業

に
関
す

る
地
方
政
府
と
住
民
間

の
継
続
的
な
対
話
に
お

い
て
情
報

の
交
換
を
供
給
し
、
住

民
参

加
組
織
が
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行
政
官
を
通
じ

て
、
市
長

に
ア
ド
ヴ

ァ
イ
ス
を
す

べ
き

こ
と
を
設
立
す

る
市
長

の
審
議
会
委
員
の
命
令

は
、
(そ
の
命
令
が
、
住
民
参
加
組
織
の
役
割
を
、
政
策
、
立
案
母
体
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
諮
問
機
関
へ
と
不
適
切
に
引
下
げ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と

し
て
も
)
住
民
参
加

の
法
令
上

の
要
求

に
従
う
も
の
で
あ

る
。
L
と
判
決

し
た
。

そ

の
結
果
、
原
告
の
申
立

は
否
決
さ
れ
、
略
式
裁
判
を
求
め
る
被
告

の
申
立
は
認
め
ら
れ

た
。

②

ピ
O
謂

団
菊

国
両
2
も。
毫

O
目
O
Z

Q

≦

O

>
G。
Q。
○
○
剛〉
目

0
7

餌
勺
①
言
。・楓
冨

爵

・
。
弓
同。
津

。。
村ワ

の
仲
自。
一こ

O
o
察

。
芝

〉
目
ω
0
7

一乱

一く
達
§

ξ

き

島

コ
げ
①
「
6
巷
㊤
。
一¢

霧

げ
窪
α

。
=

冨

ζ
a
①
一
Ω
膏

。・
中
。
αq
冨
ヨ

{。
二

冨

Ω
蔓

。
{
写

臨
帥
α
①
一。

旨

凶斜

曾

9。r

Ω
～

〉
.
Z
ρ

謡
占

8

鯉

d
凱
什&

Gり
鐙
審
ω
望

。。良
9

0
0
霞
計

同

炉

勺
φ
目

。・凱
く
雪

冨

即

P

霊

ロ
霧
覧
苺
鼠
鋤
〉
¢
叩

ω
P

ち
謡

(ω
ω
O
閃
巴

ω
ξ

も
)

こ
れ

は
、

一
九
七

一
年

九

月
二

日

に
行

わ
れ

る
予
定

の

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
地
域
住

民
委

員
会

の
会

員

の
た

め

の
選

挙

を
禁
ず

る

こ
と

を
求

め

る
職

務
執

行
命

令

の
性

質

を
も

つ
訴
訟

で
あ

る
。

原
告

の
訴

え

に
応

じ

て
、

H

U
D
と

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ァ
市

の
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事

業
行

政
官

は

「
訴
答

は
、

救
済
が

与
・兄
ら
れ

る

べ
き

訴
訟

の
原

因

に

つ
い
て
述

べ

て

い
な

い
」
と

い
う

理
由

で
、

却
下
を

求

め
た
。

H

U

D
及

び

モ
デ

ル
シ

テ

ィ
の
弁
護

人

と
原

告

の
弁
護

人
と

の
契

約
、

証
拠
聴

聞

に
お
け

る
証
言

に
基

づ
き

、

以

下

の
事
実
が

確
定

さ

れ
た
。

㈲

原
告

各
人

は
、

北
側
が

O
o
冨
ヨ
び
冨

〉
〈
8
器

に
接

し
、

東
側
が

牢

o
艮

ω
#
8
什
に
、

南

側
が

「
。
℃
ロ
一m「
Gっ
{.①①
骨
に
、

西
側
が

鵠
h臣

140(418)



ア メリカにみ る参加 と法(3)

Qり
沖層8
件
に
接
し
て
い
る
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
地
域

の
住
人

で
あ
る
。
㈲

一
九
七
〇
年
八
月

=

日
ま
た
は
そ
の
頃
・
地
域

住
民
委
員
会

の
委
員

の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
㈹

六
四
三
人
が

こ
の
選
挙

で
投
票
し
た
。
ゆ

一
五

八
人

の
当
地
域

の
職
を
も

つ

(し
か
し
同

地
域
に
居
住
し
て
い
な

い
人
々
)
が

投
票
し
た
。

㈲
同
地
の
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
の
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ァ
行
政
官

に
よ

っ
て
公
布
さ
れ
た
選
挙

の

あ

り
方

の
手
続
が
公
布
さ
れ

て
い
た
。
そ

こ
に
は

「
近
隣
地
区

に
居
住
し
て
い
る
か
ま
た
は
就
職
し
て
い
る
す
べ
て
の
人

々
は
、
投
票
権

を
も

つ
。
し
か
し
、

い
か
な
る
者
も
、

一
つ
以
上
の
近
隣
地
区

で
投
票
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
記
さ
れ
て

い
た
。
ω

一
九
七
〇
年

一
〇
月

二
六
日
、
当
該
近
隣
地
区
は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行
政
官
に

「
こ
の
地
域

に
就
職
し

て
い
る
が

居
住
し
て
い
な

い
人

々
が

投
票
す

る
こ
と
を

防
ぐ
、
有
効
な
指
令
を
だ
す

こ
と
」
を
要
請
し
た
。

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
行
政
官

は
、

こ
の
要
請
を
、

H
U
D
に
移
送

し
た
。
行
政
官

は
・
H

U
D
か
ら

の
返
答

の
中

で
次

の
よ
う
な
助
言
を
え
た
。
「
H
U
D
、
O
E
O
と
連
係
し
て
こ
の
点

に

つ
い

て
か
な
り

の
調
査
を
行

っ
た
。

我

々
は
、

モ
デ

ル
近
隣
地
区
内

に
居
住
す
る
人

々
及
び
、

こ
の
地
域
内

に
就
職
し
て
い
る
非
居
住
罠
の
両
方
と
も
、
選
挙
を
始

め
と
し
て

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
計
画
に
参
加
す

る
権
利
を
も

つ
べ
き

だ
と
感
ず

る
。

こ
の
政
策
は
、

国
内

の
す

べ
て
の
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
事
業

に
お
い
て
有

効

で
あ

る
」
㈹
被
告
は
、
「
モ
デ

ル
近
隣
地
区

の
非
罵
住
春

に
近
隣
地
区
会

の
代
表

の
た

め

の
選
挙

に
参
加
す

る
こ
と
を
許
す

こ
と
は
H

U
D
の
政
策
と

一
致
す
る
も

の
で
あ

る
」
と
す
る
地
域
開
発
副
長
官

の
宣
誓
供
述
書
を
提
出
し
た
。

地
方
裁
判
所

の
ワ
ィ
ナ
ー

(タ
、.㎞篇
.門)
判
事
は
、

以
上
の
よ
う
な
事
実

に
基

づ
き

「
地
域
住
民
委
員
会

の
地
域
で
働

い
て
い
る
非
住
民

に
対
し
、
地
域
住
民
委
員
会

の
代
表
を
選

ぶ
選
挙

に
投
票
す

る
こ
と
を
認
め
る
H
U
D
の
行
政
解
釈

は
、
明
ら
か
に
誤
り
だ
と

か
・
規
則

に
反
す

る
と
は
い
え
な

い
」
と
判
決
し
た
。

③

富

葛

葭

書

N
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謹
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O
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男
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Φ
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図
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ピ
ρ

】≦
錯

o
噌

o
塩

Qっ
鋤
コ

甘

き

'
勺
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Ω
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d
巳
件a

ω
仲鼠
霧

望

。。三

9

0
0
葺

計

P

勺
器

二
〇

空

8

竃

錯

一
朗

お

刈
Q。
・

(
撃

。。
男
①
鎚
・
ω
¢
薯

し

訴
訟
は
・

モ
デ

ル
シ
テ

垂

業
の
対
象
地
域

に
お
い
て
生
じ
た
住
民
評
議
会
選
挙
妨
宝
.
に
対
し
、
公
民
権
法

の
も
と
で
争
わ
れ
た
。
地

方
裁
判
所

の
ヵ
ソ
シ
ィ
オ

(O
雪
9
0
)
主
任
判
護

、
「
轟

員
、

モ
デ

ル
シ

テ

ィ
妻

の
雇
用
者
、
他

の
政
治
家
を
含
む
、
非
住
民

に
ょ

っ
て
な
さ
れ
た
幅
広

い
宣
伝
と
影
響

は
、
住
民
評
議
会
選
挙

の
全
過
程
を
ま
が

い
も

の
に
し
、
そ

の
馨

を
無
効

で
、
無
益
な
も

の
と
す

る

ほ
ど

・

そ

の
選

挙

結
果

に
不
当

な

影
響

を

与
え

る
も

の
で

は
な

い
。

た
だ

し
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に
お
け

る
住
民
参

加

の
要
求

は
、

そ

の
馨

が
畠

で
な
く
民
主
的
で
な
く
、

ま
た
評
議
奈

正
当
な
袋

で
な

い
場
合
に
は
、
評
議
会

メ
ソ
バ

み

荒

に
よ

っ
て
は
対
処

さ

れ

な

い
。
」

と

判

示

し

た
。
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中

銭
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。
δ

月
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男
国
口

ρ

>
2
0
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コ
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隼

σ
睾

U
Φ
邑

。
b
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O
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コ
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Z
9
痒

〇

一
く
臨

目
切
刈
α
.

d
コ
津
&

ω
富
審
。。
9

。a
旺

9

0
0
霞

r

Qっ
.U
.
2
Φ
妻

囑
o
蒔

一
蕊
団

6

糟
お

刈
ρ

ω
①
ω

閏
①
α
・
ω
ロ
℃
や

被

告

・

市

・
州

・
連

邦

政

府

は
、

連

邦

憲

法

及

び

連

邦

法

令

の
も

と

で

の
彼

ら

の
義

務

を

果

た
す

こ
と

に
失

敗

し

た

と

し

て
、

ク

ラ

ス

ア
ク
シ

ョ
ソ
が
・
都
市
再
開
発
地
域

の
す
べ
て
の
警

の
居
住
老

の
た
め
に
提
起
さ
れ
た
。
具
体
的

に
は
、
政
府

(市

.
州

.
連
邦
)
が
地

域
の
住
民

に
・
要
求
さ
れ
て
い
る
再
配
置

・
復

旧

・
現
存

の
建
築

物

の
敷
地
の
維
持

.
適
切
な
職
業
と
撃

訓
練
を
平
等

の
華

で
里

.心

し
な
か

っ
た

こ
と
、

ま
た
地
域
を
代
表
す
る
組
織

に
積
極
的

に
干
渉
し
た
こ
と

に
よ

っ
て
、
合
衆
国
憲
法
と
連
邦
法
令
に
よ
る
彼
ら

の
義

務

に
違
反
す

る
と
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

被
告
は
、
原
告
の
ク
ラ

ス
ア
ク
シ
ョ
ン
を
求

め
る
原
告
適
格
を
却
下
し
、
否
定
す

る
こ
と
を
求

め
た
。

14242Q)



ア メ リカにみる参加 と法(3)

こ

の
被

告

の
申

立

に
対

し
、

地
方
裁

判

所

の

エ
ド

ワ
1
ド

(田

ξ
帥乱

≦
虫
駄
o
罷
)
判

事

は
、

「
憲
法

上

の
訴

え
を

考
慮

す

る
裁

判
管
轄

権

が
あ

り
、

ま
た
連

邦

法
令

上

の
訴

え
を
考

慮
す

る
た

め

の
未
定

の
裁
判

管
轄

権

を
有
す

る
。

一
九

四
九
年

の
住
居
法

に
基

づ
き

訴
訟

を
提

起

す

る

こ
と

に

つ
い
て

の
い
か
な

る
基

盤
も

有

し
な

い
。

ま

た
居

住
者

は
、

ご
艮

o
§

幻
鑑
9
豊

自

》
。。。・一。・3
霧
Φ
>
9

の
も
と

で

の
割
当

て
に
対

す

る
資

格
を

も

っ
て

い
る
と

い
う

主

張

は
、

却

下
さ

れ

る
。

連
邦

に
よ

つ
て
援
助

さ

れ
た

事
業
と

い
う
表
題

の

一
九

六

四
年

の
市

民
権

法

は
、

適

用
さ

れ

な

い
。

し

か
し
、

住

民
が

同
等

の
保

護

と

正
当
な

処

置
を

拒
否

さ
れ

た
と

申

し
立

て
て

い
る
訴
答

の
部
分

は
、

却

下
さ

れ
な

い
。
」

と

判

示
し

た
。

裁
判

所

は
さ

ら

に
、

「
憲

法

訴
訟

に
お

い
て
提

起

し
う

る
要
求

は
、

H

U

D
に
対
す

る

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

の
要
求

が
、

付

託
さ

れ

て

い
る
間
、

ま
た
、

H

U
D

に
よ

っ
て
そ

の
要

求
が

確
定

し

て

い
る
間
、

停

止
さ

れ

る
。

そ

し

て
原

告

の
ク
ラ

ス

ア

ク

シ

ョ
ソ
に
対
す

る
原
告

適
格

を

否
定

す

る
被
告

の
申
立

は
、
認

め
ら
れ

る
。

し

か
し
、
同

一
の
要
求

を
主

張

し
う

る

(ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ

ソ
に
対
し
)
資

格
あ

る
人

か
ら
、

三
〇

日
以
内

に
、

訴
訟
参

加

の
申

立
が

な

さ
れ

る

こ
と
を

妨
げ

る
も

の
で
は
な

い
」

と

判

示
し

て

い
る
。

⑤

団
O
O
2
0
ζ
8

U
南
く
国
日
○
℃
ζ
国
2
↓

O
O
図
℃
○
㌍

↓
HO
2

簿

ゆ
r

》
℃
需
頃
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霧
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ロ
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Φ
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ω
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韓

。
{

〉
署
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頃
σq
犀
ず
Ω
容
鼻

ω
昏

葺

簿
a

竃
驕。団

お

鴇
H
旨

9

U
g
凱
包

』
自
器

Qo
P

お

刈
窃

(部
⑩
男
巴
.
図
。冨
患

る
飢
留
同諒
)

連

邦

補
助

金

を
管

理

.
運
営

す

る

た
め

に
、
市

と
契

約

を
結

ん

で

い
た
非

営
利

団
体

と
、

そ

の
理
事

会

の
七
人

の

メ

ン
バ

ー
は
、
他

の

グ

ル
ー
プ

に

よ

っ
て
管

理

.
運

営
さ

れ

て

い
る
事

業

に
対
す

る
連

邦
補

助

金

の
割
当

て
を
禁

止
す

る

こ
と

を

求

め

る

彼

ら

の

(予
備
的
差

止
)

の
申

請

を
却

下
し

た
地
裁

判

決
を

争

っ
て
控

訴

し

た
。

控

訴
裁

判
所

は
、

「
記

録
が

非
営

利

団
体

は
、

な

し
う

る
様

々
な
管

理
及

び
計

理

の
業

務

を
遂

行

せ
ず
、

改
革

や
監
督

の
制
度

が
問
題

(421)143



を

解
決

し
な

い

こ
と

を
明

ら

か

に
し

て

い
る
場
合

に

お

い
て

は
、

第

一
審

裁
判

所
が

"
原

告

は
、

市
が

契
約

を

終
結

さ

せ
る
正
当
事

由

を

欠

い
て

い
る
と

い
う

主

張
を

貫
徹

さ

せ

る

こ
と

は
で
き

な

い
"
と

判
断

し

て
も
、

裁

量

の
逸

脱

は
な

い
。

そ

し

て
、

記
録
が

基
金

の
再
配

分

は
、

様

々
な
民

間

の
参

加
を
含

む

手
続

に
従

っ
て
な

さ
れ

た

こ
と

を
示

し

て

い
る
場

合

に
は
、

第

一
審

裁

判
所

は
、
"
原
告

は
、
基

金

の
再
配

分
が

制
度

上

要
求

さ
れ

た
住

民
参

加

な

し

に
行

わ
れ

た
と

主

張

で
き

な

い
"

と
判

断
す

る

こ
と

に

お

い
て
、
裁

量

の
逸
脱

は
な

い

と

い
わ
な

け
れ
ぽ

な

ら

な

い
。
L
と

判

示
し

て

い
る
。

(1
)
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↓
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〉
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に
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て

書

か

れ

た

古

典
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わ
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一

一

住

民
参

加

手

続

と
法

的

課

題

e

住
民
参
加
手
続
と
法
的
課
題

本
論

の
は
じ
め
に
述

べ
た
よ
う
に
、
社
会
福
祉

サ
ー
ビ

ス
を
考
え
る
場
合
、
国
や
市
町
村
の
財
政
状
況
を
無
視

で
き
な

い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な

い
。
し
か
し
他
面
施
設

の
設
置
あ

る
い
は
、
そ

の
他

の
非
金
銭
的

サ
ー
ビ

ス
の
給
付
を
現
状

の
よ
う
に
全
く
国

や
市
町
村

の

一

方
的
な
計
画

に
ゆ
だ
ね

て
い
る
場
合
に
は
、

我

々
は
言
葉

の
正
確
な
意
味

で
、

「
生
存
権
」
を
保
障
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
こ
と

に
な

っ
て
し
ま
う
。

し
か
も
、
資
本
制
社
会

で
は
私
的
自
治

の
原
則
は
、
常

に
そ
の
普
遍
的
契
機
と
さ
れ

る
も

の
の
、
同
時

に
資
本
か
ら
く

み
あ
げ
ら
れ
た



アメ リカにみる参加 と法(31

国
家
財
源

は
、

「
国
民

の

『
健
康
で
文
化
的
な
最
低
生
活

の
保
障
』
の
た
め
に
充
当
さ
れ
る
べ
き

こ
と
」
が
、

そ
の
制
定

の
経
緯
か
ら
当

然

に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
有
限
的
な
財
源

の
中

で
の
社
会
福
祉

サ
ー
ビ

ス
の
位
置
づ
け
を
、
国
民

が
主
体
的

に
決
定

し
て
い
く

こ
と

の
手
続
が
も

っ
と
重
視
さ
れ
て
し
か
る
ぺ
き
と

い
え
る
。

右

の
よ
う

に
理
解
さ
れ
る
社
会
福
祉

サ
ー
ビ

ス
の
領
域
に
お
け
る
参
加
手
続
は
、
私
益
調
整
的
公
益
観
に
た

っ
た
計
画
決
定
過
程

・
政

策
立
案
過
程

へ
の
参
加
要
求

に
留
ま
る
も

の
で
は
な
く
、
「
生
存
権
」
と

い
う
思
想

に
内
在
す

る

「
権
利
」
と

し

て
要
請
さ

れ
る
も

の
と

考
え
ら
れ

る
。

本
論
に
お
い
て
プ
ラ
ン

ユ
ソ
グ
や
裁
決

の
決
定
過
程

へ
の
参
加
や
、
民
衆
法
律
顧
問
制
度

の
創
設
な
ど
広

い
視
野

か
ら
、
「
生
存
権
」
を

具
体
化
す

る
手
続
と
し
て

の
参

加
の
意
味
を
考
え
、

そ

の
独
自

の
論
理
を
検

討
し
よ
う
と
し
た
の
も
そ

の
た
め
で
あ

っ
た
。

と
は
い
、兄
本
論

に
お
い
て
、
社
会
福
祉

サ
ー
ビ

ス
の
住
民
参
加
手
続
に
も

つ
と
も
関
連

深
い
分
野
が
、
経
済
機
会
法
な
ら
び

に
モ
デ

ル

シ
テ
ィ
法

で
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

そ
こ
で
は
、
連
邦

レ
ペ

ル
で
の
住
民
参
加
は
、
直
接

に
は
問
題
と
さ
れ

て
お
ら
ず
連
邦

ー
州
i
市
町
村
そ
し
て
近
隣
地
域

(昌
の同咀
ザ
げo
吋ゲ
◎◎自
)
と

の
か
か
わ
り

の
中

で
具
体
化
さ
れ

る

「
社
会
福
祉

サ
ー
ビ

ス
事
業
」

に
対
す
る
近

隣
地
域

レ
ペ

ル
で
の
住
民
参
加
が
主
た

る
焦
点
で
あ

っ
た
。
連
邦

レ
ペ

ル
で

の
住
民
参
加

(国
民
参
加
)
は
む
し
ろ
、
ピ
ー
プ

ル
ズ

.
ヵ
ウ

ソ
シ
ル
が
規
則
制
定
過
程

へ
の
参
加
と

の
か
か
わ
り

で
追
及
し
よ
う
と
し
た
課
題
で
あ

っ
た
と

み
る
こ
と
が
で
き

る
。

経
済
機
会
法

や
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
が
、
地
域
で
の
住
民
参
加
を
重
視

し
て
い
る

の
は
、
ジ

ョ
ン
ソ
ソ
政
権
下

の
連
邦
-
地
方
直
結
政
策

で
あ

る

「
創
造
的
連
邦
主
義
」

の
流
れ
に
加
え

て
、

一
九
六
〇
年
代

の
ア
メ
リ
ヵ
に
お
い
て
は
貧
困
者

や
少
数
民
族

の
社
会

か
ら
の

「
疎

外
」
そ
れ

に
対
す

る
反
動
が
、
我
が
国
と

は
比
較

に
な
ら
な

い
ほ
ど
大
き

か

っ
た
こ
と

に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

我
が
国
に
お
い
て
も
、
社
会
福
祉

サ
ー
ビ

ス
の
場
合
、
地
域

レ
ベ
ル
で
の
住
民
参
加
が
中
心
的
な
位
置
を
し
め
る
こ
と

に
な
る
こ
と
は

事
実
だ
か
ら
、
以
下
本
論
で
の
検
討
を
通
じ
て
得
る
こ
と

の
で
き
た
、
特
に
地
域

レ
ベ
ル
で
の
住
民
参
加
手
続
上

の
課
題
を
、
法
的
な
関

{423145



心

に

や
や
引
き

よ

せ
な
が

ら
ま
と

め

る
こ
と

に
よ
り
、

我
が

国

の
住

民
参

加
手

続
を

考

え

る
う
え

で

の

一
応

の
縁

と

し
て

お
き

た

い
。

ω

ま
ず
、
ラ
イ

ヒ
は
、
行

政
機

関

へ
の
住

民
参

加

は
本
来

で
あ

る
な

ら
ば
、

(プ
ラ
ソ

ニ
ソ
グ
に
む
け
ら
れ
た
立
法
者
の
性
質
、
彼
ら
の
選
挙

ヘ

へ

民
の
性
質
に
関
連
し
て
)
民

主
主

義

の
構
造

へ
の
疑
問

を
生
じ

さ

せ

る
も

の
で
あ

る
と

率
直

に
述

べ

て
い
る
。

そ

の
上

で

「
我

々
の
現

実

の

行

政
機

関

は
、

新

し

い

「
複

合
的

立
法

民
主

制

」
(莫

三

一Φα・
芭
師牙

。
号
日
。舞

。団
)

へ
と

変
化

し

て
き

て

い
る
と

し
、

こ

の
よ
う

な
状

況

の

も
と

で

は
議
会

は
、

専

制
と

ゆ
き

す
ぎ

を
制

約
す

る

一
般
的

な
機

能

の
み
を
遂

行

し
、

残

り

の
仕
事

の
多
く

は
、

多

く

の
異
な

っ
た

特
別

の
立
法

者

に
よ

っ
て
実

行

さ
れ

る

こ
と

に
な

る
。

つ
ま

り
、

ラ
イ

ヒ
に
よ
れ
ば
、

我

々
の
行

政
機

関

は
、

地
方

の
特

別

の
立
法

者

と

し
て

考

え

ら
れ

て
く

る

こ
と

に

な
り
、
「
も

し
、

行

政
機
関

が

新

し

い
立
法

者

で
あ

る

な

ら
ば
、

私
達

は
選
挙

民

の
新

し

い
タ
イ

プ

(住
民
参

加
を
さ
す
。
引
用
者
)

に

つ
い
て
、

特

別

に
考

慮

し

な
け
れ

ぽ
な

ら

な

い
」

こ
と

に
な

る
。
住

民
参

加

の
法

理
を
具

体
的

に
説
得

づ
け

る
も

の
と

し

て
注

目
さ
れ

る
。

本
節

冒
頭

で
述

べ
た
視

点
と

も

矛
盾
す

る
も

の
で

は
な

い
で
あ

ろ
う
。

最

も
、

ラ
ィ

ヒ
は
、

「
都

市
再

閉
発

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
よ

っ
て
移

動

さ

せ
ら
れ
、

そ

し

て
住

む

べ
き

場
所

を

も
た
な

い
と

主
張

す

る

テ

ナ

ソ
ト
が

、
裁

判

に
お

い
て
訴
え

の
利
益

を

否
定

さ
れ

て
き

た

こ
と
」

に
対

し

て
、

「
そ

の
よ
う

な
人

々
は
、
パ
ブ

リ

ッ
ク

ア
ド
バ

イ

サ
リ

ー

ビ

ア
リ

ソ
グ

に
対
す

る
制
度

上

の
権

利
を

も

つ
」
と

の
み
記

し
、

な
ぜ

テ

ナ

ン
ト
は
訴
え

の
利
益
を

否
定

さ

れ

る

の
か
、

な
ぜ

パ
ブ

リ

ッ
ク

ア
ド
バ

イ

サ
リ
ー

ピ
ア
リ

ソ
グ
な
ら
権

利
が

あ

る

の
か

に

つ
い
て

は
明

ら

か

に

し

て

い
な

い
。

前
述

の
ラ
イ

ヒ
の

「
新

し

い
選

挙

民

」
論

と

こ

の
点

に

つ
い
て

の
か

か
わ
り
が

明

確

で

は
な

い
。

ま

た

ラ

イ

ヒ
に
お

い
て

は

「
財
産

権
」

と

し

て
構

成

さ
れ

る
社
会

福
祉

サ

ー
ビ

ス

(主
と
し
て
所
得
保
障
の
よ
う
で
あ
る
が
)

の
計

画
過

程

に

お
け

る
住
民
参

加

に

つ
い
て

の
指

摘

は

一
切
な

い
。

ラ
イ

ヒ
の
発
想

の
原

点

に
通
じ

る
と

こ
ろ

と

し

て
今

後
検

討

さ
れ

な
け

れ
ぽ

な

ら
な

い
点

で
あ

ろ
う
。

②

ラ
イ

ヒ
の

い
う

"
新

し

い
選

挙

民
"

の
発

想

は
、

住

民
自

治

の
発

想

に
通

じ

て
く

る
。

対

貧
困
事

業

に
お

い
て
、

経

済
機

会
局

は
、

貧
困

者

の
参
加
を

求

め

た
。

そ

の
よ
う

な
参

加
を

制
度

化
す

る
試

み
は
、

現
実

に
は
さ

ま
ざ

ま
な

形
態

を
と

っ
た

。
代

表
者

の
地
域

レ
ベ

f46(424)



ア メリカにみ る参加 と法(3}

ル
で
の
馨

、
地
方

の
あ

る
い
は
国

の
会
議

.
協
定

へ
の
袋

者

の
参

加
、
そ

こ
で
は
、

不
可
避
的

簡

霞

広
が

っ
て
い

っ
た
・
馨

民

は
、

ど

の
よ
う

に
定

義

さ
れ

る

か
。

リ

ー
ダ

ー
は

い
か

に
指
名

さ
れ
、

選
ぼ

れ

る
か
。
選

挙

民

は
ど

の
よ
う

に
問
題

を
知

り
・

自
分

の

意
見
を
表
明
す
れ
ば
よ

い
の
か
。

加
、そ

そ

こ
に
は
政
治
的
な
問
題
が
あ

っ
た
。
ど

ん
な
程
度

に
ま

で
・
参
加
は
当
然

に
保
障
さ
れ
る

の

か
。

そ
の
よ
う
な
参
加
は
ま
た
、
既
存

の
政
治
権
力
と
ど
の
程
度
ま
で
符
合
す
る
の
か
。
も
し
参
袈

あ
ま
り
に
も
よ
く
組
織
化
さ
れ
・

そ

の
よ
う
な
参
架

、
あ

ま
り

に
力
強
く
、

ラ
デ

ィ
ヵ
ル
に
な
る
な
ら
ぽ
、
な

に
が
生

じ
る
の
か
・
事
実
・
経
灘

会
法

に
お
け
る
動
向

は
、
政
府

に
脅
威
を
も
た
ら
せ
、
経
灘

会
法

の
縮
小
と

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
法

へ
の
繁

移
譲
を
促
し
た
こ
と
は
本
文
で
述

べ
た
と

お
り
で

あ

る
Q

ラ
イ

ヒ
は
、
経
済
機
会
法

の
経
験
が
、
厩
主
的
な
参
加
に

つ
い
て
の
全
体
的
な
努
力

の
う

ち
の
重
要
な

一
部
分
を
し
め
る
も

の
で
あ

る

と
指
摘
し
て
い
る
。

「
行
政
機
関
が
新
し
い
立
法
者
で
あ
り
、

住
民
が
そ
こ
で
の
選
挙
民

の
新
し
い
タ
イ
ご

で
あ

る
と

い
う
主
張
が
・

そ
の
前
提

に
な

っ

て

い
る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

こ
う

し
た

ラ

イ

ヒ
の
主

張

に
対

し
、

貧
困

戦
争

の
中

で
だ

さ
れ

て
く

る
近

隣
地

域
創

設

の
動
ぎ

は
、

よ
り

急
進

的

で
あ

る
。

す

な
わ

ち

一
九
世
紀

初

頭

に
お

い
て
地
方

の
統

治
機
構

は
、

市

に
併

合

さ
れ

た
が

、
黒

人

は
市

か
ら
疎

外

さ
れ

て

い
た
と

す

る
発
想

の
中

で
具
体

化

し

て
く

る
近
隣

地

域

(離
o一αq
ゲ
げご
「『
QO自
)
創

設

の
動
き

は
、

単

に
市

の

サ
ー
ビ

ス
の

一
部

を
近

隣

地
域

に
移
譲

す

る
と

い
う
意

味

で

の
地
方

分
権

化

で
は
な
く

、

地
瞥

治

と

し

て
、

酬ブ
イ

ヒ
の

い
う
民

主
的

参

加

を
徹

底

し

て
可
能

と
す

る

た

め
に
・

政

治
権

力

の
奪

還

を

め
ざ
し
・

近
隣

地

楚

お
け

る

「
・
-

カ

ル
ガ
バ

メ

ン
ト

の
創

設
」

を
求

め
る
も

の
に
他
な

ら
な

い
か
ら

で
あ

る
・

そ

こ

で

の
参

加

は
・

ま

さ

に

「
統

治

の

一
環
」

を
担

う

こ
と

に
な

る

の
で
あ

る
。

経
済
機
会
法

に
基
づ
く
貧
困
華

と
連
動
し
て
展
開
さ

れ

た

ヲ

・三

ニ
テ

ご

丁

ポ

レ
↓

ヨ
ン
の
場
合
も

「
7

カ
ル
ガ
バ

メ
ン

(425)147



ト
」

と

し

て

の
特
質

を

示
す

も

の
と

し

て
理
解

さ
れ

て
い
る
。

例

え
ぽ
近

隣

統
治
機

構

(ネ

ェ
ィ
バ

ー
フ
ヅ
ド
ガ
パ
メ
ソ
ト
)
の
指

導
的

推
進

者

で
あ

る

コ
ト
ラ

ー

は
、
「
そ

の
管

理
運

営
委

員
会

は
、

ニ

ュ
ー
イ

ソ
グ

ラ

ソ
ド

の
タ
ウ

ソ

、、、
ー
テ

ソ
グ
と

同
様
、

メ
ソ
パ

ー

シ

ヅ
プ

,、

ー
テ

ソ
グ

で
あ

る
べ
き

で
あ

る
」

と
述

べ

て

い
る
。

モ
デ

ル

シ
テ

ィ
法

の
具
体
的

展

開

は
、

こ
れ

ら

の
団
体

の
形

式
と

活

用
を

さ
ら

に

一
般
化

さ

せ

る

こ
と

に
な

っ
た

と

み
る

こ
と
が

で
き

る
。こ

の
よ
う

に
、

参

加
が
権

力

の
分

割
と

な

る
の
か
と

い

っ
た
参

加

の
性

格
を

め
ぐ

る
問
題

は
、
住

民
参

加

を
取

り

い
れ

る
以

上
、

ア

メ

リ

カ
だ

け

で
な
く
、

我
が

国

で
も

"
住

民
自

治

"

の
解

釈
を

め
ぐ

っ
て
、

早
晩

で

て
く

る
問
題

と

思

わ
れ

る
。

㈲

経
済
機

会

法

の
ゆ
き

す
ぎ

を
懸

念

す

る

と

こ

ろ

か

ら

制

定

さ

れ

た

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に
お

い
て
も

、
近

隣
地

域

や
近

隣

組
織
体

(
コ
ミ

ュ
三
ア
ィ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ソ
)

に

お
け

る

"
自

治
"
意

識

は
必

ず

し

も

沈

静
化

し

な

か

っ
た
。

A

W
C

(2
。
.ひ

Ω
曙

》
..甲
老
こ
.

O
。暮
亀

ぎ
。;

簿

典
)
事

件

で

は
、

事
業

計

画

の
段
階

で
そ

の
主

体
性

を
主

張

し

た
参

加
団
体

(A
W
C
)
が

、

事
業
実

施
段

階

に
も
継

続

的

に
参

加
す

る

こ
と

に
、

H

U

D
が
難

色

を

示
し
、

結
局

の
と

こ
ろ
既
存

の
参

加

組
織

を
事

業

の
実

施

段
階

で
は
参

加

さ

せ
ず

、
連

邦
政

府
が

(市
が
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
も

つ
と
こ
ろ
の
)
新

し

い
住

民
参

加
組
織

を

作

る

こ

と

を

条

件

に
、

い
わ
ぽ

強

圧
的

に
、

モ
デ

ル

シ

テ

ィ

事

業

の
実

施

の
た

め

の
補

助
金

の
交

付

を
行

っ
た

こ
と
が

端

緒
と

な

っ
て

い
る
。

費

用

の
使
用

に
関

し
、

州

.
地
方
自

治
体

は
大

幅
な

裁

ヘ

へ

量
性
を
保
持
し
て
い
る
と
し
て

一
定

の

「
評
価
」
を
も

っ
て
な
が
め
ら
れ

て
い
た

ア
メ
リ
ヵ
連
邦
政
府

の
連
邦
補
助
事
業

の
現
実
を
み
せ

つ
け
ら
れ
た
面
は
否
め
な

い
。

H
U
D
の
だ
す

い
わ
ゆ
る
通
達

の
機
能
が
、

州
や
市

に

蓬

の
動
揺
を
及
ぼ
し
て
い
た

.」
と
も

み
の
が

せ

な

い
。
ま
た
・
経
済
機
会
法

の
改
正

に
よ
り
、
住
民
参
加
組
織

に
、
三
分
の

一
以
上

の
役
人

の
参
加
が
法
律
上
明
記
さ
れ
た

こ
と
等
、
参

加
に
対
す
る
当
局

の
否
定
的
姿
勢
が
、
制
度
的

に
反
映
さ
れ

て
き

て
い
る
こ
と
も
認

め
な
い
わ
け
に
は

い
か
な

い
。

こ
う
し
た
動
向
が
・

住
民
参
加
に
対
す

る
当
局

(権
力
)

の
圧
力

の
あ
ら
わ
れ
で
あ

る

こ
と

は
否

定

で
き

な

い
。

し
か
し
、
他
面
、
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ア メ リカにみる参加 と法 ③

"
自
治
"
を
主
張
す
る
強
力
な
政
治
力
を
も

つ
参
加
団
体
が
、

本
当

に
全
貧
困
層
を
代
表

し
て
い
た
の
か
、

と
い
う
別

の
問
題

は
残
る
。

例
、兄
ぽ
参
加
団
体
と
な

っ
た

A
W
C
は
、
黒
人
層

の
や
や
上
流
層
に
か
た
よ

っ
て
い
た
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ピ
ー
プ

ル
ズ

カ
ウ

ン
シ
ル
に
対
す

る
ボ

ソ
フ
ィ
ー
ル
ド
勧
告
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
黒
人
貧
困
層
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
仲
間
を
も
た
ず
そ

の
主
張
は
固
有
で
あ

る
と
も

い
わ
れ

て
い
る
。
A
W
C
の
判
決

に
お
い
て
、
裁
判
所
が

「
こ
れ

は
参
加
を
減
少
さ
せ
た

の
で
は
な
く
、
広
げ
た
の
だ
」
と
主
張

す

る
背
景
も
、

こ
の
点
を
考
え
れ
ば

一
概

に
否
定

で
き
な

い
難
し
さ
を
も

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と

こ
ろ

で
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
及
び
経
済
機
会
法

で
は
、
計
画

の
段
階

・
実
施

の
段
階

に
お
い
て
、
当
局

の
言
葉

で
い
え
ぽ
、
住
民

の

イ

ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
で
は
な
く
、
諮
問
機
関
と

し
て
の
住
民
参
加
を
補
助
金
交
付

の
条
件
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、

ベ

ソ
ソ
ン
事
件

で
も
指

摘
さ
れ

て
い
る
よ
う

に
、

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
計
画

の
い
つ
の
段
階

で
参
加
を

必
要
と
し

て
い
る

の
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

い
。
ま
た
、

A
W
C
事
件
で
争
点

の
ひ
と

つ
と
な

っ
た
よ
う
に
計
画
段
階
で
参
加
し
た
団
体
が
、
実
施
段
階
で
も
参
加
で
き

る
の
か
も
必
ず

し
も
明
確

で
は
な

い
。
検
討

の
ひ
と

つ
と

い
え
よ
う
。
ま
た
、
参
加

に
あ

た

っ
て
は
、
貧
困
者

に
は
参
加
費
が
補
償

さ
れ
る
こ
と
を
連
邦
法
は
規
定

し
て
い
る
が
、
実
施
さ
れ

て
い
る
例
は
少
な
く
、

一
年
を
ま
た
ず

に
任
務
を
離
れ

る
貧
困
者

の
例
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
ま
た

一
般

に
、

地
区
で
の
決
定

へ
の
住
民
参
加

は
低
く
、
投
票
率
も
低
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

他
面
前
述

の
よ
う
に
、
選
挙

に
あ
た

っ
て
は
、
地

域
住
民
だ
け
で
な
く
、
そ

の
地
域
で
働

い
て
い
る
人

々
も
投
票
権
を
有
す

る
の
か
と

い
う
訴
訟
も
展
開
さ
れ

て
お
り
、
そ

の
実
態
は
地
域

に
よ

っ
て
異
な

っ
て

い
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。

ネ

ェ
イ
バ
ー

フ
ッ
ド
を

ロ
ー
カ

ル
ガ
バ

メ
ソ
ト
と
し
て
主
張

せ
ざ

る
を
え
な

い
、
市
か

ら
歴
史
的

に
疎
外
さ
れ
て
き

た
黒
人

の
心
情
を
考
え
た
時
、

こ
の
訴
訟

は
別
の
重
さ
を
も

っ
て
い
る
こ
と

に
も
気
づ
か
ざ
る
を
え
な

い
で

あ

ろ
う
。

ま
た

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
を

め
ぐ
る

一
番
初
め
の
事
件
と
さ
れ
る
ベ
ソ
ソ
ソ
事
件
で
は
、

モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法

に
基
づ
く
対
象
地
域

の
調
査

が
、
対
象
地
域
に
住
む
納
税
者

に
よ

っ
て
、
憲
法
上

の
基
本
的
人
権

の
侵
害

の
観
点
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
調
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査

に
よ

っ
て
計
画
が
具
体
化
さ
れ
、
具
体
化
さ
れ
た
計
画

に
よ

っ
て
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
連
邦
補
助
事
業
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
ラ

イ

ヒ
の
い
う
よ
う

に
、
あ

る
意
味

で

「
計
画
経
済
」
的
要
素
を
も

っ
て
お
り
、
資
本
主
義
法
の
要
請
と
は
、

矛
盾
す

る
面
を
も

つ
こ
と
に

も
な
ろ
う
。

こ
の
矛
盾
を
克
服
す
る
ひ
と

つ
の
手
段
が
、

こ
こ
で
は
デ

ュ
ー
プ

ロ
セ
ス
の
貫
徹
で
あ
り
、
具
体
的

に
は
、
補
助
金
交
付
に

い
た
る
比
較
的
早
期

の
段
階
か
ら

の
住
民
参
加

の
補
償

で
あ

る
と

い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

の

ア
メ
リ
ヵ
に
お
い
て
も
、
住
民
参
加

に
つ
い
て
の
当
局

の
姿
勢
が
消
極
化
し
て
き

て
い
る
こ
と

は
否
定

で
き

な
い
。
し
か
し
そ

の

結
果
問
題
と
さ
れ
た
住
民
参
加
の
い
く

つ
か
が
裁
判
所

に
お

い
て
法
的
に
問
題
と
さ
れ
、

し
か
も
A
W
C
事
件
に
お
い
て
は
下
級
審
よ
り

む
し
ろ
控
訴
審

に
お
い
て
思
慮
深

い
判
決
が
だ
さ
れ

て
い
る
こ
と

に
も
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

ま
た
・
住
民
参

加
団
体
と
し
て
継
続
的

に
承
認
さ
れ
な

い
ま
ま

に
、

モ
デ

ル
シ
テ
ィ
事
業
自
体

の
実
施
が
決
定

.
実
行
さ
れ

て
し
ま

っ

た
A
W
C
事
件
を

は
じ
め
、
多
く

の
事
件

に
お
い
て
被
告
側
か
ら

は
原
告
適
格

や
管
轄
問
題

に

つ
い
て
の

(異
議
)
申
立
が
だ
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く

の
事
例
に
お
い
て
、
原
告

の
ク
ラ

ス
ア
ク
シ

ョ
ソ
が
認

め
ら
れ
、
デ

ュ
ー
プ

ロ
セ
ス
違
反
を
始
め
と
す
る
憲

法
違
反

の
問
題
と
し
て
、
差
止
請
求
す
ら
認

め
ら
れ

て
き

て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ク
ラ
ス
ア
ク
シ

ョ
ソ
と

い
う
訴

訟
形
態
が
、
我
が
国

に
な
じ
む
も

の
で
な

い
こ
と

は
あ
ら
た
め
て
指
摘
す

る
ま
で
も
な
い

(我
が
国
で
は
客
観
的
訴
訟
は
、
法
律
で
認
め
た
場

合
以
外
は
訴
え
を
提
起
し
え
な
い
と
さ
れ

る
)
。
し
か
し
、
原
告
適

格

に
つ
い
て
い
え
ぽ
、

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
公
害
裁
判
分
野

で
の
原
告

適

格
の
拡
大
が
、
広

い
意
味

で
の
福
祉

サ
1
ビ

ス
の
領
域

に
お
け
る
原
告
適
格

の
拡
大

に
も

つ
な
が

っ
て
き

て
い
る
こ
と
は
、

A
W
C
事

件

の
第
二
審
も
指
摘
す

る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

こ
う
し
た
動
向

は
我
が
国

の
今
後

の
裁
判
闘
争
を
考
、比
る
う
え

で
も
注
目
に
値
す
る
も

の
と

い
え
よ
う
。
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⇔

一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
連
邦
補
助
事
業
の
展
開
と
住
民
参
加
手
続



ア メ リカにみる参加 と法(3)

一
九

七

四

年

、

モ

デ

ル

シ

テ

ィ
法

(正

式

名

は

齢冨

O
Φ
ヨ
o
蕊
仲H鋒
凶自

Ω

膏

。。

隠
鑑

ζ

①
ぎ

宕

影
碧

O
o
<
。
ざ
や
ヨ
。
韓

>
9

0
{

一
〇
①
α
)

ま

、

↓
落

を

国
o
器
貯
σq
自
鼠

O
o
ヨ
ヨ
弓

ξ

U
①
〈
。ざ
℃
ヨ
Φ艮

》
9

。
P

㊤
謹

の
第

一
章

に
参

入
さ

れ

た
。

こ

の

第

一
章
O
。
ヨ
ヨ
§

ξ

穿

く
。δ
唱
ヨ
。艮

に
お

い

て
、

ニ
ク

ソ
ン
大

統
領

は

「
市
役

所

に
チ

ャ
ン

ス
を
与

え

よ
」
と

い
う

ア
ブ

目
ー

チ
を

明

確

に
し
、

後

に

O
o
唐
ヨ
§

ξ

浮

く
9
8
ヨ
①
三

しσ
響

犀
O
冨
艮

に
よ

っ
て
全

面
的

に
開

花
す

る

こ
と

に
な

る

qり
履

{巴

話
く
Φ
譲

Φ
。・冨
噌貯
αQ
の
理
念

を

明
確

に
す

る

こ
と

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

す

な

わ
ち
、
Gっ
箆

芭

話
く
Φ蒙

Φ
・。7
鼠

凝

に
基

づ
く

事
業

に
お

い

て
は
、

州

・
地

方

政
府

に
固
定

し

た
資
金

を

分
配
す

る
こ
と

に
よ

っ

て
、
資

金

の
柔

軟
性
が

増

加

さ

せ
ら
れ

る

こ
と

か
ら
、

以
前

の
連

邦
補

助

事
業

に
課

せ
ら
れ

て
い
た
多
く

の
条
件
、

な

か

で
も

何
ら

か

の

住

民
参

加

の
要
請

は
、

稀

薄

に
な

る

こ
と

は
充

分

に
予

想
さ

れ

る
と

こ
ろ

で
あ

っ
た

。

事
実
、

同
法

第

一
章

は
、

住

民
参

加

に

つ
い
て
、

以

下

の
よ
う

な
行

政
優

位

の
制
約

さ

れ
た

表
現

を
と

っ
て

い
る
。

す

な

わ
ち

「
申
請

と

資
格

診
査

」

(巷
葛
聾

卿8

伽
巳

夘
鼠

署

閃
呂
巳
H§

㊦昌

)
と
題

す

る

一
〇

四
節

(。。。ρ
8
劇
)

は
、
「
㈲
補

助
金

は
、

申

請

者

(。。
齢麟
奮

・。
旨
鮎
ロ
昌
騨
・。
。
{
αq
。
昌
.
.
節
=

8
四
一
αQ
。
く
①
冨
日
①
鷲

を

さ
す
。
。・
。
p
さ
ω

に
よ
る
1

引

用
者
i
ー
)

が

、

ω

～

⑥

ま

で

の
条

件

を

遂

行

す

る

こ

と

に

よ

っ
て
、

申

請

書

が

長

官

(
H

U
D
ー

引

用
春
-

ー
)

に

提

出

さ

れ

る

の

で

な

け

れ
ば

、
そ

の
補

助

金

は
、

一
〇

六
節

(・。$

一
8
)

の
要
求

に
従

っ
た
も

の
と

は
み
な

さ

れ

な

い
。
」
と
定

め
、
参

加

に

つ
い
て
は
、

㈲
に
お
い
て

「
(申
請
者
は
)

そ

の
申
講
を
提
出
す

る

前

に
、
⑳
提
案
さ
れ
て
い
る
地
域
開
発

(8
ヨ
ヨ
毒
ξ

牙
くΦ喜

日
Φ・
σ
と
、
住
宅
事
業

に
使

用
す

る
基
金

の
総
額
な
ら
び

に
組
み
こ
ま
れ
る

事
業

の
範
囲
、
そ

の
他

の
事
業

に
関
す
る
重
要
な
必
要
条
件

に
関
す
る
適
切
な
情
報
を
市
民

に
提
供
す
る
こ
と
。
㈲
地
域
開
発

・
住
宅
事

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

業

に

つ
い
て
市
民

の
見
解
を
え

る

麗
げ
野

冨
鼠

ロ
σQ
。・
を
行
う
こ
と

(傍
点
引
用
者
)
⑥

申
請

の
作
成
過
程

に
参
加
す
る
適
切
な
機
会
を
市

民
に
量

る
こ
と
、
し
か
し
、
雰

ひ
擦

、
欝

附
発
婁

客

像

附
雰

ゆ
蓉

露

惣

開
雰

霧

雰

欝

ど
費
雰

卦

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

限

す

る

も

の
と

み

な

さ

れ

る

べ
き

で

は

な

い
」
(
傍
点
引

用
者

)
と

定

め

ら

れ

て

い

る
。

そ

こ

に

は

「
マ
キ

シ

マ
ム

・
フ

ィ
ー

ジ

ブ

ル

・
パ
テ

ィ

シ

ペ

ェ
イ

シ

ョ

ソ
」
は

も

と

よ

り

、

「
ワ

イ

ド

ス
プ

レ

ッ
ド

・
シ

チ
ズ

ソ

・
パ

テ

ィ

シ

ペ

ェ
イ

シ

ョ
ソ
」
の
影

も

み

ら

れ

な

い
。

そ

こ

で

{429}151



の
参

加

は
情
報

公

開
、

せ

い
ぜ

い
の
と

こ
ろ
諮

問
機

関

と

し

て

の
住

民
参

加
と

し
か
理
解

で
き

な

い
で
あ

ろ
う
。

こ
れ

に
対

し
、

A

W
C

の
訴
訟

に
お

い
て
強
く

意

識
さ

れ

て
き

た
地

方
主
導

(
ロ
ー
カ
ル

・
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
)

の
姿
勢

は

こ

こ

で

は
、

明

確

に
示
さ

れ

て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
変
化

し

た

「
モ
デ

ル
シ
テ

ィ
法
」

の
も

と

で
、

そ

の
後

の
住
民
参

加
が

ど

の
よ
う

に
展

開

し
た

の
か
、

一
九

八
〇
年

代

の
住

民
参

加
を

考
え

る
う
え

で
興
味
あ

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が
、

こ
こ
で

は
、

法
律

上

の
変

化

の
み
を

指
摘

し
、

今
後

の
課
題
と

し
た

い

(な
お
、

=
。ロ
。。ぎ
αq
β。巳

O
o
日
ヨ
自
巳
¢

一)
。〈
①げ
℃
ヨ
。巳

は
、
現
在
ま
で
住
民
参
加
手
続

に
つ
い
て
は
、
何
の
改
正
も
行

っ
て
い
な
い
)。

152(430}

新
連
邦
主
義

の
提
唱
に
伴
い
、

一
九
八
〇
年
代

に
入
り
連
邦
予
算
、
な
か
で
も
福
祉
予
算

の
削
減
が

は
か
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
経
済

機
会
法
第
二
章
曳

一
九
八
。
年
の
一
括
歳
出
削
減
法
の
成
立
に
よ
り
歪

さ
れ
て
い
る
・
し
蕊

、

一
護

出
削
減
法

ω
碁

島

O
。
ヨ
ヨ
偉
巳
蔓

Qっ
。署
一8

しu
ざ
爵

O
冨
耳

中
o
σq
冨
ヨ
ω
(O
§

§

。・
じd
巳
αq
糞

口
§

コ
。出
一弾庄
8

》
g

力
巴

①刈
。・・。)

は
、

経
済
機

会
法

第

二
章

に
対

応

す

る
面
が
少

な

く
な

い
。

同
事

業

で
は

コ

九

六
四

年
経
済

機

会
法

第

二
章

で
任

命

さ

れ

た

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活

動
機
関

(O
。
目
目
環
口
騨
団

〉
。ぎ
・
〉
㈹
8
。団
)

に
関
す

る
言

及

は
、

同
事
業

に

い
う

嘗

く
鉾
①

8

召

8
節

8
ヨ
ヨ
=
巳
蔓

。
茜
餌
艮
鴇
鉱
8

に
関
す

る
言

及

と

み
な

さ
れ

る
L
と

さ

れ
・

ま

た
別

の
条
文

は
、

「
コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
活
動

機
関

」

及
び

「
℃
ユ
く
象
①
コ
9
践
。
費

8
日
ヨ
壼

ξ

o
『σq
伽
巳
鴇
陣一〇
ロ
。。」

の
管

理
運

営
委

員
会

に

つ
い

て
は
、

経
済

機

会
法

第

二
章

に
い
う

「
管
理

運
営

委

員
会
」

と

同
様

の

(住
民
及
び
貧
困
者
代
表
を
含
む
)
組
織

構
成

で

あ

る

こ
と

を

要
求

し

て

い
る

か

ら

で

あ

る
。

最
も

先

に
指
摘

さ

れ

て

い

る

「
旨

く
9。
言

8

ロ
只
o
津

8
日
日
§

ξ

。
『σq
㊤
コ
剛N酋
臨
。
昌
」

の
中

に
は
、

象
量

:

§

葺

§

日
昌

・
餐

凶凶鋤
江
。
コ
.、
は

の
ぞ

か
れ

て

い
る
。

し
か

し
、

従
来

か
ら

。
E

。

に
癖

る

コ
ミ

ュ
ニ
テ

 ィ
活

動

の
努

力

は
・

ほ
と

ん
ど

、

民

間
か
、

非
営

利

団
体

で
行

わ

れ

て

い

た

こ

と

に

つ

い
て
は
従

来

か
ら

指
摘
が
あ

る
。

ま
た

「
O
。
ヨ
・

ヨ
替

ξ

Qo
興
ユ
8
ω
じロ
一8
犀

O
『㊤
馨

中

o
σQ
田
ヨ
。・」

で
は
、

.、しd
一8
犀
O
冨
馨
、.
と

い
う
言

葉
が

示
唆

す

る

よ
う

に
、

連
邦

の
行

政
的
、

規

則
的

な

干
渉

は
必
要
最

小

限

に
と

ど

め
ら

れ
、

州

に
本
質
的

に
幅

広

い
裁

量
が

与
え

ら

れ

て

い
る

((注
)

鷲ロ
一。
。κ
O
同鶴ロ
梓

は
、
通
常
、
州
ま
た
は



ア メリカにみ る参加 と法 ㈲

地
方
に
対
し
、
法
的
に
認
め
ら
れ
た
広
範
な
目
的
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
。

基
本
的
な
目
的
が
達
成
さ
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
費
用
の
使
用
に
対
し
、

受
給
者

(州
ま
た
は
地
方
)
は
大
幅
な
柔
軟
性
を
保
持
し
て
い
る
)。
そ

の
結
果
、
経
済
機
会
法
第
二
章

の
も

と
で
は
、
連
邦
補
助
金
交
付

の
条

件
と
し
て
、
個
別
、
具
体
的

に
定

め
ら
れ

て
い
た
、
地
域

レ
ベ

ル
で
の
事
業

計
画

の
策
定
手
続

や
、
事
業
実
施

へ
の
住
民
参
加

の
要
請

は
、

「
Ω
》ヨ
§
償
三
蔓

留
ヨ

8
。。
¢d
§

押
○
同餌
馨

℃
お
σQ
冨
昌
」

で
は
、

よ
り
抽
象
化
さ
れ

て
き

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
事

業

で

は
、
州
が
連
邦

補
助
金
を
受
け
と

っ
た

一
年
後
、
引
き
続

い
て
補
助
金
を

受

け

る

た

め

に

は
、
州
法
が
基
金

の
分
配
と
使
用

に
関
す
る
公
聴
会

(津
露
。

冨
践
凝
)

に
つ
い
て
規
定
す

る
こ
と
、
低
所
得
層
が
共
同
体

に
関
す
る
事
項

に
で
き
る
だ
け
参
加
し
う
る
よ
う
援
助
す
る
こ
と
等
が
要
請

さ
れ

て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
も
、
行
動
改
革

に
よ
り
連
邦

の
財
政
援
助
が
縮
小
さ
れ
、
地
域
社
会
福
祉

サ
!
ビ

ス
部

(酔冨

8
日
ヨ
彗
ξ

。.臼
く
剛8
吻
g。α
甑
コ
尻
欝

ぎ
コ
)
が
廃

止

さ

れ
、

州

へ
の
補
助
金
交
付

の
権
限

は
、

O
E
O
長
官

か
ら
、
保
健
福
祉
省
長
官

(葺
。
Q。
。§

耳
楓

鼠

寓
。麟
導

睾
山
寓
億
ヨ
碧

G。
Φ三
6窃
)
へ
と
移
行

し

て
い
る
。

ま
た
、
同
事
業
で
は
サ
ー
ビ

ス
の
統
合

・
調
査
に
ょ
る
財
政

の
縮
小
、
民
間
機
関

の
活
動
が
強
く
要
請
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

一
括
歳
出
削
減
法

の
成
立
が
、
地
方
自
治
の
尊
重

の
方
向

で
は
な
く
、

レ
ー
ガ
ン

政
権

の
も
と
で
総
じ

て
指
摘
さ
れ

て
き
た
新
自
由
主
義
を
助
長
す

る
方
向
で
機
能
し
て
き
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。

そ
う
で
な
く
と
も
、
そ
も
そ
も
経
済
機
会
法
が
、
貧
困
者

の
生
存

の
保
障
を
、
財
産
権
及
び
抽
象
的
な
自
由
権

・
平
等
権

の
保
障

の
延

長
線
上
に
と
ら
え
て
き
た

こ
と

は

一
括
歳
出
削
減
法

の
も

つ
新
自
由
主
義
的
な
側
面
と
共
通
す

る
側
面
を
も

っ
て
い
た
と

い
わ
ざ

る
を
え

な
い
。

一
九
六
〇
年
代

の
経
済
機
会
法

に
お
け

る
住
民
参

加
手
続

は
、
政
治
権
力
に
ア
ク
セ
ス
す
る
機
会
か
ら
、
実
質
的

に
疎
外
さ
れ

て

い
る
貧
困
老

に
対
し
、
個
別

・
具
体
的
な
場
に
お
い
て
政
治
権
力

へ
の
平
等
な
参
加
の
機
会
を
保
障

し
、
も

っ
て
貧
困
者

の
社
会

か
ら

の

疎
外
を
克
服
し
よ
う
と
す

る
、

一
九
六
〇
年
代

の
主
た
る
社
会
的
主
張
を
反
映
し
て
い
た
こ
と

は
前
述

の
と
お
り

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

主
張

は
、
政
治
権
力

へ
の
個
別

・
具
体
的
な
参
加
手
続

の
保
障
を
通
じ
て
抽
象
的
平
等
権

の
制
度
的
保
障
を
徹
底
化
す
れ
ば
、
貧
困
者
層

と

い
え
ど
も
、
そ

の
自
立
が
保
障
さ
れ
、
結
果
と
し

て
生
存
が
保
障
さ
れ
う
る
と
い
う
意
識
を
背
景
と
し
て
い
る
。
そ

の
意
味

で
は
、
産

(431)153



業
資
本
主
義
段
階
に
お
け

る
政
治
権
力

へ
の
下

か
ら

の
参
加
要
求
が
、
「
貧
困
は
己
が
罪

」
と
す

る
社
会
意
識
と
、
表
裏

一
体
を
な
し
て

い
た
こ
と
と
共
通
す
る
面
を
も

っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
そ
れ

は
資
本
主
義

の
危
機
的
状
況
が
進
化

し
、
あ

る
い
は
、

(現
在
の
よ
う
に
)
黒
人
等

の
貧
困
者
層

の
要
求
が
、
相
対
的

に
沈
静
化

せ
ざ

る
を
え
な

い
状
況

の
も
と
で
は
、

こ
の
裏

の
側

面
が
多
分
に
顕
在
化

し
て
く

る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
事
実
、

一
九
八
〇
年
代
以
降

の
前
述

の
よ
う
な
状
況

は
、

こ
の
こ
と
を

具
体
的

に
示
し

て
き

て
い
る
こ
と

は
否
定

で
き

な

い
。
貧
困
は
、
「
社
会

の
責
任

で
あ

る
」

と
い
う
考
え
方
に
対

し
、
特
に
近
年
で
は
、
貧

困

へ
の
責
任
は
、

「
社
会

と
個
人
」
両
方

に
あ
る
。

従

っ
て

「
国
民
は
、
各
自
自
立
す
る
よ
う
努
力
し
な
け

れ
ぽ

な
ら
ず
、
国
家
は
そ

の

た
め
の
基
盤
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」

と
す
る

》

Z
①≦

ω
。
。
芭

0
9
旨
9
g

と

い
う
思
想
も
強
ま

っ
て
き

て
い
る
。

し
か
し
他
面
留
意

し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
こ
と
は
、

一
九
六
〇

年
代
以
降
に
お
い
て
制
度
化
さ
れ

て
き

た
福
祉
的
諸

サ
ー
ビ

ス
の
分
野

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

で

の
政

治
権
力

へ
の
参
加

は
、

(産
業
資
本
主
義
段
階

の
政
治
権
力

へ
の
参
加
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て

即
自
己

の
権
利
の
不
平
等
な
侵
害
が
排
除
さ
れ
る

と
い
う
想
定

の
も
と
に
主
張
さ
れ
た
の
に
対
し
)

自

由
権

を
止

揚
し
、
「
生

存

権
」
を
根
底

と

し

て
と

ら
え

な

お
そ
う
と

す

る
要
求

へ
の
契

機

を

も
含

ん

で
い
る

こ
と

で
あ

ろ
う
。

現
代

に
お

い

て
要
請

さ

れ

る
貧

困
者

の
政
治

権
力

へ
の
参

加
手
続

の
保

障

は

(失

っ
た
損
害
の
保
障
で
は

な
く
)、

彼

ら

の
生
存

へ
の
本
来
的

自

然
的

要
求

と
結

び

つ
か
ざ

る
を
え

な
く

な

っ
て
き

て

い
る
か

ら

で

あ

る
。

つ
ま
り
、

例

え
ぽ

ア

メ

リ
カ

に
お

い
て

は
、

福
祉

給
付

受

給
資

格

(幕

欝
「Φ
。三
三
Φ
筥
窪
研
)
が

、
贈

与

(αq
糞

鐸
ξ

)

よ
り
も

財
産

に
等

し

い
も

の
と

み
な

さ
れ
、

財

産

に
対

す

る
侵

害

の
排
除

と

し

て
構
成

さ

れ

て
き

て
い
る

に
せ
よ
、

そ
れ

は
本
来

的

な
意

味

で

の
財
産
権

と
異

な

り
、

(程
度
の
差
は
あ
れ
)

そ

れ

自

体

は
、

確

固
た

る
内

実

を
も

つ
も

の
で

は
な

い
。
従

っ
て
、

そ

こ
で

は
、
有

限
的

な

国

民
所

得
と

の
対

応

の
中

で
、
志

向

さ
れ

る

個
人

の

ニ
ー
ズ

を

反
映

し
、

具
体

的
な

内
容

を

決
定

し

て
い
く

手

続
過

程
が
、

前

述

の
よ
う

に
、

「
生

存
権

」

に
内

在
す

る
権

利
と

し

て

も
、

要

求
さ

れ

て
く

る

こ
と

に
な

る
か
ら

で
あ

る
。

ア
メ
リ

カ

に
お
け

る
福
祉

給

付
受

給

の
打

切
り

に
先

だ

つ
証

拠
聴

聞
、
あ

る

い
は
、

経

済
機

会
法

に
み
ら

れ

る

よ
う
な
政

治
権

力

へ
の

ア
ク

セ

ス
と

し

て

の

サ
ー
ビ

ス
計
画

の
策

定
過

程

へ
の
住

民
参

加

の
保

障
が
、

結

果
的

154(432)



ア メ リカにみる参加 と法{3)

に
生

存

に
対
す

る
本
来
的

自

然
的

要
求
を

制
度

内

に
包

摂

し
う

る
可
能

性
を

も
含

ん
で
き

て

い
る
と

考
え

ら
れ

る
ゆ

え

ん
で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

一
括
歳

出

削

減
法

の
成
立

に
関
連

し

て
開

か
れ

た

労
働

・
人
的
資

源
委

員
会

で
は
、

州
が
現

存
す

る

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

・
ア

ク
シ

ョ
ソ
機

関

に
対

し
、
特

別
な
配
慮

を

は

か
る

こ
と

に
よ
り
、

八
九

三

の
C

A
A

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
が

、

継
続

さ
れ

る
べ
き

こ
と

が

要

請

さ

れ

て
い
る

(警

』

〉

¢
.ω
.
O
O
O
国

O
。お

「Φ。・。。幽。琶

,。巳

匙

日
三

晶。欝

餓
く。
2
。蕩

鱒
や
O
お
)
。

こ

の
よ
う

な
要
請

は
、

連

邦
補

助
が

縮
小

さ
れ

て
き

て

い
る
今

日

で
は
、

そ

の
形
骸

化
が

多

分

に
懸

念

さ
れ

る
と

こ
ろ

で
も
あ

る
。

本

論

の
冒
頭

で
ふ
れ

た
社
会

保
障

法

聾
げ
×
×

(
　
九
七
五
年
)
も
、

一
九

八

一
年
、

経
済

機
会

法

同
様
、

一
括

歳

出
削
減
法

(O
§

一げ
器

bロ
鼠
・q
無

肉
Φ8
コ
。霞
鼠

§

》
。
け
幻
9

雪

。・。。)

に
よ

り
、

い
わ
ゆ

る

ソ

ー

シ

ャ
ル

・
サ
ー
ビ

ス

一
括
補

助
金

法

(9ρ
8
芝

ω
①三

。舘

しd
§

犀

O
N窃
艸

b
韓

ω
ω
切
O
)
と

な

っ
た
。
す

な

わ
ち
、

一
九

七
五
年

の

簿
ド

×
×

の
も
と

で
は
、

(強
制
補
助
金
で
も
な
く
、
任
意
補
助
金
で
も
な
い
)
論。・雇

M巴

冨
く
o
謹

Φ
。。『
鼠

ロ
σq
αq
鑓
箕
遣

で
あ

っ
た

も

の
が
、

こ
こ

で
は
、

一
括
補

助
金

(ω
g
芭

Go
oコ
膏
o
し口
一8
犀
O
醤
緊
)

に
変
更

さ
れ

て

い
る
。

一
括

補
助

金

と

い
う
考

え
方

は
、

連
邦

政

府

へ
の
権

力

の
集
中
と

い
う
長

い
過

程

の
中

か
ら
、

い
わ
ぽ

こ
れ

に
対

す

る
も

の
と

し

て
生

ま
れ

た

(
3
)

も

の
で
あ

っ
た
。

こ
の

一
括
補
助
金
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、

八
二
年

に
は
五
七

の
項
目
別
補
助
金
が
統
合
さ
れ
て
九

つ
の

一
括
補
助
金
と
な

(
4
)

っ
た
。

タ
イ

ト

ル
の
修

正

は
、

こ
の
う
ち

の

一
つ
と

し

て
な

さ
れ
た

の

で
あ

る
。

そ

し

て
連

邦
政

府

は
会

計
事

務
や

計
画
、

報
告

ま
た
実

施

管

理

な
ど
運

営

(鼠
ヨ
蒙
。。冨

件凶8
)
の
費

用
を

削

減
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、

出
来

る
だ
け

サ

ー
ビ

ス
の
水
準

そ

の
も

の
は
維
持

し

ょ
う
と

(
5

)

し
た

の
で
あ

っ
た
。

一
括
補
助
金
制
度

に
よ

っ
て

轡三
①
×
×

は
、

い
わ
ぽ

連
邦
予
算
削
減
の
交
換
条
件
と
し
て
、
連
邦

の
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を
と
か
れ
た

(
6

)

の
で
あ

る
。

葺
ド

×
×

の
五

つ
の
目
標

に

つ
い

て
は
変
更

が
加

え

ら
れ
ず

、

従

っ
て

こ
れ

ら

に
か
な

う
限

り
、

州

は
プ

ロ
グ

ラ

ム
の
運
営

(
7

)

や
資
金
配
分
に
関
し

て
ほ
ぼ
完
全
な
裁
量
権
を
得
る
こ
と
に
な

っ
た
。
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具
体

的

に
は
、

一
九

七
五
年

の

叶三
①

×
×

で
は
、

H

E
W

(当
時
)

の
長
官
が

、

仲三
①
×
×

の
規
定

に
基

づ
き

、
支

払

い
を
行

う

こ
と

と

さ

れ
た
。

連

邦
補

助
金

は
、

改

正
後

は
、
補

助
金

の
使

用

に
関

す

る
州

の
裁

量
性

を
増

加
さ

せ
る
た

め
、

州

に
そ

の
権

限
が
移

譲

さ
れ

て
き

て

い
る
。

ま

た
、
一
九

七
五
年

の

締三
Φ
×
×

で

は
、
州
プ

ラ

ソ
の
中

に
規

定
す

べ
き

こ
と
が

義
務

づ

け
ら

れ
、

連

邦

の
州

へ
の
補

助

金

交

付

の
条

件
と

さ

れ
た
諸

規
定

(
一
九
七
五
年
社
会
保
障
法

Q。
Φ。・
8
0
ω
・
・。
0
9

参
照
)

は
、

一
九

八

一
年

の
改

正

で

は
削

除

さ
れ

て

い
る
。

そ

の
中

に
は
、

補

助

金

の
申

請

や

打

ち

切

り

等

に
伴

う
正

式
聴

聞

の
保

障
、

計

画
策

定
過

程

に
お
け

る
住

民
参

加
手

続
等
が

含

ま
れ

て

い
る

(詳
し
く
は
、
橋
本
宏
子

「
ア
メ
リ
カ
に
み
る
ソ
ー

シ
ャ
ル

・
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
過
程
」
『
賃
金
と
社
会
保
障
』

M
八
六
五
所
収
。
橋
本
宏
子

「『行

政
改
革
』
と
福
祉
問
題
」
『
法
律
時
報
』
六
六
八
号
所
収
参
照
)。

ま

た
、

州

が
連

邦
補

助

金
を
実

際

に
使

用
す

る
前

に
、

州

は
、

そ

の
使

用
方
法

に
関

し
、

住

民
参

加

に
よ

る
包

括
的

年
次

サ
ー
ビ

ス
プ

ロ
グ

ラ

ム
計
画
報

告

書
を
作

成

し
、

H

E

W

の
長
官

に
提

出
す

る

こ
と
が

義

務
づ

け

ら
れ

て

い
た
。

し

か
し
、

そ

の
義

務

は
完

全

に
削

除

さ

れ
、

州

に
よ

っ
て
作

成

さ
れ

た
そ

の
報
告

書

の
写

し
を
、

な

る

べ
く

人

々

(℃①
「o。o嵩
)
か

ら

の

コ
メ

ソ
ト
が

得

や
す

い
型

で
公

示
す

べ
き

こ
と

が
定

め
ら

れ

て

い
る

に
す
ぎ

な

い
。

こ

こ
に

い
う

、、需
誘
8

.、
に
は
連
邦

や

そ

の
他

の
行
政

官

も
含

ま
れ

て

い
る
。

す

な

わ
ち
、

H

E

W

の
長

官

は
、

州

プ

ラ

ソ
を

承
認

す

る
立

場

か
ら
、

州
プ

ラ

ン
に

コ
メ
ソ
ト
す

る
立
場

に
か

わ

っ
て
き

て

い
る
。

最

も
、

一
九

八

一
年

の

け三
Φ
×
×

で
は
、

連

邦
補
助

金

の
使

用
状

況

に

つ
い
て
も
、

州

は
、

長

官

に
報
告

書

を
提

出
す

る

こ
と

が

要
求

さ

れ
、

同

時

に
報
告

書

に

つ
い
て

の
監
査
が

要

求
さ

れ
、

関
連

す

る
公

的
機

関

は
、

こ
れ

ら

の
報
告

書

に

つ
い
て

の
見

解
を

国
会

に
提

出

し

て
も

よ

い
と

さ

れ

て

い

る
。

そ

の
他
、

改

正
後

の

蔓

『
×
×

で
は
、

補

助
金

に

つ
い

て

の
監
査

規
定

や
、

目
的

に
そ
わ

な

い
補

助
金

の

使

用

に
対

し
、

州

に
返
還

義
務
が

課

せ

ら
れ

て
き

て

い
る

こ
と

も
、

経
済

機
会

法

と
同

様

で
あ

る
。

ま

た

什三
①
×
×

と

し

て
包

括

さ

れ

る
範

囲
が
、

従

来

以
上

に
拡
張

さ

れ

て
き

た

こ
と

(従
来
の

仲三
①
図
×

の
他
に
、
6げ
ま

≦
①試
缶ぴ

鋤α。冨

。昌
四。。・。川・。け脚
旨。Φ獄

。。・辞①.
§

Φ
を
統

一
)
、

連
邦
補

助
金

の

一
〇

%
を

、
他

の
関
連

サ
ー
ビ

ス
に
移
譲

で
き

る
と

さ

れ

る

の
も

経
済

機
会

法
と

同
様

で
あ

る
。

ま
た

民
間
委

託

へ
の
直

156(434)



ア メリカにみ る参加 と法(3)

接

間
接

の
強

化
が

み
ら
れ

る

の
も
、

共
通

の
傾

向
と

い
え
よ

う
。

そ

の
他

、

一
九

七

五
年

の

聾
♂

×
図

と

比

較

し

て
、
変

っ
た
点

と

し

て
、

前

述

の
よ

う
な
大

幅
な

連
邦

補
助
金

の
減
額

が
あ

る
。

従

来

、

十

分

(。。自
由
ユ
o箕
)

に
与

え
ら
れ

る

べ
き

と
さ

れ

た
補
助

金

は
、

新
法

で
は
必
要

な

(奮
。。。・・。・。ど

額

に
変

更
さ

れ

て

い
る

こ
と
が

指

摘

で
き

る
。
具

体
的

に
は
、

従
来
、

総
額

の
七

五
%
、

も

し
く

は
九
〇

%
と

規
定

さ

れ

て
い
た

比
率

は
、

現
行

法

で

は
規
定

さ

れ

て
お
ら

ず

、

事
実
、

什箆
φ
×
×

に
対
す

る
連

邦
補

助
金

の
総
額

は
大
き

く

減
額

さ

れ

て

い
る
。

一
九

八
五
年

一
月
、

レ
ー
ガ

ン
大

統
領

の
第

二
期
が

発
足

し
、

一
括
補

助

金
制

度

を
含

む
新
連

邦
主

義

は
大

勢
と

し

て

は
支

持

さ

れ
た

(8

)

と

い
わ
れ

る

(
一
括
歳
出
削
減
法
は
、
O
。
ヨ
ヨ
巷
ξ

ω
費
誌
8
。。
じ口
δ
。パ
O
鑓
馨

中
。
σq
冨
白
。。
に

つ
い
て
も
、
仲達
Φ
×
×

に
つ
い
て
も
、
制
定
以
降
改
正
は

し
て
い
な

い
。
)
。

こ
う

し

た
中

で
、

た
と

え
ぽ

、ミ
ネ

ソ

タ
州

で
は
、
社

会
保

障

法

什三
Φ
図
×

に

つ
い

て

で

は
あ

る
が

、

一
九

八
三
年

の
州

の
計

画
改
定

に

お

い
て
、

従
来

と

ほ
と

ん
ど

か

わ
ら
な

い
住

民
参

加
手

続
が

保

障
さ

れ

て

お
り

、

州

の
自
治

の
伝

統

は
、

連

邦
法

の
変

化

に
よ

り
簡
単

に
は
影

響
を

受
け

な

い
こ
と
を

も

示
唆

し

て

い
る
。

こ
の
点

に
関

連

し
、

ジ

ョ
ー
ジ

・
星
野

(、ミ
ネ
ソ
タ
大
学
社
会
福
祉
学
部
)
教

授

は
、

「
連

邦
主

義

は
、

財
源

と
権

限

の
州
と

連
邦

と

の
間

の
分

配
を

め
ぐ
り

た
え
ず

く

り

か
え

し
指
摘

さ

れ

て
き

た
問
題

で
あ

り
、

レ
ー
ガ

ン

政
権

の
そ
れ

も
今

目

の
保

守
的

風
潮

へ
の
、

む

し
ろ
感
情

的

表

現

で
あ

る
」

と

指
摘

し
、

「
こ
の
よ
う
な

状
況

は
、

む

し

ろ
州
や

地
方
が

(9

)

連
邦
か
ら
権
限
を
と
り
も
ど
す

チ

ャ
ン
ス
で
あ

る
」
と
述
べ

て
い
る
。
州
裁
判
所

に
お
け
る
福
祉
裁
判
も
増
加
し
て
き
て

い
る
。

従

っ
て
、

一
九
八
〇
年
代
に
お
け

る
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
連
邦
補
助
事
業
と
住
民
参
加

の
実
状
と
、

一
九
九
〇
年
代

へ
の
展
望

に
つ
い

て
の
詳
細
な
認
識
は
、
今
後

の
検
討

に
ゆ
だ
ね
ざ

る
を
え
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
州
に
よ

っ
て
い

っ
そ
う
多
様
な
展
開
が
と
ら
れ

て
い
る
で

あ

ろ
う
こ
と
は
想
像

に
か
た
く
な

い
。

(
10

)

住
民
参
加
が
そ
の
是
非

の
段
階
を
こ
え
て
、
そ
の
具
体
的
実
現

に
と

っ
て
の
障
害
除
去

の
方
向

に
移

っ
て
き

て
い
る
と

い
わ
れ

る
ア
メ

t435)157



リ

カ

で

は

、

住

民

参

加

手

続

を

通

じ

て
、

そ

の
構

成

員

の
自

然

的

.要
求

が

内

包

さ

れ

る
可

能

性

が

、

我

が

国

以

上

に
、

制

度

的

に
具

体

化

し

て
き

て

い

る

こ
と

は
事

実

と

い

え

よ

う

。

(
我
が
国

の
現

状
を
か
え
り

み
)

ア

メ
リ

ヵ

に

お

け

る

住

民

参

加

手
続

と

、

自

由

権

を

基

本

に
す

え

た

公

的

責

任

の
あ

り

方

が

「
生

存

」
権

保

障

の
基

本

に

お

け

る

「
主

体

性

の
確

立

」

を

再

確

認

し

、

「
生

存

」

権

保

障

を

具

体

的

自

由

権

の
保

障

と

し

て

確

立

さ

せ

て

い
く

う

え

で
、

な

お
興

味

深

く

思

わ

れ

る

ゆ

え

ん

で

あ

る
。

(
1
)

以
下
、

一
括
歳
出
削
減
法
と
経
済
機
会
法
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
橋
本
宏
子

「福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
市
民
参
加
と

『
人
権
』
保
障
」
三
三
〇
頁
-
三
三

一
頁
に

よ
る
。
石
本
忠
義
他
編

『
社
会
保
障
の
変
容
と
展
望
』
所
収
。

(
2
)

Qり
茸
8
αq
ρ

O
ミ
N
§

㌔
ミ
馬暁ら
膏
ミ
§
烏
鳶
G
ミ
ミ
ミ
、ミ
章

エ
窺
、§

ミ
ミ

ミ
ミ
焼
』
O
ミ
a
、
、
禽
、§
胡
ミ

「
呂
一脚。
》
α
邑
三
。・9
ま
5
菊
①<
曲Φ
蚕

O
呂
る
㎝
①
(お
謁
)
お
認
・

や
呂
q

(
3
)
～
(
7
)

高
田
真
治

『
ア
メ
リ
カ
社
会
福
祉
論
』
海
声
社
、

一
九
七
頁
。

(
8
)

同

一
九
九
頁
。

(
9

)

》

守

宴

鴨
。
自

儀

剛
弓

臼

勺
器

窓

話
α

{。
二

密

空

三

。

憎
象

身

G。
冤

身

弧

〔
。
臼
邑

津
Φ
P

護

雪

①
切
。
欝

O
冨

暑

び

2
・。
膏

巨

〉
。・
。・a

巴

言

。
貼
し。
。
6
芭

≦

。
「
ぎ

鼻

0
8

碕

Φ

=
o
。。げ
ぎ
o

..↓
冨

窯
①
零
Φ
卑

Z
Φ
甫

男
巴

霞
巴
陣。・
ヨ
.、
〉

じσ
霧
葺

δ

珪

匹

頴

"
霞

軍

9

山
「巴

{o
「

臣

Φ

国

げ
瞬凶。

℃
島

6
紺
.

(10
)

神
長
勲

「大
衆
参
加
と
そ
の
促
進
策
ー

ア
メ
リ
ヵ
連
邦
行
政
法
の
場
合
」
四
四
頁
、
『青
山
法
学
論
集
』
第
二
三
巻
第
二
号
。

(完
)

訂

正

一
、

「
ア
メ
リ
カ
に
み
る
参
加
と
法

(
一
)
」

神
奈
川
法
学
第
二
十
三
巻

第
二

・
三
号
所
収

四
頁
九
行
目
及
び
七

〇
頁
十
行
自

至
向
↓
指
向

:7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)

六
頁
十
六
行
目

二
二
頁

(
注
6

)

ニ
ニ
頁

(
注

P
)

二
二
頁

(
注

皿
)

四
五
頁
十
四
行
目

四
五
頁
十
六
行
目

被
上
告
↓
上
告
入

第

四
章
参
照

同
↓
前
掲
下
山

「
サ
!
ビ

ス
行
政
に
お
け
る
構
利
と
線
足

」
六
三
三
頁
と
訂
正

前
掲
↓
同

レ
ビ
タ
ン

(
ω.〉
.回㌔o
く
営
雪

)
と
訂
正

慣
令
↓
慣
例

i58436)



⑯(9)(8)

四
九
頁
十
五
行
目
及
び
五
〇
頁
九
行
目

乙
↓
己

五
六
頁
四
行
目

ネ

ェ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
カ
ウ
ン
シ

ル
を
削
除

六
六
頁
十
二
行
目

市
役
長
↓
市
役
所

2㈲
5.⑫ ⑳ ¢①(9)
一 (8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)、

く
磐
畠
電

三

一
二

嚢

智
く
曇

く
。
一
』

倉

わ 紹

そ
の
他
、
人
名
等
大
文
字
に
す
べ
き
と
こ
ろ
が
小
文
字

で
あ

っ
た
り
、
文
献
の
引
用
形
式
に
不
統

一
が
み
ら
れ
る
等
、
著
者
校
正
の
不
手
際
が
あ
っ
た

こ
と
を
お
断
わ
り
し
、
お
わ
び
申
し
上
げ
た
い
。
研
究
内
容
に

つ
い
て
の
御
叱
正
を
え
て
、
今
後
研
究
の
充
実
を
は
か
る
中
で
、
こ
れ
ら

の
点
に
つ
い
て

591

も
、
あ
ら

た
め
て
訂
正

・
修
正

の
機
会
を
得
た
い
も
の
と
考
え
る
。

「
ア
メ
リ
カ
に
み
る
参
加
と
法

(
二
)
」
神
奈
川
法
学
第
二
十
四
巻

第

醐
号
所
収

九
七
頁
十
七
行
圏

F
C
C
↓
F
P
C

一
三
五
頁
入
行
目

穿
Φ
を
削
除

=
二
七
頁

(
注

⑬
)
を

(
注

皿
)
と
す
る
。

(
注
12
)
は
削
除
。

一
六
入
頁
十
入
行
目

デ

ュ
ー
プ

ロ
セ
ス

・
推
定
分
析
の
ア
プ

ロ
ー
チ

一
七
〇
頁

(
注
3
)

①

の
9
賠
を
と
る
。
①

・
②

の
文
献
は
い
つ
れ
も
例
で
あ
る
。

一
七
五
頁
七
行
目

O
ぎ
需
げ
↓
爵
鷲
o
げ

一
七
七
頁

(
注
3

)

(
本
文

咽
七
三
頁
二
行
目
)
。。
8

9
幹

ミ
刈
に
訂
正

一
七
九
頁
十
七
行
目

合
衆
国
全
体
会
議
↓
全
体
を
削
除
。

一
九

五

頁

入
行

目

.、誤

Φ

巴

ゆ
ぎ

爵

切

首

菩

Φ

ぎ
菖

Φ
、.
『
巳

Φ
↓

》
冨
9
舞

.、憲
β

貯

昏
Φ

ぎ

携

Φ

、.
混

一
¢

と

訂
正

二

〇
三
頁
十

二
行

団

U
魯

ダ

o
h
【濁
ぎ

O
Φ
冨
。
o
h
置
庁δ
弓
と
訂
正

{

二

三
三
頁

(
注

5

)

(
本
文

一
入
0
頁
四
行
凶

)
四
九

一
頁
～

四
九
四
頁

に
よ
る
。

二
三

三
頁

(
注

6

)

(
本
文

一
入
七
頁

五
行
目

)
切
Φ
客
3

0
殉
夢
Φ
蕾
証
8
巴

》
山
く
冴
o
契

O
o
§

貯
巴
曾

§

O
h
く
隷

O
o
匿

謎
訟
o
口
o
目

窯

肋
o
a

Φ
議

悼
。。
甲
。。
。。

(
⇔q
㊤
笥
"
㊤
蜀
O
儀
.
ド
㊤
①
Q◎
)
無

b。
。。
。。
と
訂
正

一
一
三

三
頁

(
注
8

)

(
本

文

一
入
入
頁
十
五
行
目

)
と

一き

読
ぎ
磐
噛
切
⑩
鷲
霧
Φ
9
暮

一8

物
o
嚇
夢
o
皆
9

貯

こ。
冨
ε

幻
偉
一Φ
鍔
誠
農
噛


